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発刊にあたって

農林水産祭表彰行事は，平成11年度で第:38回目を迎えました。 11乍年 11 月 23 H 

の勤労感謝の日に開催された能秀農林水残業者表彰式典(明治神宮会館)で

杯，内閣総理大臣賞及び日本農林漁業振興会会長賞は，各 7 部門，あわせて21

の個人・剖体に授 1子されました。栄えある天皇杯等三貨に輝く受賞斎は，全闘の

段林水産大詔受賞音597入(含団体)の頂点に立つものと fljli{illi されたものであ

ります。ここに刊行する「受賞者の業総j は.天皇杯等三誌の躍考審査に関与さ

れた専門家のご尽力によりとりまとめたものであります。

ご承知のように，我が出の農林水産業，良 11I漁村は，食料の安定供給をはじめ

として，地域社会の形成. ，週土・自然環境や景観の保全，生活・余Jlt!J1空間の提供

など多面的機能を果たしております。しかしながら. }1;1い手の減少，高齢化の進

，地域の活力の低下に伴って.食料の供給力や回二l二，自然環境を保全する機能

が低下しております。

211立紀を迎えるにあたり農林水産業及び誌liili産業の健全な発展と活力ある農

LLi漁村の建設が必袋不可欠であります。

そうした意味合いにおいて，農林水産祭表彰行事において，天泉杯等子三を受

された方々の業綜は，梶井中央審査委員会会長がこの附二子の賞審査報告j

で述べてますように「未来への架け陥J として農林漁業習の模範となり，今後の

農林水産業の発展と豊かで活力ある農山漁村づくりに大きく寄与するものと確信

するものであります。

このH!l子が今後の我が聞の農林水産業鐙びに農山漁村の発展の道しるべとして

活用されることを期待するとともに，受賞者ーをはじめ，関係者各位の今後議々の

ご健勝とご活躍を祈念し，発行jのことばといたします。

平成12年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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選賞審査報告

平成 11 年 11 月 23 日農林水産祭優秀農林水産業者表彰式

典における梶井中央審査委員会会長による天皇杯等三賞受

者の選賞審査報告(講評全文)

審査報告を申しあげます。

1.昨年 8 月以降本年 7 )gまでに，農林水産祭に参加しました 360 行事におき

まして，農林水産大臣賞を受賞いたしました 597 点，及びむらづくり部門での農

林水産大盟賞 16 点につきまして，農林水産祭中央審査委員会におきまして，書

簡審査及び現地関査など，慎重な審査を重ね，農産，箆i芸，斎産，蚕糸・地域47j'

林産，水産，むらづくりの 7 部門それぞれに，天皇杯，内閣総理大控

日本農林漁業振興会会長賞， 3 合計 21 点の受賞者を決定いたしました。

1 )天皇杯につきましては，

-農産部門では，茨城県真壁郡大和村の長島義夫さんを変・大豆作で，

・屈芸部門では，関山県浅口郡船穂町の浅野弘さんをマスカット・オブ・アレキ

サンドリア栽培で，

-音産部門では，北海道枝幸郡浜頓別町の池間邦雄さんを酪農経営で，

-蚕糸・地域特産部門では，長野県北佐久郡立科f!IJの青井英治さんを薬用人参作

で

-林産部門では，三重!桑松鮫市の株式会社オオコーチを木材で，

-水産部門で、は，千葉県銚子市の銚子市漁業協同組合小型底曳支所を漁業技術で，

・むらづくり部門では，秋田県山本郡峰浜村の石川郷中をむらづくり活動で，

それぞれ受賞者といたしました。

)
 

-
a
i
 

(
 



2) 内閣総理大臣賞につきましては，

-農産部門では，滋賀県長浜市の田中侍造さんを水稲作で，

・園芸部門では，大分県大分市の JA 大分市大葉部会をおおば経営で，

-畜産部門では，沖縄県八重山郡竹寓IHJの島仲治伸さんを肉用牛経営で，

・蚕糸・地域特産部門では 奈良県添上郡月ヶ瀬村の農事組合法人グリーンウェ

ーブ月ヶ瀬を茶業経営で，

-林産部門では，和歌山県佐1I坊市の堀河鹿林業株式会社を林業経営で，

・水産部門では，鹿児島祭枕崎市の久保義行さんを鰹節で，

-むらづくり部門では，奈良県生駒郡三郷町の農業生産法人有限会社農業公園{言

質山のどか村をむらづくり活動で，

それぞれ受賞者といたしました。

3) 日本農林漁業振興会会長賞につきましては，

-農産部門では，秋田県fllJ北郡角館町の株式会社安藤商店をみそ製造で，

・関芸部門では，高知県高知市の高知市農業協悶組合三塁支所関芸部花き部会を

グロリオサ経営で，

-省産部門では，香川県木田郡三三木町の農事組合法人東山産業を養鶏で，

-蚕糸・地域特産部門では，栃木県那須郡小川町の那須南農業協同組合小川養蚕

部会を養蚕経営で，

-林産部門では，岩手県二戸郡浄法寺町の大森茂男さんを前ほで，

-水産部門では，島根県隠岐郡五箇村の久見農水産加工グループ。を生活改善で，

・むらづくり部門では，佐賀県佐賀市商与賀 IfJJの茜与賀地域実践協議会をむらづ

くり活動で，それぞれ受賞者といたしました。

2. 以下，天皇杯受賞者の業績概要と 3 賞受賞 21 点の業績全体を通じまして，

感銘を受けました点を申し上げてみたいと思います。

まず，天皇杯受賞者の業績概要について申し上げます。

農産部門の長島さんは，自作地は 3.8 ha ですが，転作田借地などで現在 49.4 ha 

の耕地を利用しまして，水稲1. 3 ha，麦 28 ha，大豆 45 ha など延 77 ha の作付を
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行っています。農業粗収入 4 ， 234 万円，農業所得 2 ， 049 万円に達しますが，経営

の主前hは大児でありまして，大豆で 1 ， 537 万円の所得をあげています。集悶悶定

転作田，ブロックローテーション転作 i王1.吏には，この地域はタバコ作地帯です

から，タバコ作農家から大豆作だ、けの期間借地を行うなどで，これだけの大立作

をやっているのです。お父さん，お母さんも健在で年間 100 日ほど手伝ってくれ

ますが， 3::)J は奥さんと 2 人だ、けです。

それでこれだけやるのには，むろん機械が物を設います。 90 PS のトラクタ，

汎用コンパイン，ハイクリアランスピークルを駆使して，大豆 10 a 当たり 3.31

時間，変 10 a 当たり 2.07 時間しかかけていません。しかも単収は納豆小粒が主

体ですが，王子成 8 ~10 年 3 ヶ年平均で 201 kg をあげています。大豆ft"- を;zj三作と

して総立した経営といえましょう。

i羽芸部門の浅野さんは， 75. 5 a のマスカット・オブ・アレキサンド 1) アの施

設栽i告を家族 3 人でやっています。マスカット栽培は 収機にずいぶん手がか

かりますので，家族経営での焼模拡大は容易ではありませんが，浅野さんは1JIJt鼠

と j~~1)[1 ìPm を組み合わせて 9 作型をっくり出し， 5 月から 9 月にかけて連続出

荷することによって高倣販売を可能にし，総生産額 2 ， 861 万円，農業所得 1 ， 428

万円をあげています。高品質来実生成のために，炭酸ガス施用， fflì光を行うなど

の新技術を駆使しておりますし，施設栽地ぶどうにつきものの樹勢抵下対策とし

て 12 年生前後の更新を行っています。

{関別経常としての卓越した技術に慕づく高収益実現だけでもおく評価されるの

でありますが，浅野さんで、吏に注目すべきは， JA 船穂ぶどう部会長としての活

動であります。コンピューターで自動的に農家別出荷割り当てを指示するシステ

ムを導入，安定的縦続出荷体制をつくりあげ，船穂町のアレキサンドリアをトッ

プブランドにした業総を 浅野さんの評価からはずすわけにいきません。トップ

レベルの技術が確かな奴売戦略に結びついてこそ産地としての発展が可能になる

ことを考えてくれています。

資産部門の池出さんは，日本の最北端ともいうべき北緯 45 J交の地，しかも泥

炭i也が 9 割というところで，素晴らしい放牧主体の酪農経営を営んで、います。

経産牛 37 頭，総頭数は 60 頭を越えますが‘それを 21 ha の放牧主主:期地， 4 ha の

(3) 



採草・放牧兼用地で飼っています。牛と牧草の状態を見極めながら 15 回転放牧

で，牛の生理機能に合った乳牛管理を行い，経産牛 1 頭当たり 8 ， 000 kg をあげ

ています。 TDN 自給率は 70% を超え，経産牛 l 頭当たり所得は 39 万円となっ

ています。草地造成後 10 年以上草地更新はしていませんが，ペレニアルライグ

ラスを導入した草地は安定しています。

乳牛自体に草地を管理してもらう，人間は的確な放牧管理と定期的土壌診断に

基づくミネラルバランス管理でその手助けを行う ということを池田さんは信条

とし，実践しているのです。この放牧酪農を可能にする乳牛育成は予牛のときか

ら心がけなければなりませんが 子育てはまさに奥さんの仕事になるそうです。

家族経営でこそ実現できている環境保全型酪農の典型といえましょう。

蚕糸・地域特産部門の青井さんは，薬用人参を 2 ha つくっています。薬用人

参経営としては群を抜く大経営といっていいでしょう。薬用人参は，そのための

土づくりから始まって，播種，育成，収穫まで 6 年を要し， 1 作つくったら，

その畑では 50~60 年は作付不能，しかも化学肥料は絶対駄目，直射日光厳禁と

いう超難物作物です。しかし 青井さんは堆肥による土づくりと徹底した土壌消

毒で， 2 作から時には 3 作も可能にする技術をつくりあげ，また鉄製パイプに

よる簡易ハウスで労働軽減を国ることによって 2 ha という薬用人参としては珍

しい大経営をつくりあげたのです。香港で圧倒的に高い声価を得ているこの地域

特産物も，その多労と栽培技術の難しさから若い人に敬遠され，栽培者は急減し

ています。

青井さんは門外不出とされてきた栽塙技術を公開して若い人たちの参加を呼び

かけ，地域特産維持に腐心しています。中山間地農業を支える地域特産物は，こ

ういう活動があってこそ維持されるといっていいでしょう。

林産部門の株式会社オオコーチは，スギ，ヒノキ製材，外材製材，スギ一般材

及び間伐材の大断面集成林製造を主体に事業を展開しています。製品の規格化，

乾燥の重要性を早くから認識し，針葉樹構造材ならびに人工乾燥構造材の JAS 認

定工場となって， JAS 規格に基づく製品の安定供給を行ってきています。国産林

の需要拡大に向けて，木材乾燥等品質向上に努力し，その徹底した品質管理に同

業者の注目を集めております。

(4) 



水産部門の銚子市漁業協間組合小型成曳支所は，名前どおり，銚子市の小型底

曳網漁業者の組織でありますが，この組織が目指しておりますのは魚にやさ

しい底曳網耳の開発と資源管埋j です。国連海洋法条約発効にともない，漁業は今

や資源管理を無視しては操業できない産業になりました。現H寺点では漁獲可能量

(TAC) 制度の対象魚種はマイワシやサパ類などに限られていますが，その考え

方をさまざまな魚種にひろげ，持続的漁業生政とすることが，今後当然求められ

てきます。銚子市の小型底曳網のはあい，主目的のサルエビをとりますときに混

獲されますヒラメ，カレイなどの幼魚を，従来は他のゴミと一緒に海中に投棄し

ていたのですが，これらの幼魚、を将来の漁獲対象資源として残すことが，この観

点から重要であるとしまして，そのための改良漁呉の開発に組織をあげて取り組

みました。 5 年間の取組みの結果，幼魚は網のと部から逃げ，ゴミは網の下部

に集まるようにするこ段構造の網の開発に成功，効果をあげています。資源管理

の重要性が叫ばれている今日，高く評価されるべき活動です。

むらづくり部門の秋時県峰浜村の石川郷中は，峰浜村のなかの 4 集落の自治

会組織です。地区の総荷積1. 252 ha のなかに 355 ha の耕地と 870 ha の山林があ

ります。秋田スギの産地です。総仕上帯数は 191 戸，うち農家が 118 戸で農家 1

戸平均の経営規模は 3 ha になります。

1963 fj三に，大火があり，地区の大半 138 戸が焼失しましたが，この復興の取

り組みのなかで，石川郷中を中心とする地区の一体感が強叱され，経営閣の組織

化，伝統文化の活発化，都市との交流づくり等々に活発に取り組むようになりま

した。

営農閣でいいますと，国営農地開発事業にあわせて機械利用組織をつくり，稲

作の高能率生産システム化を実現，浮いた労力を利用してキャベツ，みょうが，

そばなどを導入，複合化による農業所得向上に努めています。その延長で近年は，

施設トマト，菌床稚たけに絞り総む若い農業者も出てきています。農協みょうが

部会に郷ヰI の女性が結集し活発に活動していることも特筆されるべきでしょう。

郷独自で簡易上水道を整備運用していますが， f民自主かつ清浄な水がみょうがの洗

浄にも活用されています。集落排水事業にも村内でこの地区が最初に紋り級みま

した。
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伝統文化として駒踊り，奴踊りがありますが，小学校のクラブ活動でも取り上

げるなど，地域ぐるみで継承に努めています。産地推進形成施設「おらほの館J

での女性グループによるそばの加工・販売は，都市の人たちから特に好評を得て

います。むらづくり活動の模範とすべきでしょう。

3. つぎに. 21 点の受賞者の業績全体を通じまして，私が感銘を受けた点につ

いて申し上げてみたいと思います。幾つかあるのですが，本日は時間の関係もあ

り I 点だけ申し上げることにします。

それは受賞された経営全体にいえることでありますが，受賞者の経営の先進性

ということであります。

小説4総理は，さきに制定されました食料・農業・農村基本法の成立の擦に発表

されました談話のなかで 持続的農業の発展により未来への架け橋J を築く

といわれましたが，受賞者の経営はまさに「未来への架け橋j を築くものといえ

ます。北海道で放牧酪農を確立実践されている池間さん 沖縄でこれまた放牧で

肉用牛生産を営まれている島仲さんの経営は， 21 ぽ紀の日本の望ましい斎藤経

営のあり方を示しています。 TDN 自給率で池田さんは 70% ，島仲さんは実に 86

%に達しています。茨城の長島さんの大豆作経営は，いま農政が最重要課題とし

て取り総んでおられるところの麦 大豆を水稲とならぶ水田の本作とするという

課題をすでに達成しているといってよく，本作化のためには，何が政策課題にな

るかを非常によく示しております。滋賀県で 21 ha の水田作経営を営む内閣総理

大臣賞受賞者田中さんの経営もそうであります。また，問じく内閣総理大

賞者堀河屋林業株式会社の経営もこれからの林業経営のあり方を示す好例です。

「山を荒らさず長期にわたり生産力を持続することが最も望まししりという理念

のもとに，地形急峻な和歌山祭器神村で作業道を整備，択伐を実施しています。

持続的林業の範といえましょう。 r未来への架け橋j は，これらの経営に学ぶこ

とでつくられるということを深く感じさせられましたということを申し上げて，

審査報告を終ります。
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天皇杯受賞

出品財 経営(麦・大豆)

受賞者 長島義夫

(茨城県真壁郡大和村大字大国玉2137)

臨地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件

大和村は東に加波乱1，荷に筑波山を望む茨城県の西北部に位置し，北東を岩瀬

IIIT ，南を真壁町，商を協和 IUT と隣接する面積29. 22k品の平坦な成業地帯である。

村の北部を JR 水戸線と国道50号線が 第 1 国大和村の位置~I

通り.策京から 100kml議!と比較的交通 1

の便には恵まれている。土壌は州が褐

色火山灰土犠，水田が何川のおfU或の沖

積土壌(灰色低地土)と黒ボク土がほ

ぼ半々である。

年間の平均気 ìfn\ 13. 7
0

C , 日照時間

2, 145時間，降水量 1 ， 2110101 と ìKll 緩な

気候である。

総倣帯数は 1 ， 880戸，総人口は7 ， 764 

人，就業人口は4， 046人で，このうち
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農家戸数は786戸(全戸数の4 1. 8%) ，農家人口は3 ， 982人(総人口の 5 1. 3%) ，農

業就業人口は 1 ， 022人(全就業人口の25.3%) である。

イ 農林水産業の概要

大和村の農家戸数のうち専業農家は70戸 (8.9%に第 I 積兼業農家は107戸 03.

6%に第立種兼業農家は609戸(77. 5%) であり，茨城県の中でも専業農家戸数

の割合が高い地域であるが，近年兼業化が進んで、いる。

耕地面積は， 1, 220ha で，うち水田は792ha，普通畑は409ha であり，水田と普

通畑が 7 3 の田畑混交地帯である。 l 戸当たりの耕地面積は1. 55ha と，茨城県

の平均1. 33ha を上回っている。

耕地の利用状況をみると， 7}く稲557ha，麦類246ha，豆類77ha，野菜187ha，そ

の他の作物153ha となっており 以前は畑地に陸稲，落花生，葉たばこ等が作付

けされていたが，現在は産地銘柄のこだまスイカ， トマトを中心に施設野菜が盛

んで、ある。

農業粗生産額は2 ， 352百万円であり，その内訳は水稲830百万円 (35.3%) ，麦

類 134百万円 (5.7%) ，豆類73百万円 (3.1%) ，野菜893百万円 (38.0%) ，その他

422百万円 07.9%) である。

第 1 表 大和村における農業粗生産額(平成 9 年度)
(単{立:在l 万円)

総級生産額 水稲 麦類 豆類 野菜 その他

大和村 2.352 830 134 73 893 422 
(比率) (100.0) (35.3) (5.7) (3.1) (38.0) (17.9) 

茨 城 462. 759 124, 947 4, 262 4, 014 155.291 174.245 
(上ヒヰ主) (100.0) (27.0) (0. 9) (0.9) (33. 6) (37. 6) 

(2) 受賞者の略歴

長島氏は昭和48年に日本農業実践学闘を卒業し，神奈川県の花舟農家におい

て 1 年間実習を行った後，就農した。当時の経営は水稲1.9ha，麦，大豆，野菜

類の採種等併せて約 7 ha であった。氏が30歳を過ぎて，経営の主体が父親から

移ってきた昭和63年に，隣接する真壁町においてブロックローテーションによ

る集団転作が実施されることになり，麦，大豆の栽培緩験が豊富な氏に転作麦，
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大豆の栽培受託の依頼があった。これを契機として，氏は地域の転作j現地におけ

る愛，大立栽i去を受託するとともに，当時i建稲や落花生等の栽培が減少し，遊休

化していた畑地を借地し，経営規模の拡大をほi ることとした。その後，大和村内

や隣接する協和 111]'，岩瀬町からも転作匝地での変，大豆栽箔ーの受託や，畑地の貸

借の申し入れがあり，さらに 白らも条件の良さそうな畑地があれば，積極的に

交渉をして借地を拡大してきた。

この結果，平成10年には経営耕地

面積は49.4ha (自作地6.4ha，借

地43. Oha) ，作付面積でみると昭和

63年に比べて，大立では約 8 倍の

45.0ha，変類では約 6 倍の28.0ha

まで拡大し，麦，大立を基幹とし

た極めて大規模で，かつ安定した

経営を展開している。

写真 1 長島氏とご家族

第 2 図 麦・大豆作付規模の拡大経過

:JF ミゴイ三 i 

関受賞者の経営概況

(1) 合理的な輪作体系の下での高所得の実現

氏は，7J(田作が 14. 9ha，畑作が34. 5ha の合計49.4ha という大規模経営のドで，

3-



連作障害の回避，地力の維持，農作業のピークの軽減等のために，合理的な作付

体系を確立し，できる醍り土地利用の高度比を図るとともに，収量水準の高位安

定化に取り組んでいる。

第 3 盟 麦・大豆栽培に係る主な作付体系の概要

年 9 主l三 年

前 W'\I 1 月 6 月 12月 1 月 6 月 12 丹 1 月

区1\1\ 1

紅l

第 2 表 主要作物の作付面積と単収(平成10年産)

作付面積 上手 I1文

ha kg/10札

大 ょ口ん 45. 0 212 

変 15.0 340 
二条大変 13.0 325 

水 五百 1.3 480 

1UJ 

10年産
作付

1. 3ha 

9.5ha 

3.5ha 

24. 5ha 

) 7. 5ha 

2.5h乱

県平均
kg/10a 

158 

320 
313 

451 

特に，畑においては，地域に多いたばこ農家が，たばこ，麦を作付けした後，

期間借地により大豆を作付けし たばこ農家と連携して輪作体系を確立しており，

たばこ農家からも連作障害の回避や地力の地進の観点から感謝されている。また，

長年，麦 大豆の 1 年 2 作体系を繰り沼して地力が落ちているほ場については馬

鈴しょを導入し，連作障害の田避と地カ維持に努めている。

水田においても，近鱗集蕩からのブロックローテーション等による転作団地で

麦，大豆栽培を受託し， (稲) 麦 大豆の 2 年 3 作体系により土地利用の高度
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イヒを限っている。なお，新規の転作団地で前作麦の作付けがないほ場においては，

麦の収穫と大立の播種作業が重なる 6 月 1=1:1下旬における作業ピークの軽減と

の作期 rlJ拡大を図るため， 5月下旬の早期は稔による大立単作を行っている。

さらに，描級期の天候や前作の収穫の都合で揺稔|ぬ限までに大京の係穂作業:が

できなかったほ場については，そばを作付したり，大豆の収穫が遅れたほ場では，

無埋に変を嬬種せず翌年の大廷を早播きする等 作付体系については，その年の

作物の生予主作業や天候の状況にあわせて柔軟に対応している。

合理的な作付体系の確立や状況に応じた基本技術の徹底等により，気象条件が

主主く，病害の発生が多かった平成10年産においても，各作践で県王子均を上回る

JI文量水準を実現し，大豆については農業総収益2 ， 633万円，農業所得 1 ， 537万円，

所得 E手ß58% (県平均43%に変類についても農業務1収議 1 ， 161万円，農業所得400

万円，所得率34% (県平均28%) と県平均を大きく上田る高い収益性を実現して

いる。

この結果.経営全体としては家族経営で農業組収益4， 232 万円をヒげる一方，

農業経営京'を2 ， 184万円に抑えることにより農業所得2.049万円と極めて高い所

得を実現している。

第 3 表経営の概要
(1例記子1'1. %) 

125: 分 成業粗11;;:主主 民業経常t~ 民主主所得 所得水

大 二Iゐ 26. :329 10.961 15. 368 58 
I~さ

変 ?員 11.610 7, 615 3. 995 :34 
3長

71< 稲 1. 885 1. 036 849 45 
11;;: 

入
その他 2. 500 2. 223 277 11 

2仁》1、 42. 324 21. 835 20.489 48 

(2) 大型機械の導入による作業の省力化・低コストイヒ

延べ作付面積が77.4ha に速する大規模経営において滋期に適切な作業を実

施し，生産性の維持・向 kを図るためには，高性能な大型機械や施設を導入する

ことにより省力化を限ることが不可欠である。特に，氏は機械作業を一人で行っ

ており，規模の拡大に対応した省力的な機械化作業体系を如何に構築するかが経
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営の成否を決定する大きな要閣と

なっている。このため，氏は，規

模の拡大にあわせて， }II費次，汎用

コンパイン (2 m) や大型トラク

ター (90ps) ，ドリルシーダー，ハ

イクリアランスビークル等の高性

能機械を導入し，それらを組み合

わせた大型機械化体系を確立して

いる。それらの導入に探しては，

農機具費の増大が経営を圧迫しな

いよう，農業近代化資金やスーパ

ー L 資金といった有利な資金を活

用しつつ，汎用利用が可能となる

効率的な機械を導入してきている。

麦，大豆の播種作業は，作業期

間が娘られた中で大面積をこなす

必要から，排水条件の惑いほ場で

は，ほ場が十分乾かないうちに作

業をしなければならないことも多

写真 2 耕起・施肥・幡種同時作業

いため，氏は自ら古いドリルシー 写真 3 汎用コンパインによる収穫作業

ダと耕起・整地用ロータリーを組み合わせた作業機を試作し，排水状態の悪いほ

場においても，耕起，施日巴播種の作業を一工稼で行うことにより迅速な作業を可

能としている。また，大豆選粒機についても，それまで容器を使って手作業で大

豆を投入していたが，投入口を改造することにより フレコンパッグをフォーク

リフトで吊し，大立を自然流下させることを可能にした。このことにより，調製

作業についても大幅な省力化が達成できた。さらに，適期が限られる収穫作業に

ついては，コンパインの故障による作業の遅延が重大な影響を及ぼすこととなる

ため，耐用年数の経過した向型の汎用コンパインを整備し，故樟時の代替機とす

る等.作業の省力化・低コスト化に向け 随所に創意工夫をこらしている。
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また，栽培体系の工夫等により，汎用コンパインの年間稼働時間は230時間に

達する等効率的な機械利用を行うとともに，変10a 当たり 2.07時間(都府祭王子均

の 18%) , 

ている。

10a 当たり 3. 31時間(都府県平均の 13%) と大輔な省力化を実現し

第 4 表 大豆，小麦， 71く稲の 10a 当たり生産費
(lì!f立川)

種苗?を 足基 主主 Yt 主九 その他
組 l反主主

購入 自給
肥料費

楽斉iJ �!�: 動力資 務材料授

大 R 58. 508 1, 844 。 862 4.622 1. 791 552 

麦類 41. 464 1.412 。 4. 156 2.972 1, 570 621 

水稲 145, 000 2, 720 。 :3. 000 4, 024 4. 93:3 2, 750 

土地改良71<.利政
tE機具ÿ't 労 1動 'Y�: Y~J将合計 支払利子 支払地代 所得

賃借料等

大主主 1. 808 9. 329 
家族 4, 965 

25, 773 。 3. 550 34. 150 
泥沼

~綴 1. 585 10. 996 
3. 105 

26.417 。 3.884 14. 268 

71<.稲 15, 507 41. 775 
28. 350 

103.059 5, 013 o I 65. 278 

(3) 家族協定に基づく家族経営の確立

氏が借地や転作開地における麦，大豆栽培の受託により順調に経営規模を拡大

することができた背景には氏の父の存在が無視できない。現在，借地しているほ

場は100筆以上，関係者は80名に及ぶが，そのほとんどについて，地代の支払い

等の管理は父が行っており 氏は機械作業と経営管理に専念することが可能とな

っている。借地の拡大の過程においても，氏の大規模経営の実績をみて，口コミ

で借地の申し入れがあったものもある、が，その多くは地域の世話役として，父が

こまめに地域をまわることにより借地が可能となったものである。また，氏の妥

も収穫作業においてトラックで伴走する等，農作業面でも氏のパートナーとして

農業経営上重要な役割を来たしており 氏の省力化への努力とともに，妻の協力

があってこのような大規模経営の円滑な展開が実現できている。特に，大豆専用

乾燥機の導入や，大立選粒機の改良等の省力化への取組は，氏が妻の作業の負担
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をできるだけ軽減しようとした成果であり 夫婦の相互理解があってこそ，ここ

までの省力化が可能になったと言える。このように，家族がそれぞれ役割と自覚

を持ち，今後とも農業経営に取り組めるよう，平成10年には家族協定を結び，

家族全員の役割分担，給料等を決めている。

第 5 表家族構成と労働状況

年齢 農業従事日数 農業従事内容

本人 43 250 EI 機械作業，経営全般

安 44 250 運搬，作業補助

父 67 100 作業補助

母 66 100 軽作業

tìー その他二子供が 1 !J3 2 !z:

受賞財の特急

(1) 基本技術の励行

現在，氏が転作麦，大豆の栽塙を受託している水聞は，全て本暗きょが施工さ

れているものの，当地域は地形の関係で排水の悪いほ場も多い。当然，氏に耕作

を委託される水田にも排水不良閏が含まれるが，そのようなほ場では，明きょを

深く間踊を狭めて施工する等きめ細かく対応している。このため，麦，大豆とも

に，平成10年のような天候の悪い年であっても県平均を上回る単収を確保して

いる。

また，借地した畑については，たばこ農家からの期間借地を除けば， 2 ~ 3 年

第 6 表麦，大豆単収の推移
UìJ.位: kg/10a) 

本成 8fド 平成 9 年 王子成10年 3 ヵ年平均(注)

長島氏 180 210 212 201 
大 A仁ZTゐ

県:sp:均 202 228 158 196 

長島氏 414 3臼O 340 381 
麦

県平均 423 382 320 375 

長島氏 400 325 363 
二条大麦

県平均 365 313 339 

注 二条大変については平成 9 年以降作付けのため二力年平均
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遊休化していた土地が多く，有機物が施用されていない痩せ地がほとんどである。

このため，縦続して借地が可能なほ場については 農業改良普及センターの指導

を得て土壌診断を行い，これに基づいて，ヰふん堆杷や石灰， りん酸等土壌改良

資材を施周することにより，土j主改災に結徳的に取り組んでいる。

大規模経営の場合，ともすれば収益は少なくても面積でカバーするという傾向

がみられがちであるが，氏の場合はこのような謀本技術の徹底を基本として，県

平均を上回る 11文を維持している。

(2) 生産性の高い麦『大豆作のための技術

氏は変の 11>(縫，大主主の j語種作業が重なる 6 R q:l 下旬から 7 汚 j二 "1:1勾の作業ピー

クを分散させるため，大なについては， 5PJ 下旬の早播ぎから 7 月上 1:1:1旬の麦跡

指種まで， 2 ケJlにわたって揃磁を行っている。このような中で.氏は，1f.揺さ

すると蔓化する傾向にある主力 l括磁の納豆小粒では早揺さの場合元肥を施用しな

い， I政情となる変跡ヘタチナガハを作付ける， 6 月!二勾以降の描種では狭i陛栽埼

(11日2問は通常の半分)を導入する等，品種の組み合わせや播種時期に応じた括経

誌の調整， JJ日培管理!等により院長水準のおiïÌ:安定{七を実現している。

また収穫作業にはメ'Jil民 2m の汎用コンパインを使用しているが，納豆小粒は

爽{立[況が低いため ， ~l主i櫛llU音をすることにより務爽位i還を上げ，収穫ロスの軽

減，汚粒防止の工夫をしている。その上， t富士をしないことにより，収穫11をの泥

の校み込みによる r"J粒の発生を抑えている。

-方で，納豆小粒は， !ßft裂焚'1'1:であることから収穫期間を長く隣保できる長所

があり，このことが 1 台の汎J!J コンパインで45ha の火 sz.収絡を ílJ 能にしている。

7 表大52の儲税方法

lì'jjf長 11寺郊l 5 月下旬 6 fJ J~.~ ド1:1) 7 月 i二~J:IJ 令] 主主

栽航2十;'J長 民主 H司 60cm IIt!~ 1I司 37cm IIW 11司 37cm 1111, I刻印~70cm
続; !日1 8cm 1予" IM1 8cm 十本 1m 8cm 株 IHJ 12~ 15cm 

}jfIi ll~ l?íì 。 kg 2. Okg 2. Okg 2 ~ ::lkg 
(N/l0a) 

J議総hi 納3主 IJ 、 *ìl: 2 kg 納J;~ IJ、約一 3kg 納タチ17~ナ4ガ、1ハ'立 3l~~52kitg g 
(kg/l0a) タチナjfハ 10k日 タチナガハ 10kg 

l~il白金，n 'jJIJ 約ば小牧 10ha 納.-~a>J、結 31ha 
才JUI~国iHl タチナガハ :.; ha タチナガハ 1 ha 
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(3) 実需者のニーズに対応した麦宅大豆生産への取組み

茨城県は小粒納豆を主原料とする納豆メーカーが非常に多い地域であり，実需

者のニーズが極めて高く，共同計算格琵を加えた60kg 当たり粒収益は，大粒系

のタチナガハが 2 等価格14， 000円程度であるのに対し，納立小粒では16 ， 700円程

度と 2 部程度高い販売価格を実現している。

しかしながら，納豆小粒は実需者からは極小粒であることを求められ，また，

蔓化・倒伏しやすいことから，施肥量を他の品種に比べ抑制することが必要

で， 10a 当たり収量もタチナガハに比べ 1 割以上劣っている品種である。

第 8 表大豆の -品質

平成 8 年産 平成 9 年産 平成10年産

作付面積 (ha) 45 42 45 

生産援(l氾) 81. 000 88. 080 95. 250 

父付金対象 (kg) 10.290 88. 080 95. 250 

l 等 25.830 

2 等 52.530 56. 370 

3 等 8, 670 9. 720 35. 070 

特定加工用 1, 620 3.810 

契約栽培 (kg) 70, 710 

氏は，以前は大粒系のタチナガハのみを栽培していたが，実需者のニーズの高

い納豆小粒を導入するとともに，播種方法，播種量，施杷量に工夫を加えること

により作りにくい納豆小粒を安定的に供給できるよう努めてきた。

また，麦についても，民間流通への移行に伴い 今後は品質の向上が重要な課

題となるが，氏は農業改良普及センタ一等と相談し，指導を受けながらいち早く

生産物の品質分析を実施している。品質分析の結果 畑作が主体であることから

タンパク含量が高い傾向が明らかとなり，氏は適期J番種等基本技術の徹底や施肥

量の調整により，実需者のニーズに応じた適正なタンパク含量の確保に努めてい

る。さらに，近年，地域でのビール用大麦の作付が減少している中で，地域の契

約達成率の向上を図るため，ビール府大麦の作付を拡大する等，培ってきた麦づ

くりの経験と技術により，ニーズに応じた良品質麦の生産に取り組んでいる。
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閣普友性と今後の方向

氏は今後とも麦，大豆作を基幹として，栽培受託や借地による着実な規模拡大

を進めていこうとしている。特に，今後は，天候や排水条件等により適期矯種や

収穫が難しい転作団地よりも，畑地の借地を中心として規線拡大を図っていきた

いと考えている。ただし，畑地については連作陣容を回避するため作付体系の一

層の改善を区l ることが重要な課題であることから，今後は現在導入している馬鈴

しょのほか，村内にある乗馬クラブとの契約によるソルゴ一等の朗料作物を導入

することも計離している。また，氏は，まだ43歳と若く，現在中学 2 年生の長

男の就農や常時雇用を念頭に置きながら，経営の法人化，麦，大廷を基幹とした

農業経営の一層の焼模拡大 冬季等の余剰労力を活用した水稲や野菜の育苗受託，

l沫 11曽・味噌漬け等の加工部門の導入等，氏の将来構想の中でも様々な選択肢の中

から最良の方向を選択できる可能性をもっており，今後の経営においては更なる

飛躍が期待される。

-11 



大豆・麦を主体とした畑作営農への挑戦

夫義島長

就農当 11寺，私の家は野菜類の採種が

主体の約 7 ha の農家でした。私に経

営が移譲された紹'f[J63 "l三，地域での集

iまi転作を契機に，転作団地の作業受託

と遊休先H士山の借地拡大による，麦・大

豆中心の綬常に転換しました。近隣町

村の '1去作団地の作業受託のほか，条件
の良い畑地があればこちらから交渉し，

借地を拡大していきました。

大規模経営を展開するにあたって，

畑地そ集積し，大型機械を導入して変

.メ;豆作のスケールメリットを引き出

せるよう努めました。また，大型機械

をより効率的に利用するため É討議大

豆と麦跡大豆を組合せて矯種H寺滞j を 2

ヶ月間に拡大するとともに，狭間主総~Iî

や無i帝土栽l告などの栽i者方法の工夫，

J諮種機ゃ:校選機の独自改良・大R専用
乾燥機の導入や選別作業場の改善等々

により，収穫から乾燥調製までの作業

の省力化と品質の確保を行いました。

また，連作i待害回避のため，馬鈴努や

ソパの導入による輪作体系の工夫や，

地域のタバコ農家との交換耕作を行っ
ております。

その結果，平成10年には，作付面積

l立大豆が45ha，麦類が28ha と :JJl;火され，

作業 1I寺問も麦10a あたり 2. 111寺問，大

Iiでは 311寺問と火 i掘に省力化でき，農

業所得も大きく向上しました。作業も

単純化主力化でき，妻への負担も少

なくなりました。

現在感場は 100準以上あり，大きく

6 地区に分かれます。遊休地だ、った対11

i也も多く.土作りから始めなければな

りませんが，地権者の立場も考え，大

小に拘わらずきれいに管理するよう努

めています。

借地の地代の支払いえ与は父が担当し

ています。妥は農作業のパートナーと

して重姿な役割を担っています。家族

がそれぞれ役割と lさl 党を持って働いて
おり，五ド成 10年には家族経営協定を締

結しました。現在，長男が中学生です

が，将来の就肢を念頭に常時庭用と法

人化を悶指し，冬季開の余剰労力を活

用して水稲・野菜の育前受託床!隣等

の加工にも挑 iì践していきたいと考えて

おります。

今後は，麦や大烹においても， fl1 J易

原理の導入が進むことが予想されます。

一層の規模拡大を|ヌl り，商品質・低コ
スト~t.A[，'に努めてまいりたいと思いま

す。
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内閣総理大盟賞受嘗

出品財 経営(水稲)

受賞者 田 中 {導

(滋賀係長浜市常高 11汀 543)

盤地域の概要と受費者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条約二

、t主

J.B. 

長浜市は，議費ij誌の東北部，琵琶湖の東俸に位置している。年平均気掃はn 30C , 

FJ 王子均気品は，最も i吉i い 8 月が25.7
0

C，最も低い i 月が2.2
0

C となっており，年

間i隊水量は 1 ， 518mmである。

rljの東J'J に伊吹 LLI を望み，北境に姉川が流れている。姉)1 1 によって形成された

踊状地が市北部に，湖底討1核地が市南部に)よがり，平坦な沖積平野が大部分を占

第 1 阻 長浜市常兵Iß]地区の位鼠罰
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めている(第 1 図)。

市の人口は約 5 万 9 千人 総世帯数約 2 万世帯(平成10年)であり，うち農

家戸数は2 ， 267戸，専兼別にみると第二種兼業農家が 9 割以上を占めている。ま

た農業就業人口のうち60歳以上の占める割合が，全体の 7 割近くに達している。

イ 農林水産業の概要

長浜市の絞営耕地面積は，約1. 600ha であるが，うち水田の割合が95%以上と，

県平均よりも高く，稲作中心の地域である。市では，早くからほ場整備に取り組

んでさており，昭和45年からは団体営ほ場整備事業が開始され，現在では耕地

面積のほとんど (88%) がほ場整備済みである。

長浜市常喜町地区は，長浜市の南東部に位置する集落である。総戸数のおよそ

4割が農家であり，ほとんどが第二種兼業農家である。また，長浜市全体と比較

しでも高齢者の割合が高い。

農地面積では田が大部分を占めており，昭和国~59年に県営ほ場整備事業を

実施したことで，ほぼ全てのほ場が30a 区画に整備済みである。

(2) 受賞者の略歴

田中氏は高校を卒業後，国鉄に就職した。昭和53年，父親の他界に伴い農業

を引き継ぎ，国鉄勤務の傍ら 第二種兼業農家として 自作地の水田の耕作と作

業受託を実施していたが 昭和60年代に入ると高齢化や兼業等により綬営が維

持できなくなった近隣の農家から農地管理や部分作業の受託を依頼されることが

多くなってきた。氏は，最初は45歳頃の就農を考えていたが，地域内の農地流

動化が進展していく中で，借地による専業総営が成り立つようになると予測し，

昭和62年の国鉄の分割民営化を機に37歳で専業化に踏み切ったものである。

専業化後は，借地に積極的に取り組むことで 経営規模の拡大を目指した。就

農前からの部分作業受託についても順次，借地に切り替えていった。借地では，

水穏を主体に麦・大豆の作付も行い，就農後の 10年間で経営商積を 3 ha から約

24ha へと実に 8 倍に増やす等，短期間で安定的効率的経営体への仲間入りを果

たした。特に平成 3 年から 6 年にかけては，地域内で経営を行っていた中核農家

が事故等から営撲を維持できなくなった農地を一括して借り受けたことなどから，
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約 8 ha から 20ha へと 12ha もの大 11腐な面積拡大を巣たした(第 2 閤，第 3 国)。

剖中氏の経営の運営においては，

夫婦 2 人の労働;量を考慮に入れつ

つ規僕拡大を可能にするため，氏

独自の工夫が随所に生かされてお

り， 日本の家族経営が目指すべき

経営形態の一つの到達点を体現し

ている。今後，就農を希望する者

に対しでも，家族経営による規模

拡大を進めていく iこでの一つの模

範となる経営である。

ha 
28.0 

第 2 閉 経営面積J広大の推移

写真 1 泊中{桁章氏夫妻

24.0 

20‘。

16.0 

12.0 ~--

8.0 

4.0 

0.0 

e.$< ~"J ~ 
,*"," ",<t' 

、句、、、ヘ'ò、やや

一機一借地面務

一合一部分作書籍受
託函液{蕊
ベ)

-0一転作国務負
商務

一+一自作地言霊綴

第 3 図 作物別作付面積の推移(部分作業受託面積含まない)
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受費者の経営概要

(1) 作業の雀力化・効率化

田中氏の経営は，夫婦 2 人を主体とした家族経営である。氏の年間労働時間

はし 851時間であるが，その妻の労働時間は87411寺田と，氏の半分程度ょに抑えで

ある(第 1 表)。これは，妻が家事及び家族の介護のために時間を要することに

配慮したものである。さらに，例えば稲作経営では最も忙しい春の移植時期でも，

オペレーターのみでも対応可能な代かき作業時には 安に 3 日に l 日を標準とし

て休日を設ける等の対応をとっている。農繁期の田植 収穫には雇用を導入し，

家族労働のピークの分散を図っている。また，コシヒカリ(早生) ，滋賀羽二重

檎(晩生)を主力品種

としその他捜数の品種

を導入することで作期 J

分散を図り，労働競合羽
を毘避している(第 2

表)。作業面では，主Fi技

術の導入や作業管埋に

よる省力化を徹底

し， 10a 当たり労働 H寺

i習も，都府県の問規模

隠よりもかなり少ない

13 ， 6時間という水準に

している(第 3 表)。

借地の拡大に伴うほ

場枚数の地力0，ほ場の

分散化については， f也

集落 1=1"心に借地を行っ

ていたことで，一時，

市内 8 nJy に借地が拡大

第 4 図 交換分合の推移(分合前→分合後)

リア

平成 10 年耕作地
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し，ほ場開の移動H寺情iが増加l したが，その後，農協の農地保有合理化事業を活用

しつつ地域の農家等と話し合うゆで交換分合を実施してきた(第 4 悶)。この間，

規模拡大に伴い地権習の数も80名を超えるに笠ったが 市内 4111] にまでに同地

的に集約するとともに，借地ほ場のi藍坦化(ほ場枚数の削減)寄与を通して移動11寺

i習の減少を した。さらに定のまとまり毎に作付品種を統ゆすることによ

り，労働時間を大網に短縮し 史なる借地の受け入れを可能にしている。

第 1 表 月号IJ. 作業者別農作業労働時間(王子成10年部分作業受託含む。冬期の管
理労働(記!阪管理など)は含まない判、，i: : 11.'f[l1J) 

3 月 1Jヲ 5 月 6 Jg 7 J'J 8 Jヲ 9J1 10 Jl 11 バ 12 月

任i ゆ氏 170 186 241 242 215 191 225 203 123 55 υ 1. 851 

実十長男 53 115 176 107 125 78 123 86 93 14 970 

原湖( 3 人) 42 456 185 186 88 。 149 。 o 。 1. 106 

265 757 602 535 428 269 497 289 216 69 3. 927 

第 2 表作物7;IJ .品種別作{，nm績の推移
(ljí. f立 ha)

作物名 品結名 主iιJiJi; 6 今三 5jZ.JjJi; 7 :9.吟 平成 8 {j三 平成 9 ff 'F-JjJi: 10iド

コシヒカリ 官。 9. :) 8.8 13. 7 
滋賀 5J5]二王立総 5.0 6.0 4. 5 7.0 
EI 本 IIJIi 5.0 S. 0 4. 0 2. 1 4. 0 
ミルキークイーン 0.39 

* フクヒカリ O. 3 O. :36 
ハナエチゼン 1.0 1.1 1.7 O. 6 O. 32 
どワミノリ 0.5 
滋員十55iサ 1.0 0.6 

21. 0 22. () 21. 0 16.8 25. 8 

変 !i~*本61~ 1.0 :).0 3. 0 3. 0 3. 6 
-)� ~ オオツル O. 0 LO 1.0 2. 0 1.0 

(2) 効率的な機械・施設の整備

機械装備については，規模拡大に合わせて装倣を充実させてきている。氏の専

業化時の機械装備は， トラクター (23ps) 1 合， IJI植機 (6 条) 1 台，自脱型コ

ンパイン( 3 条) 1 台であったが，借地樹棋が急鉱大する.'JZ成 4 年には， トラク

ターを60ps に能力アップ，田植機を更新した。

さらに，借地直i積が急拡大した平成 6 年には， 3条メIJ 自 )1党型コンパインを 6 条

1
1
4
A
 



第 3 表作物53IJ労働時間の比較(lOa 当たり)
(単位: 11寺区司)

米 3i: 大 R 

問中氏 都府県15ha以言支上 田中氏
都府県 田中氏

都府県
層(販売農 ) 3~5ha 層 1~2ha 層

種子予措 0.3 O. 31 。。 O. 05 
エ円白 笛 1.8 2. 27 
*j~ 起設地 1.3 2. 19 0.52 1. 37 0.6 1. 38 
播 種 0.65 O. 93 1. 62 
2喜 日目 O. 0 O. 35 0.68 0.31 0.43 
回 植 O. 6 2. 4 
迫 日巴 O. 2 0.39 O. 62 0.31 1.5 O. 12 
除 草 0.2 L 22 O. 0 1. 05 
中耕除蕊 4.1 4.64 
会日cf<今 理 6. 6 2. 84 1.0 0.57 1.0 L 27 
防 !珠 O. 2 O. 34 。。 O. 08 1.5 0.87 
4又 穫 0.9 2. 39 O. 72 L 41 1. 72 2.94 
乾燥・調製 0.7 1.8 0.72 0.62 3. 0 0.84 

13.6 17. 79 4. 72 4. 22 13.54 14. 48 
注)防仁11氏の数値は平成10年産，統計の数値は平成 9 年(佐渡政調査)を使用。

なお，米作での泊中氏の管理労働6.6時間の内訳は，時i担ず管1盟に2.011寺IlJ]，水資理 lこ4.6時間である。

刈グレンタンク付自脱型コンパインに能力増強，同 8 年にはトラクター (72ps)

l 台追加導入，同 10年には施肥量の削減，施肥時間の短縮のため施肥機能付田

植機を導入した。乾燥調製についても 自宅横の作業場内に乾燥機 3 台(平成 3

年に 20石 1 台，同 9 年に 32石 1 台，同 10年に 36石 l 台) ，籾すり機 2 台(平成 4

年 1 台，同 10年 l 台) ，精米機 1 台(平成 9 年， 3ps 1 台)を整備した。

このような機械・施設整備の導入・高度化は，年々，拡大していく借地で必要

な機械作業や稲作の収益性の向上に艶慮して適切に実施されてきた。特に主な機

械・施設はトラクター 2 台，回横機，コンパイン各 l 台，乾燥機合計88石とい

う状況であり，この装備の下で26ha の水稲作付が行われている。このことは，

一般には水稲作付が10ha を超えると装備が複数台数になっていく経営が多い中

で，田中氏においては，極めて効率的な機械・施設整備がなされていることを示

すものである。また，このことが大幅なコスト削減にもつながった。

(3) 高い収益性

氏の収益性については，農繁期に氏に農地を貸している農家のうち 3 人を積極

的に雇用していることから雇用労賃が，また，農地のほとんどを借地で調達して
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いることから地代等が多くなっているが，経営荷積に合わせた施設・機械装備に

するなど，その他の生産に係る出資を抑 ifilJすることで，約50% という所得率を実

現し， 1戸当たり所得1 ， 600万円，農業労働 l 時間当たり所得が5 ， 800円という高

第 4 表収益性の比較(平成10年)
(ヰí.f立:千内)

田中氏の経営 稲作単一経営(全l乳 15ha 以上層)
経常全体 稲作部門 総営会{本 稲作三宮11 門

tを3長粗JIX: ÌI~ 33.007 29. 226 
成業経営費 16. 688 15. 190 21. 720 18. 115 

隠HJ労賃 948 948 394 182 
穂古? 150 61 513 332 
肥料 1. 297 1. 053 2. 282 1. 990 
農業薬剤 742 679 1. 313 1. 088 
光熱ill)J力 627 585 748 601 
燦機J0~・燥用 6.472 5. 850 6.928 5. 889 
土地改良・水利 ïli ・ 1世代 5, 212 4.864 3.870 3, 366 
その他 1. 240 1. 050 5.673 4.667 

自営!災業労働時間 (11年 FJJ) 3, 927 4.107 
家族民業労働時間(1時間) 2.821 :).7:)4 
農業所得 16.319 7. 506 
所得率(%) 49.4 25. 7 
農業労働11時間当たり所符(円) 5.8 2. 0 

第 5 表 作物別生産費の比較(lOa 当たり)
Uìt{立: IIJ) 

* 変 大 ふtコん

田中氏 お以家上 |王I rj:J氏 者f\ H11!fl- 問中氏
都府県

!仮ヅ己目立 ) 3~5ha 隠 1~2ha 隠

物財1~ 41. 921 67. 142 36.813 31. 650 32.602 23.638 

穂留資 259 3.381 2. 100 2.443 1, 293 2. 395 
日出;f資 4, 540 8.048 6. 165 5. 736 2.080 3. 364 
燦業薬剤費 2, 858 7.410 。 2.483 6.269 3.639 

光熱ill)J 丈1 '11( 2. 547 3. 876 1. 552 1. 381 411 1. 027 

建物波及び燥機呉資 25.047 34. 301 14.400 13.630 11. 233 4.812 

労働1{( 14. 900 30.462 4. 800 14, 808 13. 900 23.193 

資刷会音1・ 56.821 97.604 41 , 613 46.458 46. 502 46.831 

支払利子・地代1，1l入生産費 77.632 115.961 42.433 52. 702 47. 323 50.884 

全算入生滋賀 81. 872 124.892 46.673 58. 191 51. 560 59.470 

10a 当たり JI叉汲 (kg) 480 455 300 323 220 218 

60kg~たり全主主入生産焚 9. 988 16.468 10.015 10.817 11 , 030 16.273 

10a 当たり労{説111寺 j前(11者間) 13.6 18. 1 4. 8 7. 93 13.9 14.48 
(J:l EEl 'I'氏の主主悩'の数値は平成10年{由。統計の数値は平成 9 年鎚 (~Un~iil~jtü を使!日。
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水準の収益性となっている(第 4 表)。生産費についても，米は，全国平均の 6

割程度という低コストな生産が行われている。特に，農協の育苗ハウスを賃借で

安く利用することで，種苗費は全国平均の 1 割を下回っている。また，小麦・大

交の生産についても，かかる費用は全国平均を下関る低コスト生産がなされてい

る(第 5 表)。

単i院については，平成10年は台風等の影響を受け，大豆の 11](量が低下した。

例年では，米は， 1県平均に比較しておよそ 1 割少ないが， 480~490kgで推移して

いる。小麦・大豆では，年により変動はあるものの県平均を大きく上回る収量を

上げている(第 6 表)。

第 6 表作物)3IJ単収の推移
(lìi位。 kg/l0a)

米 変 大 仁vコ-

田中氏
滋 7FYU i 

間 1:1" 氏
話主 ノjUJU4i 

問中氏
滋 ノJf~口

県平均 県平均 県平均

STiィ戎 6 年 510 584 320 237 

日前年 480 548 250 304 250 149 

成 8 主i三 490 568 330 289 270 202 

成 9 {f 480 507 220 237 280 182 

[ 平成 10年 480 497 300 258 220 82 

関受賞財の技術面での特色

氏は，罷鉄時代から，田植機を改造することで成街一本植えによる正制度栽倍を

実施する等，新技術の導入を積極的に行ってきた。稲作経営を安定させるための

基本技術は第ニ種兼業農家だ、った時期に習得しており，その他様々な新技術につ

いても失敗を恐れずに挑戦していく中で，稲の特性，稲作経営のリスクについて

ほぼ把握し，就農後の急速な経営規模の拡大を可能にした。

技術の特色は，まず，土壌の柔らかい田では耕起せずに，代かきの 2 週間~10

日前に回に水を入れて，ある程度土を柔らかくした上で， ドライブハローによる

代かきのみを行うという半不耕起栽倍を行い 労働時間の削減を陸っている。

出舗では，地域の慣行の栽植密度が70株前後であるのに対して氏は矯種

70g/箱， 10a 当たり 24枚， 1m'当たり 50株程度を植え付けるという疎植栽培を行つ
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ている。

昨年からは，生研機構開発の湛水条播機の評価試験モニターの 1 人としてコシ

ヒカリの i室崎 (44a) にも取組んだ。破損については，本年度の生育状況も良く，

氏は手応えを得ている。 I怠播栽培は，田植を一人でできることもあり，妻からも

喜ばれている。今後，さらに i副議による面積拡大(できれば半分近くを夜矯)を

検討していきたいとのことである。

また，管理しやすくするため，できる限り一定のほj劾の集まり毎に問一品種を

作付けるようにしており，特に契約栽培として業者に直接販売を行っているもち

米については，琵琶湖に近い砂地のほ場で行うのではなく. t11側の重粘土壌の広

がっているほ場に集めて行う等，同一条件で均質なものを大ロットごとに揃える

ことで，実需者からの信用を得ており，年々，もち米の面積を拡大させている。

なお，来日形質米ミルキークイーンについても 39a の栽培を開始しており，将来の

需要開桁に向け，地元での直接販売(近所の食堂でのおにぎり用)を試みている。

施肥では，まずt良を健全に育てる観点から慕)J巴は路用せず，追肥主体の Îi制巴体

系を実施してきた。絞営面積が拡大した現在では，田植時に. t自溢が25
0

C以上で

溶け出す緩効性被覆肥料を側条に同時施杷し，埠IJI:Jは窒素成分については行わず\

過燐駿石択のみとしている。また，稲わらは全量鍬込むとともに，収穫後の出に

籾殻，米糠，屑米. I佳 IlIï~ のメIJ り草といった稲作における副産物についても有機質

施IJ巴の一環として鍬込むなど，いわば循堤型の生践を行っている。そのため，窒

素施肥暴だけでも成分で約 4 kg/lOa と地域平均の60~70% と少ないが，単収は

長浜市の平均の90% に達しており，減肥栽培を通じて，経費の節減とより高品質

な米生産を実現するとともに，詫琶湖の水禁保全にも配慮したものとなっている。

以上のような栽法技術のもとで，除草剤散布は本間で一回のみであり，氏によ

れば，疎植にすることで，農薬散布蚤の低減が可能になると述べている。また，

病害虫については木酢液を予防的に散布している。

自宅敷地内作業場での乾燥調製作業についても，重量物運搬に伴う身体的な負

担を軽減するため，フォークリフトを導入し，その軌道及び作業場内の広さを確

保するため，作業場開口の拡大，乾燥機の配置の変更等を中心に改良を実施した。

このことについては，作業者(田中氏)の心拍数を心拍計で計測した結果，作業

1
i
 

n
ノ

U



中の心拍数の平均値が改良前は110だ、ったものが，改良後は90~100の範屈で推

移するようになり，明らかな労力軽減を実現している。

普及性と今後の方向

氏がこれまで農業に取り組んできた長浜市常喜町地区では，平成 4 年，集落営

農組織である「グリーンファーム常喜」が設立され，町内の経営規模の小さい農

家のほ場を中心として，機械の共同利用，オペレーターによる機械作業受託を始

め，集落の約 1/3 の面積を耕作している。

また，氏の経営規模の拡大を可能にした借地の調達については，農協の農地保

有合理化事業により，高齢化等により経営の維持が困難な農家から農地を定期賃

貸借(1 0年間)し，地域の中で経営規模の拡大を目指す農家に担当地区割を明

確にした上で転貸 (3 年間)同時に担当地区割問での交換分合が進められてい

る。氏の本年の借地面積は24. 9ha であるが，うち. 22. 9ha は本方法により農協か

ら転貸されたものである。さらに，農地貸借に伴う小作料等についても，農協が

仲立ちすることで，円滑な調整が行われている。

平成 7 年には，農業生産法人「備)グリーンパワー長浜j が農協の出資のもと設

立され，地域農業の担い手の一翼として全商受託を進めつつ，国補事業である新

規就農円滑化事業を活用し，研修生を受け入れ，就農に必要な基礎知識を身につ

けさせている。

このように，長浜市常喜町地区では 地域の中核的な農家と集落営農組織，自

給的農家，さらにグリーンパワー長浜が緩やかに連携 信頼関係を築くことによ

り，地域農業を維持・発展させていく体制ができあがりつつある。今後の水田農

業の展開は，中核農家のみでは地域農業全てを担うことはできず，また，自給的

農家のみでも困難である。さらに集落営農そのものも 今日ではオペレーターの

確保など様々な問題を抱えている。このような中で 当地域は，担い手，自給的

農家，集落組織がそれぞれの特性を生かした合理的な生産活動を行っており，こ

れら三者の連携に基づく営農の展開は今後の水田農業の一つのモデルと言える。

そして，その中で，特に氏の経営は，地域の農業を維持・発展させていく上で先

駆的な役割を果たしており，その経営を発展させるために培われた氏のアイデア
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は，長浜市農業の発展にとって欠かせないものになっている。

なお，問中氏の経営では，現在，高校で農業を学んでいる長男が，来春から氏

のもとでの就農を予定しているが，そこでは捜合部門(野菜)を導入した経営展

開が計闘されており，さらなる発展が期待できる経営でもある。
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農へのいざない

田中簿造

「僕は，父の後を継いで，家の田ん

ぼをもっとたくさん作り，大農場を経

営して，立派な百姓になりたいj 私の

小学校卒業新聞の投稿である。多分こ

んな時分から，段への思いは人一倍強
かったものだと思います。

昭和43年に， I日間鉄に勤務しながら

第二種兼業農家の旅立ちから 10年後，

念願の専業農家として出発ができまし

た。私は，農業高校在学中から，何と

かして他所の農家と遠う経営がしてみ

たくて，本展の軒先をくぐると，まず

専門の農舎のコーナーを尋ねるのを常

とするべく心がけていました。高校 3

年生の時に，父親から 1 枚だけ回ぼの

栽培管理を任され，施肥設計から水管

理は勿論のこと，品種選定，回槌えの

方法，日常の肥培管理一切でありまし

た。この時の面白さが忘れられず，つ

いに私を，米作りの廃にしてしまいま

した。その後，父親が逝去したため自

分の思い通りの経営展開でありました

が， しかし，失敗も人一倍多く大変な
患いをしたことも多々ありました。

私の田I には， 70戸程の農家が集まり，

機械作業を中心に共同で利用する組織

が10年前に組織されました。私にとっ

ては大変に脅威の組織と解釈， これで

集落の規模拡大の道は閉ざされると，

当時は畏怖していましたが，今ではす

みわけも出来てギブ&テイクの作用ま

で働き，両者ががっちりとスクラムを

総み地域の農地保全に奔走している今

日このごろであります。

また，昨今の米価下落は，私たち専

業農家の経営を極端に圧迫し，先行き

の不透明感の払拭はどうしても拭えな

いところが多くありますが，先の見え

ないトンネルはないという E言葉もあり

ます。私たちが，地球上で伎きていく

限り絶対必要な物。「食J 0 211!t紀の
キーワードは環境と福祉，それらの阿

国在充足出来るのが農であり，その一

端を煩えることの醤びを胸に，明日の

経営に立ち向かつて生きたいと思いま

す。
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E本農林漁業探興会会長賞受賞

出品財 産物(みそ)

株式会社安藤高店

(秋田県úl!北部角館町下車/f IIlT27)

関地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

株式会社安藤商店のある角館HlJ は，秋|混 l鳥取 m~に位躍し，三方を山に閉まれ，

第 1 図角館IIIJの位置関

フS毛主強震ヨn:汀ョー

/
 /

 /
J
 

¥ 
、

去っそ曲
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桧木内 J iIと玉)1 1 の合流地域，仙北平野の北端部に聞かれた城下町である。交通条

件的に見ると，秋田県秋田市と岩手県感伺mの中間点に位置し， JR 田沢湖線，

秋田新幹線の停車駅を有し，また，秋邸内陸線の始発駅であることから，秋田県

仙北地方と阿仁地方の玄関としての役割を担っている。気候条件を見ると，奥羽

山脈と西方の出羽丘陵にはさまれた内陸型気候の特徴をもち，年間平均気甑10
0

C

前後(年最高気温37.0oC，年最低気温零下 15. goC)，年間降水量2， OOOmm前後，四

季の変化がはっきりとした気候風土を有する町である。

同町は，而積が156.63泌，人口が 1 万 5 千人で，産業別就業者数で見ると，総

就業者数 8 千人で第 l 次産業が12.4% ，第 2 次産業が32.1% ，第 3 次産業が55.5%

となっている。また，みちのくの小京都とよばれる当町は，城下町の趣を残す武

家屋敷を中心に年間180万人を超える観光客が訪れる観光の町でもある。

(2) 受賞者の陪臆

株式会社安藤商店の代表者である安藤恭蔵

氏は，昭和 9 年 5 f3 3 日生まれ，現在日歳で

ある。性格は，温厚・誠実で指導力と実行力

に寓み，かつ，情誼に厚く，衆望を集めてい

る。氏は，大学卒業後，有限会社安藤商店(株

式会社安藤商店の前身)に入社し，専務取締

役を経て，昭和58年に代表取締役社長に就任

し，会社の発展に尽くしてきた。また，平成

4 年には株式会社に組織変更し，経営，組織

而の体質強化を図り，この間，堅実な経営努 写真 1 安藤恭蔵氏

カと消費者に愛される商品造りを心掛けるとともに，新しい技術も積極的に取り

入れることによって業績を着実に伸ばしている。

氏は，秋田県味11曽醤油工業協同組合の理事長，全国味噌工業協同組合連合会の

監事に就任するなど地元及び全国のみそ業界の発展に尽力するとともに，角館町

賄工会副会長も努めるなど，地元商工業の発展にも力を注いでいる。さらに，秋

田県公安委員会委員長，社団法人大助法人会副会長など様々な要職を務め社会公
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共の福祉の1関進に寄与している。

写真 2 写真 3

襲撃受賞者の経営概況

(1 ) 生産状況

ア みその生産状況

みその需要は，近年停滞気味に推移する中にあって，株式会社安藤商店の生産

設ならびに売上高は義実に伸びている。これは，問社が常に高品質で特色あるみ

そ造りを心掛け，原料調達から発静醸造に至るまで品質向上のための諸対策を講

じてきた結果であり，消費者に理解されたものと考えられる。

第 1 表 株式会社安藤政店の経営状況
Cl�i.{il: :千f11)

交 j二 ;:7i 営業利益 品J!1守f;平IJ主主 自己資本比率

玉ド"見 6 ij'.ljt 
403. 184 :36.786 21. 047 21. 9% 

000.0%) (9.1%) (5.2%) 

平成 7 年度 418. 750 32. :328 21. 089 24.8% 
000.0%) (7.7%) (5.0%) 

5jLIJlZ 8 {j:1支 468, 238 3. 795 2. 111 19.8% 
000.0%) (0.8%) (0.5%) 

王子成 9 主r皮 526, 057 22, 554 6.458 21. 8% 
000.0%) (4.3%) 0.2%) 

5fL成 10i判長 535, 433 22.075 15, 449 22.0% 
000.0%) (4.1%) (2.9%) 

il:: ( )内はよ乙 J:fùî には[めるそれぞれの'，J河合である。
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第 2 図 株式会社安藤商店の味噌，醤油，漬物の生産量
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イ しょうゆ，渋物の生産状況

同社は，しょうゆ，漬物の製造も行っており，漬物は順調に を伸ばして

いる。これは，地元の新鮮な農産物を使用し.品質向上のための対策をト分に講

じてきた結果である。 法物の販売に当たっては，同社の専務が社長を務める株式

会社マルジョウにおいて，地元菓子老舗と共同開発した fみそまんじゅう， しょ

うゆソフト j などの日新しい鵡品とともに併せて販売するなど経常感覚に溢れた

効果的な販売がなされていることによる。この結巣，経常の収益性は順調に推移

しており，また，高い安定性も維持しており，健全な財務を実現している。

(2) 雇用状況

株式会社安藤肉店の従業員数は，売上高の地力11 と歩調を合わせるように，平成

6 i:!三の 36 人から平成 10年には46人へと増加している。

間社の勤務時間については 常勤従業員は午前 8 持30分から午後 5 時までとし

ており，パートタイマーについてはf子前 9 fI寺 30分から午後 6 [l寺 30分の悶で本人の

希望する勤務時間を選択できるよう配慮している。

同社は女性従業員の割合が高く(平成11年 9 J=J 末現在44名の内久性25 f:1) ，育

児休業制度を導入する等久性の労働環境には十分配慮している。こうしたことか

ら，離職務も少なく，近年の厳しい就職事情のなかで，地元における安定した脱

flJ機会の提供の一助となっている。

(3) 販売電経営戦略等

ア多綴な酪rTI~

株式会社安j銭高店では.消費者

に「安全でおいしく食べられる食

説JJ の提供を目指し，みそ盟羽11，

だし， ìilt物を製造しており，どの

商品も原料にこだ、わり，長期熟成

を基本とした商品を製造している。

主要銘柄は以下のとおりである 4 
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が，顧客のニーズを考慮し，多様な荷姿のものを販売している。

① みそ

a 家伝つぶみそ 地元仙北郡産の大豆と秋田県産あきたこまちを長期熟

b 特上つぶみそ

c 蔵歳月

② しょうゆ

a 家伝醤油蔵

b 別選醤 rlTI

c うす塩醤治

cl 薄口醤油

③ だし

a あまだれ

b そばつゆ

④ 漬物

a 二年味11曽漬

b たまり漬

成で仕上げたみそ

米麹をふんだんに使った天然鰻造，無添加みそ

「秋田香酵母ゆらら J を使用し，塩分を 2 部控えめに

しながらも香りと味のバランスを整えたみそ

二年仕込の特選さいしこみしょうゆ(食塩分15.6%) 

保存料，合成甘味料を一切使用しない新式醸造しょう

ゆ(食塩分15.5%)

うまみや1才みはそのままに縮分を控えめにしたしょう

ゆ(食塩分12%)

うまみや塩分はそのままに色を薄く仕上げたしょうゆ

(食塩分14.5%)

精製したかっお節をふんだ、んに使った万能だし

甘みを控えめにしためん類用万能だし

大根，キュウリ，ナス，チョロギ，千枚漬けを味11設が

生のうちから 2 年間漬け込んだもの

大根，キュウ 1) .かたうりを味噌と醤油で付け込んだ

もの

イ 商品開発と販売戦略

同社の販売方法は，個人の顧客を直接対象とした直接販売である。最も売

が多いのが通信販売，次いで地元向配達，店舗販売となっている。通信販売の顧

客は関東地方が最も多い。直接販売にこだわるのは，基本的には，顧客の商品に

対する反応を郎座に把握し ニーズに素早く確実に反応できるからである。

角館を含む仙北地方は，古くから保存食料としてみそや漬物がつくられており，
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地元向配達の売上高の推移通信販売，, L
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株式会社安藤商店の通信販売状況第 5 図その宝庫といわれてきた。各家庭の

主婦は山思からのさまざまな材料を

ふんだんに使って悟性的な漬物を競

ってきたし，農家ごとにみその味も

それゆえに地

元の消費者ーから商品が「おいしいと

っていたのである。

をもらえば，商品と

しての将来が保証されたも同然であ

る。安藤商店が，地元i直接販売にこ

いうお墨付きj
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の毘安にしているからにほかならな
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の後の注文状況を見て，商品価値があるかどうかの判断にしている。うす塩商品

の開発は通信販売によりニーズに応えたものである。顧客管理によるニーズの把

擦ができているので，商品に関する特別なアンケートや宣伝を行う必要がない。

ウ 優れた経営者能力と多角化戦略

安藤家は，戦前地主の副業としてみそ， しょうゆの製造を行う…方，質屋燦

草の卸店などを営んでいた。米からの収入だけではりスクが大きいこと及び大地

主でなかったことから，他の部門にも取り総んだ。こうした多角化の経営方針は

現在も貫かれている。

平成 8 年 3 月秋田新幹線開通により 東京方面からの観光客の増加を見込まれ

た。同社では，観光客を媒介に大きなピジネスチャンスと判断し， JR の秋田へ

の観光キャンペーンに参加するなど町自体の観光業の振興に協力する一方，漬物

部門の強化を凶った。

エ 地域農業への貢献

同社のモットーは「地域の社会とともに発展j と「店をあきないj である。あ

きないとは，お客から見放されない，顧客を大切にするという意味である。当社

では，顧客であれ，原料の取引相手 第 6 図株式会社安藤商店の漬物の原料

であれ，相手方を重んじ，ともに豊

かになることを重視している。

こうした理急に基づいて，みそ，

しょうゆについては国内産，特に秋

出産の原料をなるべく用いるように

しており，漬物原料については，と

りわけ地元の多数の農家から調達し

ている。その際，これらの農家の収

入がなるべく多くなるように，生で

はなく塩蔵にして付加価値のついた

ものを供給してもらう，本舗の前で

直売所を設け，農家の方の販売に対

するインセンティブを高めるといっ

購入状況
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た努力もしている。また，地元の森林組合や農協，農家などが生産した尚品の依

頼販売も積械的に行っている。

関受賞財の特色

(1) 出品財の特徴

ア 出品財の評価

出品財は，中国産の大豆と秋出媒産あきたこまちを使用し，自社の味噌から分

離選択した耐塩性酵母，乳酸闘を使用し，卓越した天然醸造技術により，十分に

熟成を行った味11認である。

① みその種類としては「赤組系半日みそJ に!認するもので，色鵡は鮮やかで，

香気はお然発酵のおだやかな香りがあり， '*は塩なれしたやわらかな甘味と

旨味の調和がとれ，舌ざわりも大立・米の処理技術が抜群できめ細かく f秋

剖みそj の特徴がよく表れている。

② 1.'1]社のみそ製品は，品評会等において，農林水政大阻 1 同，食糧庁長官

5 回，秋出L県知事賞 6@受賞しており，みそ製造技術の水準の高さと品質

の良さを示すものである。

イ 出品黙の製造工程

出品財は，中国産大豆と秋田県政あきたこまちを使用した赤色系辛口みそで，

より安定した品質のみそを製造するため，徹底した衛生管理と各作業二仁程の管問，

みその熟成を均一にするために適切な切返し(天地返し)がなされたみそである。

(2) みそ製造技術の特徴

地方の中小企業が生き残るには，高品質で特色あるみその生産が大切であり，

原料の選択や製造方法等についても品質向上を鴎るための技術の改良及び工夫を

こらしている。

ア 原料処理，製麹工程

米の処埋及び製麹工程では，以下のような改良がなされている。

① 米の処理については，連続蒸煮装躍を使用しているが，長年の経験，技術，
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データにより蒸し時間や冷却温度を自由に設定できる制御装置を改良し，米

の品質が季節に左右されることなく，常に一定の品質の蒸米ができるように

している。

② 製麹工程は円盤型自動製麹装震を使用しているが，寒冷地における製麹が

容易にできるように保温装置や作業を改良し，みそに最も適する「っきはぜ

型の麹j が常時できるようにしている。

イ 仕込，発酵，熟成工程

仕込，発酵，熟成工程での特徴は，以下のとおりである。

① 仕込には，品質の均一化を図るため，全量にわたり混合機を使用するとと

もに，みその発酵を促進する酵母は，自社の良質なみそから分離・選択した

耐塩性酵母を使用している。さらに 仕込時には乳酸菌を使用し，製品の色

択・香気・旨味の向上に努めている。

② 発酵管理は，秋田の気候風土を生かしたみそをつくるため，味噌製造業者

の多くが使用している加温室は使用せず，高度な技術を持つ熟練した管理者

が細心の注意をもって，天然醸造方式で醸造している。

ウ 生産全体の管理

みその生産工程の全体の管理は，各工程別に管理基準を定め，分析研究室で測

定・記録するなど科学的な品質管理を実施している。

関普及性と今後の方向

同社の商品にする原料については 現状ではその調達が容易ではないことや

「商品の原料はこの畑でとれたものJ を目指したいという夢もあって，自社農場

で生産することも検討しないではないが，地域社会からは「戦前の地主制度の復

活j と見られかねないことから，現状では慎重な態度をとっている。
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伝統の風味を今に活かして

株式会社安藤高店

(代表安藤恭蔵)

~í1iはみちのくの小京者I\J とよ

ばれる秋田県角館!日Iで，味11段，鵠 ìl1J，

漬物の製造，販売を行っております。

明治則までに 4@Jの大火に縫災し， �!:� 

い記録類もすっかり消失したため定か

ではありませんが，卒イ呆年間j には地主

として;角館に住んでおり，その後 i'{;

永年間に小作米として入ってくるうKの

一部を IJf{ îr;1 として l床日告を製造し，あわ

せて滋泊も造るようになったようです。

当初， tm造技術の取得， f云ヰえには
立主々ならぬ努力を返ねたものらしく，

11寺には迷く常陸まで出向いて研究し，

品質の改良に努めたようです。今，街

頭にある「常陸{等生i図的j の木製肴板

はその当 11寺の名残りをとどめるもので

あります。戦前は地主のIìiIJ業として味

l隠，滋おI1 の製造を行う一方，賀原，郡

内 10カ m] や!の燦主主卸などを営んでおり

ましたが，農地解放や専売制度などの

制度改核により，現在ではl沫 I僧， i1，冴泊，

ìl1t物の製造販売を噂業としております。

当社の販路は，もちろん郡内を中心

とした県内務地の地元のお<g様への I~Î.

売が主体ですが，一方で店頭での販売

も紛光客の増加に伴い近年五苦笑に場加

し，特に平成 9 年春の秋間新幹線の側

通以後は，新たに直売店を 2 店設けた

35 

こともあり販売駄が飛続的に矯)JU いた

しました。さらに，通信級交による益

段購入という 11寺流にも乗り，お謀総の

仁!コミによる通信販売が，売上げの約

半分を占めるまでに成長しました。

I泳 H曽，滋再11.渋物という，それほど

悶新しい商品を販売しているわけでは

ありませんが，盆地特有の鍛造に適し

た気候， IlIr内を流れるこつの川の伏流

水である仕込水，そして背後に段える

仙 :1仁平野の肥沃な火地から収機される

良質な米，大52，野菜，これら自然の

怒みを受け，鈴ながらの製法にこだわ
り， 時まなる:1:産品ではない本物の味を

求めて製品を作り続けた結采が，今日
のお客様のご、ひいきに結びついている

のではと，いささか手前I沫嶋ながら思

っている次第です。

今後は， I時代の求める近代設備の中

にも昔を偲ばせ， 150年の伝統を守りな
がら，現代のし好にもあう角館のl沫を

作り続けること，そしてさらには，地

域の農業潟ーとの連携により供給される，

安全で安心な地元の燦産物を原料とし

て，お<g様が求める本物の l沫を作り続

けること，それが，私どもの商売の基

本であると考えております。



天皇杯受賞

出品財 経営(ぶどう)

浅野弘

(岡山県浅口郡船穂町大字船穂6942)

園地域の概要と受繋者の略歴

(1 ) 地域の概要

ア 地域の立地条件

受賞者の住む船穂町は，岡山県の南凶部に位置し，倉敷市の部方を流れる高梁

第 1 図船穂町の位陸図
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川の間岸にあり，北部は丘陵地，南部はエF')1l地となっている。交通は部]の北部を

j双山陽新幹線と山陽自動車道が東jli:iに走り，南部には双山陽線と酪道 2 号線五

島バイパスが通っている。また，南 l!ÊÏ部には船穂 JCT があり， ::Ei島むから山|湯

I~I 動車道に連結している(第 1 図)。

気候は瀬戸内海型気候で，年平均気温15 ， l
O

C，年平均昨水量1 ， 247mm，冬期の

日照時間が多い地域である。土壌は+丘陵地が第三紀腐のれき宥を母材とし，平土fl

地は jrll積土である。岡山市から船穂、/lIrを含む笠岡市までの丘陵地帯は， Òくから

の落葉果樹の産地であり，わがi主!における果樹の施設栽培の先駆けとなったマス

カット・オブ・アレキサンドリア(以下アレキと略)のガラス案栽取は，この丘

陵地帯の東溺，附 111市郊外( 1日栢谷村)で始められたものである。

船穂IIIJ の総人口は， 7， 618人.農家人口は， 2， 333人 (30.6% ，平成 7 年度)であ

る。産業別就業者(15歳以上)数は，第一次産業589人，第ニ次産業 1 ， 672人，第

三次産業 1 ， 869人で，第一次産業がおめる訓合は 14.3% である。

イ 地域農業の概要

総農家戸数は， :346戸，そのうち (21. 4%に第イ近兼業107戸 (30.9%) ，

第二種兼業165戸 (47.7%) である。 i戸当たりの王子均耕作凶積は， 46a であるが，

ぶどう(主としてアレキ)や花き(主としてスイートピー)をや心とした施設箆l

芸が展開されている。

JA 船穂IIIJ (現 j入会敷間船穂支店，平成11年 4 月 1 EI 合併で名称変更)は組合

員 1 ， 038名で，農産物の販売高(農協扱い)は，約15億円，そのうち果実(主に

アレキ) 10億円，花き(主にスイートピー) 3 億円，野菜(主に金時ニンジン)

2 億円で，米は 1 千万円以下である。

アレキの施設栽捕は町のr:IJ 西部から北部の丘陵地雨斜面(12~150 )で行われ

ている。生産の主体は加温による早期出荷の作型で，その生産最は312t で全国 1

伎である。なお，近年の水回転作で平現地にも施設栽i告が広がりつつある。

ぶどう栽塙農家数は135戸，そのうち第一級兼業が13戸.第二種兼業が60戸，

専業は62戸である。また，ぶどう栽精農家のうちアレキ栽縫農家は92戸，そのう

ち一種及びこ稔兼業農家は31戸，的はアレキ十稲あるいは，花き(野菜)ートアレ

キ十落~果樹+穏の接合経営による (61戸)である。この92戸の農産物
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販売金額別農家数(農協扱い) ，栽培規模31J と担い手数及び経営者の年齢別分布

を第 1~3 表に示す。これらによればアレキによる専業経営は40~50a の規模を

下限としている。

第 1 表 アレキ栽培規模別農家の農産物販売金額(農協扱い)

ι~ 20a未満 20~30 30~40 40~50 50~60 60~70 70~80 80以上 戸数

100万円未満 6 6 
100~200 4 5 
200~500 5 4 9 
500~1 ， 000 4 本 11 ネ 7 キ 23 

1. 000~2. 000 6 本 2 ヰ 8 6 24 
2, 000~3 ， 000 4 キ 2 キ 2 本 3 2 2 17 
3.000~ 3 4 8 

戸 数 29 20 17 10 3 3 5 5 92 

注*は花きまたは野菜十アレキ胞設十本自の複合経蛍

第 2 表 アレキ栽埼規模と担い手数

山村? ~20a 20a~ 30a~ 40a~ 50a~ 60a~ 70a~ 音iゐ

1 人 7 3 2 13 
2 人 16 13 13 3 2 49 
3 人 5 3 2 4 2 4 21 
4 人 4 9 

首j' 29 20 17 10 3 3 10 92 

(t :rufl f，i!\田Iぶどう音11会アレキ点目

第 3 表 アレキ栽情規模と経営主の年齢

九町 ~20a 20a~ 30a~ 40a~ 50a~ 60a~ 70a~ 

~40代 3 (2) 3 (2) 4(3) 1(1) 2 (2) 1(1) 6 (6) 20 (17) 
50 代 5 (2) 3(1) 4 (3) 5 (5) 1(1) 1(1) 2 (2) 21 (15) 
60 代 12 (7) 9 (6) 9 (3) 4(3) 1(1) 2 (2) 37 (22) 

70 代 9 (6) 5(1) 14( 7) 

29 (17) 20(10) 17 (9) 10 (9) 3 (3) 3 (3) 10 (10) 92 (61) 

注・( )内は専業tE主主
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(2) 受賞者の略競

浅野弘 (58歳)

昭和34年 3 月 間山県立倉敷精思高等学校農業科卒業

11 4 月就農

昭和60年 1 月~施設ぶどう品質検ヨ霊長(JA 船穂町)

平成 3 年 1 月 ~JA 船穂町ぶどう部会長(現 JA 倉敷商)

平成 7 年 1 月 ~JA 岡山県経済連溢室ぶどう部会副委員長

平成 8 年 4 月~開 111県農業土

王子成10年 4 月~船穂町船穂地区委員長

露関受賞者の特色

(1) 経営の概況

受賞者は昭和34年(1959) 3 月，高校卒

と同時に就践した。当時，父親の経営す

る果樹閣の規模はもも 50a，露地ぶどう(キ

ャンベルア- J) ーなど) 40a であった。

就農 3 年後の昭和37年(1 962) に自己資

金で330m'の，ついで39年(1 964) に 1 ， 000 

ぱのアレキ用ガラス室を設置した。その後，

ももや露地ぶどうの栽猪を!般次ピ

ニールハウスでの施設ぶどう(ア

レキ)栽培に切替え，経営の転換

を留った。現在は，アレキを主体 I 131 

とする施設栽壊で，家族専業経営 ー

を行っている。

農業従事脅，経営規模を第 4 ， 5 

表に，施設所在地と配置を第 2~

に示す。また，現在の使用施設の

N
4
亨
s
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建設推移と付帯施設の状況を第 6 ， 7 表に示す。

第 4 表家族と農業従事者 第 5 表経営面積と施設用地

氏 名 続柄 年齢 労働能力 農業推事者E数(故防) 面積 施設用地 備考

浅野弘 本人 58 1 200B 間 20a 自

浅野登喜子 妥 55 1 200 日
i美里子 母校 f合 長男 30 l 200 日

3 人

男 O. 3人年間延べ 70 日

年間雇用者 女

士郎 5乱 自

樹周i也 100a 7. 545rr� 自

!j、言 i 125a 7. 545n� 

宅地 5a 自

70人 山坐I也 _lOal_ J 自

第 6 表 施設建築の推移と建築費

建設均三月 連l$I. 棟 設置面干it 建(設円)資;!うち補助助成 i うち借入金|補助・融資(年月)
種 炉、 型 工t Crr�) lJlJ J女f~t人r 

(内河) 事業の名祢

昭和 57年 1Ul ビニールハウス カマボコ型連 3 2. 244 2.997.0001 0: o i 
59年 2 月 " " "12 1, 089 1, 064, 000! 0: o i 
59年 11 月 " " "11 330 245.2001 0: 。

60年 2 月 硬質板鉄筋片屋根 495 4.115.1911 。; o 1: 

61年 6 月 ビニールハウス カマボコ担 "11 417 576 , OOO! 0: o i 
64年 1 月 " " "11 495 11 , 000, 0001 0: 。

平成 24三 1 月 " " "11 990 962. 800 i 01 o 1: 

7 年 6 月 " " "11 495 492 , 0001 164, 0001 o i 単県事業
8 年 1 月 H 

" "11 990 1.138.4901 379.000: 。 " 
之口〉、

---------
/' 

レ/ 7, 545 
________ i _________ i _________ i ________ 

第 7 表付帯施設の状況

機種
設置台数 施設費 j うち補助・助成 i うち措入金! (上記資金名) 設置年次

(銘柄)

力日 ifrll ネボン 14 6, 645 , 003; 180, 000; o i g手県事業(l台分%補助) ßg54~平9年

カーテン装置

J実 気 誠 手口 3 221. 0001 01 01 平 8 年

{様 水 7，7 I)ì77凶器かん 12 01 0: 。!備尚畑地かんがい施設 flEl 42 ij三

滋!!百施設 中国電気工事 l綴 100111 432.6001 0: 0: SJI 6 年

防 i徐 1\ワU7い 5 1, 763.2001 01 01 招訪年~平i年

炭酸ガス施沼 浅野康業 2 1, 835 , 2171 580, 6661 。!日 6 年分単県事業lゐ 平6年， 9年

通z 搬 ヤンマー l 638 , 6001 。! 0: 司王 3 年
メ仁〉I、 ~ ~ 11 , 53~6201 760 , 6661 O! ____________ ~ 
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受賞者は上記の施設を用いて 12月上旬加温開始のら月収穫から無加協での 9 ]=J 

収穫まで， 9 つの作型(ピオーネ除く) (筑 3 毘)を取り入れて経営を行っている。

第 3 園 経常に取り入れている作型
(0: 充当人ム: /J1J花.0 :J以後，心 Jm詰，\IHJIliì)

作物H:~\lJfl I '7 1_1 ! 0 n! 
(1 7 バ !8 月 i 9 月 i 10JJ ! 11 バ 112J:] ! 1 n i :2月 i 3 ):] i n! 5 月 1 6 月

1j アレキ12!Hj;J峨 い斗o~-ト十ベロ
21 " 1m胸部i滋しよーし
31 "山下側
41 " I )jJí州
5川i ρ l川!月作附jド汁iヰi嚇川i泌巡 下岬庁O凶ベ廿t剖斗
6パi μ 2叫!月Ll凶f旬4州加蹴渇 b 心寸O→企
7パ| 作 2刊f丹伊附紳)J'11jí.ド汁沖州榊州'1中似村杓iド似M同3寸巾吻{七旬i司州j
川 H 日W川丹ゆ例'j1 1旬5訓州加蹴泌ト一口

91 "附イドバ)ト刊コ!

引十←同玉三十
12 I ピオーネ j )j ljJjíJlfilì!l 1

i守 Jí!G 1刻

T'fJi!G 1指1

!i9!'IQ f反

(2) 経営の成果

昭和34年の就農11寺におけるもも及び露地ぶどうの栽培から徐々にアレキの施設

栽培へと経営転換を行った。その結果，平成 9 年度の生産量は，アレキ7 ， 136kg 

(1, 027kg/ 10a)，ピオーネ560kg (943kg/10a)で，これらの販売額28 ， 613千円から

経費14， 337千円を悲し引いた農業所得は14， 276千円であった(第 8'" 10表)。受賞

渚が所属する JA 船穂IH] ぶどう部会アレキ部921三fの平均農業所得が3， 048二円札船

作型・作物01

アレキ 12FJ 力uiilit

11 1 Jj JJllilfit 

11 2 Jj JJIl滋

3 月 1JIl ilfiì

1!l~加 j品

ピオーネ 1 月 lJuiAi\.
þ、ヨi
i寸 nl

8 表施設ぶどうの

栽府泌総 i 収終日 i 販売民
2， 475叫 2 ， 150(kg)1 2, 143 (kg) 

l , 242 1 1, 560 1 1, 553 

l , 947 1 1, 7301 1, 725 

792 I 1, 130 I 1, 128 

495 I 600 589 

594 1 570 560 

7, 545 1 7, 740 1 7, 698 

3, 443 

2, 156 

1. 685 

3.402 

j汲売金綴 j 主iな販売先

ド])1 東京.名 T':î
屋，大i奴，
i悶 LLiなど多
くの市場

5.938.496 

2.432 , 458 

992. 521 

1. 905. 084 

28 , 613 , 286 
(※販売手数料などを殺し引いた紡符余紛)

噌1
8

ム
ヰ
ム



穂町全農家の平均農業所得が2.463千円であるのと比較すると高い農業所得を上

げていることが分かる。また，アレキの販売単価は3， 743 円 /kg で，アレキ部92

戸の平均単価2， 406 円と比較すると格段に高く県内でもトップクラスにある。こ

れは品質の良さが出荷市場でも高く評価されているためである。この成果は現在

の経済不況にもかかわらず継続されている。

第 9 表農業経営費

;γ\\工1
売上 1 位品目分 売1::. 2 {立品目分

施設闘芸全体 (品目.マスカット・オブ、) (fiゐEl ビオーネ)
'7ンキサンドリ 7

種 自5 ~ 47.029 I"J 47. 029 円 。 円

)J巴 学↓ tli 555. 727 511. 412 44.315 
tE 薬 翌t 806.456 760. 036 46.420 

耳。EマR 光 銀L 動 力 翌t 6. 177. 349 5. 764. 955 412. 394 
農具および修理費 706. 762 649. 782 56. 980 
施設資材および修理費 L 29 1. 201. 929 91.513 
出 干占 関 {系 Z主 901 838. 250 63. 094 

ρL口ν~ 外部経用支払労賃 724.414 646. 798 77. 616 
-'� の 他 959. 115 886. 222 72.893 
以上小計 12.171.635 11. 306. 413 865. 225 

資
借地支払地代 160.200 
借入金への支払利子 。

{iz t;jJ 費 1. 653. 628 
関芸施設への固定資産税 351. 838 

メ口ム 14.337.304 p:j 

ヲ{Hl長i寺jih j ' 

芸家 方主 4.980 11寺問 4, 510 待問 470 11寺泊i

展 飛 560 時間 500 r時間 60 時間
ぷ口〉、 言|守 5.540 11寺問 5.010 11寺附 530 11寺 rnl

A 販売額 IB 経営

第10表農業所得

; 差引所得 ID 年償還元金綴 IE. 制可処分所得
円|円 i 円

28.613.286 14.337.304 14.275.982 

※ 家族l没業従事者 1 人当たり j設業所得=4.758.660
家族農業労働 1 日当たり段業所得=21. 臼63

円

n
L
 

n
k
u
 

ハ
川d

p
ヘ
υ

巧t
e

n
r
μ
 

A

性1
i
 

nj 

ー

ハ
H
V

農休日は祝祭日を除き， 4 日/月としている。このように，経営の安定化によ

り，ゆとりある生活がもたらされた結果，休日には家族それぞれが趣味を楽しむ

ようになった。さらに家族の農業従事者への月給制(昭和57年から実施)は後継

者のやる気を起こさせている。なお，農業者年金及び共済年金に加入し，老後に

も備えている。
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受賞財の特色

(1) 技術的特色

ア 有機物の大量施用と化学肥

料の低投入

i也カの維持・増進を図るため樹

幹下に 10t/10a の牛糞入りパーク

堆肥をマルチ兼用で腕周している。

イ 新技術の積極的導入

高品質の果実生産や樹勢の屈復

・維持を j玄i るため，炭酸ガス施Jij

や補光など有用な新技術を導入し

て試作を行い，その成果の近隣へ

の普及を闘っている。

ウ せん定技術の平準化

写真 2 牛糞入りパーク堆肥と施用状況

オールパック短梢せん定方式は，長梢せん定方式に比べて熟練度を要すること

が少なく，しかもせん定の省カ化がで、ぎる。受賞者は，すべての自簡を短梢せん

定方式とし，省力化を留るとともに，近隣への指導・普及を行った。

エ 優良系統の選抜・利用と早期の一挙更新

ぶどうは校変りの生じやすい樹種である。従来から栽I音されていたアレキから

校変り 2 系統を見出し，品種更新にはこの 2 系統を用いている。また，栽培者に

は積極的にこの系統を推奨している。

施設栽培でのぶどう樹は露地裁坊のそれに比べて樹勢の低下が12年生前後で生

じ，生産低下を招く。そこで施設毎に 12年生前後での一挙更新を行っている。こ

の更新に際しては，前述のパーク堆肥25t/1 0a を施期し，パックホーによる深耕

も行って土壌改良そ行っている。

オ 早期加温栽培における休眠打破剤の省略

ぶどうの早期加温栽培では，自発休眠打破のため石灰主義素やメ 1) ット溶液ある

いはニンニク抽出液をせん定後の休眠芽に塗布して，自発休眠打破を行っている。
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しかし，受賞者は自陣での試行錯誤から，船穂町でのアレキ早期栽培には休眠

打破剤処理が不要であることを見出し 無処理での加温栽培に成功した。この大

きな成果は地域の栽培者に広く普及している。

カ 換気の自動化，無人防除機の導入による省力化

傾斜地の施設栽培では温度調節のための換気が施設上部横サイドの間関で可能

であることに気付き，自動装置による開閉器を導入するとともに，無人防除機(ハ

ウススプレヤー)の設置で省力{むを腐っている。

キ 早期摘房，整形，摘粒による高品質果実の

J商房，整形，摘粒などの果房管理を早期に行い，品質の向 kと省力化を割って

いる。

(2) 経営的特色

ア 低コスト・高品質生産を確立

かつてアレキの栽培は，単棟ガラス室で温湯

暖房を行う栽培方式が主流であった。ガラス室

の謝久性は高いが，その設置には整地が必要で，

しかも，資材費が高いため初期投資額が大きく

なりがちであった。これに対して，受賞者は昭

和47年(1972) 頃から，コストが低く，整地をし

なくとも設置でき，採光性もよい，ビニール被

覆のパイプハウスを導入し，現在は殆どの施設

がビニール被覆のパイプハウスとなっている。

パイプハウスの採用により施設投資額は，ガラ

ス室長の1/10程度に抑えられている。さらに，ハ

ウス内の保温効果を高めるため，エ震被覆を行

って低コスト化にも早くから取り総んできた。

写真 3 作業風景

こうしたパイプハウスと温風暖房に適した栽培方法を確立することにより，高

品質なアレキ生産を実現してきている。

イ 作型の縮分化により規模拡大と継続出荷の実現
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アレキ栽 l去には 10a 当たり 1 ， 000

時間前後の労働時間jを裂し，かっ

i院議作業等の特定作業に労働時間

が集中する。このため労働力の限

られた家族経営では，経営規模の

拡大は容易ではない。

受賞者ーはこうした間態に対して

作取を純分化することにより，労

働ピークの分散化を限って規1費拡

大を I可能にするとともに，継続出 写真 4 ハウス栽培

荷により市場での評価を高めている。現在のアレキ作型は力II~品開始時期の早I~~ に

より， 12月上旬 1JIJ iJ品から 1!l~力lJ i品まで 9 作引があり，出荷i時期はら月の連休明けか

ら 9 )~まで切れ 1:=1 のない出荷が行われている。ハウスは 1 棟当たり 3a から 10a

の而結であるが，熱加温のハウス 3 棟以外は，ハウス毎に作型が異なっており，

労働ピークを形成する主要作業が霊ならないようになっている。

ウ 産地のリーダーとしての活断]

船穂111]るで生産されるぶどうの大半は，農協を通した系統出荷で，全閣の卸売市

場に出荷されているが，受賞者は平成 3 年以降，農協のぶどう部会長として共販

体制の確立，強化に多大な震献を来たしてきた。 1日 JA 船穂 IfI]では受賞者がぶど

う部会長に就任する以前のH?3和 55年(1980) ，開山県下で初めて農協統一の検室主体

制に転換して日賞の高位王子準化を尖現し.卸売市場における評価を高めていた。

受賞者は部会長に就任後，コンビュータにより自動的に農家加の出荷割当を指示

するシステムの導入を図るとともに，各卸売市場の I鳴好に合わせたえを色別出荷を

実現させた。

このシステムにより，市場別出荷計画と出荷可能数量を斉合させた安定性のあ

る継続出荷を実現するとともに，市場からの特別詑文にも即時対応が可能となり，

市場との連携関係を強化することができた。こうした共販体制の強化により，加

温栽i音によるアレキの生産・出荷最は県内第一位というシェアの高さと継続的か

っ機動的な出荷対応により，全国の市場における評価は一層高まり船穂11IJ ア
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レキj は，アレキのトップブランドとして高位安定した価格形成を実現している。

受賞者は現在も部会員農家の模範となる優良経営を行い，また，アレキ部会の

リーダーとして活躍中である。さらに，岡山猿経済連調室ぶどう部の副委員長で

もあり，県下の施設ぶどう産地のリーダーとしても活躍している。

ヱ 経営の近代化と生活の改善

農作業は家族 3 人の中で主な分担を決めて行われている。農業所得の配分は月

給制(昭和57年より実施. 5JIj J主に年 2 田の貫与)をとっており，家族それぞれの

農協口座に振り込まれている。

は，農業者年金と農協の共済年金に加入している。

また，農閑期の作業である出荷絡の組み立ては，地域内の知的障害者グループ

に委託することによりゆとりのある余暇を過ごせるように工夫している。

関普及性と今後の方向

(1 ) 普及性

受賞者はアレキの施設栽培で. 12月上旬加温による 5 月収穫から，無加婦によ

る 9 月出荷まで. 9 作型の導入によって高品質巣実の生産・出荷とともに規模拡

大を行って，家族専業経営を確立している。

施設ぶどう，特にアレキの栽培は，きめ細かな樹体管理とともに，摘房，摘粒

などの果実，果房管壊の特定作業に労働ピークが集中するため，限られた労働力

の家族経営では規模拡大が容易ではない。受賞者は，作型の縮分化により，この

労働ピークの分散化を図ることによって規模拡大を可能にした。この事例は家族

経営による同一品種の長期間にわたる出荷を目的とした規模拡大が，細分化され

た作型の導入によって可能であることを示している。このことは，ぶどうでの施

設栽培のみならず，柑橘類や他の果樹の施設栽培での規模拡大に応用しうるもの

である。

技術的にみると，有機物のマルチを兼ねた大量施用は，化学肥料の低投入化を

実現しており，環境負荷の軽減にも役立っている。また，炭酸ガス施用や裕光栽

培の導入などは，高品質果実生産の継続に必要な樹勢の維持にも効果的であるこ
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とか実証されており， これらの新しい技術の普及も受賞'者がその発信基地となる

ことであろう。さらに，ぶどうの整校・せん定は熟練疫を必要とするが，オール

パック・短梢せん定の採用により，技術の平準化がf子われており，これもモデル

となる事例と考えられる。

(2) 今後の課題と展望

施設栽塙は般に早期i加温による王手期生産・出向，刻jち，促成栽培である。

そのため総営費の中で暖房に用いる燃料費の J!:iめる割合が大きい。燃料費の節減

は今後の経営発展のカギとなる。その一方策として太陽光などの i当然エネルギー

の利用を j怒る必要がある。受負'者の所在する地域は， 日照時間が他の地域に比べ

て多く， しかも南国傾斜地である。このような立地条件を考慮すれば，今後の発

展には太陽熱や太陽光発喝の利用を悶ることが有益であろう。

品方，栽t音施設は現在 12ケ所に分散設 i資されていることから，施設の整備や資

材の節減あるいは管理労力等の省力化などは閣りがたい。今後は小規模な施設ほ

場の積極的な交換・分合等による団地化を図るとともに 家族経営に見合った規

模拡大を鴎る必要があろう。本出品f:{i が積極的なほ場の団地位・集積とともに，

自然エネルギーの利用を図るならば，自家の経営発展とともにその影響が近隣に

及び，本地域におけるアレキ経営のさらなる発展が期待される。
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岡出の宝石

浅野

荷台穏111] は. 1剣山県南部音11 に位置し，

瀬戸内の気候温暖な自然条件を生かし

昭和26年頃から品室ぶどうの“マス

カット・オブ・アレキサンド 1) ア"を

導入し栽i帝が始まった地域であります。

私は，昭和37年から，マスカットを将

入しました。それまで主体であった桃

50アール，露地ぶどう 40アールを転換

していきました。

私の経営の特色は，施設の面積の 9

書IJが加潟栽i斉であり. 12月上旬からかl

溢を開始し，各ハウスごと 111国々に 3 月
末まで加温をしていき，労働配分の分

散により，経常顔色1の拡大を図ってい

ます。もう 4つの特色は，今から 20年

ぐらい前から，農協ぶどう部会のみな

さんから生まれた土づくりであります。

ハウス全体に，パーク准肥の表!習施用

'cl::行い. 10アール当たりに 10 トンから

15 トンを毎年施用し，地下部の養7l<分

保持とハウス内の湿度低減を!弓侍に実
現し，マスカットに最も過した環境を

作っております。

また，昭和55年からマスカットでは

岡山県内で初めて農協統一の自主検資

体制を確立し，農協i塗果場への一元集

荷の実現により産地としてのマスカッ

弘

卜の品質がtníí い，市場での評価も高ま

りました。更には. 5 月から 8fl まで

の lJn温マスカットは祭下ーの数量を誇

り，よりいっそう信頼度が高まり，現

在では東京から九州に張る主要市場で，

@マークのマスカットはトップ銘柄の
地{立を築き. 1'11況をリードする存在に

なっていますが，ここ数年来の不況の

影響を受け側絡の低迷が統きマスカッ

ト単品(生産者93名) 10億円の隠擦も

逮成出来ていませんが，産地として全

員が一致問結しながら，一方では若い

後継渚の力を借りながら，この不況を

乗り越えて 10僕達成を 1 年でも中く成

し遂げなくてはとな{っている所でござ

います。

今l司の受賞は，関山県全体の温窓ぶ

どう民家を代表して受賞したものと考

えています。溢宣言ぶどうが岡山猿の一

つの夜業として，ますます発展すると

ともに全農家の皆様が，豊かで平和な

日々が送れますよう心から祈っている

一農家であります。

-48 一



内閣総理大臣賞受

出品財 経営(野菜)

受賞者 JA 大分市大葉部会

(大分県大分市5]5]犀600 10) 

地域の概要と受賞者の略歴

(1 ) 地域の概要

ア 地域の立地条件

大分市は大分県の仁1:1央部の東寄りにあり，北は日IJ府湾に爾i し，回と栴は低い LLI

地に捌まれ，北西は別府市，南東は[J杵市に接しており， JA 大分市大集部会員

第 1 図 出品財の位置関
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の農地は，市の南西部，大野川及び乙津川流域に位置する標高 10m 以下の沖積地

帯の滝尾・高田地区を中心に点在している(第 1 隈)。

また，大分市は国道及び JR の結節点で，大分空港及び港湾へのアクセスもよ

く，経済活動の要地となっていることから，人口消加にともなって郊外に向かつ

て都市化が急速に進んでおり，当該地区においても混住化が進み，農業環境と住

環境の調整，農業生産と一般市民生活との調和が重要な課題となっている。

気候は，年平均気温15.7
0

C，年降水量1 ， 637mm，年日照時間 1 ， 914hr で，瀬戸内

型気候の南西限にあたり 一応温暖寡雨といえる。土壌は肥沃な微酸性の植壌土

で，耕土層は 4~5m まで均質で極めて深く，排水は良好で、ある。

イ 大分mの農業の概要

大分市の農地面積は3， 510h乱，そのうち水回が2， 600ha，普通畑が610ha である。

農家戸数は5 ， 368戸，このうち専業農家は613戸 0 1. 4%) ，一穂兼業が382戸

(5.6 %)で，主業農家数は少な

く，都市化が進んでいることを示

している。また，作物の作付け面

積は，全体の2， 960ha のうち，第

1 位は稲で1 ， 620ha (54. 7 %に野

菜は第 2 位で509ha 07.2%) で

ある。大分県の野菜面積比率は

10.9% ，全国のそれは13.8% であ

るから，それと比較するとかなり

高く，都市近郊型の転作田を活用

した園芸栽培が定着しているもの

と判断される(第 1 表)。

野菜の種類百IJでは，稲積・生産

量ともにごぼうが第 1 位で (88

ha , 1, 940t)で，他より圧倒的に多

いが，葉菜類の生産量に若目すれ

ば，にらが第 1 位 (28ha ， 1, 570t) 

第 1 表 大分市及び大分県の農業概況
(平成 7 年度)

項 思 大分市 大分県

農地両手:j'l ha 3.510 66. 000 

うち水田 2.600 45, 000 
普通rrß 600 10.600 
牧草地 2.950 
樹関l也 310 7.450 

農家戸数 戸 5. 368 64.445 

うち専業 613 10.740 
一種兼業 382 7.449 
二種兼業 2. 345 30.192 
自給的農家 2. 028 16.064 

作物作付jïij積 ha 2. 960 63. 100 

うち稲 1. 620 30, 500 
麦類 164 3.230 
雑穀・豆類 68 2.620 
l!lì菜 509 6. 850 
果樹 292 6.880 
仁芸作物 38 2. 030 
館料作物 194 9. 880 
その他 75 1. 110 
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で，キャベツ，はくさいに次いで， 第 2 表 大分市の野菜の種類別作付面積

おおば(脅しそ)が第 4 位(l 5ha ， 589 と生産量(平成10年度)

t)となっており，おおばが野菜生産

52の1::{立を占めているというのは，

緩めて特徴的である(第 2 表)。

(2) 受賞者の略歴

昭和 52年に 2 戸の農家で部会を結

成し，栽培阪殺O. 3ha, 1坂売金額3， 000 

万円の実績を上げて以降戦i次参加

戸数と経営規模を拡大し，約20年の

取り組みを総て，凶日*随 Aのおお

ば産地を確立した(第 3 表)。

J議 ~N 

ごぼう
キャベツ
さといも
ほうれんそう
にら
だいこん
きゅうり

ねぎ
かlぎちゃ
おおば
にんじん
はくさい
スイートコーン
さやいんげん
なす

3 表大葉遊1\会のあゆみ

戸数 内 ?(]. 

IIfj 'fD52年 2 ;道路地区 2 名でおおば栽絡を持目立白 系統共販限始

i百i 級
ha 

88 
38 
35 
32 
28 
19 
18 
17 
16 
15 
13 
13 
12 
11 
10 

54 3 ?!;îln地区 l 名加入 M 式水耕栽椛IJ似合 北九州地域へlli j'dJ狗始

55 5 2 名方11入 vc 処J!l!保冷輸送凋始 東京へのフライト聯ìi芸 11似合
57 7 2 名力日入 tÆL1誌熱手IJJ日の省エネルギー殺t邸時始
59 10 3 :f:，加入 総路市場への出荷開始

60 10 婦人部結成 試食主主伝等の販売促進の実施

61 10 有機・減淡薬殺i告に ll\iり組む ロックウール栽J:fflJrj始

62 10 品質検王立良市IJ皮肉始 ヨーロッパ彼祭似修の実施
63 10 共同育的センター投獄 フェ口モン斉IJによる減段薬栽tiE開始

3ド成 2 10 間新電n誌による i封エネルギー対策実路 大分娘一村一品rjjあ'l1'l:

4 10 ?守年t~l\発足セル成形市供給開始 パック誌の分業化
8 10 部会長が全隠段業コンクール名誉賞受n.

10 10 第 8 痕!火分県野菜緩常コンクールせi:2林水産大院災受11:・

受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

生産量
1 

1, 940 
1, 390 
280 
512 

1. 570 
777 
980 
322 
256 
589 
411 
611 
78 
86 
130 

[師 fi'i 販売額

ha {む!ll

O. 3 O. 3 
0.6 0.7 
O. 8 O. 9 
2.3 2. 3 
3.0 3. 6 
4.2 4.8 
4. 7 5. 6 
6. 5 7.3 
6. 5 7.9 
9. 6 11. 6 
11. 8 12.7 
14. 3 16.2 
15.2 16.6 

.JA 大分市大葉部会は，大分市農協の生産部会の一つで，おおばを主幹品目と
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した施設劉芸経営 10戸からなる集団であり，大分県におけるおおば栽培農家の主

体となっており(第 4 表) ，全戸が認定農業者で，うち 9 戸は法人化している。

部会員が経営している施設面積は全体で15.2ha (水田 12. 2ha，畑3. Oha) , 1戸平均

1. 5ha と施設園芸経営としては格段に大きな経営規模を有しており，最大規模の

A 経営では4.9ha，小さい経営でも 1 ha 程度を有している。おおばは鉄骨連棟ガ

ラス温室・ビニールハウス施設内の土耕で年 2 作栽倍され，ほぼ周年的に収穫・

出荷されている(第 2 図)。

このような大規模生産を行うために，大最の雇用労働力が導入されており，総

雇用者数は500名， 1戸平均50名，最大規模の A 経営では 100名以上が雇用されて

いる。大葉部会の組織は第 3 関の通りで，役員として会長，副会長等が罷かれて

いる。部会の主な活動は，農協と連携した生産出荷計画の策定，経営研修，技術

実証等である。また，大葉部会の下部組織として婦人部と青年部が置かれており，

婦人部では消費宣伝，海外研修，簿記研修，青年部では海外研修，他部会との交

流等を実施している。

第 4 表 大分県のおおば栽培農家の規模別分布

20日以上 50a 以上 100社以上 150a 以 k 500品以上

大分市 2 5 I 2 1 

庄内町 l 

湯布院町 2 

第 2 図 おおばの基本作型

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

泉本作型

(春夏作) / 持{

基本{科目 E 定詰

奴斗穫 J-151(秋冬作) 。
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部長1.剥部長 1
部会員 3

大業部会の総織構成第 3 I'RJ 

部長1，副部長 2
li[í会長 8正長Imlí会長各 i

獄事，販売，伐材、i
開発:{5- 2 会計

経営の成果

大楽部会の平成10年度生産量は589t で 全量が大分市農協を通じた系統共販で

ある。京浜，京阪和fl，北九州，県内の主要卸売市場に出荷され， 1, 659, 000千円の

販売金額をあげている(第 5 ， 6 表)。特に主力市場の一つである京都市中央卸売

(2) 

市場では，全悶生産の70% 出める愛知県産とシェアを二分しているが，愛知

と|司令;またはそれ以 l~. の価格を形成している(第 4 図)。これは，品質の高さと

おおば以外の作物も含めた部会安定した継続出荷が評価されているためである。

員 10戸合計の販売額は1 ， 875 ， 196千円で，

1, 774, 234千円(役員報酬(実質的に家族労働費に相当する) 226 , 086千円を

む)を差し引くと， 100 ， 962千円の収読をあげている(第 7 表)。特に最大規模の A

経営では，販売額592 ， 327千円をあげ，これから経費577. 682千円(役員報酬59. 000 

千円を含む)を差し引くと 14.635千円の収益をあげている。

した経費出荷にこれから生

作付而絞 生産量 l}:iゐ JI',( 販売形態 絞売 ;ii ;仮売告a~ 可E均単llUi
ha t/10a 百万 i可 fI]/kg 

7 年度 13. 1 482 3. 7 系統~1<版 482 1, 574 3. 266 

8 年度 14.3 516 3.6 系統:!1J仮 516 1. 618 3, 136 
9 年度 14. 7 541 3. 7 系統:ltl仮 541 1. 895 3, 503 
10年度 15‘ 2 589 3.9 、ず .mτ 589 1. 659 2.817 
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第 4 盟 京都市場におけるおおばの取扱い状況
入荷量まれ) 日エロヨ大分 ~雪愛知 叡蕊蕊凶その他 ーロ一平均単価

20 

平成10年次主主主市場の月別入荷量・単価(京果)

第 7 表 大葉部会員の経営収支状況(10戸の合算)

単価(円/kg)

6, 000 

5, 000 

4, 000 

3, 000 

2, 000 

1, 000 

0 

11又支(平成10年度) 労働時間(平成10年度単位: 11寺湖)

全体 10a 当たり 地区平均 全体 10a 当たり 地区平均

長反 千円 千円 千円 栽培管理 182.400 1. 200 1, 200 
7t U F反

7なEUzr 額 1.875.196 12. 337 12. 337 収穫調整 668.800 4.400 4.400 
ー一一一一司昨日占品目一ー一ーーーーー ーーー一一一時間『

綴 1. 875. 196 12, 337 12.337 力日 工
ーーーーー一一一由市一司目占ー一

一目白押『占件目『晶品目ー ーーーーーー一由同団

雇用労働 658. 081 4. 329 4.329 851. 200 5.600 5.600 

種苗・苗木 23 , 275 153 153 家族労働 36.480 240 240 
品+刊一一ι一一ー 由市百---晶品目ーーー

一一一一一一ーーーーーーーー

肥料・農薬 116.459 766 766 うりがき管理
7。ト土マ ー田町一一一一自ザ』刊 巴匹目

諸材料 42, 317 278 278 収穫調怒
一一一一一一日目

光熱動力 127. 104 836 836 力計 工
ーーー由

農機具農用建物 200. 374 1. 318 1. 318 雇用労働 814.720 5.360 5.360 
日時四『目甲山一ーーー

i うち減価償却 135. 949 894 894 うち栽I合管理 145. 920 960 960 
日目『甲山

品目巳日『甲山ーーーー ーーー一一#刊『

賃借料 24.077 158 158 i奴穫調整 668.800 4.400 4.400 
費 一日申告日四一回一ーーーーー

出荷経費 176. 955 1. 164 1. 164 力日 エ
ーーーーーーーー一一一一一一一目

雑 経 費 43, 557 286 286 
---匹目巴晶品目ーーーーーーーー ー

役員報酬 226 , 086 1. 487 1. 487 

経費小計 1. 774. 234 11.672 11.672 

収支(法人) 100. 962 664 664 

(参支考) 千円 千円 千河 注:おおば以外の作物の販売金額及び経費もお
収十役員報酬 327.0481 2.152 2. 152 上している。
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関受賞期の特色

(1) 技術

① 作型

春夏作と秋冬作のニつの作型を基本としている(第 2 図)が，良品の周年出

荷を成り立たせるため，月に 2~3 田の割合で株の吏新をすることから，常に

い株から更新前の成株までが作付けられている。

②採種・ 7年lii

採種・育荷は専門の農家(I戸)に委託している。品種は大分の夜来系から

選抜・改良を続けた系統を用いており，非常事態に供え，常に 3 年分の穏をス

トックしている。採種にあたっては青年部員が異常株の選択・抜き取りを行い，

純度維持・形質向上に努めている。育部に当たっては，部会の共同保有に係る

播稜機を有効活用し，伺年的にセル成形苗の安定的な供給が行われている。

③ j二作り

連作隙答回避のため， 4年に一郎天地返えしを行っており，堆IJ巴は斎産農家

との契約により確保した牛糞を堆積・熟成させ， lOtl年( 5 t づっ 2 回)を施用

している。

④ 定櫛・葉掻き

定械は75cm (4 条) x 20cmが基本であるが，最近は収穫しやすい 2 条糠が増

加している。被付けた苗は主主丈35~40cmで、 4 節になった頃に古い菜を損き取り，

その後伸長につれて本葉の収穫に移行する。

⑤ 施肥

成育中の株に対する施肥は，動物性有機把料を主体としている。施!l!:;量や時

期については，経営者の指示によることもあるが，請負契約に基づき，肥料会

社の担当職員が必要に応じて判断し，機動的に施肥する場合が多い。

⑥ 潜水・防除

これまではチューブ濯水が主体であったが，最近は塩積防止と環境に配慮し

て点滴謹水に代わりつつある。病虫害防除でも環境と安全に割慮して極力農薬

散布の抑制に努めており，関係機関の協力のもとに独自の試験を行い，フエロ

r
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モントラップの利用や黄色灯の利用による害虫防除等を実施している。また，

最低限必要な農薬散布は土曜日に限定しており， 日曜日の収穫は行っていない。

⑦ 収穫・管理

栽培はガラス温室・ビニールハウス内で行われており，専門化されたパート

労働者が自己の稼働能力にあわせて， l~数穀、を責任を負って担当している。

収穫(摘みとり)した葉は専用のコンテナに入れ，選別・パック詰め部門に引

き渡される。生背中の株を毎日見ているので，7J<や肥料の過不足，病虫害の徴

候などもこの部門のパートが気付き，経営者(農家)や従業員(正社員)に報

されることが多い。

⑧ 選別・パック詰め

収穫部門から持ち込まされたおおばは 選別・パック詰めに専門化されたパ

ート労働者(検査員という)が，不良な葉を除去し， L.M.S の 3 階級に区分し

て，一束10枚の十東をパックに入れ，箱詰めして農協に出荷する。

⑨ 技術開発

マイナーな野菜であるおおばに闘しては，組織的な試験研究に乏しい状況に

あるが，本部会は新しい技術の開発のために年間500万円を支出し，点滴瀧水，

黄色灯の利用，フェロモントラップの実用化を成功させ，抽台抑制のため間断

照明を実用化している。

/1-1 '-' -:;L-、 " /卜_ I .J ï ..Jム I-I.J -- /-.1 ドザ'.J/-J .1 ":"":"1.-'、'J VI 、

{乍 業 管理担当 実作業者

部会員経常 正社員

採種・育商農家

値え付け業者

植え付け業若手

肥料販売業者

部会員経営 .I.E社員

部会員経常 パート(請負制)

部会員綬営 パート(時間給)
• 

iパック制 部会員経営 パート(時間給)
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(2) 経営

大葉部会の第 aの特徴として，第 8 表のようにアウトソーシジグを活用してい

ることが上げられる。おおば栽法では採種と脊前は 後々の生青や収量を規定す

る震要な作業である。しかし，栽渋面積の拡大に伴い個々の経営では， l[íz.感作業

に追われがちとなり，採稀・資作業の負担が大きくなってきた。このため.採

税，セル前の育前作業は採種・育活農家に委託し，均質で品質の高い}誌の供給を

受けている。また，椴え付け作業と葉揺き作業は別の専門業に委託している。

さらに，施肥作業は勾:月行い手間のかかる作業であるが，この作業も肥料販売業

に委託している。このような委託化を進めた結梁，部会員が担当する作業は，

土作り瀧水， Jj'，z.穫・調製，検資，パック詰めとなっている。このような作業委

により，部会員は収縫等の作業に労働を集中投入して規模拡大を行うことが可

能となっている。また，専門業者はそれぞれの作業を集中的に実施することによ

り，作業精度の向上と大規模化のメリットを発降している。さらに，最大規模の

経営では，税務関係の業務は税理士，社会保険及び労働保険関係の業務は社会労

務士に委託している。

第二の特徴としては，労務f皆既の工夫により 労働力を有効に活用している

ことがあげられる。アウトソーシングにより負担を軽減しているとはいえ， lh乱

を超えるおおばの周年生産には，鹿用労働力の導入が不可欠である。このため，

部会全体で500名を超える躍)なな入れているが，作業特性に応じた労務管理を行

っている。例えば収穫作業では.パート個々の作業能力と労働可能時間に応じて，

持ち分(受け持ち畝数)を決め，資余は出来高払い(収穫量に応じて託会を払

う)としている。このような出来高払い方式により 労働能力の高いパートには

生産性を上げるインセンティブを与えている。また，育児等により労働可能11寺問

が鈍い主婦が持ち分を狭く設定することにより短時開働くことを可能にしている。

他方，検査，包装作業については， I時需給のパートで対応している。さらに，最

大規模級の部会員綬営では月給制の正社員を数名緩)1] し，パートの指揮競瞥，濯

水作業主与に充てている。 パートについては，各種の社会保険制度に加入

して福利保生を図っている。

第三の特徴として，法人{じを進め経営の継続性のある安定的な発展が関れる体
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制をとっていることが上げられる。部会員の各経営では経営規模の拡大により，

雇用労働力への依存度を高めてきた。このために優秀な従業員を確保し，安定し

た麗用関係を維持することが重要となっている。そのためには，従業員の経営体

に対する信頼感を高め府民意識を醸成することが必要となっている。また，各

種の社会保障制度を充実させることも必要となっている。こうした事情から，部

10戸の内 9 戸の経営は農業生産法人・有限会社の法人形態をとっている。さ

らに，最大規模級の経営では，単純ながら機能別の単位組織とその責任者が決め

られており，農外の中小企業レベルの体制が確立している。

第四の特徴として，農協共販による販売体制を確立していることがあげられる。

岡部会の部会員のように販売額が数億円を超える大規模経営は，個人出荷でも中

小の卸売市場に出荷すれば一定の競争力を得ることができ，また中小スーパーと

直接取り引きすることも可能である。さらに，個人出荷は，個々の経営に都合の

良い作業体制がとりやすい。しかし，同部会では， 10戸が一丸となった検査体制

で高位安定した品質を維持し，大分市農協を通じて継続出荷を行っている。こう

した強聞な共販体制により，京浜，京阪神，北九州等の主要市場において，全国

のおおば産地である愛知県との産地問競争に対応し，有利な価格形成を実現し

ている。

盤整普及性と今後の方向

本大葉部会は，約20年間の取り

組みの中で，独自の技術開発や優

れた企業的経営形態を実現してき

たところであり，後継者も確保さ

れ，今後の更なる経営の充実が期

待2 さオ1るところで、ある。

また，大分県内においては，小

ねぎ，にら，みつば等の労働集約

的な施設野菜の生産振興が図られ 写真 1 パートタイマ一作業状況(収穫)
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つつあることから，いち早く企業

的な経営形態を確立した本部会の

実績は，周辺地域におけるこれら

施設野菜経常の発展方向を示す具

体的なモデルとなるものであり，

地域農業の全体的な振興に寄与す

るところが大きいものと考えられ

る。

写真 2 パートタイマ一作業状況
(調整・パック詰め)

日
同
d

r
ヘ
υ



地域社会と共生できる農業経営をめざして

JA 大分市大葉部会

(代表江藤義隆)

当産地は，大分TI1郊外の大分川 1，大

野)11 の流域で::1:質は肥沃なiHVi土壌で

ð くから f討しそが栽ttí'されており， 11自

和 52年に都市化が進む大分市で，周年

出荷と安定した}話用をめざして仮定音

組織を結成し，以来，部会員を徐々に治

やし，その栽地技術などH音中模索の状

態の中，各関係機関の指導のもと.毎

月定例会議を開催し，各自の栽培技術

の向上と，情報の収集に努め • F;j~ に改良，

改善をめざして議論を繰り返しながら

より良い方向へ向け努力しています。

自lí会婦人部は，消費宣伝を主体に活

動，主要市場や各種イベント会場で消

費拡大にむけた新メニューの開発や試

食宣伝など部会員と一緒になって販ぅ1己

促進に積僅的に取り組んでおり，全部

会員が収穫，調終作業をパートに委託

する企業約農業を実践，現在そのパー

トは5004:1近くになり地峨社会への貢

献は大きなものがあります。また，フ

レックスタイム ilílJを導入しているので

自分の都合に合わせた時間帯に作業が

でき，最近ではパートの定期健康診断

や，社会保障にも取り組み安心して働

ける職場作りに努力しており，施肥や
ビニール張りなどの管理作業について

は， ド諮け制を導入しています。生産

60 

物は全量 JA 大分市を通じて系統共!坂

しており，九州，関西を中心に，遠く

は関東の市場に出街しています。大葉

は軟弱野菜だけに鮮度保持のため，収

穫後すぐに冷h首席へ保管，農協出荷場

へ集1'r;j後はすくに真宗予冷処1型をし，

その後冷凍取でそH攻守 1m!揚へ出荷する
など鮮度には特に注意を払っています。

特に平成 8 年夏の 0-157による食中

毒事件発生の際には，収穫物の保7J<に

殺持能力に優れている強電Wþ駿性水を

いち平占く導入し，消t'(者に安食な農産

物を提供するように努めました。

近年では，農薬使用 JJ1の低減化に取
り組み， I幼虫網による寄虫侵入阻止，

性フェロモン利用による大島誘殺，天

敵利用による生物的防除など「安全・

安心・健康j な商品生産に心掛け，年

間安定供給できる体制づくりをめざし

ております。

私共部会員は今回の受賞を契機とし

て，地域ぐるみの農業，農産品づくり

に努め，地域社会と共生できる民業，

将来予想される隈際競争に対応できる

農業総'討をめざしてさらに j直進してい

く所存でありますので，関係機関の今
まで以上のご指導・こ、、鞭践をお願い申

し上げます。



日本農林漁業振興会会長賞受

出品期 経営(グ口リオサ)

受賞者高知市農業協同組合三塁支所園芸部花き部会

(高知県高知司7仁井田 3844)

地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件

一!哀i也 IKは，ニ級河川鏡)11 のそそぐ主Iì戸湾東岸に位遣し東部は砕j岡市に隣接

する。潟には太平洋が開け，北側は 150m 前後の LLI 士山に 1m まれ，経営耕地I立j積9311a

第 1 図 高知rrlJ三民地区の位置|玄]
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の大部分は太平洋に面した砂地地帯に開ける。

交通は，平成10年度の高知新瀧開港にあわせて主要幹線道路へのアクセス道が

整備され，高知市中央部まで約20分，高知自動車道高知インターまで約30分，高

知空港まで約15分と恵まれた条件にある。また，近年は高知市のベッドタウンと

して急激な近代化が進んでいる。

気候は，年平均気温16.40C，年間日照時間2， 107時間と長く温暖多照な気象条

件に恵まれ，アフリカ・熱帯アジア原産のグロリオサの栽培に適した条件にある。

イ ミ型地区の農業概要

二塁地区の経営耕地頭積は，宅地化の進展により年々減少しており，特に水田

で著しいが，営通畑ではほぼ横這いである(第 1 表)。また，農家戸数は年々減

少しているが，専業農家数はほとんど減少していない(第 2 表)。一戸当たりの

平均経営耕地箇積は60a で県平均とほぼ同等であるが，施設面積の規模原jでは50

a 以上の農家が約34% を占め 県平均の約 6% に比べて著しく高く，施設閤芸と

しては経営規模の大きい農家が多い(第 3 表)。

第 1 表三型地区の耕地雨積の推移 第 2 表三里地区の農家戸数の推移
い]'.1豆:~ W吟止 Y リ

d\羽マ田水出普通知樹i創地合計 hい阿J〈iE R…f=総農家 専業兼業内訳
戸数専業第 l秘策 2 種

1985年 45 I 61 I 9 I 115 農家 兼業農家 殺業農家
1985年 185 63 49 73 

1990年 40 54 10 104 
1990 "1三 163 58 40 65 

1995年 29 53 11 93 1995年 155 59 42 54 

(Ji!l~器センサス潟べ農業センサスWðJべ)

第 3 表 三塁地区の施設面積規模別農家数の推移
(詩句立:戸)

JiFT 1 a.51ミ古!奇 1~5 5 ~10 1O~20 20~30 30~50 50a以上 合計

1985年 6 7 8 13 15 26 75 

1990年 5 13 8 4 22 24 76 

1995年 4 7 9 7 12 16 28 83 

(Ji~3主センサス調べ)
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平成10年度の劉芸品目の農業粗生産額は約13億 9 千万円で，専業農家の78% に

当たる46戸が栽I去するグロリオサは 販売額の約85% にあたる約 10倍~ 5 千万円で

あり，全国シェアの約55% を占める全!謹ーの産地である。

第 4 表 三里地区の農業生産額(平成101務芸年度)

主要 Jl~ 産物 戸数 凶手ii 販売法 販売綴

ha 
グロリオサ 46 35. 2 3, 972, 144 ;j;: 1, 046, 236 

その他花き 2 O. 8 31 , 920 本 6. 512 

ハウスショウガ 15 9. 5 415, 198 kg 262.66:3 

ハウスミョウガ 11 2. 3 3:1, 055 k日 66.773 

ス モ モ 2 3. 5 29 ， 634 パック 6.871 

71く 稲 50 

11: Sj1.成 lOu対談 'T二度は王子成 9'ド 9 fJ 1 [1~lO年 8 月 :31 f=I 

(2) 受費者の略歴

ア 野菜|翁芸の減衰

三盟地区は，翻芸農業の発祥の

地として古くから野菜の早出し栽

培が行われてきた地域であり，今

をさる約200年前寛政年間に端を

発していると言われている。明治

40年頃にはキュウ 1) の生産量が急、

捕したため，船便で、阪1<11 rtJ場へ協

同出荷し，イニ~:j二回キュウリとして

名声を博した。その後も促成野菜 1 受設者

fl斗

の生産量は地加し，大正 15年当時には高知H桑野菜生産の80% を占めるに至った。

昭和23年に農業協同組合が設立され，疏菜閤芸復興のために海減施設，温床施

設などの投資を行い，翌24:tr=三には王監隠芸組合が設立された。昭和40年には野菜

集出荷場が完成し，当時東洋一といわれるピーマンの自動選来機が導入された。

自動選来機の導入を機に策関園装組合が合併し，三盟農協関芸部として発足した。

-63 



昭和44年には，

県下に先駆けてハ

ウスショウガの栽

埼が始まり， 48年に

はそれまでの基幹

品目であったピー

マンを抜いて，三

里地区の第命の品

目に成長した。ま

た，昭手1153年のシ

ョウガ洗浄機の導

第 2 函 主要品目の栽情面積の推移
(グロ J) オサは延べ面積)

40 

裁 30
培
面
積 20

ha 
~10 

。

847 849 851 853 855 857 859 861 863 H2 H4 H6 H8 

年度

一喰ー ピーマン ー盤ーハウス新ショウガ「← グロリオサ

入により，それまで16ha であった栽培出穂は昭和54年には27ha まで急増した。

しかし，その後ハウスショウガの価格低迷や種芋の価格高騰などから，作付面

積は急激に減少し始め，昭和田年には最盛期の63% まで減少した。また，ハウス

の有効利用の観点からも新しい品目開発が課題となっていた。

イ 先見性から始まったグロリオサの導入

基幹品目であったハウスショウ

ガの衰退が顕著になり始めた昭和

55'9三，当時青壮年部長であった中

島義幸氏は，農業雑誌に紹介され

た鮮やかな花(グロリオサ)の原

産地がアフリカであることを知り，

ニ里の気象条件に適すると直感し

た。また，当時切り花価格が 1 本

800 丹と非常に高く，球根単価も

600丹と高価なことから，栽培技 写真 2 グロリオサ

やt~ を早期に確立し産地化すれば資金に余裕のない産地は導入できないと確信

し， 70坪で試作を始めた。
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ウ 生産組織の推移

導入の翌年には，中島氏から球根を譲り受けた 3 戸の農家が栽i音を始め， 3年

間の試行錯誤の中で栽i音の êl 処が立ったこと，また，高単価で販売できたこと

から， H百和 58"=!'ーには生産者が急治し，農協が仁1"心となってオランダから球根を輪

入した。これを契機に，組織活動が本格化した。導入当初から独自の規格を定め，

i汚選花，共同出荷で厳しい品質チェックを重ねている。また，現地検討会

を重ね，実証試験や掴察研修の報告会を開催し，技術の普及を[~るとともに，篤

農家の生産技術を体系比して栽培管理肢を作成し，部会員全員が共有して品質，

栽培技術両国の高位平準化に努めている。さらに，平成 8 年 9 月には高度な課題

に対応するためにグロリオサプロジェクトチームj を発足し，関係機関の協

力を得ながら栽培管浬技術や鮮度保持技術の一閣の向上に取り組み，現在に三去っ

ている。

関受賞者の経営概要

(1) グロリオサを中心とした作付け体系

三塁間芸花き部会の織成員48戸は全員が工卒業農家であり，三盟地区の専業農家

の81% を占め，花き部員の約96% に当たる 46戸がグロリオサを栽培している。そ

の中で40歳代以下の男子従事者がいる農家が多くを占め 壮年専業経営が部会の

中核をなしている。また，経営者の iごいには，自mJ[1的就授が多く含まれ，新しい経

を醸成している。

グロ 1) オサは年間2.5作作付けし，平成10年度の延べ面積は35.2ha (46戸)で

ある。また，補完品 EI としてハウスショウガ約5.1ha 01戸) ，ハウスミョウガ1. 3

ha (1 0戸)を栽培しており グロ 1) オサ専作を中心に，グロリオサとハウスショ

第 5 表-1 グロリオサ農家戸数と栽培面積の推移(栽培而績は延べ面積)

(11t及センタ一級jべ)
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第 5 表-2 男子専従者年齢階層別の農家構成

戸数 家専族従農者数業 常雇者 施設面積 グロリオサ 農業所得
生産面積

30歳代未満の男子専従 6 戸 20 ノ、 32 人 3.8 a 5.6 a 
者がいる経営 (A) (14) (23) (22) (19) (16) (18) 

40歳代の男子専従者が 18 33 59 9. 4 18.0 
いる経営 (B) (43) (38) (40) (47) (51) (50) 

その他 18 33 57 7. 0 11. 9 
(c) (43) (38) (39) (35) (34) (32) 

自信会全体 42 86 148 20.1 35.4 
(100) (100) (100) (100) (100) (00) 

t1:1 :()は部会全体に市める割合 % 
il2 :表は平成 9 年~平成10年の42FのtE主主についての記述である。

ウガやハウスミョウガを組み合わせた作付け体系をとっている。グロリオサの品

種は，大輪系で花色の明るい‘ミサトレッドと草丈が低く節間長の短い‘ト

ロピカルレッド， (いずれも三里オリジナル) ，と黄花品種‘ルテア'である。

\芥
¥ 

項目

ゲロリ

オサの

作付け

体系

第 3 図 花き生産農家の周年作付け体系と基本ステージ

9I 10 I 11 I 12 I 1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 
上中下 i 上中下 i 上申下|上中下|上中下 i 上中下|上中下 l 上中下|上中下|上中下|上中下 i 上中下
ト一一一口一一一ム xO 

x 0 一一口一一ム
x 0 一一一口一一ム

x-O 一一-0 一一ム
x-O 一一口一一ム

x 0 一一一ローム

ゲロリ 60 自 20-30 日 45-60El l0El 45-60 自 20 日

オサ器 I I I I 
本ステ i 騒 ×ー O 一一一<>口 ムー。
ージ l 予冷 催芽 定植 綴心収穫 球棋養成 堀取・乾燥

8-goC 25-3 OOC 15-2 8"C 13-2 5"C 8-30"C (陰子し)

ハウス

シンシ 0-0  溜一一悶

ョウガ j 檎え付け 収穫期間

ハウス i 盤 翻 O 一一一一
ミョゥ o 翻 幽
ガ 植え付け 収穣期間
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(2) 省力化，快適化への環境整備

ハウス構造は，導入当初は高知 1 号ハウスが主体であったが，現在は AP ハウ

スが中心である。また近年，強化型ハウスに長期展張フィルムを被覆し，複合環

境制御システムを導入するなど，省力化，農作業の快適化に配慮した装鼠・機械

の導入も急速に進んでいる。

(3) 信頼される産地

グロリオサの生産

昭和58年以降

徐々に地加し，特に

部会活動が活発にな

り，周年出荷体制が

確立した平成元年以

降急速に伸び現在に

主っている。販売金

額も平成元年以降急

第 4 図 グロ 1) オサの生産量及び販売金額の推移
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摘し，平成10年度には 10億円を突破し，記念大会を開催した。

市場単価を見ると，他県競合産地に比べて年間を通して有利販売されており，

平均単価では l 本当たり 58~69円も高単価で販売されている。このように，競合

産地に比べて遠隔輸送地である三里のグロリオサが， rlT場から高い評価受けてい

るのは，信頼される産地作りそそモットーに，生産者自らがたゆまない努力と，組

第 6 表他県の競合産地との価格差

(，flj知県問主kJJ~~控|あ l河組合連合会治lべ)

織力で生産技術，鮮度保持技術の両部から取り組んだ結果である。
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(4) 他産業に負けない農業所得の実現

花き部会員の平均農業所得は，約784万円である。これは，農業経営全体の全

国平均(施設花き作部門の約644万円，施設野菜作部門の約523万円)を大きく上

第 5 図 農業所得別農家数
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第 7 表 グロ 1) オサ生産農家の経営主の年齢構成

第 8 表-1 グロリオサlOa 当たり収支(AP ハウスでの栽培)

項 院 数量 <È 額 信5 キ号

生 産 た行熱え 28, 300 本 10a 当たり 3 作

!坂 7ゴT: 1ド主主え 28, 300 本

収入 HJ.z τ7三Eニ玄 額 7, 088, 000 P:J 

租種 税公 39, 500 農業用水
。

肥 前料 223. 100 

f農諸長 材薬具料
2. 300 

支 62.800 
326, 300 ビニル他

修減動 力 光償繕 熱却
221. 150 

ガソリン代: 36, 200 重治1: 353 ， 300 電気 153 ， 500 543. 000 
出 712.300 出価荷経 820. 700 
雇用 460.500 
作業用衣料 61, 300 

68.300 

支出合計 3. 541. 600 
所 f号 3.546.400 

所得本 50 % 
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第 8 表-2 政{rl日償却費内訳(AP ハウス)

毛E 類 償却J tli: やE ?お f役 1事政

AP /¥ ウ ス 301 , 800 ILJ fLE iコb 48, 000 P:J 
自 動 j挺 ヌド 30, 400 会1、3ずが 耳目 十潔 8, 500 
力11 11R !必 行7又" 11 1. 400 トラクター 31. 200 ,fii) 7J I抗議 Hii 10.000 Jji 倒;i 1幾 14.500 
:1" 冷 旅 50.300 トラック( 2 内) 106.200 

之仁、J 712, 300 I斗

舁 販売主~iはJ1~tあjlj~込.i!~Í\(i に1fmí し， rli H:l販売総からT!J均手数料，辺氏t'i'除後の fli:綴をいう。
2 : 50a);尭絞を 10a ，こ;史認。
日 鉄'f~J'アクリルハウスの均fTは，ハウス償却It~が965‘ GÛOPJ となる。

回っている。また，農業所得1 ， 000万円以上を達成している農家が全体の約 4 割

を占めている。このように他産業に負けない操業所得を実現することによって，

開発禁しい三盟地区にあっても次険代を支える後継者は務実に育っている。

受賞財の特色

(1) 技術的特徴

ア 栽培技術の高位平準化

花き部会の活動の特徴は，信頼される産地づくりを呂的として，検討会を中心

とした活動の中から技術的問題点を洗い出し，農家 I~I らが試験協，実証痴を

して課題解決に取り組む集団指導体制にある。より高度な課題についてはプロジ

ヱクト諜態として，関係機関一体となった課題解決に取り組んでいる。

篤農家 3 名をチームの技術者・として位罷づ、け，生産脅の要請に応じて，組iかな

指導を実施するとともに 篤農家の技術を栽培管思踏としてまとめ技術指針とし

て利用する等，確立された技術の早期普及と栽培技術の高位平準化を図っている。

また，パソコンを活用したハウスの集中ft;IJ御や蓄結したデータに基づく，作{;J け

体系や出荷計画作りのあ(りおjみも始まっている。

イ 独自品稀の育成

二県花き部では生産宥が fいL、となって，絶えず優良系統の交記，選抜を行い，

その結果，これまでに節!日l長が短く草丈の低い円、ロピカルレッド j や大輪系統

で花憶の明るい fミサトレッドJ など独自品穏を資成している。特に，県の花き
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園芸品評会で農林水産大臣賞を受賞した「ミサトレッドJ は市場から高い評価を

受け，この存在が三思ブランドの評価をさらに高いものにし，他産地との価格差

を生み出す原動力になっている。

グロリオサの切り花栽培では，大輪系で花自が明るく，切り花にしたときの全

体的なバランスの面から，花の開踊が 5 ~6 cm と短めで，花房長30cm 程度に 5

輪以上の花が着生する品種が求められる。また，栽培面からは草丈が 2m 程度で，

つる曲げ作業や吊り直し作業の必要のない品種が望まれる。

そこでトロピカルレッド」のコンパクトな革姿と「ミサトレッドJ の品質

を備えた新品種(1トロピカルレッド J X r ミサトレッドJ の交配種)の育成に

取り組み，現在，球根増殖が行われるまでになっている。

このようにして育成された品種は 生産者や指導機関による現地審査や，市場

評価などを総合的に判断して，部会員合意のもとに導入を決定し，生産計部に基

づき増殖を行い，部会員に無償で配布されている。

ウ 鮮度保持対策

① 吸水時間の改善

以前は，収穫後の「水揚げ」は一昼夜必要とされており，翌日出荷となって

いたが，農業技術センターの試験結果から 2 時間の水揚げでも十分な効果のあ

ることが確認された。

これによって，前日午後に収穫したものと，当日収穫したものを合わせて午

後出荷できるようになり (1)朝収穫したものを収穫当日に出荷できるよう

になったことで，鮮度低下が改善された。(出荷場の作業面では朝に野菜を含

めて荷が集中し，出荷量が多いときには選花作業が遅くなり， しおれ等の鮮度

低下をきたしていた) 0 (2) 農家において 収穫遅れがなくなり切り前が揃

い，鮮度向上とともに品質の向上につながっている。

② 三里オリジナル給水材の開発

鮮度保持対策として，フロジェクトチームが中心となって試行錯誤を重ね，

市販給水林に比べて鮮度保持効果が高く，薬害の心配のない三里オリジナル給

水材「エコゼリー G (グロリオサタイプ) J を開発し，製薬メーカーに特注して

平成 8 年 9 月 17 日より本格的な導入に踏み切った。同時に，給水材のコスト低
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減のため，結束数も 5 本 X4 束から 10本 X2 束に規格を変更した。さらに，販

売i淡路と最も重要な関東市場での鮮度保持対策として，平成 8 年~平成 9 年度

にかけては高槻期に試験的に空輸をし評価が良かったため，平成10年 8 月から

は年間を通して全量空輸に切り替えた。これらの取り組みによって，鮮度保持

効果を飛躍的に高めることに成功し，花本来の品質，鮮度の両国において市場

から高い評価を得ている。

エ土づくり

三盟の園芸地帯は砂地土壌であり i協力は低い。そのため，パーク堆肥 (5 ~ 6 

t/10a)寄与の;有機資材を毎年施用しこl::作りに努めるとともに，有機肥料主体の施肥

体系を取っている。

オ 省力・較作業化の取り組み

① 一球-Ljs:採り栽倍

排水の良い三里地区の砂地土壌で、は，球根養成i:þの腐敗がなく優良な球根の

養成が可能なことから，尽くから -J;:R…・本採り栽法を導入し，整校・誘引作業

の省力化を図るとともに，輪数の増加やボリューム感のアップなど品紫本位の

栽培技術を徹底している。

② 省力的な誘引方法の導入・実証

グロ 1) オサの東丈は2.5m~3m にも

なり，踏み台を使つての吊り上げや，収

穫までに 2~3 由行う糸の巻き直しなど

誘引に係る作業は肩こりや腰痛の 毘と

なっている。この問題を解決するために，

ー思支所閤芸婦人部が中心となって従来

の糸による巻きとげ誘引に対して，ナイ

ロンひもとクリップを組み合わせた誘引
写真 3 ナイロンとクリップを組

法を導入・実証し，誘引から収穫までの み合わせた誘引法

作業時間を約30%削減している。この技術の普及により，より細やかな管忠作

業が可能となり，品質向上にもつながっている。この誘引技:ÍiI'i を導入した農家

は， 5 戸(平成 7 年)から 21戸(平成10年)に普及している。
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第 9 表-1 誘引作業の改善による省力効果( 1 a 当たり)

たこ糸による誘引方法(償行) |ナイロンひもとクリップを用いた誘引法(改善)
作業内容 作業時間(分) 作業内容 作業時総(分)

初期i 誘ヲi 179 ナイロンひものくくりつけ 72 
クリップ止め 131 

巻きi宜し 1 肘 ÞI 217 つり i査し 1 [ilJ目 93 
2 @IF! 217 2 閉店 93 

JI文 4愛 650 JJx: 4護 530 

メ仁与3、 1. 263 メ仁〉1、 919 

費用合言| T号 m ぷ仁〉1、

(7年間の合計) 13, 000 fLJ ci耐周年数 7 年) 12 ， 740 内

第 9 表 2 ナイロンひもとクリップを利用した誘引法の導入状況

F74-T ni\ 沼導入 導入而絞

平成 7 関芸年度 5 戸で実五íE

平成 8 22戸 8 戸 (2.0h札)

IJZ J戎 9 21戸 (2.3ha)

ミfL JJJUO 21f三'î (3. Oha) 

(2) 経営的特徴

ア 100%共選・共販による品

質管理と選花労力の省力

二堅のグロリオサは，高知子1J農

協の選花作業員 (30名)によって

100%共同選花されている。年に

数回は生産者を交えて「自噴らし

会J を行い，選花基準の統ーを図

っている。こうした取り組みは，

生産者の高品質生産技術の意識高 写真 4 選花作業員による共同選花

揚と i袈花作業員との信頼関係の構築に役立っている。また，共同選花によって品

質が揃うだけでなく，切り花栽培で労働負担の大きい出荷調整作業が必要でなく

なるため，生産者は管理作業に集中でき労力軽減や産地拡大にもつながっている。

三里のグ口 1) オサは， このような共選・共販体制によって支えられている。
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イ 球根の自家tg殖と球根貯蔵施設の設置

三思花き部では，排氷性の良い土機特性を生かして，全農家が球根を 13 家地殖

している。このことによって，経営費の低減につなげるとともに質の高い切り花

生産が可能となっている。また，養成した球根を利用するためには，掘り上げ後

25
0

Cで 1 ヶ月程度乾燥し，その後 8 ~ 100Cで 2 ヶ月以上{出品貯蔵して休眠安打破

するため，各生産資は自ら低温貯蔵庫を設謹し，周年佐藤7可能な体制を設えてい

る。

ウ 緩別労力の活用

各農家は経営#H実に応じて 2~7 名を常時!援用しており，選花作業民を含めた

花き部全体の雇用労力は約150名になる。その大部分は地域の女性で，年齢臨も

20代から 60歳代までと幅広い。退職務の補充は退職した人の紹介で、行われるため，

藤周労力確保は非常に円滑に行われる。生政資は}涯!日労力の活用によって，時年

生産や規模拡大，休日設定が容易となっている。また 雇用者の労務管理は女性

が担っており，経営主との役割分担がなされている。

エ活発な婦人活動

婦人活動は活発であり，平成 7

年から婦人部を中心にパソコンを

利用した農業簿記の取り組みが始

まっている。また，前述のとおり，

誘引ブ'5 1去の導入については，婦人

部が中心となり，技術の実証や意

見集約を行っており，その他，現

地検討会においても多数出席して

いる。
写真 5 パソコンを利用した農業簿記研修

オ 反省会と次年度計 l紛の策定

部員の交流と産地・市場視察をかねた全員研修を行うとともに，改善した

技術や鮮度保持技術については部会の代表者が市場調査を行い，評価とその効果

の確認を行っている。また 県翻芸連および市場からの情報によって「三肢のグ

ロリオサj の市場評価を把採し，生産活動に反映している。さらに，青壮年部の
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自主企画による海外研修(オランダ ニュージーランド他)を通して海外の生産

技術や流通方法等の調査を行うなど幅広い活動を行っている。このような生産者

の研修内容は，現地の試験結果などと併せて報告会を開いて周知させている。ま

た，生産・販売目標を達成した年には，記念大会を開き市場関係者の記念講演や

生産者自らの体験発表を行い，生産意欲の向上を図っている。

圏普及性と今後の方向

(1 ) 地域への波及効巣

ニ~地区にグロリオサが導入された昭和55年頃には，それまでの基幹品目であ

ったハウスショウガやハウスピーマンは徐々に減少し 地域の閤芸農業は衰退し

つつあった。一戸の農家の進取性から始まったグロリオサの栽培は，絶え間ない

技術開発と綴織活動による技術の共有化によって飛躍的に発展し，現在園芸販売

額の72% を占め，地域の園芸農業を支えている。また，出荷場の選花作業員をは

じめ，農家雇用を合わせて約150名もの非農家の雇用を生み出すなど，地域経済

に与えた影響も大きい。

(2) 今後の方向

ニ里園芸花き部会は，独自品穣の育成や独自の鮮度保持技術等，創造的な技術

開発力と組織力を持った集毘である。また，混{主化が急、速に進む三里地区にあっ

て，ゆとりと他産業に負けない農業経営を実践し，次代を支える若い後継者が確

実に育っている。

しかし，社会情勢の変化や輸入花きの増大など，花き園芸を取り巻く状況は

主主々厳しくなる中で，質・量とも全国一の「三里のグロリオサ」をさらに発展さ

せるため，次のような呉体的課題を設定し 生産者自らがその解決に向けて取り

組んでいる。

ア 省力化施設，装置の導入

イ 栽t音・鮮度保持技術の一層の向上と平準化

ウ 品種特性に適応した作製]3IJ管理マニュアル

A
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エ 季節悠の切り前の徹底

オ 品質低下婆悶の究明とその対策の体系化

カ 部会活動のー!習の強化

キ 連作陣容関避対策

ク 吏なる独自品種の開発

r
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高知市農協三里支所園芸花き部会の活動と今後

高知市農業協同組合 三里支所菌芸部花き部会

(代表漂白穣弐)

私たち花き音lí会では部会員のほとん

どがグロリオサを栽指しています。信
頼される産地づ、くりを悶指して， JJì!地

での検討会や実証活動など課題解決型

の活動を行っています。

私たちは，グロリオサを導入した当

初から，一鼓して共選・共!坂体制を堅

持するとともに，篤農家の技術や現地

尖誌の成果などを栽培管理謄として整

理し，部会員会員で共有するなど，絶

えず栽培技術のお位平準化に取り組ん
できました。また，成家自らがð!l!自両日

稀の育成に取り組み， これまでに「ト

ロピカルレッド j や「ミサトレッド j

等のオリジナル品種を育成してきまし

た。特にミサトレッドは市場から高い

評価を受け，産地が発燥する原動力に

なっています。更に， より高度な記長題

に対応するために関係機関の協力のも

と「グロリオサ・プロジェクトチー

ムJ を結成し，輸送中の鮮度低下とい

う重要課題を解決し，遠隔総送産地の
ハンディを克服してきました。

このような， 100% 共選共販体制のも

と部会員相互の信頼関係とたゆまない

技術開発により，質・量共に全国一の

産地になったと自負しています。そし

て，選花作業員と民家の雇用を合わせ

ると 150名もの地域の非農家の雇用を

生み出し，地域経済の発展に果たした

役割も大きいと思います。

近年高知市のベットタウンとして宅

胤化の幸子しい三型地区にあって，ゆと

りと他夜業に負けない伐業所得を実現
した結果，若い後継者も確実に育って

います。しかし，価格の低迷や生康 tJ

の低下，競合政地の台頭などグロリオ
サの生産を取り巻く環境は必ずしも明

るいものばかりではありません。

私たちは，今回の受賞を契機に更な

る産地の強化と地域民業発展のために.

部会員一丸となって取り忠良んでいきた

いと考えています。
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天皇杯受嘗

出品財 酪 曲
一
一
同

受賞者池田邦雄

(北海道校卒tiI\浜 i鎖別 IIIJ字字問丹)

翻地域の概要と受賞者の経歴

(1) 地域の概嬰

ア 地域の立地条件

(池田牧場)が存在する浜頓別町は， 日本;の最北端に近い北緯45度にあ

第 1 図 池町牧場が存在する浜頓別町の位置

/.:--. 
，λ、

札幌かう J 円 J\ ス /6 B寺悶
旭川からJR. パス/3時間30分

稚内空港からパス /2 時間
稚内空港から翠/1 時間 20 分

op 
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り，オホーツク海に面した酪農と漁業の町である。

人口は5， 400人であるが，乳牛頭数が約7 ， 000頭を数え，漁業では，近年，栽埼

漁業が盛んになっている。

気候は冷涼であり，平均気温は 5 0C で， 11 月末から 4 月末までは積雪があり，

特に流氷が訪れる 2 月には 20~ -300C に達することもめずらしくない自然条件

としては大変厳しい地域である。

イ 農林水産業の概要

浜頓別町の農業総生産額は，約24億円(平成 9 年)であり，その殆どが酪農部

門からなっている。また，耕地図穣は，約6 ， OOOha であるが，その殆どは牧草地

からなっており，基盤整備率もかなり進んでいる地域である。

農林水産業の中核となる酪農経営は， 89戸(平成 9 年)であり， 1戸当たりの平

均飼養頭数も 78頭と北海道の平均規模水準にある。

(2) 受賞者の略歴

池田牧場の経営主である池田邦雄氏は，昭和52年，父親の急死により酪農経営

に従事することになった。

昭和57年頃，相続時の膨大な借入金等からの経営悪化を契機に，酪農経営を本

格的に学び，飼料給与法の改善に取組むこととした。

昭和 58年には，乳量追及とともに経営管理知識を学び，複式簿記を取り入れ，

この年に初めて地域の経営事例発表会に参加し経営内容を発表した。

昭和60年には，草地酪農の本場，ニュージーランド及びオーストラリアで葱地

酪農の技術を研修し，放牧主体，季節分娩への取組みを本格化して，自らの酪農

経営を全国大会の場で発表した。

その後，目標(労力的にゆとりのある家族経営の実現)とした放牧主体，季節

分娩の経営を完成させるため，草地管理，放牧草の確保，乳牛の健康管理，繁殖

管理等，勉強と試行錯誤が続いたが，経営方針に対する家族の理解も深まり，平

成 4 年頃から目標とする経営に近付き，今日に至っている。
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関受賞者の経営概要

(l) 経営の概要

池田牧場は，実質的に経営者で

ある池田邦雄氏とご夫人による家

族経営である。

乳牛の飼養状況は，第 1 表のと

おりであり，地域内においても，

決して大規模な酪農経営ではない。

しかし，池田牧場では，繋養牛

はその全頭をL:Jニ訴検定に付し，後

代検定事業にも参加し，経産午の
写真 1 池田牧場の

1 頭は EX級であり，ほかに VG 電柱

級が10頭もいるなど，乳牛の改良の間においても力を注いでいる。

牧柵の支柱は古

第 1 表乳牛の師養状況(平成10年12月 31 日現在)

125: 分 li}{ 数 J肉 主E

初lli'f 2 lli'f 3 �3ﾌf 4 産 5 j宝 6 E主 7 産以上
ff;壬lli'f牛 37綴

6 iiJI 8liJj 8 頭 5 頭 6 頭 4li良

タ|ミ絞産 tl二 25liJI 初灯:斗ニ 14liJl， 予抑制二・子tl 二 lUi良， 全磁石3家経LI二

62頭

王子成10年の生手Lの出荷状況は，乳量が290 ， 743kg であったが，手L質の商では乳

脂肪率が4.12% ，無脂閤形分率8.91% ，蛋自家3.42% と全道及び地域平均をかな

り上っており体縮腕数1 1. 9万 生菌数 1 万以下と良質なものであった。

i当給宣言j料の生産状況は，第 2 表のとおりであり， これらの草地は，その全部が

播種造成後，概ね15~16年程度の経年経過しているものである。

飼料の給与状況は，第 3 表のとおりであり，経産牛仕向;量の TDN 換算自給率

において72% と極めて高い水準にある。
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第 2 表 自給飼料の生産状況

llK i支 利用割合
{↑コ 日 作付閥ftl

10乱 25たり l収益 総収量 生率 サイレージ 乾草: 絞殺牧

% % % % 
ペレニアル (放牧地) 2. 100 4. 0 840 100 100 

ペレニアル (兼用1:t111 400 :3.5 140 40 60 40 

オーチヤード(兼用地) 1.350 3.0 405 20 50 30 20 

チモシー(サイレージ周) 660 4. 5 270 100 

チモシー (乾草用) 1.230 3. 0 369 100 

5. 680 2.024 27.5 24. 2 48.3 

It: 10a 当たり JI'，Z jjl は. jが1二，北海道西IH込斎)lÌi協会が拠点として計測したものである。

第 3 表飼料の給与状況

自給 うち綬産牛(上向景
穣 r長 購入 年間1給与法

区分 給与泣 MDt三 DCP 呈 TDN:[t 

kg 
グラスサイレージ 自給 186.225 186.225 65.178 5.214 3臼 293

キ且 ラップサイレージ iきがt 148. 500 89.100 40.095 2.049 16. 038 

飼
乾草(ロー}j，，) 自給 62. 952 44. 100 37. 397 2. 072 21.344 

』文 牧 i'~î 自給 815.388 571. 200 94.819 16. 564 68. 544 
1ゴ↓
ビートパルプ 購入 9.180 9.180 7. 950 505 5.9:30 

I 1.222.245 899.805 245.439 26.404 151. 149 

ìI;~ 浮 立司 *,1 購入 74. 160 6告 000 60. 375 8. 920 49.680 

カ)~ ;/ュウム。ビタミン剤等 購入 1. 920 L 920 

1. 298. 325 970. 725 305.814 35. 324 200.829 

家畜ふん尿処理は，飼養管理そのものが，放牧主体であるため，その期間中は

放牧地ヘ自然還元される仕組みである。

堆肥は，搾乳時や冬期間の舎飼持に搬出されるきゅう肥を囲いのある堆肥盤に

堆積して，適時に切り返し， l'在日包化して草地ヘ散布している。

l求の方は，牛舎に隣接する45t 入りの尿溜に貯留し，特殊な処理機を活用して
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m~ 奥し， として，7l<で希釈して草地に散布している。

(2) 経営の成果

以 i二の結果から.池田牧場の縦営成架は，第 4 表及び第 5 表のとおりとなるが，

ここから算出される乳飼比は18.6% と飽くべき数値になっている。

なおこの外に，数値比できない技術，例えば，放牧管理，季節分娩，系統交配，

也管理勾;の{~;jlた技術があげられる。

受費財の特色

酪政経営の特色としては，次の 5J災 EI が上げられ，それぞれが高く詳細される

ものである。

(1) iEに環境保全型の慈農を実践していること

① 土革， !:I二，ふん尿の循環サイクルを念頭において， 10年以!二も更新する

ことなく車地を利用している。

② 放牧地には，化学肥料(N)，除草剤，能薬を 10年以上一切散布していない。

③ 家斎ふん尿は，その全量を，適時に，市地に還元している。

!ポも放牧主体のため冬場の尿処収の問題が考えられるが，大きな貯WH惑が

あり，その中で発酵処理をおーい，放牧用の準地に脊，秋の 21礼採主主地に森

1 回，散布しており，環境の同では全く問題とならない。

(2) 放牧を主体にした自然対応型の乳牛管理を行なっていること

① 子'1二は， 2.5 ヶ月 ~4 ヶバ令 11寺から放牧を開始し 5 ヶバまでに r~1 然の環境

に関わらせ， ÉI 然の j散しさを体験させることで， )11員応力の強い牛っくりを行

なっている。

しかも子牛には，子牛のうちから脱柵できないという心理的な教育をし，

人間の誘導によってコントロールできるようにすることで，成牛になっても

手間のかからないことを基本に育成している。

② 4 PJ 20 日頃から放牧を開始するが，この場合は，その後の放牧管理の徹底
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第 4 表池田牧場の経営の成果

当期費用の内訳と生産原倒

手i↓ 自 金 額
経産Ltニ l fI員 生乳 1 kg 

f商 姿
当たり金額 当たり金額

内 内 内

日待 入 飼 1斗 費 4. 344. 763 117.426 14. 70 

自 市ý.~口> 自己j が↓ 資 2, 990, 061 88.812 10. 12 肥料費，諸資材料，賃料

労 震 朋 75.000 2.027 0.25 

働 家 族 9. 500 164.311 20.57 ①(技)

Tを 4, 500 166. 338 20. 83 

三ロタクト 療 衛 生 Tそ 237 , 659 6.423 0.80 

道 光 認L 費 718.796 19, 427 2.43 

動 力 資 122.287 3. 305 0.41 

種 付 E空 548.625 14.828 1. 86 

手L 1, 744, 000 47. 135 5. 90 

建物・構築物 1. 092. 000 29. 514 3. 70 
去n
機械車両 395.000 10, 676 1. 34 

Eま 3.231. 000 87. 324 10.93 

修 奇書 費 224.173 O. 76 

E2 ア日て 費 19. 526 528 O. 07 

消 耗 資 キオ 主堂 414.036 11 , 190 1. 40 

イ長3上- 料料 金 タ寸主寸主 183.465 4. 959 0.62 

t'i: 飛 メ口三、 19, 188, 891 518.619 64. 93 ② 

兵TJ首育成牛子牛評価額 5.620.000 151. 892 19.20 ③ 

メE〉3、 計- 24.808.891 670, 511 83. 95 ④ニ②+③

期中経産主ド繰入評価額 2.220.000 60.000 7. 51 ⑤ 

期末育成牛子牛評価額 5.320.000 143.784 18. 00 ⑥ 

育成牛子牛販売収入 3.475.338 93. 928 11. 76 ⑦ 

高リ E主 物 f削 絡 。 。

差引生産原価 13. 793. 553 372. 799 46.68 ⑨=④ー(⑤十⑥十⑦十⑧)
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第 4 表 池間牧場の経営の成果(つづき)

自信成部門の収益

区 分 金 有}1 摘 姿

IrJ 

時自 4二 手L Jlx 入 21. 841. 983 自主交消 t~分そを含む。

Il~ 育成午販売 Jlx 入 2.651. 982 ⑦ 7 頭

Jlx 子 4ニ販売 Jlx 入 823, 356 31頭

入 そ の {也 。 ⑧ 

青l 25.317. :321 

f主
!堺支Î育成牛・子LI二号v.iil!i額 5.620.000 ③ 

産
当 j羽 Zを m 19.188.891 ② 

t~ 
期中級 ilJ. tド繰入評価綴 2.220.000 ⑤ 

j守j末育成tj"'- ・一子牛評価綴 5.320.000 ⑥ 
!日
差引生産費用 17.268.891 ⑨=③十②一⑤⑥

191J 己 j二 総、 手IJ 主主 8, 048 , 430 ⑫t⑩ー⑥

地佼>rb ζ 
l!反 7ztE ヱ 綬 1を 167. 704 

J主 j斉 設卜 長主 1. 024. 295 
JITl 

阪フtTu 
f.tl 税 λ4一\、 l県 604 , 546 

1. 796. 545 ⑬ 

業 手IJ 益 6.251. 855 ⑭z⑫ー⑬

ミお
JムOζ, 入 二ノ上七、 J汽 金 415. 306 

業 配合飼料 filfi格差補 lJ;! 3ﾍ?: 126.663 

外 償却対象ヰニ処分主主 342 , 423 
Jlx そ の 他 2. 131. 054 受取手IJ}~、， 組合議ヌじf住宅事
ﾌI�: 

言! 3.015.446 ⑮ 

〉トι 払 手IJ 怠 274. 737 

支 t1¥ i也 代 117, 000 
業
外 自己合飼料安定基金紋Îl金 48.000 

費円却対象 l 処川 373.692 

府 他 173.994 

言! 987.42:1 ⑮ 

~ j羽 和E 手IJ 主高 8.279.908 ⑫口⑬十⑮ー⑩

pJr f号 14.359.408 ⑬z⑫+① 

}肝 f与 Zτ~;i (56.7%) ⑩口⑬一←⑩

91 JtfJ {資 1、z主"主、 金 832.345 ⑩ 

償還金控除後所得 13, 527 , 063 ⑬一⑫
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を図るため，春の草の生育に

合わせ，約 2 週間の馴らし放

牧を経験の成巣として取り入

れている。

なお，春の草は栄養価が高

く，蛋白過剰，繊維分の不足

になりがちなので，エネルギ

ーの補給の函を考慮して，乾

車の補給を行なっている。

③ 季節的には昼夜放牧も実施 写真 2 整然として牧草を食む牛群

しており，昼夜放牧への移行に当たっては，草の伸び，気象の状態等を総合

的に判断して行なっている。

③ このような放牧地は，専用地が21ha で29牧区(1牧区80a 程度)， 8月から

使う兼用地が 4 ha で 14牧区あり，これらの牧区を年間で約15毘転のサイク

ルで使用している。

⑤ 放牧は，経産牛，育成牛及び子牛の 3 群に仕分けて行なっている。

⑥ 牧草地の掃除刈りは基本的には行なわず，受賞者は，牛は歩くことで爪が

自然に減るので全く削蹄を行なう必要がないという。正に， どの牛も肢蹄は

きれいであった。

⑦ 牧柵の支柱は古電柱を使用

し，放牧フェンスは， 2 段~

3 段，総延長 14km を張り巡

らして脱栂の防止に努め，放

牧のローテーションを確実に

している。

また，放牧地内には牛の専

用通路があり，その専用通路

には砂利が敷かれ，牛がぬか

らないように配慮されている 写真 3 放牧地には全く不食過繁草がない
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とともに，給水施設が完備し どこでも自由に水が飲めるようにしている。

@ 初妊牛及び経産牛は，放牧開始前の 2~:-3月頃に-"1等分娩させ， 5~6)=J

墳に集1'1:1 して人工授精を行なう季節繁殖を取り入れている。

⑨ 放牧管理からの生手しの脂Il方率等の低下を避けるため， tj二群検定を着実に実

施して，人工授精に供用する種雄牛は成分遺{兵力の強いq二にしている。

⑩ なお， この放牧技術について，自然条件を考慮し，主主さ，寒さ，雨降り

魁等を体験し， これらの積み重ねと失敗を繰り返して体で覚えたものである

という。

(3) 土壌診断に基づく施腿管理により宅 TDN 自給率72% を確保していること

① 1:::壌診断を定期的に行ない，ミネラルバランスをとる施IlI'.J管理で，マメ科

牧草の比率が20~30%の均一な草地を維持している。

② 放牧i訟は，ペレニアルライグラスが主体で，受賞.tt-は， このことにより，

放牧期限の延長が可能となったという。

③ 家務ふん尿の定期的な還元と適度な放牧管埋技術から，不食過繁草が解消

され TDN 自給率も 70% を超える水準になっている。

④ 11 月上旬からは，放牧を行いながらサイレージの給与に移行し，根雪にな

るまで牛は夜も外で飼育している。

また，根雪になっても，牛舎外に放し飼いする徹底ぶりであり，このため，

経産牛を収容する搾乳牛舎にはパンクリーナーがない。(不要であるとい

う。)

⑤ なお，これらの放牧管原技術を習得できたのは，近隣にある道立天北農業

試験場のおかげであるという。

(4) 生乳の生産原価が47円弱という驚異的な水準にあること

① 最も大きな要因は，放牧を主体とした管理であるため， TDN 自給本が高

く，結果として購入飼料費及び管理労働貨が軽減されていることにある。

② その他の要因としては，低額な償却費であり， これは乳用牛は長命速度で，

建物・構築物，機械車両等は耐周年数以上に有効活用していることがあげら

ロ
υ

。
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れる。

③ 経営を継承した当時は，経営の発想が特異的であったため，地域からも冷

たい毘で見られ，経営の在り方は決して受け入れられるものでなかったが，

最近においては，低コスト生産，そしてゆとりのある酪農経営の方式として，

その取組みが富に注目されてきている。

④ なお，コスト低減は可能であるとし，その水準は40 円 /kg を下回るという。

(5) 食の安全性と消費者の立場を考慮、した牛乳生産を自標にしていること

① 土地，翠及び牛の生態系に基づいた中での牛乳生産に取組んでいる。

② 安全で，新鮮で，美味しいものを求める消費者の要求に応えるため，生産

物はもとより，牧場全体の環境整備を進め，存在価値と意義のある酪農家を

めざしている。

関普友性と今後の方向

(1) 普及性

油田牧場の放牧状況は，見応えがある。特に，今まで放牧していた牧区から次

の牧区ヘ移動する整然とした牛群の移動状況は見応えがある。

先ず， EX 級の牛を先頭にして，次なる放牧地へ 1 列縦隊に整然と牛専用の道

路を移動していくのである。

また，放牧地も見事である。その放牧地は，均 ω した緑一色の牧草と古電柱を

利用した電牧支柱及び牧区に張り巡らされた 2 段の配線があるだけで，雑草はお

ろか不食過繁草もない。

これが生乳の生産原価を46 円にした驚異的な技術かと感心させられるのである。

このような池田牧場の酪農経営は，次の 6 項目において高く評価される。

① 正に環境保全型の酪農経営をきた賎していること。

② 放牧を主体とした自然対応型の乳牛管理を行なっていること。

③ 土壌診断に基づく施肥管理により， TDN 自給率72% を篠保していること。

④ 生乳の生産原価が47円弱という驚異的な水準にあること。
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⑤ 食の安全性と消費者の立場を考慮した牛乳生産を段標にしていること。

⑥ 受賞音は. IH]の農業委員に選任される等，地域的にも信望が厚いこと。

以1:.の観点から受賞者は，家主答の飼養規模としては決して大きくはないが，国

際化に対応するわが国の酪農経営にとって，全国的に模範と普及性があり，かつ，

~j く評1V訴されるものである。

(2) 今後の方向

受賞者ヘ喜多は何かと聞いてみたら，即療に次の

回答があった。

Q)，本当の農業人としてのプライドをもって農

業に従事していくことである。

② 農業は，エンドレスの産業である。牛にも

わからないことがいっぱいある。

③ 経営を引き継いだ22年前は酪農などやりた

くなかったが今では逆になった。

④ ここまで来れたのも，家内のおかげだ。

このように受賞者は，家族を大切にし，低コス写真 4 受賞を喜ぶ池田夫妻

ト生産でゆとりのある安定した夢のある酪農経営を実践しており，地域農業の模

範的な存在になっている。

さらに，性格的にきわめて明るく，他に対する説明能力に優れ，かつ，これを

実践しているため，全国から実習を希望する者の受入照会が絶えないという。

87 



地域に根ざした酪農経営

池由邦雄

私は，最初の頃は，儲肢にあまり興

味がなく，むしろやりたくないという

気持ちの方が強かったのです。が17 年

間家を出て，船底以外の住宅停をしてい

ました。昭和 52'年，父が突然他弊(満
50蔵)したことにより，私(当時25歳)

が代わって，調書農経営をスタートしま

した。当時父の残した借金が， 2， 400万

円程あり，借金を返したらやめよう，

やるだけやって駄目ならいつやめても

よいという開き直りに近い気持ちで，

酪農経営をスタートしました。飴農経

常には，特別なこだわりはなく，約 7

4'間家を illて酪農以外の仕事をしてい

たことが，色々なlliiで自主民経営に役に

なっています。今でも聞各農経常に対す

る取り組みは，やって駄おならいつや

めてもよいという気持ちに変わりあり

ません。

私の住んでいる所は， 日本最北に近

く稚内から約100km 南下したオホーツ

ク海に顕した所に位資しています。変

は冷涼で，冬はマイナス 20度以下にな

る臼は珍しくありません。デントコー

ンが育たなく，畑作物・野菜物が満足

に育ちにくく， 日本の cþても l唯一北方

図に似た気象条件で，草しか育たない
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I盗殺です。この地域で酪践で生きよう

と思えば草にしがみつくしかなく，厳

しい自然条件の中での酪漫経常の展開

は，どうしてもその分だけハンデイを

背負わなければなりませんでした。ま

た，我が家では]草地面積の 9 割が泥

炭地という劣惑な条件が三重なり， ここ

での飴農経償の取り組みは，大変な悶
!iiff を伴うものでした。今日迄の取り総

みは，泥炭l也との悶いといっても過言

ではありません。牛の持っている本来
の生態系を理解するよう努め，牛に草

をどう近づけるかが大変でした。結局，
L[二の食べる主主は， 守二から教えてもらい

ました。きさ素 ij['] 料・良薬・除市:剤

は， 10年以上散布しておらず\家畜糞
尿も自然に還元され，結果的に環境保

全製酪農経営の取り組みになっていま

す。自然条件が厳しいといわれている

所での酪農経営の取り組みですが，家

族農業が基本土台になればこそ，地域

にあった，人の真似の出来ない家族農
業を造ることができました。



内閣総理大吉賞受嘗

出品財 経営(肉用牛)

受賞者島仲治伸

( rrlJ純県八重山郡竹富 IIIJ字黒島 1499君子地)

地域の概要と受賞者の略麗

(1) 地域の概要

第 1 図竹富IIIJ の位置区l
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ア 地域の立地条件

島仲氏が肉用牛経営を営む黒島は，沖縄本島から 410km ほど離れた石垣島から

更に南西方向に 17km ほど離れたところに位霊する。島の周囲は12.6km，部穣は

983ha であるが，地形は極めて平坦であり，最大標高は 14111 にすぎない。

亜熱帯海洋性気候に属し，夏は太平洋高気圧に支配されて晴れの日が多く，冬

は周期的に北東の季節風が吹き出し，小雨が降り，曇りがちで肌寒い天気が続く。

年間平均気混は230C，年間平均降水量は2 ， 000111111 を越え，温暖多雨であるが，

強い台風の襲来が多く，また，梅雨前線の活動が弱い年には干ばつが発生しやす

しし

イ 農林水産業の概要

竹寓IHJでは撮暖な気候を生かして特徴ある農業が展開されている。これを粗生

産額の多い店員に並べると肉用牛，さとうきび，米，すいか，きびとなり，肉用午

が農業粗生産額の52% 第 1 表竹富町の農業組生産額(平成 9 年)

を占める。一方，黒島

では肉用牛の生産に特

化している。

(2) 受賞者の略歴

黒島生まれの島仲さんは，子供

の頃から牛飼いになりたいと思い

家業の牛飼いを手伝ってきた。昭

和53年に鯉制学園を卒業し，間年，

人工授精師の資格を取得，竹富町

農協及び竹笛町役場勤務などを経

て，平成元年に経営を引き継いで

いる。

写真 1 島仲さんご夫婦とお父さん
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第 2 表縦営:の推移

綬常二t t也樹被

年度 家{if飼養頭数 所街地 {会 j自 おt 明

J采j有地 放牧地 放牧地

日元 繁殖牛 15 f曻! 
H3 " 31 頭
H5 " 45 ﾍﾎJl 
H8 " 52 TIJi 
H10 " 75 f鍈 

受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

ア牧場の位置

5 ha 

" 
" 
" 
" 

10. 5ha 4. 5ha 主主;lit を継71'\

" " l'iH也 (3.7h乱)造 J，x

" " 議会(160rぜ)建設

" " i1Jm, (70ní)建設
" H 核地 (5.7ha)m成中([J羽HlO~1:)) 

島には黒島小中学校を取り臨むようにして，保宮盟，宇IJ本，東 JfJj ， 伊古の

5 つの集落がある。道は良く整備され，特に東筋集務の珊瑚の自{号、を敷き詰めた

道路は日本の道百選J に選ばれている。島仰さんの牧場はこの東筋集落の近

くにある。

第 2 図 採取地及び政牧場位箇悶
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イ 労働力の構成

家族は島仲さんご夫婦と二人の娘さん，それに烏仲さんのご両親の 6 名である。

肉用牛経営は島仲さんが全般を受け持ち 奥さんは記帳を分担している。

第 3 表家族および労働力

経営主に 年齢 年間農業従事!時間
作業g分 経験年数 備 考

対する続柄 (歳) (11寺間) うち斎藤部門

本 人 39 1. 728 1. 728 全般 12:tr: 
委主 35 42 42 記帳 会社事務員

子 (2 人) 小学生

労(動力計 1. 770 1. 770 

ウ経営土地

闇場は採東地 5 ha，放牧地15ha の合わせて20ha である。これらの草地は，自

宅近くにまとめられている。

第 4 表経営土地面積と利用状況

悶場
所有区分

手IJ )羽 立証 積 総収量 10a 当た
主な草磁

番号 区分 (ha) (t) り i収益(t)

1 側人有 深草 5. 0 336 6.7 ジャイアントスターグラス・ガットン

2 個人有. UIJ有 牧草 4.1 231 5. 6 ジャイアントスターグラス

3 個人殺 " 1.5 85 5.6 ジャイアントスターグラス

4 他人有 " 5.7 142 2.5 ジャイアントスターグラス・型f草

5 個人有 " 2. 1 118 5. 6 ジャイアントスターグラス

6 個人省. IHJ有 " 1.6 臼0 5. 6 ジャイアントスターグラス

20. 0 1. 002 5. 0 

エ 家畜の朗養・出荷状況

平成 9 年の期中平均飼養頭数は成雌牛で66頭 販売頭数は52頭である。繁殖牛

群の資質向上を陸るため 鹿児島県などから育成牛 4 頭を導入している。

第 5~受 家務の飼養・出荷状況

It: 成雌牛頭数は未経蔵牛を含む。

92 



オ ふん尿の処理方法

子牛の一部を会飼しているが，そこで発生するふん尿については，堆積・!釘熟

させて草地に還元している。

(2) 経営の成果

平成 9 1:!三の経営実績では，成雌牛平均飼養頭数66. 2頭，年初j子牛生産頭数59頭，

平均分娩i問符 1 1. 9 ヶバと j緩めて高い生産技術を示しており，また，子!:I二出荷 I

当たり生産原価151.070円，成 i改正ド 1 頭当たり年部所得135.488円，経常所得

8. 969. 306 内，所得本56.9% と高い収益性を確保している。

関受賞財の特色

(1) 土地の集積と土地利用性の顕著な改善

島{rlr さんは. t巣地や購入，借地などにより，経営用地を殿様的に集積するとと

もに，低投利用地については 計画的に草地造成を実施している。

経営用地20ha のうち，これまでに9.3ha について，スタピライザー工法という

特殊な工法により，島の基按である石灰岩を粉砕して表土と混和し，不思な草地

に改良している。これにより，それまで|潟難であった機械利用による摩地管理が

可能となった。現在も抵位利用地5. 7ha について，同工法による草地造成を実施

している。

(2) 間年放牧

潟!援な気候を活かして周年放牧

を実施するとともに，昼夜を問わ

ず，きめの総iかい牛j持管~mに努め

ている。

!戊雌牛については，妊娠を維認し

たグループと，妊娠jiTf.五忍前のグル

ープとに分け，前者については分 写真 2 放牧地
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娩まで放牧地で管理し，後者につ

いてはこれも放牧地で管理するが，

分娩後の初回種付けから妊娠機認

まで，朝夕 2 問，追込場に呼び込

み，繁殖管理を行っている。

育成牛については，朝夕 2 回，

放牧地から追込場に呼び込み，ス

タンチョンで単味飼料(大豆・ふ

すま・トウモロコシ)を館別に給

与し，乾主主も与えている。また， 写真 3 放牧子牛

子牛については，同m乳まで親牛と A緒に放牧管理し，離乳後出荷まで，舎飼によ

り管理し，牧乾草と濃厚飼料を給与している。

*は，放牧地に設けられた給水所にドラム缶を利用した水槽を罷き，自由飲水

させている。

第 6 表飼料給与体系(成雌牛)

区分 口Ll口 名

生~: シ、ヤイアントスタークJ フス

野主主(チガヤなど)

牧市2 ジャイアントスターグラス

阜 ギニアグラス(ガ、ットン)

ìlB引32 上手 I沫飼料(フスマ)

飼1':十

11 パ > 給与 JUJI J:J

(3) 高い生産技術

ア飼料自給率

lPJ 2 月 3 丹 10月 11 月 12月 f胎 考

放牧給与

追込場にて給与

4ニ呼び込みのた

め少量給与

粗飼料は全量を自給しており，飼料 TDN 自給率は85 ， 5% と高率である。

放牧地にはジャイアントスターグラス，採草地にはジャイアントスターグラス

とギニアグラス(ガットン)を植え付けている。ジャイアントスターグラスは夏

期の生育がよく，耐皐性，永続性に優れ，黒鳥では好まれている議種である。

黒島はにわか雨が多いので 採草地については ロールベーラーとラッピング
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第 7 表飼料自給不
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区 す〉
繁 Ij直部門 うち自給 i止

給与 id TDN 汲 給与汲 TDNfiI 

首~~ J!メ飽和l 29. 560 21. 000 。 。

牧市l: lVI 106. 100 42 , 400 106.100 42.400 
放牧草 626.000 81. 400 626.000 81. 400 

メ1コぶ 144.800 123.800 

自給*(%) 85.5 

マシーンを購入し，共間作業によ

り白期メIJ り取りができるよう，

その体制を整えている。また子ば

つに備えて，乾草とラップサイレ

ージの保管に努めている。

イ 繁嫡成績・二子牛出荷成績

1 受Il台当たり交配出数は1. 1 聞

と#ï1めて少ない。また，SP:均分娩

間隔は 1 1. 9 ヶ月と 1 if:: 1 産を実現

している。また，子牛の販売価格

は市場平均価終対比で， tltft-子牛で

116% ，去勢子~!:j二で 115% と，高い

評価を得ている。

圏普及性と今後の方向

黒島では住民の数の 10倍を越え

る 2， 600頭ほどの牛が剣われてい

る。島には見事な草地が広々と展

開し，牛たちがのんびりと草をは

んでおり， )}IJ 名， !:j二の島ともいわ

写真 4 採草地

第 8 表 繁殖成績・ 4子牛出荷成績

阪 分 平成 9 "ド
平均産次(産) 5.6 
平均分娩[1mぬ(ヶ月) 11. 9 
平均訴;付間数 (E~J) 1.1 
子LI二生日長率(総活(，'LI二当たり) 95. 8 
子!I司王故ITJ!数(政) 。

附i Ul荷耳目数 �fO 24 
lJ:lii:J 1=1 齢(日) 289 
11~1t1Î体 j花 (kg) 246 
販売価格(円) 253.844 
立~rtT }ノ見司王j令官回終化(%) 116 

去
出荷主ifí数(潔) 25 

勢
::1:\前日齢(fヨ) 275 
出荷{本道 (kg) 258 

二子
!坂長官 lllfî格 (lIJ) 335. 586 
立Hll場平均lil1î務化(%) 115 
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れている。しかしながら，今日の黒島がある背景には，牛とともに生きる島の人々

の強い意志と努力の積み重ねがあり，更には，島の肉用午経営を発展させた島村1

さんを始めとする若手の活躍があった。

(1) 草地開発

黒島は琉球石灰岩でできた島である。このため各所に石灰岩が露出し，表jこが

浅いなど，耕作には不利な条件を祖えている。近年，黒島では雑穀類や玉ねぎ，

サトウキピなどが作られ， l:1二も古くから飼われていたが，台風や干ばつに苦しめ

られるなかで，若い人たちは島を離れ，過疎化が進行した。こうした中で，牛こ

そが島の経済の基盤になると確信した人々は，石塁を積んで放牧地を囲い，石礁

を取り除き，雑i霊木を切り払って規模拡大に努めてきた。

島の草地開発は，道路工事に使うロードスタピライザーの改良機で石灰岩を粉

砕し，表土と混ぜ合わせるという，特殊な工法による草地開発事業を黒島に導入

したことにより，飛躍的に改善した。これにより原野や低位利用地が見事な草地

に生まれ変わった。

(2) 牧野ダニのj青浄化

沖縄の一部の牧野には，熱帯から盟熱帯にかけて棲息するオウシマダニがいた。

これが放牧牛に寄生してその発育を阻害し，ピロプラズマ病を媒介し，経済的に

大きな損失をもたらしていた。これを撲滅するには，ダニの生態を良く理解し，

牛体に付着したダニの駆除を，島全体が一定のスケジュールに従い，すべての牛

を対象に斉に根気よく行わなければならない。

牧野で牛を放牧管捜している島々にとって，これは極めて困難を伴う作業であ

る。しかしながら，黒島を始め，八重山の人々はこれを実行し，牧野ダニの清浄

化に成功した。黒島では，牧野ダニ撲滅事業を開始してから念搬の清浄化そ果た

すまでに 15年の歳月を要した。

(3) U ターン

過疎化と高齢化の進行は 離島に共通してみられる現象であるが，離島の更に
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離島である黒島では，状況はより深刻であった。しかしながら，商表島からの海

底送水の実現，牧野ダニの清浄化と車地開発立には黒島家斎市場の倒設などに

より，黒鳥の生産基盤は以前と比べて終段に整えられた。あとは，サラリーマン

よりも高所得を牛飼いで実現してみせれば，都会に働ぎに行っている島の人たち

の U ターンも期待できる。そう確信した島{II' さんは，親から受け継いだ肉剤 LI'.

経営規模を， 10年も満たない内に 4f治以上に拡大し，周年放牧ながら昼夜を 115j わ

ず徹底した{間体管理により，自らの経営においてそれを実現して見せた。セリ市

場の子牛相場が抑制されがちな離島の吏に離島において，経常所得8 ， 969千円は

緩めて優秀な成績といえる。

最近では，烏の牛飼いの子や孫の限:代がれや純本島や本土から U ターンし，牛

飼いを始める例が増えてきている。

(4) 人工授精

島仲さんは，購買者のニーズに合った子牛を 'ÈRまするには，繁嫡牛の改良が必

裂であり，そのためには， にも人工授精を取り入れなければならないと考え，

人工授精舗の資絡を取り，黒島で最初の人工授精締として，その普及に努め，島

の !:I二の資質向 r:のー裂をtE!ってきた。

これは，家主各市場の活性化を腐る上で，恨めて重要な意味を持つ。現在では，

島{111 さんを含め 8 名の人工授精舗が活躍し，黒鳥の !:j二の資質は以前と比べて大変

良くなったと，腕畏者からおい評価を得ている。

(5) 黒島肉用牛生産組合

黒島では，多くの高齢告が子や孫の 11!代に手伝ってもらいながら，現役の牛飼

いとしてがんばっている。なかには， 80歳の半ばを越えて，なお40NJiの牛の陛話

をしている元気な牛飼いの例も見られる。果、島では，昭和49年に黒島肉用牛生成

組合が設立され，島ぐるみで肉牛の振興が図られてきた。この組合には!:I二を飼っ

ている農家全戸が加入しており，現在の組合員数は64名であるが，その 6 割は60

歳を越える。

黙島肉用 !iニ生産組合の理事を務める島仲さんは セリ市場への子牛の搬出や引
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き出しなど，高齢者の手に負えない作業を手伝い，更に最近では，ロールベーラ

ーとラッピングマシーンを購入し 依頼を受けて乾草の調整から収納までを行う

など，これまで島の牛飼いを引っ張ってきた高齢者の支援に努めている。こうし

た支援体制が島の肉牛振興に果たす役割は大きい。

(6) 島興し

黒鳥は生命感にあふれた民俗芸能の宝庫といわれている。これを後世に引き継

ぐべく，王寺仲さんは，豊年祭や結額祭などの伝続行事には率先して行動し，また，

毎年 2 月に開催される「ハート愛ランドフェスティパル」では実行副委員長を務

め，島の活性化に努めている。この催しには，島の人口のおよそ10倍に当たる 2

千人もの人が島外から集まる。

客観的事実として，黒鳥の肉用牛経営は着実に規模を拡大してきており，また，

わずか60数戸の肉牛農家しかない黒島に，この 5 年の聞に， 13名の若い人達が戻

り，牛飼いを始めている。

第 9 表 肉尽牛館養状況と新規就農状況の推移(黒島)

人、日 農戸 家数 うち家肉 飼肉養(用E頁頭)牛数 1 戸:f-均 新規就農状況
平成年

(人)
4二農 頭数

(戸) (戸) (鎖) 人数 内 訪Z

6 217 67 67 2, 360 35 3 F氏 (41 歳)， M氏 (36歳)

M氏 (30歳)

7 215 66 66 2. 348 36 2 A氏 (28歳)， F 氏 (53歳)

8 214 65 65 2.424 37 2 F 氏 (36歳)， s 氏 (24歳)

9 211 64 64 2. 529 40 I M氏 (36歳)

10 220 64 64 2.652 41 5 T氏 (22歳)， s 氏 (27歳)

H氏 (37歳)， K氏 (32歳)

0氏 (41歳)

このように，島仲さんは，その経営内容の優秀さはもとより，島興しのために

は牛を島の経済基盤に据えてその振興を図らなければならないという島の人々の

思いを引き継ぎ，人々とカを合わせて数々の不利な条件を克服し，牛の島と呼ば

れる今日の黒鳥を築き上げてきた。このことは高く評価されるものであり，農村

地域の活性化が強く求められている現在，肉牛振興を核に地域全体としてその活
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性化が進められている事例として，模範性と苦手及性が認められる。

品;1[IJ さんは，優良子守二の増産によりサラリーマンの給与の 3 倍以上の所得を上

げることを合い言葉に.島の牛飼い仲間と研踏に励んでいる。また，若い後継者

のじターンを期待して，将来は， l:!二の生産だ、けでなく，観光客にも楽しめる多

目的な牧場の建設を島の人たちとカを合わせ推進していきたいとしている。今後

の活躍を期待したい。
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親から受け継いだ牛飼いの道

島仲治伸

私が住んでいるゲT'j;'; 町のよ主主命は， ìrl'総本j誌
の臨海上約430km にあり，石垣島と p.!î表あの
中 IHJの小さなJIIfrf却!礁のぬです。人 r ，は226人

ですが.午が2650頭ほど自民i資されている I勾!日

午の占主です。

ところで，私の父や問りのtE家は牛飼いを

しており，ガjい頃から将来は'1:飼いになりた

いという拶を飽いていました。そのため，石

原おにある J1~~是正"校の資JÏJÍ科でやび，さらに
茨城県の鰹出|学旅iです谷区rコースを学びました。

そして， 卒業ーと I白]11寺に ，~.Iß， lように渓りましたが，

J!~~長[，1;旋盤flÎÎiが行われていなかったため，一
度は牛飼いを断念しました。

そこで，竹'.0;UI] 後協で営淡指導~fl として 3

年Illj i\)Jめ，その後，竹~;\IIIT役均で 3 年間tFtP75
の指導f~として卸jめました。しかし，どうし

ても牛飼いをしたいという夢を姶てきれず，

鰹洲学凶!日i身のうfêYtIが経常する石厄おの牧場

で牛飼いをもう一度学びました。

そのころは，石垣。ç;~で牛島lいの基盤を築く

がとほでしたが，タイミングよく，父から牧場

をf災用地f)日発公問事業で基盤笠備を行うので

帰ってこないかということでした。ガjい煩か

らの夢が111 えられるということで胸を総らせ，

手成元年に家族で U ターンし，父の経営を

引き継ぎました。

当初は， 15頭の母牛からスタートしました。

しかし， 半分lま然主主録'1二であり， 11iJ込全体で
も約半分の頭数が1!思議録牛であり経営改善の

ためには，主主録牛への改良が必要でした。そ
こで，竹官l町の貸付!j二 4 践を借り受け，主主録

'1:への改良をしながら，人工授精師の資絡を

i活かし，周囲の段家にも主登録牛への改良を WJ

めました。

そのようなゆ，私の牧場も大型特殊機械に

よる「スタビライザー工法j で，牧場の穏や

おが粉砕改良されてまJf仁が深くなるとともに，

牧京の生育が飛躍的に良くなりました。おか

げで， 1 ha 1 ]iJlしかおj う司会の出来なかった牧

場が 5 jíJl以上飼える終になりました。

ところで，すれ叶二ft，j いが少ない然，Ljでは，

労働力に限界があり，経営己主怒のためには牧
草を刈り取り自到IJHil忽を rr う成業機械ロール

ベーラーの導入の必裂がありました。そこで，

粁い 3 名の1民家で機械手IJ汗l総合をつくり， 3

名の!民家の磁文字をとって IPMSJ とつけま

した。おかげで， Î:'I 己の牧場の管~r!lや周闘の
際空誌の草地の刈 ljx り受託など効ιt!，よく!ftfJJHす
ることができるようになり， 11_:のt盟主ilが可能

となりました。

そのころ，八重tL! 1刻域の r!'J 汗JLj二経営の大き
な課題となっていたダニ撲滅事業が導入され，

IJkj係者の多大な努力で撲滅に成功しました。

そのおかげで，製品の議産業に明るい淡望が

1mかれて，後最t密ゃ若者がさらに夢と希裂を
持てるようになり，今では， U ターン現象が

絞いております。

ところで，小さい烏でのぬの活性化として，

畜産j災家だけでは人数が少ないので，続光業

やサービス業等も含めた I-~r壮年の力を結集し，
司令祭りというイベントを実施し， 治日立元気

だj というテーマで頑張っています。今後も

5[!に，地域の仲間と手を携えながら知識の研

鈴に努め，経営を充実発展させるとともに，

微力ながら資産の発展に寄与していきたいと

思います。
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日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財養 鶏

受賞者農事組合法人 東山産業

(呑川県木田郡三木町大宇井上822 - 1 ) 

関地域の概要と受賞者の略歴

(1 ) 地域の概要

ア 地域の立地条件

受賞財の養鶏|潟業が立地する森川県三木町は，森川県の東部に位誌し，凶は!県

郡高松市に鱗接する交通の利便性が極めて高く，近年人口の流入が著しく混住化

第 1 国三木町の位置|玄j
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が進んでいる(第 1 図)。その大部分は平塩水田地帯で，気候は平成 8 年の平均

気温が15.8
0

C，同降水量920mm に示されるように 瀬戸内海式の温暖少雨の恵

まれた気象条件にある。

イ 農林水産業の概要

主な作物は，7J(稲，葉タバコ，キュウリ，イチゴ。家畜は，乳用牛768頭，肉

用牛939頭，採卵鶏32万 4 千羽である。平成 8 年の農業粗生産額は42信\1， 900万円，

うち耕種部門28倍、3 ， 000万円，畜産部門 13億8 ， 900万円で，品目別では，米(籾生

産額の28%に鶏卵(向 14.5%にイチゴ(同 10.1%) のJiI質に多い。採卵鶏の飼養戸

数は 8 戸(当協業経営 I を含む) ，朗養現数は32万4. 000羽，県内の町村順位では

6 位で，そのうち当協業経営は26万羽，約80% を Iさめている。

(2) 受賞者の略歴

農事組合法人東山産業の現組合長志渡佳嗣氏は，昭和41年 3 月に高校を卒業後，

半年間の養鶏技術研修を経て，同年 9 Jヲ法人設立と同時に若干 18歳の若さで組合

に加入した。その後，今日まで33年間に亙り組合活動に従事し，昭和49年 5 月に

理事， 62年 2 月に代表理事に就任し，同法人の経営の重責をmっている。常に前

進を考え前向きに取り組むこと 常に組合員の生活の向上を願う心を忘れてはな

らないことを念頭に，設立時の全面協業の理念を継承し，同時に時代の変化に対

応して飼育技術の革新，流通改革に取り組むなど積極的な組合運営に当たってい

る。

対外的には，香川県農業経営者協議会会長，同協議会の法人部会長等を務める

など，県内での企業的農業経営のリーダー的存在で，県主催の会合や研修会には

積極的に参加して農業者としての意見を提言し，組合長自ら実践してきた協業経

営による規模拡大，経営改善のための創意工夫，農業哲学や経営理念について若

い農業経営者を指導している。
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受賞者の経営概要

現在，組合員の構成は志渡佳嗣氏

を級合長とする 16名(12戸)から

経営の概要)
 

4
3
A
 

(
 

1)が組合

業務に従事し，採卵鶏26万羽(う

うち 12名なり，

写真 1 農事組合法人東山産業の組合員
後列中央の男性が;志波組合長

を飼養してい

る。平成 9 年度の年間生産量3， 774 

ち育成鶏約 7 万羽)

t，販売金額 8 億725万円で，

他，米，有機肥料，淘汰鶏を販売

この

ω 、比〆h 吋rで、而

ね:::"1討し)'没コ主主

している。

ア

昭和36年に 4 名の操業者が養鶏

の部門協業に着手，昭和41年 9 月

の農家で養鶏の全面協業経

を行なう農事組合法人「東山産

を設立した。その後，

に 7

写真 2 ウインドウレス成鶏舎(平成 6 f]三
新設)

昭和43

年に鶏卵選53 IJ 包装施設を設題， 49

年 10 万~5J， 55年 1577 羽， 58年20万

羽と院長次生協等新規取引先の開拓，

業j

flilil性化商品の開発による需型橋大

とともに飼養規模を拡大し，平成

6 年にはウインドウレス鶏舎(写

イ

現在の26万羽朗養

経営土地，建物等の慨要

を新設，

に翠っている。

2 ) 

採卵鶏舎群(昭和41年建設)写真 3
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ター) ，その奥に，昭和41年建設

の採卵鶏舎 6 棟(写真 3) ，さら

に奥まった丘陵地に水田を挟んで

幼すう舎，育成会，開放式ケージ

舎，来~設の平銅い舎とウインドウ

レス鶏舎，やや離れた一方に成鶏

舎 3 棟のほか，片方に鶏糞tgt持場

(写真 4) の鶏糞処理関係施設

等が担置されている。

写真 4 鶏糞撹狩場

(2) 経営の成果

ア 収支決算の概要(平成 9 年 3 月 1 日~平成10年 2 月 28 日)

① 経営費は，収益的支出が 7 鐙8 ， 425万4 ， 428円，うち飼料費が 3 億6 ， 149万

上 791 円，賃金給料が l 億8. 106万4， 026 円で，その他流動資産減少額611万 969

円，固定資産償却費5， 016万 1 ， 927 丹，計 8 億4， 052万 7 ， 324 円。

一方，

② 粒収益は，収益的総収入が 8 億5. 780万 1 ， 021 円，うち鶏卵収入が 8 億725

万8 ， 782河，鶏糞収入 1 ， 407万 8 ， 354円 淘汰鶏i収入30万 322円で，その他流動

資産増加額502万 9 ， 907 円，国定資産増加額 139万 2 ， 927 円，計 8 億6 ， 422万 3 ， 855

丹。その結果，

③ 当期純収益は， 2， 369万6 ， 531 丹となっている。

イ 生産技術水準の現状

平成 5 年~9 年の成績は第 1 表のとおり安定した生産性を示し， 5 年間の平均

値は，育成率97.7% ， 1 日 i 羽当たりの産卵量52.5g，飼料要求率2.31である。

また，鶏卵1kg 当たりの生産費は，平成 9 年が198 円， 8年 193 円であるが， GP 経

費40 円 /kg を差引くとそれぞれ158 円， 153円相当額に減少する。
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関受賞財の特色

(1 ) 技術の進歩雫消費者二一ズ等時代の変化に即した生産管理技術の導入

近年， ~，~卵生産が過剰基調にあり，卵{，lliが低迷する j援しい養鶏経常にあって生

産性の向上や翁力化による生産コストの削減，鶏卵の選対IJ ・制装施設の整備等生

-処理工穏での衛生・品質管理の強位及び新商品の開発による販売の促進，鶏

糞処J1TI施設の整備による資源の有効活用等の環境対策について創意工夫と経営努

力がなされている。

第 1 表過去 5 ifl淘の生産関連データ

51Z Ji'Z 5 fH~ 主ド市立 Gfド!交 5ILJJ!z 7 均三J~ 5IZJ]'Z 8 {判tf 5VJi'Z 9 主ド J!%.

メドiζ 日比 ヰヨ 数ネ 103. 187 114, 5:34 123.609 119.131 12:3. 6:37 

dlxk j 日比 98.12 97.87 97.67 97. :35 97. 35 

年間成 ~rJ 稼働 5J5J 数 5�J 153, 591 174.320 191 , 590 187.2:30 191.618 

f1J ﾘIJ ヨミ 政 kg 2. 900. 1:39 :3, 35 3.743.030 :3.644.574 3.704.481 

年 1 11] 1 釘 l ミJ5J ~ ì'J.91l 泣日 51. 7:l 日究 74 51. 73 5:3.33 52. 97 

守二関飼料{史 m 泣 1 7.862 8.779 9, 454 9.317 9. 254 

年間成鶏 113 ])]51 当給餌iill g 123.41 124. 35 123. 03 12:3.65 121. 51 

年 Iltj 成務飼料嬰求本 % 2. :378 2. 347 2.280 2.291 2.261 

if lliJ総飼料要求率 。% 2. 731 2.616 2. 530 2. 550 2. 505 

ア 優良鶏種の選定と導入

当総合に適した ~f~級を導入するため，情報収集や市販の鶏稀の性能テストを

施し，病気に強く，生産効率の高い優良な鶏種を選定，導入している。

イ 衛生管理の徹底

独自に確立したワクチネーションプログラムの実施，鶏病の予察検査に加えて，

最近は安全な鶏卵の生産を目的にサルモネラ菌の定期検査を実施し，生産段階で

の病気の発生を予防するととも，生産農場から GP センター，配送までの一貫し

た総合衛生対策の総立に努めている。

ウ 施設の近代{ヒ
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:暑熱対策として開放鶏舎の屋根を高くするなど換気機能の良い屋根形状に改造

するとともに，平成 5 年に一部のオープン鶏舎をウインドウレス鶏舎に改装した

ほか，平成 6 年には l 棟 6 万羽収容のウインドウレス鶏舎を新築，鶏舎環境の改

善と省力化により生産性が向上した。また ウインドウレス鶏舎に設けた通報シ

ステムや非常用自家発電機の導入により，施設・機器等のトラブルに対する迅速

な対応が可能となった。

ヱ パソコンによる生産関連データの収集・活用

鶏舎毎の生産量，産卵率，飼料効率等の日報データから鶏群の生産性や健康状

態を把握し， 日々の生産管理に役立てている。

(2) 協業経営の弱点の克服と強みを生かした堅実な経営の維持・発展

協業経営の成功事例が少ない農業経営において，協業経営全体の合理化，活性

化を高めるために，つぎのような業務運営を行なっている。

ア 業務実施体制

組合員 16名の中から理事 6 名を選出し，理事は各部門の責任者として配置し，

日々の問題に対して機敏に対応できる体制をとっている。組合員個人は基本的に

給与所得者となっており，勤務時間は午前 8 時~午後 5 時(実働7. 5時間) .休日

は 4 週 6 休制をとっている。

イ 部門制の確立

経営の組織体制を企画管理部，生産本部，鶏卵センター(選31J ・包装・販売). 

施設部からなる部門制を導入し 協業経営の多様な構成員の個性を生かした適材

適所の人材配置を行い，各部門に専属スタッフを配置して，専門職員の養成に努

めるとともに，各部門の改善点や戦略について意見交換し，事業の効率化に努め

ている。

ウ 計闇的な投資

採卵経営は設備投資型の経営で，多大の投資が必要であるが，一時期に投資が

集中すると経営を危うくするので，更新時期，資金調達，投資額及び技術力など

あらゆる角度から検討し，順次更新を心がけている。資金調達は原開として運転

資金及び短期投資資金は自己資金で，長期投資は農林漁業金融公庫等からの借入
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金で調達している。

エ 法人組織の経営基盤の強化

法人設立後，昭和52~53年頃までは総合員に利潤のすべてを配分してきたが，

その後は法人組織の強化のため内部保留にカを入れ，利益準備金，日IJ途積立金，

当期未処分利益の内部保関額は平成10年度末で 3 倍(8， 000万円弱となっており，

年々 2， 000万円相当が蓄積されている状況にある。

普及性と今後の方向

(1) 普及性

受賞財の東L1J産業(代表者志波俊樹組合長)は，昭和41年以降，採卵養鶏を主

体として全面協業をすすめてきた農事組合法人で，設立後33年を経た現在，代表

者を含め 21佐代田を主力とした 12戸の組合員が雇用品名を加えて永続的発展

を 13 指した農業経営j を実践している。現在，香川県下に民事組合法人は S 戸あ

るが，議産関係では東山産業のみで，法人形態をとっていても実質的には家族経

営の延長ともいえる l 戸 1 法人が多いなかで 今後当法人のような事例の設立は

期待し難いようである。

これも法人設立時の精神である「人間関係の協和，協力，協同j の経営理念に

基づき，s.p:素からの組合員を対象とした意見交換による意思統一，事業目的に向

けた組合員-;しとなった活動が，

組合長を中心とした幹部の強力な

指導のもとに協業経常の事業成果

を創出しているものと思われる。

設立当初は飼育~J5J数の規模拡大

を心がけたが，昭和155今三頃からは

販売面にも力を入れ，生産と販売

を車の両輪として，生産から販売

までの一良ーした流通体系を自ら構

築することにより， {自殺者へのア 写真 5 鶏卵選31J ・包装施設内部
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ビールとニーズを把握し，銘柄卵等の髄性化高品の開発・生産， GP センターの

整備(写真 5) ，生協等への販路の拡大，直売所の開設など，堅実且つ時代を先

取りした縦営を行なっている。また，経営内に施設部を設けて古い鶏舎施設，堆

肥生産施設などの改善改良を図って過剰な投資を避け，さらに，衛生対策の徹底，

鶏卵の安全性確保，品質の向上により高い収益性を実現している。

(2) 今後の方向

つぎの 4 課題を将来の展望として挙げている。

ア 生産から配送まで一貫した衛生・品質管理システムの検討・導入。

イ 消費者が求める新しい銘柄卵及び菓子等加工品の開発・販売量の場加。

ウ 後継者の育成及び優秀な人材の確保と経営への参踊。

エ 無駄のない経営の徹底により「形より内容を重視した生産J を行なうこと。
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農業経営の永続性を求めて

農事組合法人 東山産業

(代表志渡佳嗣)

(燦)米 ILI Jlfi ~長は IIB 手1141年に ~lミまれ

ました。当初は，組合員 7 1:"従業良
18名，米麦2， 5ha, *樹2. 5ha，約4 ， 000 

羽程の小さな経営でした。その後，主主

主店の燦模 t'よ火をし， 49 iドに 10 Ti羽にな
りましたが，技術的に然主IJな i耳j もあっ

て経常は大変芳しい状況でした。しか

し，この IHl私ども組合員は，烈綬の選

択，病気の予 iめ(薬，ワクチン)，飼料，

í1J のi'~;HJ! ， 主島会設封n ， Jl(}g~処機， t:� j] 

化などのテクニックを鶏と対話しなが

ら学んでいきました。そのことが次の

経滋dz議へと結びつきました。その後
は，経常の管Jlli にill.点を i泣き，係数t'~~;・

耳IL ローテーション，ワクチネーショ

ン，設備管埋， GP の卵の処理システ

ム，人事労務"'tE;湿などの総合的な生産

体制を総築し，社会状況に応じた柔軟

な経営対応が/:1:\米るようになりました。

~íJの成総1，生 ìlfi効本もおいものだけ

を求めず，生産管理とのバランスをと

り常に底上げしようと多2] jJ したことが

生成のまと定化と良い効率を生んでいる

ものと確信しています。 11百平1156年より

販売に力を注ぎ\ 羽化は生生生t色‘:1協窃弘i1泣H版!絞反
)，íλ! 

お 3取|段文守引i をさせせ-ていただいておりますお

~t誌のニーズに合わせた，生産販売を

行う， これがモットーです。まさに，

お~~設なくして然肢も販売もなしとい

うことです。

現在総合員 16名，総従業設57名， fir~ 

主主羽数26 Ti 羽，年|討J~91l 生産販売以

3， 7001，総販売市'j 8 億円余りとなりま

した。しかしながら私どもは，経営規

模の大小が i仕の小の流れを決めていく

とは思いません。内容が勝負だと般信

しております。 経営の蕊し怒しは，そ

こに働く人間が決めるもので， i徒党持

つまり，俊秀な人材を育てることが，

もっとも大切です。時間，場所， 1股代

を!/'，jわず 'tî~ におIi.いが切磁王手燃し，
行い者を育て，次へとステップアップ

しながら，次 i投代へ継承していく，そ

れが災の終業経営だと思っております。

又， Sl~ LLJ産業は地域とのつながりを

大切にしております。撚，日IJをはじめ

地域集滋， t!i楽団体 ~!::ì没者総織，治

安t 若手グループなど， 各尤;j溺の方々との
交流をさせていただくとともに，また

ご援助ご協力もいただいております。

何らかの形で 131 りの人々のお役に立て

ればと，思っております。幸せな「士会

をつくることが，東山産業の使命です。
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天皇杯受賞

出品財 産物(薬用人参)

受賞者 車
問

英 こ1..>.
J口井

(長野県北佐久郡立科 IIIT大字芦田 1272)

睡地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア立地条件

立科iUTは，長野県の東部に

広がる佐久平の最西端に位置

し，総部積は66. 8knìで‘南北に

細長く，北部の山麓台地と南

部の高原地待からなってい る

(第 l 図)。地形は緩傾斜で扇

状に広がり，耕地は標高600

~l ， OOOm の聞に分布してお

り ， 耕地率は22%，林野率は

60% の中間農業地域である。

また， iUTの年平均気温は 10
0

C

で，昼夜の気温惹が大きく，

冬は霊祭さが厳しいが，積雪は

第 1 国立科町の位置図

中央自動車道
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少なく，年間降水量は971mmであ

る。

IIIJ の南部は，標高 1 ， 000m を超

える山林地帯で，そのほとんどが

八ヶ岳中倍高原田定公園に指定さ

れ，雄大な自然に恵まれた通年製

1) ゾート「白樺高原」として発展

し，県内有数の 1) ゾート地となっ

ている。

本 I!lJは，古墳時代から「須芳山 写真 1 立科町全景

道(すわのやまみち) J とも呼ばれる占東山道(ことうさんどう)や中山道が通

り，街場lIIJ として栄えた。近年は，上信越自動車道佐久インターの開通(平成 5

年)で関東. I関西方聞からのアクセスが便利になり，また，長野新幹線の開通に

よって，本IIIJ は東京方面への通勤閣となっており，農産物を始めとする物資や人

の流れが加速している。

なお，本 lßJ は，特定農山村地域(全部)と振興山村地域(一部)に指定されて

いる。

イ 操業の概要

本!日]は，水稲を中心としてりんご， 薬用人参，養蚕，葉たばこの生産が

盛んでありlUTの南部と北部では農業の形態が異なっている(第 1 表) 0 1日I の南

部は火山灰土に覆われ，普通畑が中心で，薬用人参や野菜等の生産と資産が行わ

れている。 lIlTの北部は農業のウエイトが大きく，地質がj議接土で稲作が主体であ

り，丘陵地ではりんごが多く栽培されている。

長野県の薬用人参栽塙は江戸時代より行われ，その生産は現在減少傾向にある。

栽培農家戸数は昭和44年の 3， 900戸をピークに，また作付面積，生産量及び粗生

産額は昭和60年前後をピークに減少し，王子成 9 年度では，農家戸数376戸， 1'P付

面積67ha であり，生産量の64! は福島県に次いで閣内 2 番目である(第 2 表)。中

でも本町は，現在，北御牧村に次く県内 2 番目の生産量を諮る薬用人参の栽培が

感んな地域で，平成 9 年度では，農家戸数52戸，作付面積11ha (収穫面積3. 5ha), 
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第 1 表 長野県，佐久地方及び立科町の農業生産概況(平成 9 年度)

長野県 佐久地方 立科 IIIr

農家戸数 (戸) 149, 078 20. 966 1. 436 
農家人 l二l (人) 620.070 84, 383 5, 736 

耕地街積 (ha) 123. 200 21. 230 1. 390 
うち 田 62 , 300 8, 870 801 

~fll 60, 900 12, 360 591 

1p当たりの耕地耐積(ha) 0.83 1. 01 0.97 

農業粗生産綴 (百万円) 286. 961 51. 109 3. 214 

作付酒税 ha 水稲 40, 500 (76 , 750) 5, 790 00, 974) 510 (886) 
(生産在日。百万円) J粍樹 17 , 900 (65, 320) 854 (2, 640) 151 (442) 

りんこ守 9, 890 (34, 789) 454 ( 102) 131 (400) 
ふくどう 1, 480 (1 5, 760) 33 ( 452) 8 ( 18) 

野菜 27 , 100 (68 , 62 1) 9, 450 (24, 673) 142 (264) 
ばれいしょ 1, 410 ( 1, 508) 327 ( 452) 20 ( 23) 
はくさい 3, 170 (1 2, 919) 2, 263 (9, 164) 15 ( 55) 
レタス 5, 810 (20, 622) 3, 660 (9 , 394) 10 ( 23) 

工芸作物 742 (2, 224) 92 ( 348) 20 ( 75) 
薬用人参 87 ( 165) 47 ( 117) 11 ( 33) 
たlまこ 233 ( 1, 058) 30 ( 192) 8 ( 42) 

自可肥料作物 10, 600 ( 391) 2, 184 ( 83) 102 ( 4) 
」

第 2 表 長野県及び立科町の薬用人参栽塙(土根)

全 国 長野県 立科 IIIJ
年度

主主 I自 作付
生定:m:

栽培 {乍付
生産;泣

栽培 作付
生産経

戸数 国 I資 戸数 蘭積 戸数 阪程i

}コ ha f二1 ha 1 戸 ha 

平成 2 2. 246 516 411 1. 534 275 208 130 33 28 
3 2, 043 479 378 1, 335 240 181 112 29 22 
4 2. 246 516 411 1. 174 217 170 99 26 20 

5 1. 636 417 308 969 161 126 82 19 15 

6 1. 315 322 255 646 121 107 85 18 16 
7 1. 075 281 198 563 109 97 74 16 14 

8 889 243 174 478 106 74 64 15 15 
9 772 189 158 376 67 64 52 11 15 

(0.24) (0. 20) (0. 18) (0. 17) (0.21) (0.29) 

� : J舌弧 1>すは，平成 9 年!交の 1 戸当たりの作付j]jj綴;及び生)]Î\'{誌をボす。
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151 となっている。薬用人参の販売は.主に信州人 協同組合を通じ

行われている。組合は，薬剤人参の専門農業協冊組合で，現在の組合員数は300

人(うち立科支部40人)である。信州人参農業協同組合では，薬用人参の加工を

行っており，生の人参を処思した紅参や I~I 参と人参茶や人参飴等の加工製i日を販

売している。なお，紅参は，日本人参販売農業協同組合連合会を通じ長tJNJ社J

というブランド名で呑港に輸出されている。

(2) 受賞者の略歴

氏は，農家の長男として生まれ，

f1?:WI37年祭立勢科高等学校普通科

を卒業後，就践した。当時の経営

状態は，オく悶80a，桑40a，たばこ

20a，薬用人参20a であったが，

就農後，薬剤人参を経営の柱とし，

県やf良業協同組合等の開催する講

習会や勉強会に臆械的に参加して，

薬用人参の栽培を本格的に勉強し

た。

昭和50年頃，薬用人参の生産・加工・販売の一貫体制の総立を罰指し，周りの

人々の支援のもとに加工技術を習得する等技術の研舗に努めた。また，栽培仲間

2 白井氏夫妻

で「信州薬用人参研究会j を発足させ，支部長を歴任する等績駆的に技術の向上

に努め，海外においては中悶からの技術指導の要諮を受けるほど，氏の築!日人参

は内外で高い評価を受けた。

しかし，その後，生産資の高齢北や後継若手不足，薬m人参栽の英ÍÉ しさ，円高

の影響を受けた輸出薬用人参価格の低下による経営の不安定等により，地域では

年々生産者が減少し始め，また.氏の経営においても雇用労働者ーの高齢化という

現実に直前j していたことから， fl主i人で行っていた加工を組合での共同加工に切替

えることにより労力の軽減を図り，また細入取引から組合中心の取引に転換した。

組合等との関係においては，平成 3 年度から信州人参農業協同組合立科支部の
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副支部長，そして平成 9 年度からは再支部長，また，平成 6 年度から佐久しらか

ば農業協同組合薬用人参部会の副部会長の要職を務める等，地域の薬用人参栽倍

の活性化，技術の向上，経営安定化を図る活動に取り組んでいる。

なお，氏は，平成11年 3 月に認定農業者(営農類型は薬用人参と水稲の複合経

営)となっている。また 町の農業委員や土地改良区総代を務めたほか，早起き

野球部の創設，町から依頼を受け行っている町営スキー場でのスキー・パトロー

ル等，率先して地域の社会活動に貢献している。

氏の夫人は，農業経営において良きパートナーであり，経理を担当するととも

に，氏の人参組合活動をサポートしている。また夫人は，交通安全協会役員，保

健委員等として地域活動を積極的に行っている。

関受賞者の経営概要

(1) 農業労働力

氏の家族のうち農業従事者は

夫妻の 2 人で，薬用人参圏場の

造成から植付け，収穫まで行っ

ている(第 3 表)。また，高齢で

あるが薬用人参栽培に熟練して

第 3 表農業従事者

うち農業従事ニjlf

2 

いる人を 1 人雇用しており，延べ雇用El数は 150 日である。

(2) 経営耕地面積

(単位:人， 日)

延べ震用人数

150 

氏の経営耕地頭積は510a であり，うち 200a に薬用人参を栽培している(第 4

表)。薬用人参作付面積の200a のうち 180a は借地 (6 団地)で，そのほとんどが

立科町外(東部町)にあり，借周年数は10~20年である。作付面積の200a のほ

かに，翌年以降の栽よきのために土作りを行っている準備閉場(借地， 100a，東部

同J)及び育苗圃場(借地 20a 東部町)の 120a があり，薬用人参に係る闘場は

320a で，そのほとんどは借地 (300a)である。
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第 4 表経営耕地面積

対折弧内は{山由iñi ，fi'!o ~)日人参の級協緋i由iTrí，f立には， 1jH悩 l総 i詰及びffずìJ日約 i努である合計 120a の借地
を含む。

(3) 農機異・施設

薬用人参栽暗には，薬m人参に

適した，水はけの良い圏場の造成

が必要である。そのため，間場の

造成期や植付け前の土作りのため

に大型のトラクタ一等を所有して

いる(第 5 表)。

第 5 表農機具及び施設の保有状況

名 利i ム日k5 カ 台数

トラクター 65潟カ i 

" 24馬力 l 
H 14馬力 l 

間 長自 機 乗用 5 条 1 
コンパイン 4 条 l 
運 調ft 1 
逆転ロータ 1 
i架緋ローター 1 
災等兼用 lp: 1 
お 11巨 1 

(4) 生産・販売

氏の薬用人参の生産量は2， 500~2 ， 650kg で年毎の変動は小さく安定しており，

単収は県平均の1. 6~ 2 情の高い水準である。また，品質も良好で，販売単価は

県平均の約1. 2倍である(第 6 表)。なお，作付けはすべて，昭和42年長野県で育

成された品種の「みまき穂J である。

第 6 表薬用人参の生産，販売状況

皮今ミ 作付聞らえ ~tHf::m 
lti 11)( (kg/1 0乱)

販売形態 販売鼠 級交綴
1111j 

青よ|二氏 piL平均 tf井氏 県平均

kg kg 千円 I"J F可
8 200 (40) 2, 550 638 ;)23 II~liih出荷 2, 550 8, 033 3, 150 2, 660 

9 200 (40) 2, 500 625 :356 " 2, 500 7, 750 3, 100 2, 600 

10 200 (40) 2, 650 663 413 " 2, 650 9, 000 3, 396 2, 660 

政: f判、I郎総の};1;狐内は収終 fllHi'1。
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(5) 経堂収支

農業粗生産額は，薬用人参が900

万円，水稲やシャクヤク，ばれい

しょ等が305万円で合計上 205万円

である。所得は，薬用人参が526

万円，その他が120万丹，合計646

万丹で，全体の所得率は約54% で

ある(第 7 表)。

第 7 表農業粗生産額及び農業所得

(平成10年度)

薬用人参 71<稲他 ム仁1、 さロき l'

1長3主総イド産絞(子|工D 9.000 3, 050 12.050 

民業所得 (+ITj) 5. 256 L 200 6.456 

所得率 (%) 58.4 39. 3 53.6 

10a 当たりの氏の収入及び経費は.ともに県の事例調査より多い。県の事例謂

査の生産規模は130a (うち収穫箇積30a)で，新規作付を抑制している農家が混在

しているため，県の事例調査は氏の経営に比べ経費が少ない。 10a 当たりの所得

は，氏は164， 250円で，県の事例調査は 180 ， 917丹であり，生産物 1 kg当たりでは，

氏は 1 ， 983円で，県の事例調査は 1 ， 897円である(第 8 表)。

第 8 表薬用人参経営収支(平成10年度)
Uìi{色: rrj) 

二ド士i三 井 氏 県事例調査

経営全体 10a 当たり 生産物 10a 当たり
生産物

1 kg 'tíたり lkg~当たり

薬用人参販売収入 9, 000, 000 281 , 250 3. 396 253. 518 2.658 

経 ~!t 7, 364, 000 230. 125 2.779 125, 159 L 312 

夜i 在î 1/1: 490, 000 15, 313 185 5, 400 57 

日間 ~2I. 'l.S: 315.000 9, 841 119 769 8 
μ，uぇg 事ミ 469.000 14.656 177 3, 350 35 

農機具 'i1J: 200.000 6, 250 75 24, 550 257 

ヲf {動 tlJ: 4.820.000 150.625 L 189 52, 558 551 

|うち家族 3.620.000 113. 125 1. 366 52. 558 551 

濯用 1. 200. 000 37, 500 453 。 。

イ1ヨ二王壬 {昔 不i 250. 000 7.813 94 446 b 

三、三ー の {也 820. 000 25.625 309 38. 086 399 
h討会i 守 i L 636. 000 51. 125 617 128, 359 1. 346 

家族労働|経資 3.744.000 117.000 L 413 72.601 761 

資を徐く|差 91 5.256.000 164. 250 1. 983 180.917 1. 897 

�: 1 1'UI:氏の総営は，作付けllíí Hl200a (うち JI"Z ft五 IÍlÍ H'140a) ，イ枠組:H IiUl ~M等 120a. 合計 320a， II二 p-1f.-，tl:
は 2 ， 650kgて、ある。

2 詰PJ~例制手Tにおいて l 戸当たりの作付けi飼町iは 130a (うち収穫|振絞は30a) ，生産量は 1 ， 240kg
である。
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(6) 労働時間

氏の 10a 当たりと生産物 1001，g当たりの労働時間は果の事例調査に比べ少な

い(第 9 表)。

第 9 表 薬用人参栽i音の投下労働時間(平成10年度)

f…IC1 之 J十 氏 県~jl:例調査

生産物 生産物
経営全体 10a 当たり 100kg 経常全体 10日当たり 10mぼ

~3たり 当たり

ブ色、iJムF {到l 11寺 問 3.600 113 136 2.000 154 161 

家族労働時間 2.400 75 91 2.000 154 161 

うち栽培管理 1.800 56 68 1. 310 101 106 

1I'.z終銅製 600 19 23 690 5:3 56 

雇用労働時間 1. 200 38 45 。 。 。

うち栽務管 JlR 900 28 34 

収穫誠製 300 9 11 

Oìif立: 1日'1 1::])

盤受賞財の特急

(1) 技術

ア 先進的な薬用人参栽倍

薬用人参の栽培には，①北面又は北策面の傾斜地で，強い風が当たらず，

量が少なく，壊土ないし埴壌ニiこの排水良好な土地が適している，②日覆資材や土

J:1~改良に必要な粗大有機物が必要で 植付け前の土作りが重要である，③栽培法

には種子の直矯法と 1 年生又は 2 年生苗の移植法があり，直播法は播種後 6 年で

収穫し，移植法は苗の定糠後 3~4 年で収穫する等栽培期間が長い，④連作が極

めて閤芸!tで，特に根腐病の発生に対して注意が必要であり，クロルピクリン剤等

による植付け前の徹底した土壌消雲寺や，立枯病，斑点病，灰租カビ病等の発生に

対する防除が不可欠である等の特徴がある。特に連作地では根腐病が多発するこ

とから，従来の栽培では，同一圃場で 1 作しかできず，新たな薬用人参の栽培は

今まで薬用人参が栽培されたことのない閤場で行われている。しかし，薬用人参

栽培に適した土地を探すことが難しくなってきているため，土壌消毒を行うこと
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による連作が行われているが 収量及び品質の低下が問題となっている。

氏は，この点を克服するために， 1 年を掛けて緑肥やもみ殻等の有機質資材に

よる徹底した土作りや，探耕，排水溝の掘削による排水良野な圃場作りに努めて

いる。また，根腐病等の発生を抑えるためのクロルピクリン剤と D D剤による

土壌消毒が効果的に行われるように 土を細粒化したり消毒に適した土壌の水分

状態時に消毒を行う をして対応している。更に きめ細かく的確な薬剤散

布で病気を発生させない栽培管理を行っている。これらにより，通常， 6 年間栽

培すると 50% の株が根腐れ等で枯れたり商品価値が低下した薬用人参ができると

ころであるが，氏の菌場では20%程度という低い欠損率を達成する等，収量や品

質を低下させずに間一閥場で1O~20年栽培できる薬用人参の 2~3 作栽よきを可能

とした。

このように，氏の栽培技術は非常に高い水

準で，氏の生産する薬用人参は，県の共進会

で 3 年連続して上位入賞しているように高単

収かつ高品質を実現しており， f也の栽培農家

にとり手本となっている。また，氏は，県の

試験研究機関である営農技術センターをしば

しば訪ねて研究者から助言を受けたり，栽精

農家25名で作っている信州薬用人参研究会で

意見交換を行う等，大変研究熱心で，常に経

済性と安全性を考慮、した新しい栽培方法を試

み，加工しやすく高値で取り引きされる太い

薬用人参生産を心掛けている。

イ 環境に対する配慮、

写真 3 土壌消毒

薬用人参の栽培では， 6 年間の栽培期間中に徐々に肥料が効くような有機質資

材を作付け前年に投与し，植付け前に酸度矯正は行うが，栽培期間中には化学肥

料を全く投与しない。現在，農業全般で，化学肥料の投入過多による地下水等の

水質汚染が問題となっている折 薬用人参は地下水等の環境汚染にやさしい作物

と言える。
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更に，雨水が人参小屋の間に集まって流れるため，周辺の作物が水害を受けな

いような場所や下方に川や水略がある場月rr に関場を選定し，そこに水路等がない

よ場合には，新たに水路等を掘削することにより，水はけに気安付けている。また，

土壊消主義では，使用基準盤以内で十分効果が発揮されるように土壌管理を的確に

行っているだけでなく，薬剤が周聞に漏れないように被覆等にも万全を期してお

り，周辺環境に配慮した闘場の選定も行っている。

(2) 経営

ア 借地を利用した大規模栽培

長野県での薬用人参の 1 戸当たりの作付額積が18a であるのに対し，氏の作付

I面積は200a と，氏は県内でも有数の大規模薬用人参栽培農家である。

薬用人参栽地では，氏のような高い技術を干守する農家といえども，薬用人参を

2~3 回連作した畑地ではそのあと長期間栽培ができないため，大規模経営を維

持するには新たな栽培適地を確保する必要がある。しかし，氏の住んでいる立科

町には適地がほとんどないため，氏は作付而穣の大半の農地を近隣の東部11IJの農

家から長期の契約で借りている。このように栽培適地が確保できているのも，氏

に対する周顕からの浮い信頼があるからであり，氏はそれに応えて，分散してい

る各問地の土地条件に応じた栽培方法を工夫しつつ安定した経営を目指し，予言に

他の薬用人参栽培農家の見本となるように心掛けている。

しかしながら，借地は容易なことではないため，薬用人参栽培を継続できるよ

うに農地の貸借が促進されるシステム作りが望まれている。これに対し，県では，

地域全体で陵地を有効に利用して遊休北を防ぎ\また，遊休地等を担い手農業者

が円滑に利用できるように土地の集積を留る等の条件整備を進めており. IllJ にお

いても，農地流動化推進員を中心に遊休農地解消実践活動を行い，遊休荒廃農地

の後 18 に対して補助をする等，農地流動化のための対策を講じている。

このような地域のサポートは，産地の維持にとって重要な方策の l つであり，

氏も今後これを十分に活用したいと考えている。

イ 安定した生産性と高収益・高品質の実現

先ず，氏の経営の特徴として，同一間場で長期栽穏を行っているにもかかわら
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ず，高単収及び高収益を実現していることが挙げられる。これは，熟練した高水

準の栽培技術と徽密な栽培管理の為せる結果であり長興社J という高品質を

誇るブランドの維持にも貢献している。

また，地域の他の農家は，薬用人参の後作に主にそばや大立を作付けているが，

氏の高い栽培技術と薬用人参を独自で取引きしていたときに関わりのあった取引

先との信頼関係から，後作には収益性の高いシャクヤクの契約栽培を行うことに

より，経営の安定を図っている。

更に，氏は，経営の安定のため

に，県の営農技術センターと協力

して，薬品の増量剤として使われ

ていた 2 年生の定植用苗の余り苗

や間引き苗を青果物として利用す

ることで，薬用人参の新たな市場

を開拓した。この青果用の薬剤人

参は，営農技術センターが作型を

陪発し，氏がパック詰の商品化を

考案して市場の開拓に成功したも
写真 4 青果用薬用人参の天ぷら

のである。

また，青果用の薬用人参は， 2 年生を利用することから栽情期間が短く，早く

収益が得られるため，氏らは県の補劫を受けて青果用薬用人参の新たな作型の開

発を進めている。こうした取組みにより，現在薬用人参を栽培している農家の綬

営の安定化のみならず，今後，薬用人参栽培への新規参入を助長する効果がある

と考えられ， このような氏の活動は地域の発展に大きく寄与している。

ウ 作業の軽労化の推進

氏の経営における主な農業従事者は夫妻の 2 人で 1 人を雇用している。この

労働力で大規模栽培を可能にするため，氏は，鉄製パイプ方式の簡易小屋を積極

的に導入して小屋作り作業の軽労化を図っている。従来の小屋は，直径 8cm 程

度のクリ材等でできた杭と直径 5cm 程度のマツ材等でできた腕木で組み立てら

れていた。これらの資材は重く，その調達が難しいのに比べ，鉄製パイプ方式に
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よる簡易小屋は夜径2.5cm 程度

の鉄製パイプを!日いることにより，

従来の小康より費用は高くなるが，

耐久性が高く，組立が容易である

の利点がある。また，その小屋

の屋根を従来ーの「かやJ やけつら J

から寒冷紗に切り替えることによ

り，小屋作り労力の一!爵の軽減を

iヨ!っている。更に，総付け前の徹

底した土作りや土壌消毒により，
写真 5 鉄製パイプ方式による簡易小農

栽培期間中の病害防除等の労力を桜減している。

このため，氏の 10a 当たりと生産物当たりの労働時間は県の事例調査に比べて

少ない。

関普及性と今後の方向

(1) 普及性

青果用の薬用人参は，近年，京浜・中京市場への出荷が急速に伸びており，氏

は，その新作型の改良に意欲を燃やしている。この新作型は単に農家の所得を向

上させるだけではなく，新規就農者を本来の薬用人参栽培に取りかかりやすくさ

せるための手段にもなると考えられる。この作製の開発は，長野県や立科町の取

り絡んでいる新しい地域農業の仕組み作りや担い手育成の一翼をおうものと考え

られており，氏は，それらの公的機関の施策を技術街でサポートしている。

また，薬照人参は，その栽培期限jが長く. i良!釘病等により大きな被害を受けや

すいため，徹底した二|二作りや土壌消毒が不可欠であり，きめ細かい管砲をするこ

とが安定した単i伐とお品質の薬用人参を生産するとで、重姿で、ある。氏は，これら

を実践し，更に，鉄製パイフ方式による簡易小屋の積極的な導入による労力の軽

減や，資来別の薬用人参栽埼法の{百五立等による経営の安定化等に取り奈良み，先進

的で魅力ある薬用人参栽培を実践している。
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これらのような高度な薬用人参栽培の技術は，今後の地域における薬用人参栽

培の発展において周辺農家に普及することが強く望まれている。このため，氏は，

信州薬用人参研究会や佐久しらかば農業協同組合薬用人参部会等の活動を通じて，

高度な栽培技術の伝承に努める一方，更なる栽培方法の改良や安定的な縦営のた

めの方策を検討し，地域の薬用人参栽埼の発展に尽力している。

(2) 今後の方向

地域特産物の中で，薬用人参は禁重な輸出農産物である。薬用人参の特性から

栽培管理が難しいことや栽諸問場の確保 中国からの安い輸入品の急璃等の問題

はあるものの， この地域の薬用人参は香港市場から高い評価を得ており，また国

内では健康意識の高揚から需要の増加が見込まれている。氏は，薬用人参の栽培

規模は現状程度で維持する一方，青果用薬用人参については，栽培方法の確立と

農業協持組合による販売を拡大する中で，薬用人参を中心とした，水穏や野菜等

との複合経営を展開することにより経営の安定化を更に進めようとしている。

また，産地では，年々薬局人参の生産者が減少し，薬用人参栽塙の後継者が不

足している。このため，氏は，絃統的な地域特産物である薬用人参の栽培が衰退

しないように，研究会の活動等を通じた積極的な技術の伝承に努めることを通じ

て，地域における薬用人参栽培の後継者の育成に取組んでいる。

なお，氏は家族協定は締結していないが，実質的に経営管理上の役割分担や休

暇の設定等に努めており，今後，氏は栽培管理の省力化を限りつつ，協定を締結

することにしている。また， IIIJの薬用人参栽培農家では家族協定の締結がほとん

どなされていないため，薬用人参部会長として協定締結を積極的に推進し，薬用

人参栽培農家の経営形態の改善を図ろうとしている。

このように，氏は今後とも先進的な農家として，薬用人参の栽培技術の向上と

伝承，更には，新しい経営の方向を探求しつつ 精力的に活動し続けたいとして

いる。
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高品質薬用人参をめざして

膏井

このたびは誠に栄後ある Jぬをいただき大変

ありがとうございます。またこのj努をお借り

しましてご指導ご縦縫をいただきました{言州
人事$Jl1!f1t~f品開組合をはじめ関係凶体の皆縦波

びに共に歩んできた依州~HJ人参研究会の会
ぬの校級に深く !i主務iJ'し tげます。
私が生まれすった立科!IIfは，泊三から薬!日人

参や主主たばこといった特別行三物とi宅資が峰ん
な地域で， lI{l和:J71rニにお校本業後就燥したこ

ろの我が家の級公(水稲・告を蚕・ U~たばこ・

薬}日人参・乳牛の復合総符)は，判 i勾ではご
く普通の総長{でした。私はその q，で父から芸E

Jfj人参謀日門を Ifされました。"3 11寺の薬m人参

のよ民的はfJUEと災なり， f((ji詰 11;が立:流で小肢

がけが必裂でしたので，大変労力を必要とし

ましたし，すでに町内の先II地はほぼ作付けさ
れ尽くしていたため，続II主や匁l人を頼りにすJ

月 IIlfや験日 I Uly (Jl;l:上1'1]市総Æl j山!主)へI.Bf乍
していました。

Wll!l人参は大変テ、リケートな作物で，迎行ー

を措Itい，有機物による徹氏した:仁づくりを必

立さとし， [{;i.!J;I日光や ij~:j jJl品多泌を踏まいます。 ま

た病気に対してt!l;抗力が~mく，すぐ地 l:ftlíが
ねiれたり，ネ1H仰れを起こします。栽培lt伶1ft]
でも病気に対する対処泌がまちまちであった

ため，形状に{愛れ， m，~;別れが少ない新品種「み

まきj を選絞した北御牧特用作物試験地(J見

必然技術センター)の先生に是非技術指導を

お願いしようと仲間74人で宇野談し，昭和48伴

侶州{薬月]人参研究会を7íêj旦させました。

この研究会の中で俊符した技術を本げます

と，切手fJ48年以:仁機w.j-a対支争11により，間一ほ

J誌における述{i，*J:ll~tßPJ能となり，上見伎の拡

英 Jム
J口

大とお力化がl議られました。また1I{l和50 1，]ミ tl'i

合 liX. liH資資材の使用により， f皮綴作業労力が
半分以Fになり， I砲事150'1'代 '1"ば簡易パイブ
ハウスにより小E誌がけ労力の減少と船久性が

消し，小鐙下才~Q!ffまで考えると9'jブ1は 3 分の

1 以下に減少しました。
私が経験した殺Jti技術の rl'で tè'i ti'Rに紹介で

きる内谷は， 21ド '1ミ芸~m人参の ïV栄郎販売で
あると応、います。私たち殺だ11災家では，当支店主

料里担で 2 óf-'l'.を夫ぷらやおt4均で食べていて，
i当分でもおいしいとJ~、いましたし，米%={こも
る立ばれましたので，パック市1めにして， ，読~JJljl
1去を没いたチラシを入れて.友人を泌じて昭

和45 1，1三 L点から IU~売を始めました。始めてから

5 年ほどである限度の販売先が依然できまし

た。JJlY:Eでは dï jt} tU~Tlされており，佐久しら

かは 11111潟で絞り倣うまでとなりました。今は

!i'M完*u奇r;でも手がけやすい itjz采!日終I詩人参
でも採算のとれる状況にあると足{います。
今， JjミlJlfY;~では i議i芸王!主lづくりということ

でそれぞれの地域にあった作物の絞I由化をお
おしているところです。 J免が文科IIlfでは“22

かで付ーみよい終村づくり"をt=1 指し， 'U，li !l話
jJ~の綬備・ I/，t/災者受け入れ体í/iIJのjZ世íì' 総会
との交流促進・ l良作業受委託のシステム化努

を進めています。私もil;~J1J人参殺i古は地域特

JlIT物として絶やしてはならないと，也いますし，

jり音技術の{i:;7止や後継務の育成を通じてこれ

らのお3誌に微力ながら協力したいと考えてい
ます。

今後も体力の絞く|淡り大規模公定経営を続

けたいと忠、います。また，様々な形での地域

へftili!~を 1=1 t:1してぼjijl~ ります。

今
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内属総理大臣賞受賞

出品期 経営(茶)

受賞者 農事組合法人 グリーンウェーブ月ヶ瀬

(奈良県添上郡月ヶ瀬村大字桃香野2505)

隣地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件

J=]ヶ j根本すは奈良燥の最東北端に位器

し，東は三重県，北は京都府に隣接し，

標高150~450m の中山間地域である

(第 I 国)。

村の総荷積は2 ， 135ha で，東西 7 km, 

南北 3 km と細長く，中央部を名張J iIが

東西に流れ，渓谷の両岸から山腹にか

けて約 4kmにわたる悔林が続いている。

このため，ぢくから f梅の思」として

文人翠客に愛され，毎年春には約20

万人の観光客が訪れる。

気候は，寒暖の差が大きい内陸性の

特徴をもち，年平均気温は 13.9
0

C，年

第 1 図 月ヶ瀬村の位置問

県重一
一
一

-124-



間降水量は 1 ， 391n1l11 (H 5~H9 平均)である。

村東部の地質・土壌は，琵琶湖関からなる小磯を含む洪積粘土費土撲が分布し，

間部は花崩岩砂l務総が大半を占めている。

イ 農業の概要

農業は茶専作及び茶とシイタケ，水稲等との複合経営が主体である。耕地面積

は41511a で，そのうち 26911a (64.8%) が茶闘である。昭和40年頃から農地造成

によって茶樹の植栽が進み，平成 9 年には 122戸の茶生産農家が正FnJl約 1 ， 000l，

12催 4 千 7 百万円の茶を生産している。これは焦茶粗生産額の約40% にあたり，

名実ともに f火和茶j の中心地となっている。

平成 9 年度の月ヶ瀬村の農業級生産額は14億 6 千 5 百万円で，その構成比は，

茶85.1% ，水稲5.4% ，花き類3.8% であり，茶業が地域の基幹{乍悶，基幹産業と

なっている。

(2)受賞者の略歴

ア 茶mf:t也の復興をかけた総織づくり

昭和40年代の農業構造改善事業や，同50年代の国営総合農地開発卒業によっ

て地域の茶業振興が図られたが，昭和60年代に入ると，生産コストの i削除と茶

販売価終の低迷，産地問競争の激化が進行し，生産者の高齢比と後継者不足が顕

在化してきた。さらに， r I1川護・加工作業の-特集中j と f荒茶工場のコストが

向いことJ が足かせとなり，個々

の規模拡大は限界にきていた。

平成元年及び 2 Ì:Iミに，行政から

実態調査等がきた服されたのを契機

に，卒、J';をあげて研修会や講演会，

先進地視祭に取り組み，また村内

の各地区でも会合を重ねるにつれ，

徐々に「既存荒茶工場を再編成し，

大裂の FA (ファクトリーオート

メイションz全自動)荒茶工場の 写真 1 組合員
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新設j への気運が高まった。平成

5 年には，合意形成が図られた 19

で rFA 推進委員会J を発足し，

具体的に「組織づくり j を開始し

た。

イ 合業制の導入

単純に荒茶工場を大型化， FA 

fヒするだけでは十分な省力効果が

期待できないことから， これまで

の「儲人別の加工J を溌して，組

合員すべての原料生葉を合わせて，

加工時の無駄を省く「合葉(ごう

は)制J の導入，即ち協業化を自

指した。

しかし，関西では「合葉制J を

採用している共同工場はほとんど

なく，特に篤農家ほど「他人と

緒にしたくなしりという気持ちが

根強く残っていたため，平成 5

秋から「肥料の統一J を行い，栽 写真 3 原料茶葉の査定

写真 2 FA 工場金景

培管理の均一化による原料生葉の均質化を国り，組合員相互の信頼感を高めてい

った。とはいえ，完全に均質化することは不可能であるので生葉査定J を組

み入れることで，茶園での rf隈々の努力J が反映される部分を残した。

ウ 女性の積極的な参画

法人化や補助事業の実施等にあたって，村役場や農業改良普及センターの支援

を受けつつ会合を重ねる中で，女性達から f話の内容がわからないj との声があ

がった。そこで女性が何でも聴く会」を開いて意見を交換し，また女性だけ

の講習会，先進事例視察にも取り組む中から，婦人部「ミセスグリーンj が誕生

した。女性の賛同なしに， この事業は成し得なかったし，賛同を得たことで計画

ρ
h
u
 

n
F白

T
I
よ



実現に加速がついた。

エ 農事総合法人の発足とその

後の発展

平成 6 :9三に法人登記を完了し，

「良事総合法人グリーンウェーブ

月ヶ ì~iftJ が発足した。事業を効率

よく実施するために，総務部，建

設部，生産部，婦人部を設置し，

全員が役割分拐をした。

平成 6 年度の先進的農業生産総 写真 4 女性部セミナー/茶栽i妾講習会

合推進対策卒業により，当時としては，西日本最大の荒茶工場が完成し，平成 7

年から総合員19戸，茶関商積53ha で操業を開始した。総務部，生産部，婦人部

はそのままに，建設部は製造部に再編し，新たに販売部を設け 5 部会となった。

平成 8 年には， 30代の若い担い手 2 戸が新規参入し，婦人部が直売所を始める

とともに企画部を新設し， 11年現在は計 6 部会で運営している。

閤受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

ア 組合員農家の概要

組合員は，現在 2 集搭21戸(うち認定農業者14人)であるが，平均年齢が46

歳と比較的若く，このうち 2 戸には20歳代の後継者がいる。組合員の茶栽倍面

積は，設立当初には53ha (組合員農家 1 戸平均276a) であったのが，平成11年現

在63. 2ha であり， 1 戸当たりの面積は301a となっている。この 1 戸当たりの面積

は，県平均が58a，月ケ瀬村での平均が220a であるのに対して群=を抜いて高い。

専兼別の組合員農家は，専業18戸 兼業 3 戸と専業率が高い。また茶を基幹作

目とし補完作目としてシイタケやシメジ生産をする農家が10戸である。平成10

年の 1 戸当たりの農業所得の平均は約510万円(うち茶所得が約98%) となって

いる(第 1 表~第 3 表ー)。
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第 1 表専・兼業別組合員農家戸数の

内訳 (平成11年 9 月現在)

イ 農機具及び施設の保有状況

共同利用施設として，荒茶工場(鉄骨

スレート平崖建2 ， 184rn) ，荒茶機械(180

K 聖 2 系列) ，パソコン 2 台，茶罷肥料モ

ニタリング装霞 3 基 (3 ほ場)がある。

ウ 組織の概要

当組合の組織は 6 部会を設けており，

それぞれの役割分担と運営の効率化が関

第 2 表茶関面積規模別組合員農家
戸数(平成11年 9 月現在)

(単打J: : 戸)

茶 図 街 平良 農家戸数

10 ~ 99 a 

100 ~ 199 品 2 

200 ~ 299 a 7 

300 ~ 399 a 8 

400 乱 以 上 3 

21 

第 3 表組合員農家一戸当たりの

平均農業所得の推移
(lìi{立・千ド])

1 戸当たり平均農業所得

司ι fili: 7 {ド 4, 298 
平成 8 1:j~ 7.166 
平成 9 年 6.012 

平成 10 年 5. 095 
平成 ll{ド 8, 540 

ö二・平成11"1三は二番糸ーまでのHJ; 7主他。
t23長 ïfr1与には茶以外の所得も含む。

られている(第 2 図)。組合員は，栽培から収穫までの茶園管恕については各自

が行い，組合は，荒茶の加工及び出荷を行っている。組合員は，組合から生葉代

金とともに，法人工場にオペレーター，清掃や出荷等の労働提供を行い寅令を得

ている。さらに年 5%の出資配当を得ている(第 4 表)。

第 2 図 「農事組合法人グリーンウェーブ月ヶ瀬J の組織図

総務部 (4)

組合長 生産音fí( 7) 生築資定員( 5) 

製造部 (6)
販売部 (5) ( )内は才責務を含む部員数
企幽部 (4 ) 

E主事 (2) 婦人部 (2 1)

総務部:経理及び庶務全般
製造部 荒茶加工及び、機械の整備

企画部.イベントの開催
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生産省lí: 図場の栽培指導及び生葉査定

販売部・荒茶の出荷と茶況等情報収集

婦人部液売所の運営他



第 4 表 f農事組合法人グ 1) ーンウェーブ月ヶ瀬j の経営収支(平成10年度)

Ojl{立:ドJ)

写i iヨ ノ土、 {本 ]妥 g ~ {本

荒茶販売徹 365.956.841 ~l:哀!日立入費 266.833.832 

I1又 ，コ正立辺二 耳j( 手iJ ，忠、 120.471 
主!Ê I1又 入 1. 995. 564 

入 流動資 1友治力fJ綴 210. 105 

動力光熱波 15.790.977 
修 市*iffr fを 2. 598, 218 

経 1誕 人 y.~ 10.445.345 
その他原 {ìlfi 関連 143.681 

メ口会入 言{ 368.282.981 Pぷ 7七五巳三 資 19.171. 701 
一般労務質 4.10自 984

その他介主管.I!l!俊 6.176.332 
流動資産減少費 50. 244 
減倒{数刻l 焚 17, 850, 030 

1そ
支 払 事1) }，三1，，1、 4, 597, 729 
支 花、 J也 {¥'; 1. 534. 025 
1孔 f5l /4-J¥ 、 品取 4, 219, 548 

メ仁斗3 353, 518, 616 

E当 期j *,1í 手IJ 議

(2) 経営の成果

荒茶工場を大型にし，自動化・協業化することにより，加工に関わる労働が大

幅に絞減された。その結果，その労力を生産等に転用することにより，経営焼模

の拡大，被怒栽培の導入による高品質化の推進，女性労働の経減と販売活動等新

規活動の展開:þ枚目E利用や土壌改良の推進，各種研修等への参加， EC センサー

を利用した合理的な施肥への取組み等がみられるようになった。

受賞財の特色

(1) 技術

ア 協業化による省力化と労働軽減の実現

組織設立以前の個人完結経営の段階では， 5月 ~7 月の最盛期になると，日中

に収穫，夜間に荒茶加工をするという労力集中型の生産体制であったが，荒茶加

工部門を協業化したことで 現在では当番制で 3 Elに 1 出 (8 時間)の荒茶工場

へのげi役で、済んで、いる(第 5 表)。また，荒茶工場が FA 化したことで，加工時期
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の長時間にわたる過大な労働や精

神的な苦労が和らいだことも大き

な効果である。

このことは特に女性達に高い評

価を得ており，余裕ができたこと

で，婦人部ミセスグリーンは直売

所「ちゃちゃj の経営を始め，茶

だけでなく野菜やシイタケ，加工

品等も販売している(平成10年

度販売高は406万円，うち茶売上

高は213万円)。

第 5 表 荒茶生産の所要労働時間の比較(平成10年度)

写真 5 直売所「ちゃちゃj

資料・奈良県淵べ。

イ 高品質安定生産への取組み

加工の省力化で得た余剰労力をほ場管理に振り向け きめ縮かい栽培管理を行

うことが可能になったことから，上級茶である「かぶせ茶J の生産を，平成11

年には一番茶で全面積の約82%，二番茶で全面積の71% まで進めた。

全組合員のほ場で施肥を統一して，原料生葉の均一化を図るとともに，生産部

では，茶闘を定期的に巡回したり，各組合員ごとの茶闇台帳を整備することによ

り，各茶闘の状況を的確に把握し，適期檎採や計画的な茶園の更新を行っている。

さらに，農業改良普及センタ一等の協力を得て，施肥設計の改善や栽培・生葉

査定の研修会，肥料試験の展示ほの設霞等を行っており，茶生産技術の向上を図

るとともに，全組合員が一致団結して 原料生葉の高品質安定生産に努めている。

この結果，設立して 5 年間の一番茶(荒茶)の販売単価は，全般的な相場の上

下はあるが，月ケ瀬村平均に比べて約20% 高く 県平均に比べ約30%高い実績を
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あげている。また，平成10年までの 4 年間の組合としての年平均売上高は約 4 億

円で，県全体の約13% を占めている(第 6 表，第 7 表)。

第 6 表 「農事組合法人グリーンウェーブ月ヶ瀬j の荒茶工場の生産販売状況

長f三 10 a 当たり生主完全 Þl作付在百ぢi g三Tf~

(Jlxf菱商務) 'l: íl長:立 グ 1)- ンウエーブ バヶ瀬卒、j 栄良県 w 楽長
)'lt 

7 

8 

9 

10 

11 

n ヶ綴
kg kg kg kg 

5. 346 1.047.503 2.073 1. 500 1. 010 
(5.053) 
6.235 1, 362, 533 2.321 1. 740 1. 160 

(5, 871) 

6, 235 1, 548, 611 2, 601 1, 870 1, 280 
(5, 955) 
6.235 1, 350, 765 2.268 1, 520 1. 090 

(5, 955) 
6.316 ※ ※ 

(6 , 005) 1. 222. 355 2. 036 

.月ケj級村，奈良以の数fírHまf災林水戸設省統計約級事務所澗べ0

.平成Il íj:)立は二浴茶までの-líUËfl成。

kg 

27.319 

31. 708 

39, 788 

。

※ 

792 

第 7 表荒茶の平均販売単純の推移

I十l 8 if H9 子j三

(決)グリーンウェーブPl ヶ綴
_..何j:叶Aミ 2. 902 2, 845 

flヲま -ブ~~ミ 1, 383 1, 654 

i頼 卒、I
一番手茶 2, 380 2.503 

PJ ケ
こま号茶 1. 121 1. 386 

奈 良 !県
言寄茶 2.115 2. 321 

二 2寄茶 1. 005 1.277 

資料 奈良型IL綬済Il~ '1~ 桜h戸'l*ll合連合会広I成茶流通センター扱いの主tJl~J手!illio
(H1l'ドは奈良県1良薬協/7iJ組合)

ウ 各種機械の導入による省力化の推進

2.206 

1, 348 

1. 931 

1. 051 

1.783 

941 

荒 f~ 販売額税

生Jl7i hl j友粉ヨ 11愛

kg 千円

281. 503 310.593 

367.442 446.719 

409.233 406.625 

330, 440 364. 997 

※ ※ 

285, 752 449, 565 

(ヰi1!'í.: I 守 /kg)

日 10年 日 11年

2, 173 3.026 

1. 690 1. 687 

1. 682 2, 648 

1. 423 1. 478 

1. 407 2. 525 

1. 267 1. 397 

従来の荒茶加工は，オペレーターの経験と鋭j に頼るところが多かったが， FA 

荒茶工場では，荒茶機械に付いたか1<分測定装置j と「コンピユータによる集中

制îwllJ によって，加工工程でのミスやロスが大幅に削減された。

さらに，茶閣においても，奈良県下で初めて「乗用型檎採機」や「レール式茶

園管理システムj を導入し，茶隠での省力化を着実に進めている。
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エ 環境にやさしい茶業の推進

現在，世界的に環境保全への取り組みが進められているが，農業においても大

変重要な課題である。特に茶業はこれまで品質向上のために，肥料が多量に投入

されてきたため，地下水や河川への硝酸態窒素等の窒素成分の流出が懸念されて

いる。そこで，平成10年度から rEC センサーを利用した土壌管理システムj を

県下にさきがけて導入し，緩効性肥料を利用した年間窒素施用量53kg/10a のほ

場試験を行い，日巴料の有効利用を図ることで「適正施肥の推進J と f品質の維持

向上j の両立に努めている。

(2) 経営

ア 法人としての効率的な運営の推進

組合の定款において，組合の目的である「組合員の農業生産について協業を留

ることによりその生産性を向上させ 組合員の利益を噌進することj を実現する

ため茶生産に係る共同加工施設の設置及び農作業の共同化とそれに付随する

事業J についての基本事項を定めている。さらに，組合と施設の効率的運営を自

的として「運営規定」と「工場管壊規定j を定め，現在は「工場労務管思表j も

定めている。また，平成10年には， 1 ・ 2 号法人たる実情に見合うように定款の

変更と再登記を行った。

運営方針の決定については，毎年12月の通常総会のほかに，日常の活動につ

いては，各部会で随時会合をもち，月 1 聞の「全体会j で諮ることにしている。

組合員は，定款等で定められた規定を遵守するとともに，各部会の責任を明確化

し，話し合いによって組合員相互の意思統一を図ることにより，スムーズな運営

が実現している。

イ 工場内の作業分担の明確化

① 受付事務は，村内の女性パート Z 名を雇用し，交替で行っている。

② 生葉査定は，組合員の中から決められた 5 名の査定員が交替で 3 名ずつ，

患と夕方の 2 回，約 1 時間の査定作業を行っている。

③ 荒茶機械のオペレーター(主に監視)には，常時 2 名があたる。組合員

の中の 14名と日中のみのパート雇用の男性 1 名の計15名で， 8時間 3 交替
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の241時間稼働体制をとっており，組合員は 3 日に i 回 (8 時間)の出役

となっている。

④ 清婦・:jr!j造り・出荷は，当日にオペレーター出役のない者を中心に家族

労力も含め，夜と早朝の 2 IEJ 21時間ずつ， 4 人交替で出役している。

このように，工場内の作業を明確化することで 集中して作業をすることがで

き，また組合員家族を含めた交代制にすることにより，各個人の労働時間の削減

が関られている。さらに，各作業の報酬は時給で支払われており，会農家の所得

の向上に寄与している。

ウ パソコンによる簿記記|阪と

会計簿は，総務部員がパソコンにより記帳をしている。会計簿以外にも，総合

員が所有している茶隠の管理台帳や原料生業の受入台11氏個人別生産実績表等も

パソコンを手IJ刑して作成している。また.毎年の生産実績の時系列変化をとらえ

た「実績対照表J を作成し，生産性等に関する分析を行い，これらによって，次

の運営方針や生産計闘を立てている。

エ 販売出での合迎化

販売部の設題によって，流通情報を的確に把握でき. JI叉縫. JJrI工作業の改善対

策が迅速に閲られている。また 当初から品種別 被覆・露地別に加工していた

が，さらに有利販売を I~I るためランク別の製造を実施し，取引きしやすい荷口

(30kg 袋を 10{1日仁l にまとめた荷姿等)に仕立てて出荷している。

オ地域への資i猷

婦人部ミセスグリーンが経営する「ちゃちゃ J は，茶だけでなく，地元でとれ

た野菜やシイタケ，梅干等のlJU工品等を販売しており，お茶のシーズンには多く

の観光容が訪れている。さらに，平成10年には， 5月初旬の新茶時期に新茶

まつり j を開催し，茶摘み，手もみ作業の体験や竹とんぼ作り，もちつき等の各

機催しを行い，消費おーとの交流を推進している。

また，県下者f\ rlT部の小学生や農業高校生が見学に訪れるほか，全l'fiJからの視察

も多い。さらに毎年，県農業大学校の研修生を受け入れ，際業後継音の宥成に寄

与している。

カ 法人組織ならではの新たな取組み
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① 茶園管理作業へのパート雇用

従来の工場内作業だけでなく，平成11年から個々の組合員の茶閤管理

作業を補助するパート (6 名)を雇用し，茶闇管理作業に従事してもらっ

ている。

② 新・改植の推進

将来にわたり優良な茶園を維持していくためには，計画的な新・改植が

必要であることから，組合員が新・改植を行った場合に 10a 当たり 3 万円

の費用を助成し，新・改植を積極的に推進している。

③ 新たな販売ルートの開拓

将来にわたって，現在以上に有利販売を行うため，農協出荷だけでなく，

静岡や京都の茶蕗との直接取引きを始めている(現在の農協出荷割合は約

85%) 。

盤整普及性と今後の方向

(1) 普浸性

荒茶加工部門の協業化により，個別経営の安定化が進んでいることと法人組織

の高い組織力を背景に，後継者が就農しやすい環境が確立しており，現在 2 戸の

農家で後継者が就農している。

当組合が，奈良県下の茶部門では初めての農事組合法人として大きな成果を収

めているので，当組合をモデルに，王子成 9 年度から県内各地で FA 工場が新設さ

れることになった。その結果 当組合以外に現在 3 ヵ所で稼働し，さらに新たに

2 ヵ所で建設が進められている。また 個別経営を続ける茶生産農家にとっても

緩営改善の大きな刺激となっている。

(2) 今後の方向(組合としての将来像)

設立当年は工場の能力にやや余裕があったが，平成11年現在は，茶関規模と

工場の能力はほぼ一致している。運営がj順調に進むなかで，余裕の出てきた組合

員から，さらに規模拡大の希望があがったため，施設の拡大という新たな問題が
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生じてきた。

各組合員の意向では， 5年後には 7 戸で規模拡大の希望があったが， 10年後では，

逆に減少し現状とほぼ悶じ63ha となる結果になった。そこで，役員と若手の数

名による f特別検討委員会J を農業改良普及センターの参加のもとで開催し， 5

年後の面積増加については，栽培技術を駆使して摘採期間の延長を図ることで，

焼模拡大を認める一方で，描採期調整について新たな規約をつくり，お瓦いに協

力することになった。さらに， 10年後には担い手や茶閣の減少の可能性も考えら

れるため， 10年後に向けて今後取り組むべき課題も整理している。

このように，当組合は，常に未来に向かつて挑戦する気構えと 10年先を展望

した長期ピジョンを持って，組合員並びに女性等の i立帯員が共に考え，議論し，

実践する企業的営農・農産加工集団であり，当組合の先導的実践が，当H を含む

大和高原地域の茶業娠興に貢献するだけでなく， 日本の中山間地域の農業・農村

の内発的活性化と持続的発展のあり方に大きな示唆を与えている。

戸
h
u

n
<
U

唱
B

よ



茶産地に起こした新腔紀の風

農事組合法人 グリーンウェーブ月ヶ瀬

(前代表久保田正剛)

大事[J茶の主産地，我が月ヶ瀬村では

農地澗発事業等の閑地造成によって，

中絞約茶農家はがJ 2 ha にまで経営規

模を拡大し.生産基盤は総立しました。

しかし，近年販売価格の低迷や生産コ

ストのお勝，後継者の不足等によりJ!~

助活力が低下しつつありました。

このような状況を打開し，茶生産の

省力化を i羽るため，我々は「協業方式

の全自動(FA)大型製茶工場の新設j を

核とした仲間づくりさらには法人化を

進めてきました。

村役場や普及センターの指導のもと

100回余の会合を重ね，視察や研修，
家庇内での話し合いを経て，平成 6 年

4 PJ，心j の一致をみた 19戸(茶lhlI

53ha)な集積した民事組合法人グリー

ンウェーブ月ヶ搬を設立しました。そ

して平成 7 年春には'!31l寺西日本最大の

製茶工場が完成しました。

~~総合は，関問初の生業査定方式の

合葉 lþiJを係用し， FA 化によって加工

総設の償却コストの低減やが!工労働の

省力化，その余剰労働力を栽焔管理に

投入することによる栽地面獄拡大と品

質向上を*=たすことができました。

高位平準化した製品の大f量販売によ

って生産額が熔大し，組合員の所得が

向上しました。また， *l::活にゆとりが

できたことで，女性の経営参制，後縦

者の確保が実現し，さらに茶産地リフ

レッシュが可能になったと思います。

現在では，組合員が21戸(茶|表163ha)

と拡大し，摘採省力化のための新技術

や環境にやさしい茶作りを捻進するた

めの EC センサーシステムを導入して

います。またてん茶生産等の事業拡大

を検討しているところです。

10年前，後継資のためを恋って夢に

見た fFA 工場j が，今実現しました。

これからは10年後の経営安定を日指し

て，どジョンを持つことが重要である

と考えています。

今回の受賞を励みにし，村の基幹産

業である「茶J を通じて， 21 位紀に "tJ

けたヲ実業の発後と地域全体の活性化に

多少なりとも貢献したいと思います。
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日本農林漁業掠興会会長賞受賞

出品財 経営(養蚕)

受賞者那須南農業協同組合 小川養蚕部会

(栃木県那須郡小川 IlI]大字小 )112068)

盤畿地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件

当養蚕部会の所夜する小)11

IflJは栃木県東北部の那須野ケ

原複合扇状地の南部に位遣し，

!HJの間部では塩那台地に接し，

IL!野が多く，東部は平坦で、水

田i也殺となっている。!lIJの標

高は122m. 土質は火山灰土

壌，総面積は4 1. 16凶である。

鉄道は無いが. JHJ内を縦断す

る国道293号線及び294 号線

を基幹路とし，宇都宮まで京

で約 1 時間の距離にある(第

l 国)。本 IH]命の気候は年平均気

第 1 盟小川 IIIJ の位置図
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温12.5
0

C，年間降水量l ， 175mmで、あり比較的温暖である。

イ 農林水産業の慨要

戦後における本町農業の展開をみておくと，昭和30年代に形成されたタバコ

作の県内有力産地から，同40年代以降に養蚕が飛躍的に拡大した。この要因は

本町に桑閤利用への適地が多かったことを始め，タバコ作の跡作として養蚕以外

の有力なものが無かったこと，繭{面の相対的有利性，加えて当時の新技術の積極

的導入(県を挙げて推進された栃木式近代桑関の普及)などを指摘できる。

出I総面積の33.4% を農用地が占め 米麦を中心とした土地利用型農業を主とし

て，畜産・施設園芸等(イチゴ栽場等)の複合経営が行われているが，近年は労

働力の有効活用と安定的な農業所得確保のため，花き栽培(施設利用のトルコギ

キョウなど)や菌床しいたけ栽培の導入が行われている。近年における本町の

業生産(平成 9 年度の品目別粗生産額実績，単位は百万円)については，米(1，

211) を筆頭に，乳用牛 (61 1) ，豚 (334) ，肉用牛 (278) ，野菜類 (270) が主な品

目であり，養蚕(17)の構成比は0.6% である。

養蚕を廃止した農家は，他産業従事中心(近隣市町村における建設関係への臨

時態用が主な就業形態とされる)の第 2 種兼業か 水稲÷罰芸作目あるいは菌床

しいたけ栽培に転換している。現在当農協には，稲作・麦作を始め，きゅうり，

いちご，花き，生しいたけ，なす等の生産部会がある。

(2) 受賞者の陪歴

'43養蚕部会は，昭和38年 11 月，

農協法に基づく専門農協「小川町

養蚕農業協 i弓組合J として発足し，

小川町一丹及び喜連川町穂積・舟

沢地区で養蚕を営む者をもって組

織された。昭和42年には当組合

が事業主体となって小川町芳井に

桑予言の稚蚕共向飼育所を建設し，

地域の養蚕は飛躍的に拡大した。 写真 1 養蚕部会構成員
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その開，冊47年には飼育 rJT を増設した

(中部屋方式・ 3 令 1200箱の飼育規模

となった)。なお，昭和46年には前述の

活動が評価され，栃木県朝日農業裁に輝

いた。その後，桑予干の維蚕共同倒育所の

老朽化と構成農家の養資規模拡大などに

よる出役労働力の不足，さらには蚕糸業

を取り巻く厳しい情勢に鑑み，人工飼料

育施設への改造(昭和59年)を行った。

これと問時期に那須小川町農協との合併

協議がなされ，昭和60年 4 月に f那須

小川町農業協同組合養蚕部会j となり，

第 1 表小Jil lHJの養蚕実績の推移

年次 養蚕戸数 主主 ~立繭殺

トン

flB40 70 13.4 
46 116 75. 3 
50 111 74.1 
54 95 91. 0 
58 86 85. 7 
60 82 75.6 
62 75 59. 3 

ヰL光 64 53. 0 
3 43 44. 3 
5 25 20. 1 
6 20 15.4 
7 14 13.6 
8 10 11. 2 
9 8 10.4 
10 2 9.2 

次いで平成11年 3 月には農協広域合併に伴って「那須南農業協向組合小川

部会j と改称し，現在に至っている。

ここで小川 I!lTの義宣言業の推移を見たのが第 1 表である。

受賞者の経営概要

(1) 部会の経営概要

昭和30年代の組織的活動は土主主育によ

る小規模稚蚕共同飼育を中心としたもの

であったが，養蚕規模の拡大に伴い，前

述のとおり昭和42年には稚蚕共同飼育所

を設罷し，この運営が活動の中肢となっ

た。この共同飼育所活動を通じてさらに

第 2 表部会の養蚕実績の推移

H召39 60 平10

主主主主J'" 数 80 82 9 

J議立泣 (2 万頭)絡 440 2032 265 

政繭量 トン 12.7 74.1 8. 9 

部会主主 l 戸ー当たり kg 159 904 9自 l

県 1p当たり kg 203 974 600 

部会員を拡大し，昭和54i:!三には 91 トン 沿:産制誌は昭和160年，平成10年は i二劇的t

(小川 IIIIT のみ)の産鞠量を上げた(第 2 表)。なお，部会としての産隣量は同年

100 トンを達成したとされる。
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間 59年には稚蚕共同飼育所を人工飼料育問の施設 (3 令325絡規模)として改

造したのに伴い，共同飼育作業は農協主体でパート出役(ー蚕期常時 7 名の婦

人)が中心となって対応することとなり，養蚕農家は稚蚕館育から解放された。

このため，部会活動自体は共同防除による蚕作安定による規模拡大や，繭の質的

向上に読点が置かれるようになった。これらの活動により，昭和60年代以降の

養蚕後退状況のなかにあっても，主要農家の一部は養蚕を柱とした安定した複合

経営を続け，また常に新技術導入等研績に努めてきたため， 1 戸当りの養蚕規模

(~文繍最991kg，平成10年実績)は県平均に比べて大きい状況となっている。

(2) 構成員の経営概要

はじめに，構成員の経営耕地条件をみたのが第 3 表である(なお， No.9の農

家は，春査のみの生産であったため，今回の考察から除外している)。

第 3 表構成長の経営耕地条件(平成10年度)

ぷ註\ 水 出 桑 i歪| シイタケ 耕地面積百|

!iil本数 a 
1 400 90 490 
2 370 70 440 
3 110 70 180 
4 210 120 3000 330 
5 。 200 200 
6 700 190 3000 8自O
7 380 100 480 
8 。 130 130 

liill考。 No.9は除外

1 戸当たり平均耕地面積は392a (うち水間 271a .桑園 121a) であり，桑居率30.

9% にみられるとおり，水田を基幹とした経営基盤となっている。なお構成長の

経営面積は最大で890a，最小で130a であり，このうち水田を所有していない農

家は 2 戸となっている。

次に農業収入及び養蚕成績をみたのが，第 4 表である。
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第 4 表 組合員の農業収入及び養蚕成績(平成10年度)

よト
J仕定政策JI'~入 飼間育蚕期数 J千';i II ~ik Jr~ 繭 iii 10 a、当ι り 10 a繭当り 字詰 3 1:) 

うちまを~ J議;立 JI;.( [IJll 1,( JI)( 織改

r-I'J f-I'J 1"1 1'1、1 kg れハザザ1 kg kg 
1 6900 1500 4 18.0 905.4 2. 00 100.6 37.26 
2 6145 1150 ら 14.0 704.4 2. 00 100. 6 37.27 

2485 1000 13.0 591. 4 1. 86 84. 5 33. 70 
4 7235 1600 22. 5 984. 3 1. 88 82.0 32.40 
5 2700 2700 5 :39.5 1610. 7 l ‘ 98 80.5 30.21 
6 15550 :J300 39.0 1928.6 2. 05 101. 5 36.63 
7 6930 1800 4 24.0 1080. 9 2.40 108. 1 33. :36 
8 l 品 50 1650 5 24.0 1000.9 1. 85 77.0 30.89 

�1: 1 rÎl は 27.0001設. rÎPí たり 11'(長選対は20.000絞換算である。

l 戸当たり惟定農業収入は619万 9 千円 作 EI Jî lJ 内訳で、は水稲366万 2 千円(構

成比59.1%に義援183万 3 千円 (29.6%に菌床しいたけ70万円(11. 3%) である。

なお菌床しいたけ栽培ーは Z 戸のみの導入である。養蚕部門における飼育規模及び

生疎開:については， 1 戸当たり術立長・儲育問数及ーび、JI~繭iIEは24i'í'í ・ 4.4回・ 1 ， 101kg，

10a 当たり及び箱当たり JI~ W.商法は 9 1.臼kg ・ 33. 97kgとなっており，養蚕経営形態

は大規模集約的な形態である。

また，構成員はその大半が上総農家に位置し (8 戸のうち S 戸は 3 ha 以上!認) , 

かつ，専業形態 (8 戸のうち 5 戸)であることから，小川町農業の中核的農家と

称、しうる。

なお， 8戸の構成員のうち 3 戸は 717色申告を実施しており，家族員に対して適

正な報酬が確保されている。養蚕作業の特性から定期的な休日を取得することは

国難だが，査期終了I!寺に十分な休養に努めている。家族経営協定等の締結事例は

ないが，経営内における家族員の役割分担は明確である。

受賞財の特色

(1) 栃木式風洞藤中管理法導入による顕著な繭質の向上

H百平1140年代以昨の急速な養蚕規模の拡大は，収繭誌の増加をもたらしたもの

の，これは簡易な飼育ハウスでの省力飼育によって実現したものであったため，

小川町は県内でも繭質が悪い地ほとの評価があった。このため， 1li3和 60年代以
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i燦の組織活動は，優良繭確保の要請を背景に，従来までの産繭量の拡大もさるこ

とながら，その重点を縞質の向上に移し，先ず蚕作の安定，次いで繭品質の向上

を目指してきた。しかし前述の施設では保温通風等の抜本的な解決には無理があ

り ， i国々の努力によってもなかなか改善がみられなかった。しかし，平成 5 年に

なって，当部会の田代宗氏宅を展示農家として大型扇風機が導入された。これを

契機に当該農家の繭質が際立つて改善された点を受けて，部会全体に栃木式風柄

族中管理法を導入している(第 5 表)。

第 5 表栃木式風洞族中管理法の導入農家割合

f主平成5， 8， 9年に各 I 戸に仁I'f玄的養f普段主主育成特別指与推進卒業により展示導入
2 平成 9 年は民自ブランド事業限1迷県!ii補助卒業による滋入

これにより，主要養蚕地区

としては県内随一の普及率と

なり，この結果繭糸質は年々

向上し(第 6 表) ，平成 6 年以

降は生糸量歩合・解じよ率と

もに県平均を上回る実績とな

っている(なお栃木県のブラ

ンド事業とは，従来の収繭量

規模を前提にしつつ，栃木式

風洞族中管理法を導入し繭質

第 2 図 栃木式風間藤中管理法

初秋蚕un の風j向(工ッフェル型)よ族室利用

を向上させること，つまり風革命と称しているもの および平成11年晩秋蚕期

に始まった，部会活動としては県北地域で初めての黄機種「鑓光×黄玉j の試験

飼育等をも含むものである)。
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第 6 表 小川町の腕検査成申立の推移
(iドもi: %) 

革手 生 糸 ilモ主1 歩 メtコら、 角平 じ よ

蚕!切 可lZ 2 年 4 :9三 6fド 8 fl二 10主ド 2 {j~ 4 イ1三 6 1:下 8 年 10年

かf:íl刷MJ313h 19.35 18. 52 19.96 19.89 20.17 67 74 86 81 80 
-0.24 0.51 十 o. 34 十 O. 01 十 0.46 2 -4 十 5

郡平均 19.49 19.03 19.86 19.82 20. 24 67 77 86 81 81 

県平均 19. 59 19.03 19.62 19.88 19.71 69 78 81 82 81 

初秋 生 糸 生Z-j主ι ti主 l仁k7 f民2 じ よ ヰさ

査iWJ 平 2 :9三 4 正F 6 :9ミ 8 :9三 10壬ド 2 :9ミ 4 年 6 :9二 8 今ミ 10年

部会
19.25 19.06 19.7 19.41 19.73 53 66 75 78 74 
-0.01 o. 17 十 0.61 十 O. 22 十 0.42 8 十 l 十 10 十 1 十 l

flll平均 19.26 19. 17 19.6 19.32 19.6 53 65 72 78 71 

県1JZ均 19.26 19.23 19.09 19. 19 19.31 61 65 65 77 73 

11免秋 f主 糸 立間E 歩 メ仁仁、3 じ よ ヰ主

蚕tVl 5j'-2 年 4fT' 6 年 8 :9三 10年 2~ 4~ 6 fTモ 8 fj:: 10年

部会
18. 19 18. 1 19.31 18. 87 18. 78 64 78 75 89 81 
O. 71 O. 53 +0.50 十 O. 17 十 0.16 5 -2 土。 +4 

郡平均 18.54 18. 55 19.21 19.02 19. 13 72 79 77 90 82 

県王子均 18.9 18.63 18.81 18.7 18.82 77 83 77 89 77 
ì:l二: Fflí会のJ1'íの→ド段は号制l会と県平均との廷である。

(2) 部会における蚕期ごとの全{本会議実施と個別繭検査による個別技術の改養

当部会では平成10年度から蚕期ごとに全イ本会議を実行し，蚕期の実績反省と

今後の重点課題について検討し，常に組織全体としての技術のレベルアップに努

めることとしている。現在特に，

!腿病等不活化しにくい蚕病防除対

策として，共同のホルマリン消毒

に加えて床面の徹底消毒を部会の

テーマに活動している。

また，前述の栃木式風柄族中

理法の効果を最大限に発揮するた

めには，各農家ごとの施設構造・

蚕期・ ìÌ実器i収容密度等の藤中管理

条件に合わせた送風技術を理解す 写真 2 ~士査の飼育状況
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る必要がある。このため個別の問題点を整理し，なかでも送風管理については，

効果をきめ継かく把握し 同時に一層の理解を深める自的で，平成10年晩秋蚕

期には個別鞠検査を実施し， この結果に基づいてさらなる個々の技術改良・向上

に取り組んでいる。

(3) ブランド事業を通じた波及効果(蚕糸副産物に対する付加価値化)

当部会では平成9 ， 10年度に県

内に先駆けて，前述のブランド事

業に取り組んだ。その結果，当該

事業展開の中で藤質の向上が図ら

れただけでなく毛羽(けば)の品

質も格段に向上したため，焼き捨

てず，有効に活用したいという気

運が部会員の中に生まれてきた。

平成10年には小川町の養蚕婦

人や馬頭町の婦人を含む13名の 写真 3 繭毛羽利用研究活動

婦人により，毛羽利用研究活動が始まり，平成11年春からは研究組織や一般織

物作者グループへの繭毛sn供給も緒についたところである。小川町の繭毛羽は特

に品質が陥っていることで一般織物作者の評価も高く，同年度からはほとんどが

活用されるようになっている。なお グループ活動の成果としては，繭毛羽を原

材料にしたショール・ケープ・敷物等の小物類が試作されている。

(4) 稚蚕共同錦育所の広域利用による地域農業への貢献

昭和60年以降，蚕糸を取り巻く厳しい環境を背景に当部会でも構成員の養蚕

離れが加速化し，その結果，共問銅育所の稼働率が急速な悪化をみた。この善後

第 7 表稔査共同飼育所の利用状況

司王 4 年 8 年6 年 年ハH
U

674 1347 1672 1168 
|南那須全域の{也嘉|県北全域及び|県北全域及び

小川町内のみ I ~":;~~J/;;;;~':C:;;.~ ，~;:;~~ I ~~~~~~~/--"''-J 
1;室川町，高根沢町|芳賀全域 |芳賀会域
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策として，まず近隣の馬頭111] をは

じめ，周辺 rlJIII]村から稚蚕飼育を

受託して稼働率の向上に努めた。

次いで平成 8 {Tó からは周辺 JA に

も働きかけ， これらの稚議飼育を

寸百受託し，運営費負担を分相す

る新しいシステム「稚蛍共同飼育

所広域利用運営協議会j ができた。

なお当部会は， Ui':1和 59年度1--)， 1経

稚蚕共同飼資所の巡営に i直接かか 写真 4 株主三共開館育所

わっていないが，広域利用への移行にあたっては地区内外の飼育委託料金の差を

無くし，広域利Jtl の円滑化に騎傾的に協力してきた。広域利用の状況を見たのが

第 7 表である。

機今後の発展方向と地域への貢献

大半の構成員は水稲主体の複合総営であり，また高齢化のj並行で養蚕焼棋の飛

躍的向上は厳しい状況であり，養蚕農家の激減によって 111] 内には遊休・荒廃した

桑原i も自立っている。しかしこのような条件ではあるが， 25 部会では将米にわた

って安定して優良麟が生産できるシステム作りのために，県主導のブランド

の推進及び製糸会長tとのi車線による新品稀の飼育導入等にも結織的に取り組んで、

いる。

なお荒廃した桑闘については これを有効に活用すべく桑の実ジャムの製造等

への取組みも 4部行っており また養蚕施設さ与を活用して冬期間の収入を確保す

る試みとして，タラノメ栽培も試行中である (8 うち 4 戸の栽培)。

元来，小川!日]は水稲 l'ド心の兼業農家が多い 111] であるが，そのなかでも養蚕は土

地利用担作 el として車iÆな役説を担ってきた。同時に平くから水稲

業形態等の企業的な大i見模経営に取り組んできた農家も多く，また義援から他に

転換した農家のなかには，各作 iヨ部門のリーダーとして活践している人も少なく
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ない。現状の養蚕農家 8 戸のうち 5 戸は専業農家であり，部会構成員の中には，

祭認定の農業土や農業委員もおり，町のみならず地域の農業振興に大きな影響力

を発降している。今後は当部会の結束を一段と深め 本町及び地域農業の中核的

担い手としての個別経営の充実，及び地域農業発展への貢献に対して構成員一同

意を新たにしているところである。
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悪繭から良繭へ，そして地域の牽引車に

那須高農業協同組合 小川養蚕部会

(代表田代 宗)

宇都宮から京で 11時間余り，県東北

部の中山間の削]\小JIIIIIJで，私どもは

Ilß ì'日 38年以来養蚕専門の挙協として活

動を続け， 54年には組合員 100名以上，
E主総量 10万キロの3是正fi を上げたことも

ありました。 59年に活動の拠点であっ

た稚蚕共同飼育所の人工飼育施設への

改造を契機に，那須小!l IIIIJ燦協と合併

してまを蚕部会となりました。その後，

繭倒の低迷でまを蚤Øê業若手が相次ぎ，現
在は部会長 8 名となりましたが，現在

も県平均約600キロを火きく j了間る 1

戸平均 l トンìlÎい産繍訟を誇っていま

す。

[鴻 {ìlliの低迷以降，資作安定，繭資の
前U::を合言葉に部会員共に努力して参

りましたが，織であれば売れるという

前時代の燐は抜けず，天候に左右され
る不安定な作柄で，県内でも繍鎚の惑

い地区という汚名がなかなか拭いきれ

ませんで、した。しかし，平成 5 年から

燥の指導により栃木式嵐許可族中管迎法

を導入しはじめ， 6 年以|燦は lj会平均以

上の繰糸成総をとげられるようになり

ました。特に天候の影響を受け易い初

秋蚕!uj に，古?に県平均そを k問るように

なったのはJill\ì liiJ i除 1]管理技術の効果か
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と蕊われます。

10年晩秋蚕共1]には， これまでタブー

としていた部会員側別の繰糸誠資を行
い，各々の技術的問題を改良するため

に，全{本会議で知恵を出し合いながら，

E誌がj族中管fJJIIへの理解を深め，繭質の
さらなる向上に取り組んでおります。

11年iぬ秋君主期には，初秋授の猛暑の

中，部会全体で災機品秘:の飼育に取り

組み，県内外の養蚕とは縁のない方々

からも熱い注肢を集めております。繍
毛羽利用の作品づくりや粂の災ジャム

づくりと合わせて，中山 j習の立i訟を生
かしたiIIJ興しの起爆剤にしたいと考え

ております。今回の日本淡林漁業振興

会会長役の受賞は，発渓途上にある

我々への激励と心得，技術の改良や新

しい取り組み等，広域合併を予定され

る那須F湾政協養資郎会の室長引率として
の自党を事Irたにしております。



天皇杯受賞

出品財 産物(木材)

受賞者株式会社 オオコーチ

(三重県松阪市大黒田1I1J472)

臨地域の概要と受費者の略歴

(1) 地域の概要

三重県の中央部に位置する松阪市を中心とする地域は，;jfiíí田川，宮川上流域に

拡がる広大な森林からの材木の集散地として古くから栄えてきた。 戦後， 地域内

に創設された 6 つの原木市場の集荷能力を背景に ， 1960年代以降に多くの製材工

:1:~が集積し， 紀伊半島における国蔵材の-大集散地として発展をしてきた。

平成10年における当地域の原木市場の取扱議は147 千:rrí!で泉:下全体の取扱;誌

の39 % に及んでいる。また製材工場は.県内製材工場数612工場のうち 28%が立

地し，国産材専門，外材専門などに細分化，専門化.分業化されている。製材品

の中でも，特にヒノ キ芯持ち柱材， 押し角材などが全国的にも有名で， 豊富な品

揃えを誇り ， 年間26 1千 rrfの製材品を出荷し ， 県下の総出荷量の47% に達してい

る 。 このように松阪地域における林業 ・ 木材産業は地場産業として大きな役割を

担っ ている。

(2) 受賞者の略歴

株式会社オオコーチは，昭和 13主f 5 月に黄淑材木店として操業・ を開始し， u自
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第 1 図松阪市の枚程

手1125年 l 月大河内林業有盟会社に組織変更，さらに，昭和44年 10月大河内林業

株式会社に組織変更，さらに，平成 2 年 5 月株式会社オオコーチに社名変更し，

現在にささっている。事業内容は，スギ， ヒノキ製材，外材製材，構造用大総rr頭集

成材の製造が主体となっている。

同社は，明確な経営環念を全従業員に徹底し，地域密着型の経営により，活力

ある地域社会の実現を目指し，創業以来一貫して国産材のスギ・ヒノキ製材を手

がけ，常に製品の品質管理，量産化に努めるとともに，地元建築業者，中京・関

-149 



間の各方面の木材問屋，木材セン

ター，市売問屋あるいは，大手住

宅メーカーへのこれら製品の販売

と I幅広い営業活動を展開してきて

いる。

特に，天然林材・人工林材，高

齢級・良質材， 12材の別を問わ

ない徹底した集荷により原木の確

保をし，住宅の部材化，木材の規

格化が進む中，製品の規格化，木 写真 1 株式会社 オオコーチ経営陣

材の乾燥に早くから取り組み，平成 3 年に針葉樹構造材，平成 4 年に人工乾燥構

造用製材の JAS 認定工場となり， JAS 製品を安定的に供給できるよう努めている。

これらの製品は，全国 JAS 製材品普及展示会においても，寸法，精度，含水彩等

が的確で高い評価を受けている。県木連が実施する JAS の研修会にも多くの社員

を参加させたり，常に社員の技術の研績を図るなど JAS に対する真撃な態度がう

かがわれる。

平成 7 年から工場の合理化に取り組み，外林に比べて，質・量の安定供給がネ

ックになっていた国産材，特に，…般材について大量かつ安定的な供給，寸法精

!主の向上について，生産の合理化を図るため，ノーマン式最新製材機械を導入し

た。

さらに，仕上げ工程に 2 基のモルダーを導入し，製品の加工精度が向上，コス

トダウンが図られたことにより，安定した価格で高品質の製品の供給が可能とな

り市場の期待に応えている。

また，スギ一般材及び間伐材の有効利用を目的として，集成材事業にも取り組

み，平成 8 年に構造用大断面集成材(甲種 '6種)の JAS 認定工場となってから

は，公共施設の木造化等に積極的に取り組んでいる。

同社の先代会長である故黄瀬栄一氏は，三重県木材組合連合会会長として，長

年木材業界に貢献をしてきた。現在の代表者である黄瀬稔氏は，昭和55f!三から

代表を務め，昭和57年から三重県木材青壮年団体連合会初代会長として，昭和
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62年からは三重県森林組合連合

平成元年から日本木材資

壮年団体連合会の会長として全盟

組織の要職に就任するほか，王子成

6 年から三重県工業技術センター

県産木材活用研究会会長として，

木材政業に関する新しい研究に取

り組み， この分野についての発展

にも尽力している。

国産材の将来に向け，乾燥等品

質の向仁徹底した品質管国に社

を上げて取り組んでいる。さらに

木材詣要の拡大をtíti生するため，

浪内外からの要請を受けて，各級

研修会の講師を務めるなど，各界

からの要請に対し全国で講演のな

か，木材の PR 活動も行ない，木

材gÎf業界の発展に資献している。

氏の温情，誠実かつ責任感の強

い性絡は，関係者の幅広い信頼を

得ているところである。

関受賞財の特色

(1) 受賞財品の概要

受賞財は，同社の主力製品で、あ

るヒノキを原水とし，技術を活か

した乾燥，寸法精度及び仕上がり

とも {~~L た 1 2 cm X 1 2 C111 X 3 111 , 

写真 3 モルガー加工機

写真 4 ヒノキ.JAS 製材器
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10. 5cmX 10. 5cmX 3 m の構造用製材品で，含水率表示は iD20J で， JAS 規格に

基づく適切な格付け及び表示がなされている。

関受賞者の経営の概要とその特色

(1) 会社の概要

会社名 株式会社オオコーチ

代表者代表取締役策瀬稔

所在地本 社:三重県松阪市大黒田町472番地

本社工場:三重県松阪市大黒田町472番地

勢和工場:三重県多気郡勢和村大字色太950- 1 

ランテック勢和:三重県多気郡勢和村大字色太974

大 ltri医薬成材工場三重県多気郡勢和村大字色太950- 1 

沿 革関和13年 5 月 黄瀬材木店として，製材所を創業

大河内林業有限会社に組織変更し，会社を設立

日本農林規格(JAS) 工場認定(一般製材)

大河内林業株式会社に組織改変

株式会社オオコーチに社名変更

構造用製材 JAS 規格工場認定

人工乾燥構造用製材 JAS 規格工場認定

構造用大断面集成材 JAS 規格工場認定(甲種・乙種)

構造用集成材(大断面) JAS 規格工場認定

構造用集成材(中断面) JAS 規格工場認定

昭和25年 1 月

昭和44年 l 月

昭和45年 6 月

平成 2 年 5 月

平成 3 年 12 月

平成 4 3 月

平成 7 年 5 月

平成 8 年 9R

平成 8 年 9 月

資本金 9 ， 000万円

τ7士E二2 上 25億円

従業員 85名

事業内容本 社

本社工場

勢和工場

住宅関連資材の販売，不動産の仲介・販売，建築請負

外材製品の製造販売

ヒノキ，スギ製材品の製造販売
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ランテック勢和 ヒノキ製材品の製造販売

大i哲iï医薬成材工場 大型木綿造建築用大|折而集成材製造販売

(2) 経営理念

次の事現を経営の理念として社業を行っている。

① 我々の尚品は[水生活J の提案である商品を通じて，社会に貢献し続け

る。

② 人と水の調和を凶る。

③ 損得よりも善悪を優先し，行動し続ける。

④ オオコーチは，仕事に生き，希望に燃え，果敢に行動する集開である。

⑤ オオコーチは，地域密着型経営により，活力ある地域社会の発展を志向

する集団である。

(3) 事業内容

製材部門，大i納税集成材部門の事業を行っているが，製材部門はヒノキとスギ

の製材を行っており(第 1 表) ，生産される柱材は全て含水本20%以下の乾燥材

となっている。

i玄 分 総 数 ヒノキ製材品 スギ製材品 大断的!集目立 外材製材品

ヰLfJ記 8ιド
16, 499 6, 796 5, 136 530 4.037 

100 41 31 3 25 

5jLfJX; 9 主F
11. 6/17 4.257 4.135 l() 1 30824 6 

100 37 3G 

形成10if
11 , 719 6.126 3. 294 154 2. 145 

100 52 28 19 

第 H安 :事業部門別出荷量
u二段 lHtr!jHk (ば)， T段比率(%))

(4) 雇用及び就労条件

従業員の年齢構成は各年代ごとに均等に配 i設されている(第 2 表)。毎年新規

制:員を採用しており平均年齢は4 1. 5才と若い。
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労働安全対策では，毎日朝礼でラジオ体操や安全標語の全員唱和を行い，従業

員の安全に対する意識の高揚に日頃から努めているほか，毎年安全大会を実施，

松販労働監督署署長より司iI話を賜る等社をあげて労働災害発生の防止にカを注い

でいる。

また，平成 7 年には松阪警察署より f安全運転管理推奨事業所j として認定さ

れ，従業員が自主的な交通安全活動を実施しているほか，労働時間の短縮や社員

の定期健康診断の実施，年 2 [0の従業員とその家族を対象としたレクリェーショ

ンを実施等福利浮生阪でも充実しており 平成 9 年には「快適職場推進事業場j

として，三重労働基準局長より認定された。この点でも社員を大切にする同社の

姿勢がよく現れている。

第 2 表従業員の年齢構成

Oìi位:人)

区分 総数 20歳未満 20~30未 30~40未 40~50未 50~50米 50~6571ミ 65~ 

合計 85 。 24 15 15 29 2 。

男 57 。 14 15 14 22 2 。

女: 18 。 10 。 7 。 。

(5) 経営収支

平成10年度の社の決算は，売上高2 ， 536百万円，営業損失 9 百万円，営業外収

益が 10百万円，経常利益は 1 百万円，税引前当期利主主は 68万円であった。

(6) 販売戦略

同社は，高品質の規格商品を全国的に展開することを目標にした生産・供給体

制を推進すると共に，地元産業としての発展と地域製材業界の範となるよう技術

力の維持・向上，価格安定を囲っている。

その結果，悶社の製材品は，展示会での評価は勿論のこと，流通においても口

コミで，寸法精度，乾燥等品質の良さが広まり，住宅メーカー・工務店に好評を

得ている。

製材品の販売では，数社の大手住宅メーカーから特命の要請に応じた取引も行
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第 3 表製材品の販売先別販売量(平成10年)

第 4 表製材品の地域別販売最(平成10年)

っているが，販売先の特定化によ

る危険性と地場夜業の振興及び広

範な議要者への対応という面を考

し，販売先も多岐に分散，きめ

細やかな対応をしている(第 3 表，

第 4 表)。また，腹水価絡の変動の

影響は， 11寺に製品価格の変動で現

れるものの，同社は，常に JAS 撹

絡を遊守していることから，貿方ー

より高い評価を得ている。 写真 5 人工乾燥庫

(7) 技術の特色

ア 優良原木の篠保・取り扱い

原水は東海地方全域から仕入れている。住宅・土木部材の受注生援が主体のた

め，径級・樹齢は多岐にわたるが，王子均年輪111話は 5 mm以下ーを目安にしている。

品質の一定した製品を安定した価格で安定供給の出来る体制を維持するため，

在庫は概ね 1 か月を基準としているが，原木市場や tlJ元素材業者及び山林家と$

「
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間契約を行っている。

人工林，天然林材の割合は，スギ，ヒノキ人工林材90%，天然材10% となって

おり，スギ材については，葉がらし材を重視して購入している。原木は，二喜子玉

・二番玉70%，元玉30% ほどである。

受入れは，大半が自社のトラックによるが，原木移動作業の際， トピ傷による

材の品質低下を防止するため 充分注意を払ってフォークリフトを使用するよう

指導をしている。

また，夏期には，一般材は 1 か月に 2 出害虫駆除のための消毒を，高級材はス

プリンクラ一散布を行ない品質低下の防止を図っている。

第 5 表 国産材・外材原木購入量
(平成10年)

イ 乾燥設備及び乾燥技術

第 6 表立木・丸太別原木購入量
(平成10年)

乾燥設備は，木屑焚きボイラーと大型乾燥室を設置し 予備乾燥及び人工乾燥

後の養生を荒挽材乾燥保管療において充分な時間を取り，乾燥むらを無くしてい

る。また，乾燥が閤難といわれているスギ柱材についても rD20J をクリアーし

て，製材品の全量を乾燥材として出荷する体制を整えている。

技術面においても各種の技術講習会に参加し 常に新技術の導入に努めると共

に， 自社における乾燥技術の向上に努めている。(日本木材加工技術協会の乾燥

土の資格は 3 名が有している)。

ウ品質管理

品質管理についての特色は次のとおりである。

① 外部団体による研修会・講習会に積極的に参加し，従業員の技術向上を

陸りつつ，社内に「品質管理委員会j を設置している。社内における研究

会も定期的に行い，品質管理のマニュアルを作成し品質の安定向上に常時

努めている。
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② 入荷した原木は，その者1\)受検資し，主な用途日1) に指定場所にはい積みし，

皮剥きから製材までのスムーズな工程で作業している。

③ 荒J免材は:工場により 5~8 種類に)\きく選別し，人工乾燥後仕上段1)皆で

選別された製材品を熟練した選別技術者が最終チェックをし，出荷してい

る。このとき，複数チェック体制で格付与をし，高品質の製材品の出荷維持

に努めている。(JAS 選別絡付技土は， 9 名が有資務者)

機普及性と今後の発展

問主1:の品質の高い製材 f!?!生産に対する姿勢は，地域の木材産業の指導的役割を

果たすと共に，林業・木材産業の振興に大きく資献している。

また，同社の大断llii集成材は，今木材が見陳されているなか，公共事業で特に

学校等多くの大型木造施設の建設に使用されており，持金1:の貢献度は言PJ 知れな

いものがある。

同社のある松阪地域は，各製材工場が切縫琢燃しながら地域全体のレベルを|白!

とさせてきた地域であり，その中にあって 中心的・指導 1'19な役割をおってきた

同社の天皇杯受賞は，三重県林業・木材産業の機運を磁り上げると共に，地域の

・経済の振興に，大きく寄与することとなる。さらに，三重県のみならず，

出産材を 1:1_1 心として林業・木材産業に取り組んでいる全l主i各地の地域においても，

大きな肋みとなることであろう。
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JAS 人工乾燥材の普及こそ使命

株式会社 オオコーチ

(代表黄瀬 稔)

オオコーチの緩営理念 3 ヶ条は，

。我々の商品は水生活の提案である。

商品を通じて社会に関献し続ける。

O人と木の調和。

。損得よりも善怒を優先し行動し続け

る。

この現念をもって，高品質・高精度

な木製品づくりに，主主剣に取り組みを

行っております。

製材 JAS (臼本農林1括協)認定工場

として，社員に啓発と教育を推進し，

技術資絡を取得させ，人工乾燥施設や

製材機・モルダ一方日I機などを充実し，
製材 JAS 構造熊認定工場・人工乾燥認

定工場として JAS 製品の安定供給に努

めています。

今後もスギ放材や間伐材の有効利用

や，公共建築物の木造化に応えられる

ような製品づ、くりに力点をおかなけれ

ばなりません。しかし，残念ながら余

図的に製材 JAS 人工乾燥認定工場は非

常に少なく，三重県下でも JAS 認定工

場13% ，人工乾燥認定工場1.3%とい

う状況です。本年 4 月から住宅品質確

保促進法が施行されることになってお

り， JAS 人工乾燥製材品の早急なる普

及を図るべく，林材業界の牽ヨ i役とし

て積極的な役寄せを巣たして参りたいと

思っております。

また，三重県では松阪市内に木材コ

ンビナートの用地造成が平成13年度の

操業開始に向けて進められており，現

在その最終段階を迎えています。 22ha

の造成用地に原水市場，製品市場，流

通検資センターや大型並材製材，内装

材加こに集成材加工，プレカット加工
の工場などが，それぞ、れ協同組合を設

立し，会々連携を図りながらも自主的

にかつ自己責任において運営をしてま

いります。

流通の効率化，製材コストの削減を

隠るとともに高次加工化・高付加価値

化を推進し，品質管理のゆきとどいた

信頼のできる木製品を，単に松阪地域

だけでなく紀伊半島を中心として三重

県全体の木材資源を有効に活用し，全

国各地に供給したいと願っております。

。
凸

「
D



内閣総理大臣賞受賞

出品財 経営(林業)

受賞者 堀汚震林業株式会社

(和歌山祭御坊市街i坊85)

震覇地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

待11坊m及び呂高郡は，和歌山県

のほぼ中央部に位寵する農林業の

感んな地域である。郡内を東西に

流れる日高}II は，和歌山県の最高

峰である護摩殿山に源を発し，昭

和20年代の終わり頃までは，筏流

しゃ管流しによる木材の重要な搬

出経路であった。

第 1 国御坊ffJの位笹田

龍神村は，東を奈良県に接し，

総面積25， 513ha のうち 95% を山林

が占める山村であり，耕地はわず

か 1% に過ぎない。森林の94% は

民有林であり，スギ・ヒノキの人

工林率は約70% に達している。 i'lll
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形は急峻で標高 l ， 372m の護摩壊山をはじめ， 500m 以上の山地が70% を占めてい

る。年平均気掘は130C，年間降水量は約3 ， 200mmで，気候は温暖多湿，地味は比

較的豊かで林木の生長には適した地域である。

古くから良材の産地であった龍神村は，昭和40年代より「林業立村J を掲げ，

村をあげて林業振興への取り組みを進めてきた。現在では，原木市場，製材工場，

(t，!;)龍神住宅寄与の設立により「苗木から住宅までj の生産システムが確立され，和

歌山県を代表する林業地となっている。また，村内には日本三美人の湯j と

して知られる龍神楓泉があり 年間の入込客は 7 万人余りを数える。

(2) 受賞者の陪臆

堀河廃林業(仰は，林業労働者の身分保障

や処遇の改善など山林経営の近代化を悶る

ため，それまで現地の番頭を通じて他人契

約により伐採，造林などの事業を実施して

いた個人経営方式を改め，昭和48年に現代

表取締役社長野村義夫氏の先代により設立

された。

野村氏は昭和28年 1 R に生まれ，昭和51

4三 3 月に立教大学を卒業した後，昭和53年

から同社の山林経営を実質的に引き継いだ。写真 1 代表取締役社長野村義夫弐

以来，持ち前の旺感な探求心と積懐性を発揮し，林業先進地の視察などを通じて

自己の山林経営に必要な技術を積僚的に取り入れるほか，平成 3 年には，先代制

人名義の山林を社有林とし，また兄弟の山林の一部を買い戻すなど，経営規模の

拡大による経営の一層の安定化と田地化による経営管理の効率化に努めてきてい

る。

地形急峻な龍神村では，従来，伐採方法等は皆伐・架線集材が主体であったが，

向社は，いち早く林地保全と山林経常に適合した林内路網の整備に取り組み，択

伐施業をはじめ社有林での多様な森林施業の展開が可能となるなど，野村氏が目

標とする「かゆいところに手が届く林業j が現実のものとなってきており，林道

ハ
リU

ρ
h
U
 

1
3
ム



開設なと、服組的な基盤整備によって，それまでの粗放な経営体質を効率的な経営

体質へと転換してきた。

また，野村氏は昭和63年から現在まで，森林組合連合会や木材協同組合連合会

17団体で組織する県林材振興協議会の幹事や県内の大規模森林所有者50数

名で組織されている紀州林業懇話会事務局長の要職を務め，県下の林家の束ね役

. ;i7'?引役として， !.被しい林業経営環境の中で，将来に向けて県林業の振興方向を

見いだすべく林業講演会の企画，実行など大きな役割を来たしている。

さらに，向社は各地域からの見学・視祭者を広く受け入れるほか，県が実施す

るグリーンワーカーの研修の場として社有林を解放し，野村氏自らが講和lî をつと

めるなど後継者の育成にも大きく

主な表彰臆

している。

王子成 9 年度 和歌111\町長氏賞 農業研究賞(林業部門)

平成11年度 全出林業経営推奨行事農林水産大

王子成11年度 第36間全国林材業労働災答防止大会 個人功労賞

受賞者の経営概要

(1) 受賞財の概要

ア所在地

会社和歌111\終結p坊市御坊85

森林 和歌山県臼高郡龍神村大字龍神，大字i手斐の )11 ，大字杉IJì額，大手:広 Ji=原

イ 所有規模

森林会社所有 383. 99ha 

野村氏所有 180. 94ha 

ウ 森林の概要

日高川の最上流部に位置する龍村l村に所在する堀河屋林業側及び野村氏所有の

森林は，標高350m~ 1, 310m の地にあり，地形は急峻で，場所によっては，傾斜

が60度を超えるところもある。樹種別齢級構成は第 1 表のとおりである。

間積は564. 93ha，うち人工林は43 1. 01ha で人工林系は77%である。樹穏構成は
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第 1 表樹種別齢級構成
(ï師fti : 詩i{立 ha)

樹種鈴級 I~II 藤~N V~VI 刊~澗 IX~X X[~ 計

ス ギ 14. 34 35.26 42. 54 28.12 54. 98 95.63 270. 87 

ノ\ ヒ ノ キ 21. 45 15.49 30.56 16. 53 30. 80 35. 54 150. 37 

工 マ ツ 6.00 1. 66 2. 11 9.77 

林 41. 79 50.75 73. 10 46. 31 85. 78 133. 28 431. 01 

上と ~f % 9. 7 11. 8 17.0 10.7 19.9 30.9 100. 0 

天 が: 本本 0.70 49. 54 28. 17 18. 18 29.32 125.91 

41. 79 51. 45 122.64 74.48 103. 96 162.60 556. 92 

t'r 林 0.16 

作業道等米jJオミI也 7.85 

メ口』 言i 564. 93 

スギが63% ，ヒノキ35% ，マツ 2%

である。齢級構成は，植栽後10年

までの手入れ期林分が9.7% ，保

育期 (m~VIi鈴級)林分が28.8% ，

利用期 (VII齢級以上)林分が6 1. 5% 

となっている。資源の成熟度が高

く，とりわけ XI 齢級以上の林分

が約31% を占めていることと天然

絞丸太の20年伐期林分が法正林化

されているのが所有森林の特徴で

ある。

写真 2 林内の状況

(2) 経営の概要

ア 林業就業状況

従業員は常麗照が10名で，年齢構成は30代 2 名， 40代 2 名， 50~60代 6 名とな

っており， ドメIJ り時には i臨時を 5 名援用している。年間投下労力は，常雇用延べ

2, 266人，臨時延べ208人，計三 474人となっている。
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イ 労務対策

従業員は通年雇用をし，月給f/j1J，一時金の支給，退職金制度，週休 2 EI 制(隔

週)等若い i社代にも対応した制度を取り入れているほか，森林組合の作業班に準

じた社会保障を基本とし，民間の保険にも加入して，さらに保障の充実を図って

いる。

ウ 機械，施設の装備状況

(施設)林道3 ， 250m 

作業道 17 ， 400m (幅員 2. 0~2. 5m) 

(機械)動力下メIJ り機，自動枝打ち機，集材機，運材用車両( 2 t ダンプ) 2 

台，フォークリフト，クレーン，油ぽショベル 211 キャタピラトラッ

ク，モノレール，ウインチ，グラップル 3

エ 過去 5 か年‘の植栽，手入れ，生成の状況

過去 5 年間の総裁等の実績は次のとおりである。なお， ( )は平成10年の状

況である。

総裁 11. OOha (2. OOha) 

{呆 w -f メIJ り 247.36ha (40.00ha) 

枝打ち 40. 23ha (8. OOha) 

除伐 102.65ha (3Q OOha) 

作業道 10, 000m (2, 000m) 

素材生産 16, 999m:l (4, 100mつ

オ収支状況

最近 5 か年の平均収支は，林業粗収入が13 ， 100万円，林業粗支出が9， 780万円

であり，材価低迷の中，王子均収益3， 320万円を維持している。年間投下労力が2， 474

人であることから， 1人 1 日あたりの林業粗収入は53千円，森林 1 ha あたりの林

業粗収入は235千円となっている。

圏受賞財の特色

問社は，長伐;~J版業による優良大径材生産を経営の柱としながら，天然絞丸太

等の生産による短{長期施業を組み合わせて，収益率の高い安定した経営を実現し
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ている。さらに院議性を高め，経営を持続的に発展させるため，皆伐は極力避

けて収入間伐を繰り返し，森林生産力の維持増進を図り，高齢級でも健全で成長

妊盛な森林の造成を目指している。

造林にあたっては，地域に適した優良挿し木苗を導入・定着させ，付加価値の

高い大径木生産を目指し 間{支持には無節直材がとれるように除伐・枝打ち等の

保育管理を徹底し，収益率の向上を図っている。

また，現地の条件に適合した路網の整備が，造林から伐採に至る一連の林業生

産過程の効本性の向上や収益性の向上に欠かせないと考え，昭和57年，地域にお

いて，いち早く急峻な地形に適応した林内路網の整備に取り組み，労働負担の軽

減・森林施業の効率化等を図っている。

(1 ) 経営の自標

優良大径林生産を柱とし 短期収入の見込める磨き丸太等を組み合わせた収主主

率の高い林業経営を毘擦としている。

(2) 管理・経営

経営形態は法人(株式会社)に

よる林業経営であり，社有林384ha

と野村氏所有山林181ha とを合わ

せて腐人共同森林施業計画を樹立

し， il;m人有林の施業も全て会社が

受託して一体的に行っている。

同社は，スギ，ヒノキの人工林

421ha を主たる生産の場とし，高

密度路網を基盤とした集約施業に

よる用材生産を行っている。具体 写真 3 天然絞丸太生産林分

的には，長伐期林は，皆伐を極力押さえ一定期間ごとに間伐収入が得られる森林

ヘ誘導することとしている。短伐期林は，昭和55年より毎年 1 ha を毘襟として

磨き丸太用品種の植栽を行っており，その面積は，現在約20ha に達し，法正林
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化が@られている。特に，長伐j号]林の森林の1&扱については，その森林を地力と

Jj{立などによって，付加{州直が見込めるかどうかを 'I'IJI析することとしており，付

加価値が見込める森林については 100年生以上，それ以外は70年~80年生で皆伐

をすることとしている。現在，約 2 i初の林分が付加価値の見込める森林として取

り扱われている。

林内路網については，現夜の路

線延長は20， 650m，路網密度が40

~ 150m/ha であるが，将来の悶擦

を 100 ~ 200111/ha として開設が進

められている。作業道の作設にあ

たっては flll に土を捨てない，

維持管却費を限りなくゼロにす

る。 j との思念のもと，路線の勾配，

使い勝手等優先せずに地形や地質

を十分考慮した崩壊しない個所を 写真 4 丸太組，舗装された作業道

して開設している。法聞の保持等には自然の復元力を最大摂に利用した工法

をJIjいるとともに，不必要なt以降IJ による崩壊を防ぐため幅員は概ね2， 5m までと

している。作業道の本線には芯勾配の側所が多くみられるが，降雨等による路rm

浸食が予惣される i玄関は全て舗装しており，その fiìlì装本が44% となっている i湿地

もある。また，崩壊の恐れのある湧水法聞についても右組等の構造物を施工し崩

壊防止に努めている。このようなことから，作業道の維持活:斑貨はほとんど要ら

ず，雨の日でも木材の運jß~. 現場までの通勤等が可能となっている。

各fjTî作業については，防水生産から伐採・搬出 作業道の伺設までを自力で行

える高い技術能力をもっ社員により効率的に実施されている。また，新~Jil就労者

への配慮として，特に校打ち作業では電動グラインダーを改良したカーツカッタ

ーを用いるなど作業若手の労働安全の確保等や現地に適した機械及び新技術の導入

に関しでも:f1'i~抵1'19 に取り組んで、いる。

また. [nJ社の経営は木材の生漆販売により安定化が関られてきているが，最近

の林仙iの著しい低下は林業経営を専業とする同社の絞r~y; にも影響を及ぼしつつあ
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る。このため，会社に不動産部門を新設することにより，材価の乱高下に伴う

業的な山林経営の不安定性を補完・回避しながら，山林経営の持続的な維持発展

を図ることとしている。

関普及性と今後の方向

堀河屋林業附では，代表取締役社長である野村氏の「山を荒さず長期にわたり

力を持続することが最も望ましい。 J との理念のもとで，作業道の開設にみ

られるように，木材生産機能と公益的機能の双方を調和的かつ高度に発揮させる

ための森林施業を実践してきている。これは，現在，森林・林業政策として進め

ようとしている「持続可能な森林経営J の考え方と基本的に一致するものである。

また，会社経営において，基幹的労働力を社員として処遇条件の改善・近代化

を図るとともに，各種事業の実施にあたっては，社員と議論を交わすなど社員の

経営参加意識を高めることにより，効率的な山林経営を展開してきている。

さらに，生産材の森林組合の共叛所への安定的供給や自己山林を林業技術の研

修の場としての提供など地域林業の振興へも大きく寄与している。

このような，同社における山林経営の方針や施業技術は，林業経営の模範とし

て，今後の地域林業の振興に向けて普及性をもつものである。
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急i唆地における高語路網による林業

堀河屋林業株式会社

(代表野村義夫)

和歌山燃の仁1" 央部を流れる日高)l1J二

流に佼践する法相11村で LU 林綬'&1;・そを営ん

でおります。

能争jlgÍÍ材はかつて奈良県の絞井市場

等へ出荷主れていましたが，一部吉野

材の名で取引されていたようで，材質

的にはすばらしい杉の丸太であること

から，私どもも伝統ある干吉野林業の
r 11.1づ、くり J をお手本に多間伐長伐期

のはi と，自分の代に結果の出せるスギ

押し水苗による天然的紋燦き丸太の生
産を目標とした，短伐矧集約施業の 11.1

づくりに取り総んでおります。また従

来の作業方法を少しでも近代化するた

めには「道づくり j こそ最重要と考え，

大阪府指導林家の火焔腿三郎先伎のご
指導のもと高筏路網を開設して米まし

た。

道中高については 4WD 獄絞法 2l ダ

ンプトラックの通行可能な広さ (2. 5 

m)にとどめ，路間勾配も地形J出資に

合わせるよう設計，開設!時の伐!剤師も

最小限になるよう環境には特に配慮し

て来ました。このことにより 22gな経

験を必姿とする銀総集材作業に絞らず，

米経験者でも安全かつ簡易に搬出作業

が行える基捻の終備が整い，従来の架

線を{吏!日した間伐に比べ火悩にコスト

ダウン可能となりました。

これまで紀伊半島のような急峻な林

業地に高密なhl各織をfJ自殺することは締

めて0'J~íÊ とされて来ましたが， この火

焔式林内路総の設計施工方式で開設さ

れた作業道は，侮雨末期や台風時にお

ける集中潔f~mの後も全く修理を必要と
せず， この地域に相応しい工法と確信

しています。

来るべき新しい 1ft 紀は「環境の i世

紀 l と呼ばれるようですが r LIJ を荒

らさない道づくり J が今まで以上に渠
!凝視されるのではないでしょうか。
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日本農林漁業振興会会長賞受賓

出品財 技術@ほ場(苗ほ)

受賞者大森茂男

(岩手県二戸郡浄法寺町大字漆沢字馬i先場 164 1) 

関地域の概要と受賞者の略産

(1) 地域の概要

大森氏が居住する浄法寺町

は，岩手県の北関部，北上山

系・奥羽山系の北端部に当た

り，その大半が200m から 400

111 以上の丘陵地帯であり，面

積は 17 ， 970ha で，そのうち約

78% に当たる 14 ， 041ha が森林

で占められている。

年平均気温は9， 5
0

C，年平

均降水量は811mm (平成 3~

7 年平均値)と比較的少なく，

干ばつを受けやすい地域とな

っている。

年間日照時間は岩手県南部

第 1 図 浄法寺町の位置図
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とほぼ閉じ 2 ， 000時間弱であるが 1~~箱期間は 150 1"1 程度と短く，岩手県南部より

1 ヶ月も早い 10月中旬には初霜がi怒り 農業活動にも多大な影響を与えている。

また，線雪期間は120 日程度と長期間におよび， 11 月中旬から 4FJ 上旬まで降雪が

見られ，年間緊苦j-積雪景は，約3_ 8m に及ぶ。

当地域は， 117 くから生漆の山地として知られ. 日本ーの生産量を誇る。また，

関 ÚJ200年余の燦r;t:をもっ東北最古の名手IJ r天台寺j があり，型観音立像など 5

点が悶の退要文化財に指定されている。

(2) 受賞者の略歴

氏は，昭和27年に浄法寺町に生まれ，昭和]45

4三に高校卒業後，父親の善次郎氏(全出L1J林市

畑品評会農林水産大臣 2 回受賞)が経営する

苗木生産への参加とともに， しいたけ生E去を始

めたが，労力の謝で厳しい時期があったことも

あり，昭和47年から苗水生産専業となり，後継

者として従事し，平成 2 年には経営を委譲され，

の高木;生産を維持している。

職肢

IlH手1] 57年 岩手県青年林業土認定

昭和61年~平成 8 年 浄安森林組合脊年部部長

1 大森茂男氏

王子成 2&下~平成 4 年 弱手県森林組合管年部連絡協議会副会長

平成 2 主F~平成 8 年 岩手県林業研究グループ連絡協議会院事

平成 2 年~現在

平成 2 年~現在

平成 Z 年~現在

王子成 6 年~現在

表彰歴

平成 4 年度

111林種詰協同組合二戸支部副支部長

岩手深山林種直協同総合中核青年部会会長

岩手県林業間体青年部連絡協議会監事

岩手県林業改良普及協会監事

岩手県山林苗士IH I'rtl評会 知事故
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平成 4 年度

平成 6 年度

平成 6 年度

平成 7 年度

平成 7 年度

平成 8 年度

平成 8 年度

山林苗畑品評会 全苗連会長賞

岩手県山林苗畑品評会 知事賞

山林苗畑品評会 林野庁長官賞

岩手県山林苗熔品評会 知事賞

全国山林苗畑品評会 林野庁長官賞

岩手県山林苗焔品評会 知事賞

全国山林萌畑品評会 林野庁長官賞

塁審受賞者の経堂の概要

(1 ) 家族構成

総営は本人，妻，父母の 4

人が専業で行っており，年間

就労日数は全員180 日以上で

ある。

(2) 苗畑の概要

山林高畑として21ha を経営

し， 5 団地に分散しているが，そ

の主要因地に各種施設を配置し，

作業の便益性の向上が図られてい

る。また，休閑地を 3 ha 以上設

け，土壌の劣化防止とともに，輪

作体系による諸害に抵抗力の強い

健芭生産を行っている。

樹種別には，スギがl ， 019a で

49% を占め，次いでカラマツ375a

第 1 表家族構成

氏 名 本人との続柄 年齢 摘要

大森茂男 本人 47 苗畑生産業

栄子 妻 43 向上

善次郎 父 73 向上

トキエ 母 68 向上

(1 9%にヒノキ97a (5%) ，コナラ 95a (5%) となっている。

写真 2 スギ 2 回床替 3 年生
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(3) 経営の概要

氏は，父親の善次郎氏が昭和33

年より始めた苗木生産業に昭和45

4三から参加し，平成 2 年に経営を

委譲された。

氏は，先代から培われた技術の

さらなる向上に努め，積雪寒冷地

向けの生産技術体系を機立したほ

か，需要者ニーズにあわせた生産

に努めている。また，室長族一丸と

なった経営を行うとともに ， J豆沼

労働者の技術の向上と競用の維持

に努めている。

最近 3 か年の苗水生産状況は第

2 表に示すとおりである。

(4) 労働

就労状況は第 3 表のとおりであ

る。年間の就労日数は延べ6 ， 347 

人で，うち雇用労働は82% を占め，

写真 3 床替作業

写真 4 根切作業

援用者三定数は33人， うち女性は 14人である。繁忙期には嫁期雇用を行うほか，優

良苗木生産のためのきめ細かい施業の実施は 地域における態煎の場の確保につ

ながっている。

苗畑作業の n 7JIJ労働配分は，第 4 表のとおりである。

雇用労働は地元で確保しているが，農繁期と苗畑の繁忙期は一致していないこ

とから，言十闘どおりの高畑作業が行われている。

(5) 収支概要

最近 2 か年の経営収支は 第 5 表のとおりである。
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第 2 表最近 3 ヵ年の苗木生産状況

(単位 a、千本)

樹 8年 9年 10年
苗齢

種 商秘 正首本意 持百本最 出店本数 面積 店喜本意 品説教 山古本最 箇程1 店普本数 時革本車 山首本主

まさっせ 72 I 38.01<g 1,230 60 I 30.01<g 940 41 125.01<g 840 

ス

1滋野2年生 407 940 924 502 920 899 340 750 720 

2自在~3年生 556 844 820 自20 610 819 798 798 638 775 750 750 

ギ
言十 1,035 1,784 2,974 820 1,172 1,739 2,637 798 1,019 1,525 2,310 7� 

ア ま 3 つけ 6 I 1.0l<g 50 

カ
可F

'/ 言十 6 50 

カ まきつけ 32 I 9ゐ0 1<. 680 25 I 9.01<. 630 25 I 9.01<. 580 

フ

-? 1 1猷替2年生 300 600 543 543 365 600 575 575 350 530 518 518 

ツ
2十 332 600 1,223 513 390 600 1,205 575 375 530 1,098 518 

まさつ 1I 8 I 3.0kg 8'1 5 I 2.0kg 85 5 I 2.01<. 40 
ヒ

l喜正替2年生 15 46 45 23 82 81 40 82 81 
/ 

2密京芸3年生 23 38 33 33 55 45 4'1 44 52 78 72 72 
キ

在十 46 84 162 33 83 127 210 44 97 160 193 72 

まきつけ 25 100.0 52 20 200.0 6 40 80.01<. 250 
ニョ I<g I<g 
ナ

フ l目総2牲 56 120 113 30 93 92 45 180 170 

言十 81 120 165 50 93 152 95 180 420 

まきつけ 3 I 100.0 12 8 I 20.01<g 15 
ク kg 

リ l話床替2年生 11 14 13 。 16 15 

計 11 14 13 3 12 13 16 30 

まさつは 0.5 0.51<. 6 6 I 1.0kg 15 
ケ

ヤ 1~正替2年生 10 23 21 15 20 16 8 15 14 
キ

言十 10 23 21 15 20 22 17 15 29 

工工 ま 3 つり 1 I 1.0l<g 3 1 I 1.0 1<, 3 
ン
ν 、。 l目替2年生 2 3 3 
ユ

言十 3 3 3 6 

じ/ まさつ甘 0.5 O.5kg 13 1 I 0.51<. 10 
ヲ

カ l固まU2年生 3 8 8 
ノく

言十 0.5 13 4 8 18 

ノ、 主きつけ 1 I 0.51<g 10 
ン

ノ 1 10 
キ 計

JロL 計 1,515 2,625 '1 ,558 1,396 1714.5 2,579 4,254 1,417 1,630 2,437 '1 ,164 1,340 
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平成10年度の収入は前年度比114%であり，支出の増加を上回り z長引収益は

18, 930千円となっている。

第 3 表 I~I 家・経別別就労状況(平成10年)
(ô阿古突入)

備考

5号 þ:.別制合=2:2

9j 女別;引を?ロ 14 : 19 

第 4 表 jfi畑作業の月別労働配分

(単位.延人)

月期j 自家労働力 E室用労働力 言f 主 な 作 ま語 4論考

1 10 40 50 有害給官調3盤、梱包材製造

2 10 47 57 奴売促進、総包材製造

3 80 175 255 号雪t自作量産、 i翠苗

4 120 675 795 床答、出荷、 i墾苗

5 120 675 795 F在宅幸、出稼、?語表立

6 120 675 795 I再選手、除草、 F衣替、出荷

7 100 425 525 消主義、除草、出荷

8 100 340 440 根切、消善幸、除草、間引

9 120 425 545 根切、?島義、除草、広粥封稔子採取

10 120 825 945 綴切、読号取、 i怒富、仮被、|捻主主

11 120 675 795 抱取、 i世紀散布、子完封十起、仮縫、 i塁首

12 100 250 350 荒耕起、士柱RE作、 i墾蓄、綴敬、仮植

言十 1, 120 5 , 227 6, 347 

(6) 生産基盤

生産施設は第 6 前知機械は第 7 表に示すとおりである。機械では綬切機，

畝立機などに改良がなされている。
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第 5表最近 2 ヵ年の経営収支
(単イ立:千円)

区 分 重苦 自 9年度 10年度 備 考

収入 (A) 高木売り上げ金額 104, 236 119, 171 

直後生産後 労 務 要号 48 , 423 48 , 421 燃費にlia京協放鈴

~ 材 焚 22, 091 29, 078 資材費仁li、漏出(組問、薬

出費、務費、講料lIIlë、また、

そ の 他 15, 573 15, 749 切地に時包括経、盟主資産憐

昔、程合員担金、事務費なëí:吉む

支出 (B) 言十 86, 087 93 , 248 

地代、公視公課及び資本利子 5 , 556 6 , 993 

ムロ 言ト十 91 , 643 100, 241 

主主引収益( A - B ) 12, 593 18, 930 

第 6 表生産施設

種 類 規模 施設数 備 考

建物類|作業小屋 423rr1 2 欄包ムシロ薬剤費t布用

資材保管庫 268rr1 3 肥料及び資材用

車 摩 119rr1 3 自動車及びトラクター

集出荷揚 116 rr1

事務所 50rrl

滋水施設!スプリンクラー 配管 250m 
配管 300m 

2セット !滋水及び薬剤散布用
2セット

排水施設 特lこなし

防風林(垣) I 防 風 林 1 , 000rrl 2 

防風ネット 350m 7 

その他|土佐紀鐙場 3 ， 000rrl 4 
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第 7 表苗畑機械

機械の怒類 能力 数ま量 華客 入 年 月 11有 考ー

トラクター 65PS 1台 1-19.2 車井章正

11 65PS 11 ト18.2 11 

11 自2 1'S 11 S60.8 (中古) 率幸吉で苗を踏みつけ

ないよーうを鉄装板着の保護
11 52PS 11 S62.2 カパ

11 30PS 11 S61.3 (中古)

11 26PS 11 S55.8 耕転

製F 選 機 6PS 11 S52.3 苗木芝草j絞

動力噴霧機 2色、 S63.6、 H I.4 薬剤散布

被 切 機 51甘 S58.2、 S57.7、 S.51.5 、 S52.6 、1-1 9.5 刃を改良(用途jJlJ)

場 耳主 機 4台、 S53.5 、 S63.8 、 i卜18 .4J-19.6 トラクターに言語取り用ロー列車り持Ij

床 宅幸 機 1 台 S61.3 6条

畝 立 機 11 S57.3 高畝になるよう改良

サブソイラー 11 S62.9 弾丸暗渠

ブームスブレアー 11 1-12.5 薬剤散布

マニアスフヮレッター 11 S58.10 堆ßE，詩文布

プ フ ウ 11 S56.10 土の反転(全部)

姻 包 機 11 S53.2 認2存薬梱包

ムシロ繍機 11 S57.10 総包用務{作り

ライムソアー 11 子11.2 石灰散布

ロ 一 ダ 11 S52.2 笛木綴込み、堆肥散布

土綴消ミ話機 11 S52.10 消主義

スプリンクラー 4~蚤 S51.3 散水機

トレーラー 1台 S52.6 E吉木霊童倣

人員輸送善玉 2台 1-1 8.1、ト110.2 9人乗り

小型トラック 2台 十14.7、 H8.7 笛*ì墜j殻

ベルトコンベア 1台 S63.6 苗木綴込み

扱 水 機 1台 1-18.5 水機げポンプ

件陪記 理 機 2台 ト17.2、1-1 10.3 苗木のイ反核

プロ ドキ T スター 1台 ト15.5 自巴料散布

f雷 事亙 機 1 台 ト12 .4 綴t番き

パワーデスク 1台 ト13.2 土の反転(半分)
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受賞財の特色

(1) 技術の特色

ア 苗畑の土づくりの特急

当地域は火山灰性黒色土から成っており，活性化有機物が少なく，一般的に土

壌はせき惑であり大型機械の利用によって苗畑全体の土壌が緊密になりやすく，

これを防止するために毎年秋にプラウによる深耕で心土破砕を行っている。

苗畑の連作障害を防ぎ，土壌状態を維持するためには良質堆肥の確保が必要で

あるが， 71< [1 の機械化が進み原料の稲ワラの入手が悶難なため，近隣の牛舎から

供給を受けたモミ殻混入の牛糞を 1 年間堆積し，その間数回の切返しを行った堆

肥を lOa 当たり 2 ~ 3t 施用し地力の維持に努めている。

施肥設計は，寒冷地帯への苗木供給を意識し，窒素分を控えめにして耐寒性の

強い苗木生産を心掛け，そのほとんどを基肥で施し，一部生産状況により追肥す

ることもあるが 7 月中旬までには終えるようにしている。

イ 荷木づくりの特色

まきつけ床の成績は天候に左右されることが多いため 翁が当たらない条件の

良い場所に多めにまき，間引きで適正本数に調整して優良な幼商を生産している。

床替後の管理をしやすくするため，幼菌及び 2 年生床殺菌の床替は選苗を厳し

くし，スギ，ヒノキについては， 3 段階に区分(幼苗 8 cm J二， 12cm 上， 15cm 上， 2 

年生 15cm 上， 20cm 上， 25cm 上)している。

造林者の求める 3 年生大規格 (4 号)の得苗率を高めるため，根切の持期は 1

回目は床替後に苗高が 6cm 伸びたところで実施し 2 阻I E!からは 3cm 伸びた時

点ごとに数回行っている。

苗~m機械，器具は常に整備してその性能を十分に活用し，作業の効率化，省力

化を図っており，適期適作業により良好な苗木生産を行っている。

(2) 経営の特色

ア 販売促進と生産計繭

販売促進のため樹首供給調整会議への出席や，機関造林等苗木需要者の訪問を
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積極的に行い， FI 頃から情報収集に努めている。さらに，天災等不潔IJ の事ー態に備

えて，諮要見込みより多めの生産計闘をたて，計幽に従った労務配置を行ってい

る。

イ 家族一丸となった経

氏は経営方針として，自然を相手にしていることを常に念頭におき，前畑の適

期適作業に心がけている。また労働災害防 11:の安全管理!や作業日誌・原用記録の

労務管]却を徹底して実行しており，他の生産衰の模範となっている。(経理の明

確さは毎年の符色申告につながっている)。

惑は経J!llを担当し，前士111では，作業者への指示，作業管理を行いながら自らも

一緒に作業し，融和i に努めている。

父親は苗よIHでの労務管迎や作業の補助的役割を努め，母親は需要古A との応対・

連絡など，家族全員が経営に参附している。

ウ 需要にかなった経営

造林の減少により，針葉樹市水の減践を余儀なくされているが，これを lí1ìうた

めに造林用広葉樹，緑化木!京消の生産を子制、け経営面結，取扱数最の王子年{ヒを[きl

り，所得の向上を白指している。

エ労務対策

115氷の出荷，床毛主等作業が集中する繁忙期は機械類を効本的に1'i'Î~1司に記躍し，

省力化，効水位を i玄l っている。一方では，仕事量を確保して雇用の場の創出を図

るために，優良なtii木生践を行ううえで必要な手作業を騎極的に取入れている。

また，送迎用自動車を 2 '1分配備し， )盗用習の手IJ便性の確保に努めている。

さらに，作業員の技術前U::を図る目的で結倒的に研修会に参加させ，さらに内

外の主裂生産地の視察研修も実施している。

オ 出荷先の情報収集

出荷した高木に対する責任!惑が強く，支部内生浅沼ーとともに出待先造林地を訪

問し活弱，生長状況を追跡調査し，林家とも意見交換をして，需要資ニーズに合

わせた苗木づくりに徹している。
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盤技術経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

青苗技術については父親の時代から現在まで，県内第 I 級と認められていると

ころであり，苗畑品評会においては常に最上位に入選するなど，関係者からの厚

い信頼を得ている。

県北地方は20数年前までは寒冷地のためスギ苗木生産は無理といわれていたが，

積雪寒冷地向きの種子の選定などの努力を葉ね 技術の向上を関るとともに，地

域の苗木生産者に自ら開発した新しい育苗技術を普及し，その研錆に努め，本県

の苗:;;f主主産地として確立させた。

氏は，床替密度，根切時期と回数等の積雪寒冷地向けの生産技術体系を確立し，

各地域の生産者に普及を図ったことにより，県全域の苗木品質の向上が図られ，

岩手県の林業振興に大きく貢献している。

造林面積の減少とともに苗木需要が減少し，生産者にとって厳しい状況のなか，

優良苗木を安定的に生産し，その技術を高めることにより，これまでの供給量を

確保するよう努力している。

さらに，今後予想される需要の多様化に対応できるよう，これまでの生産技術

を生かした広葉樹などの苗木生産にも積極的な取組みをみせている。
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私の苗木生産

大森茂男

私の{主むi争t去すー IU] は，岩手県内陵部

の北端に佼践し， IUJ を縦断して安比}II

が流れ，渓タバコ，花子fなど第 1 次ft

3誌が主体の地域であります。

秋出スギ前*1:ftt也に隣按している
ことから，立Jオミの生産に関しては1171質

.fit ともに厳しい注文にさらされる士出

城でもあります。

肉体]の名利「天台4f- J でスギの木を

伐った 11寺に父綴がflÛを採ったのが，わ

が家での本絡的な官i*生産の始まりで
した。 ~II寺は，橋前級合に米加入であ

ったことから，情報が乏しく，地元を

中心に供給するだけで滋ホ;が過剰にな

る年もありました。

校、は，シイタケ生鐙を数年間やりま

したが，父親が潟水を 5投球しており人

災の配分が悶難となり Ë吉本;生産に経

営を一本化しました。手作業が主体で

あり，この地域では機械を導入したの

はわが家がゆ喜子遅かったと思います。

その考え方が今でも残っており，活者会

・品質・得}笥率を考え， f也の生産者の恋

対11 を何回も研修してー縫いい方法を採

用し，今でも良かったと思っています。

以前は，平湿な沢筋のような所でし

か幼磁を作れないと思っており，乾燥
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しない所を探しながらも，再三，根隠

れを起こし，なかなか幼磁を作れない

|時期があり，ある生産寝ーの UJの斜面の

士tll とは恋われないような狭い場所で穏

を蒔いている所を見て，これだと思い，

それから山をバックホウで起こし，生

産;肢を地やしてきました。

今でもはっきりと党えていますが，

初めて県山林種問協問組合中核青年郊

の県外研修で北海道に行き，火面積の
市土fH，経営規模の大きさにひ、っくりさ

せられました。その後，東北・北海道

7 道燥の種苗協同組合中核727年産11構成

員から成る地区連絡協議会を設立し活

動の I1屈が出てきており，それなりの役

割を果たしていると思っています。

今では， j~ï;l:lIl商絞 18ha で250万本の

床滋， 130万本の茂木生産ができるよう
になりました。これは，多くの指導者の

方々や沢 111 の仲間違との出会いがあっ

たからであり，今ここに私の筒水生産

があるのはこのおかげとYJ:~っています。

今までは，無我夢中でわき闘も振ら

ずに疏水生産をしてきましたが，今後

は，もう少しゆとりを持ちながら俊良

市木余波に取り組んで行こうと考えて

おります。



天皇杯受

出品財 技術(魚にやさしい底曳網と資源管理)

受賞者 銚子市漁業協同組合小型底曳支所

(千葉L侯銚ごfrlT )1 1 口 IIIJ2 - 6529 - 40)

隣地域の概要と受賞者の略歴等

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件

銚子ñîは，関東平野の最東端に位置し，北は手IJ線川を!総てて茨城県と相対し，

南は九十九思浜へと続き， IKは広大

な太平洋に臨んでいる。その気候は

沖合で黒潮と親潮が交蒸しているた

め，夏は涼しく，冬は温暖な気候と

なっている。犬吠崎灯台やイルカウ

ォッチィング等で年間250)] 人の観

光容が訪れる「観光のIIfJJ として.

また江戸時代からの伝統産業として

の「怒油の IIITJ としても知られてい

る。人口は 8 万 2 千人，就業者は第

l 次成業4. 6 千二人，第 2 次産業14. 3 

千人，第 3 次藤業23.0千人で、ある。

第 1 図銚子市の位龍|羽
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イ 農林水産業の4概要

温暖な気候を利用した「灯台キャベツj のブランド名等で知られるキャベツ

の疏菜類を!生産する農業は銚子市総生産の5.3% (1 22億円)となっている。

また，媛流と寒流が入交る好漁場を形成し 昔から漁業が栄え(現在の銚子市

の漁業就業者は976 人) ，臨には水産加工業も発展し，銚子市の水産業は4.5% (102 

億円)となっている。このように銚子市の水産業は市の基幹産業となっている。

銚子港は荒天時の避難港を兼ねた特定第 3 秘漁港で全国の漁船を対象とする港

である。

地元県内はもとより全国からまき網漁船やサンマ棒受網漁船，小型マグロ延純漁

船等が集まり，また地元の沖合底曳網漁船，小型底びき網漁船，延縄漁船や釣り

漁船等の小裂船が多数船籍港としている。このような背景で全開屈指の水揚を誇

り平成 9 i!三及び 10年は 2 年連続で(約30万トン，約2400億円)の水揚量日本

を記録している。その魚積もイワシ類，サパ類，サンマといった多獲性魚、，カツ

オ，マグロ等の回遊魚，キンメダイ，ヒラメ，カレイ類，ホウボウ，エピ類等の

!底魚等200種類にも及び これらの魚介類が千葉県内はもとより首都関，京阪神

方面へと出荷されている。

(2) 受賞者の略歴

ア グループの組織

「改良選択漁具j の開発グループは，銚子市漁業協同総合の小裂底曳支所所腐

の船主(漁労長) 24名である。このグループの家族構成は平均5. 1人，また，乗

組員の平均年齢は53歳である。銚子市漁業協関組合は平成 8 年 9 月に銚子市内

6 漁業協同組合の合併により設立され，平成10年度末現在429名の組合員がいる。

この合併に業種別組合である小型機船底曳網漁業協同総合も加わり，現在銚子市

漁業協向総合の小型成曳支所となっている。

小型底びき網漁業は，沿岸の代表的な漁業である。移動性の少ない海底に楼息

する魚類等を底びき締約、具で効率的に漁獲するその漁法に，資源管理や他穏漁業

との競合回避を目的とした漁業制度上の規制が幾重にも設けられている。

小型底曳支所のグループ。の漁法は小型底びき網漁業のうち漁具の口を拡げるた
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めに網口開口板を用いる「板びき

網漁業j といわれるもので，漁獲

努力量を規制することを呂的に知

事の許可出来る隻数の枠が農林水

大臣の告示により定めている

「法定知事許可漁業J といわれる

ものである。

この小型底びき網漁業は，操業

期間( 9 月 1 EI から翌年 5 月 31

臼) ，トン数 (9 ， 9t) ，馬力 (40馬力) , 

操業海域(第 2 悶参照)等の制限

がある。

3 月間の操業禁止期間もあり，

その期間中は，小型底びき網漁業

(板引き締)の漁船は銚子港内に

係船しておかなければならず，船

主以ド乗組員は的の人の経営する

底びき漁業以外の漁船に乗船した

り，近くの茨城県の鹿島臨海工業

地帯に働きに出ている。

盤受賞者の経営概要

1 銚予市漁業協同組合小型底曳支所

員

写真 2 銚子港に係留中の小型底びき漁船

(1) 経営の概要

ア グループ員の操業状況等

1 隻の漁船に船長と乗組員 2 名が乗組み，早朝に出港して翌早輯に帰港する l

昼夜操業により，ヒラメ，カレイ，ホウボウ，ネズッポ(ヌメリゴチ)等の底魚

類，サルエピ等のエピ類を漁獲しており，年間約100田の出漁を行っている。

漁場は漁獲物の状況によっても異なるが，主として犬吠埼沖合から飯間沖合で

η
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それより潟のーノ宮沖合での操業はあまりない。岩場の海底は主として砂地ある

いは砂磯であるが岩場もある。

小型ヒラメが多く出現する銚子沖，銀問jヰ"九十九里沖及びーノ宮れ]1の水深20m

の海域を 9 ~10月の間操業自粛海域としている。このような積駆的な取り組み

は，小型機船底びき船が一丸となり，限りある水産資源の維持増大を留るととも

に，その水産資源を次位代へ手渡すためという強い決意から生まれたものである

(第 2 出参煎)。

また，このグループでは，自分達が漁獲しているマダイ等の栽培漁業に取組ん

でおり，マダイについては稚魚、 5 万毘を潜内で中間育成し， 8月に漁場ヘ放流し

ている。

第 2 凶 操業海域及び操業自粛海域

140 ・ 20' 30' 40' 

千E露店晃

函操業海域 観操業自粛海域
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イ グループ員の経営内容

漁獲物は，全て銚子漁業協同組合地方市場に水揚げする。ヒラメ，カレイ類，

スズキ，マダイ，マダコ等が可能な罷り活魚 (5 %)として，その他の魚類は鮮

魚 (85%) や加工向け(10%) として扱われる。

出荷先は，近隣小売店，県内外の中央卸売市場及び他の地方市場等 (5 %に加

工業者(約10%) で仕向地は，県内23%，東京33%，近県17%，京阪神等27% で

首都圏73% である。

千葉県沿岸漁家の平成 9 年平均漁業収入が870万円であるところ，この小型底

びき網漁業の過去 5 年の平均は， 1隻当たりの水揚量30 トン，水揚金額は2 ， 200万

円， 1 航海当たりの水揚最は300kg，水揚金額は22万円である。

第 1 表グループ。の水揚状況

年 度 6 7 8 9 10 1f 均

総水f易f立 (kg) 606.808 658, 455 628.420 720. 513 516. 582 625. 955 

総水揚金額 (千円) 438.627 473. 701 496 , 874 497.429 393.684 460.063 

平均単価 (円/kg) 723 719 791 690 762 734 

*f易:泣/隻 (kg) 27. 582 29. 930 29. 925 37.869 27. 188 30.498 

水揚金額/隻 (ご「ドJ) 19, 938 21. 532 23.661 26. 180 20. 720 22.406 

水揚量/隻・航海 (kg) 300 305 299 361 248 303 

水揚金綴/隻・航海(千円) 217 220 237 264 200 228 

注 'f' fífはその年の 9 Flから潔年 5 月まで

(2) 経営の成果

従来漁具を使用した 9 年度と「改良選択漁具J を使用した 10年度(:sv-成 10年

9 月， 10月及び平成11年 4 月， 5月)を比較すると，

① 10年度の 9 月 10月はヒラメの豊漁に助けられたことも理由の一つであ

るが，選択漁具の導入による効果により水揚量で約70%，水揚金額で約119

%と水揚量は大きく減少したものの 水揚金額では増加する結果となった。

水揚金額が増加した理由としては，選択漁具を導入した効果としてヒラメ，

カレイ類を中心とした単価の向上や活魚出荷率の向上が考えられる。

② 10年度の 4 月から 5 月は不漁が続き，操業最終月の 5 月には状況が幾
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分好転したものの，期間全体では士、i 前年度比が水揚最で約81%，水揚金額

で約77% と下回る結果であった。また均単仰については，サルヱどが

前年度の 9 倍以上漁獲されたため，結果として平均単価を下げ対前年度比

約95% であった。

以上の事から ， ?r.~\期途中からの不漁のため，水揚げ状況がjgわしくなかったが，

全「改良漁呉j 使用期 16' と従来漁呉使用期間(平成 9 年度)を比較しでも，水揚

i設で前年比92.8% ，水揚金額で97.7% と水揚量は減少したが，漁獲量はほぼ前年

並の水準となった。これは，選択漁呉の使烈による単価の向上や活魚 I L\持率5の向

上が水揚金額の減少を底支えしたといIj~訴される。

また，改良選択潟、兵のウインドウの導入は，小型の漁獲対象穂であるネズッポ，

キス及びアナゴなどの漁獲量の減少からも検察されるように.相当毘;の幼ffÊf誌の

保護も国られたものと考えられた。

関受賞期の特色

(1 ) 技術

ア f改良選択漁具J 開発の経緯

銚子市の小型底びき網漁業者のグ、ループは，平成 6 年頃から漁場の浅い海域で

j~ 悶i'l~のサルヱビを獲る!僚に混獲されてくるヒラメ カレイ類等の幼稚魚を将来

の漁獲対象資源として残すため操業海域を自ら iMI浪し，船上に揚げたものを生き

たまま海ヘ戻すことはできないかと考え行動してきた。混獲されるものの中には

自分達が脳を与えて放流したマダイやヒラメの幼税魚も入ってきていたが，これ

らの幼稚f立は商品としての価値がないうえ，活力もないので他のゴミとともに海

中に投薬せざるを得なかったからである。

イ 開発の概要

① 平成 8 年度までの取組み

平成 7 年度から 8 年度にかけては底びき漁具最終部分のコッドヱンド

(魚取部)に魚類と幼稚魚、が入る上経!とサルエピの入る下網を設け，下網

の入り口に仕切り綿を付けて魚類の分離を試みた。
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計 9 田の試験操業を実施し 水中ビデオ映像からは仕切綿が大きく弛ん

でいる状況や，魚やヒトデが仕切網に留まり，仕切網の分離機能を妨げて

いる状況が確認されたので様々な検討を重ねて試験操業を実施したが，有

効な解決策を見いだせず 仕切網を用いた漁異については開発を断念する

こととなった。

第 2 図 仕切り網のある当初の試験網

//τ-乙

② 9 年度の取り組み

総書a
t t t 

魚

エピ

9 年度は仕切網をはずし上網への口を三角形の関口部にしてみたところ，

魚とエピ類はよに，ゴミ等の央雑物は下に分離できたので，この漁具を基

本形とする改良漁具の開発に取りかかった。上網には商品となる大きい魚

類，エピ類からヒラメ，カレイ類、から幼稚魚類も入るので，上網後部の天

井部分を自の粗い網(ウインドウ)としてみたところ，幼稚魚はほとんど

そのウインドウ部分から抜け出ていくことがわかった。

第 3 図 関口部のある(仕切り網のない)試験絹

上網
f-- ーー+魚・エピ

.欄事世爽雑物
下網

爽雑物:ゴミ、ヒトデ、貝殻、小石等
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第 4 図 関口部のある(仕切り綿のない)試験網

従来の底曳網

曳網持の形状

設計時の形状
4 

選択網く

¥ 
曳網時の形状

ゃ
ぺ
〉
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③ 最終型 f改良選択潟、呉J

この間，千葉県銚子水産事務所や茨城県波崎所在の水産工学研究所と連

携をとりながら，様々な漁呉構造を検討するとともに，製作して水中ビデ

オ撮影等による入絹物の分離状況を観察し 「改良選択漁呉J の陪発に漕

ぎつけた。この最終型は通常の底引き網漁主主の下に入り口部分の丈を低く

したゴミ用の袋をつけたような形態で天井網の一部を幼稚魚を逃がすため

のウインドウ(大目網)にした憾めてシンプルな形のものとなった。

実際に平成10年度漁期の平成10年 9 月 10月さらに 11年 5 月と 6 月にこの最終

型「改良選択潟、呉J を実地に使ってみたところ，分離状態がよく幼稚魚類を逃が

しながらも漁獲物と不要なゴミも分けることができるという成果をあげるにいた

った。漁獲物の活力もゴミと分離したことによって増し この漁呉を使えば経営

の安定につながることが判り，実地に全船が使用し始めた。

ウ「改良型漁具j の特色

選択潟、呉の開発試験や実証化試験及び平成10年度漁期金船一斉導入の結果か

ら以下の効栄が招握された。

① 上袋網の上面に小型魚が逃避できるように大目網 (6 節網)を使用した。

このことにより，これまで，混獲，投棄されていた小型魚を保護できるよ

うになった。

② 漁獲物の傷みが減少し，ヒラメ，カレイ類などの品質が良くなり単価‘と

活魚、での出荷本が向上した。

③ 選別作業が軽減された。仕事量約20%削減したことが判った。

④ 混獲された魚、を生きたまま海中に戻すパックフィッシュ(平成 9 年度漁

期から流水式の水槽を船上に準備し，海中に戻す魚を一時入れておく。)

が可能となった。

(2) 経営

千葉県沿岸漁家の平成 9 年平均漁業収入が870万円であるが，この小型底び、き

網漁業の過去ら年の平均は， 1隻あたりの水揚量30 トン，水揚金額は2. 200万円， 1 

航海あたりの水揚量は300kg，水揚金額は22万円である。
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このグループの小製機船底曳網漁船が一丸となり 限りある水産資源の維持地

大;を i諮るとともに，その水産資源を次|立代ヘ手渡すためという強い決意から生ま

れたものであるが魚にやさしい底曳網と資源管理リのために行動を起こせた

のは，年間 9 ヶ月間の操業しか出来ないのに比較的収入の多い漁業の永続性を

んだ、ことと， :(子 9!jJを起こすのに禁漁期間の 3 ケ }"j というト分に考える時間と経済

的な余俗があったこととによるものと考える。

閤普及性と今後の方向

(1) 普及性

全員参加による選択漁具の開発を行ったことにより 資源管理の重要性を漁業

者一人一人が強く持つようになり，最終 f改良選択網J の構造は槻めてシンプル

で，経費も 10万円程度の摺lJIl負担である。

従来の収入を維持しながら無理なく進められる全員参加!の取り組みは，そのこ

と自体が他の地域の漁業者の関心を 11乎ぶことと考えられる。

まず，銚子地区でこの取り組みを他の漁業にも波及させ，千葉県内には銚子地

区のほかにも持絞の漁業で操業している漁船があることから，その漁業者への議

及も I可能であろうし，千葉県全域は言うに及ばず資源管理担漁業を推進していく

ためのモデルとしてもふさわしい取組みであると考えられる。

(2) 今後の方向

平成11年 8]=j10EI には，漁業資が全員集合しての改良選択漁具の合問製作を

行い，船上に前年度に製作した f改良選択漁呉J を含め，全船 f改良選択漁具j

を 2 組ずつ持つこととした。また改良選択漁具j の分離漁獲の状況や網なり

を確認することを目的に試験操業を実施した。さらに「改良選択漁呉j の分良lf:漁

獲の状況(水産試験場のとりまとめによる)あるいはビデオ描影(水産工学研究

所の協力による)の結采もあわせて参考としながら実操業に!臨むこととした。
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魚にやさしい底曳網と資源管理

銚子市漁業協同組合 小型底曳支所

(代表伊藤政明)

私たちが'滋んでいる小型底曳網漁業

は，沿岸を代表する漁業務類の一つで，

海底付近に生息する多穏多様な魚介類

を網で効率的に漁獲するものです。こ

の漁業では，小さなエビなども重姿な

漁獲対象となるため，網の目会いは小

さく，図らずもヒラメ，カレイ類等の
幼稚魚を混獲してしまいます。混獲さ

れた幼稚魚は，商品としての価値がな

いうえ，活力もないので他のゴミとと

もに海へ投棄せざるを得ませんでした。

全図的に資源管理裂漁業が推進される

中，私たちもこの問題に対して手をこ

まねいていたわけではなく，操業自粛

海域を設定したり，小型魚肉放流を行
うなど，資源保護に努めてきました。

しかしながら，このような取り組みに

も限界があり，何か次の対策を講じな

ければと考え，幼稚魚を漁獲しない漁

呉(選択性漁具)の凋発を行うことに

なったのです。

漁具の掬発は，国の水産工学研究所

や千葉県の関係機関と連携をとりなが

ら，構惣段瀦から私たちの仲間が全員

参加し，試験操業や検討会などを幾度

も行い試行錯誤を重ねました。構想、段

階からの全員参加は，漁業者間の意識
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差をなくし，議論を活発に行えるよう

にするためのものでした。

その甲斐があり，平成10年度には，

幼稚魚を海中で逃がすことかできる選

択性漁呉を開発し，全船が一斉導入を

することができたのです。

この取り組みを開始してから今年で

6 年問を迎えますが，現在でも話し合

いを継続し，更なる漁具の開発に努め

ているところです。

今後は魚種ごとの資源動向の把握や

生態についての研究を強化するなどし

て，更なる資源管理型漁業の実践を日

指し，活動を継続していく考えです。



内閣総理大臣嘗受賞

出品財 産物〔水産加工@節類(一本釣り鰹本節)J 

受翼者久保義行

(1斑児烏県枕i崎市宮前 11IJl O)

関受賞者の略歴

久保義行氏の所在地である鹿児島県枕崎市(第 i 図)は，鰹節の生産量が全国

の約42% (Hl O年度)を占める一大生産地である。

店主の久保義行氏(写真;1)は昭和 10年生まれで，地元の普通商校を昭和29

年に卒業し，直ちに家業である鰹銃製 第 1 図宮前町の位置区l

造業に就いた。父が他界し相談相手が

いなくなった後も家業を続け， 2 年前

からは息子も従事し，現夜は奥様を含

め家族三人で鰹節の製造を行っている。

間氏は，明朗閲逮であるとともに旺

織な研究心と行動力を持ち，枯本節製

造業者のなかでは歴史の浅い店ではあ

るが開業者のゆでも堅実な蹴いをする

人として，高い人認を得ている。

また，これだけの技術を習得するた

めには並はずれた努力を要したであろ

「一一一一一一………一一
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うと，改めて敬意を表する次第である。

この節製造に対する白信が，非常に厳しい

環境に置かれている枯本節製造業で生き抜く

決心をさせたと推察できる。先代の小三郎氏

も仕事の虫であり，旺盛な研究心の持ち主で

もあったようである。その背中を見ながら育

った義行氏であり，今は後継者である子息に

も伝承してほしいと願っている。

関受賞者の経営概況

久保尚店は倒人経営であり，義行氏の他に 写真 1 作業をする久保義行氏

子息と奥緩の家族三人で鰹節製造業を営んでいる。ここ 3 年間の純所得金額は 3

00万円前後で推移しており 厳しい経営環境の中 健全かつ安定した経営状況

にある。従業員に対する賃金は，白色申告で経営しているため給料明細はないが，

枕崎加工業組合と鰹節職工労働組合の簡で毎年交わす賃金協定に基づいて，毎月

支払われている。また，労働環境面では，前述した鰹節職工労働組合の協定書の

定めに従って休日を設定しているとともに，作業労働の分担等は，その司の体調

に記慮しながら毎日 3 人で話し合って決めている。

商品の販売は，東京の鰹節問屋が中心であるが，将来は自社販売を強化する構

想を持っている。

同商店の工場面積は約200m'で，その中に約50níの倍乾室と約20níの米地下式

の煮熟釜が設置されている。室は工場に隣接するが別棟であり，約30m' で、予

備室と徽案に 2 分されている。また，本出品材に関連する主嬰な機械類は煮熟議，

ボイラー，グラインダーなどである。

工場の環境対策や衛生対策は 評価すべき点が多い。魚の処理最は一日に500

kg程度であり，一度に大量処理をしないことから原料魚、の鮮度低下臭を少しも感

じないとともに，鰹節に不要な頭，内臓，腹肉等は，黒豚を飼育する業者や塙辛

製造等の加工業者が引き取りに来るので きれいに分別されたのちに処分されて
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いる。また，背'符は館i と‘緒に煮熟した後，乾燥させてから粉砕し， ì'j IJ り工程で

tl:lる粉米とともに飼料業者が銭い取っている。

このように，凶形残浮が全く残らない工場であるとともに，道具の手入れや床

の洗浄等にも結II心の控意を払っている。さらに，製品の保管場所は，網戸の付

いた部屋に保管しており，ネズミや虫、の進入防止と，風通しをよくして品震保持

に努めている。

盤受賞財の特色

本出品財「一本釣り鰹本í'[(î J は，節製造業者の設もが I=J 傑にする鰹節であり，

久保義任氏が後継者である子息に製造技術を怯授する Iドで，精魂込めて作りヒげ

た枯本節である。その概要・特色は次の通りである。

(1) 原材料

ア原料魚

枯本節を製造するためには魚体草が 4 以との大型で脂肪の少ない南方カツ

オが必要である。また，雄節(背側)やJItlt節(腹側)として市販するためにも大

型j誌が必要とされる。

カツオは田遊魚で日本近海を北上するにつれて脂肪がのり，三臨沖で捕れたカ

ツオを用いると油節になる。 rfI:Jの酸化で起こる肉の灰白色化(しらた)と香りの

消失が生じることから，枯本節には適さない。

最近では，近海の一本釣りやまき網で漁獲されたものだけでなく，東南アジア

方面からの輪入魚、も原料として使用している。

イ 焔乾期木材

煮熟して骨抜きと修繕を終えた節の水分を除くために火山のjこで焔乾するが，

m いる薪材にはナラ，カシ，クヌギ等の硬木類が最適で，県下の離島からふんだ、

んに供給される。

ウ 徽付け周優良徽

香りが良くて，保存性の良い枯本節を作るためには徽付けが不可欠である。
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般的に用いる徽は味噌，醤油の他に日本酒にも使われている徽と同属のアスペル

ギルス属 (Aspergillus) であるが，それらと種が異なり，タンパク繁の分解が弱

く脂肪を消費するグラッカス，ルパー，レペンス (glaucus ， rub巴r ， 1巳pens) 等を優良

徽として賂いている。また， これら優良徽は枕崎市に自然繁殖している。

(2) 製造工桂

枯本節の製造工程を次に示すが，調理，煮熟，焔乾，徽付けの 4 工程からなる。

ア調理工程

童三三百→匿亙藍亙→|腹肉の i除去i→|内蔵の i珠去i→区蓋→重亙互IJ→擾璽:!1J

原魚が凍結魚であれば流水で解凍する。鮮魚であれば死後硬直に達しているこ

とを確認してから頭落し包了で頭を歩留まりが高まるように切断する(写真 2) 。

次に腹部の肉(はらも)を除くが，その i僚にも歩留まりを高めることに配慮する

必要がある。さらに，内臓を除去するが，腎臓は除かない。血抜きのための水洗

をしてから身おろし包丁で 3 枚に切り縦し，身部り倍了で側線の骨に沿って切断

するが，雌ÍìÎlの歩留まりを高めるために，骨はi1tjt節側につけて切断する(写真 3) 。

写真 2 原料カツオの頭の切断
(階段状の切口は護摩節の特徴)

イ 煮熟工程

監llil→軍調→匿盟

写真 3 身おろし作業

身割によってできた雄節や雌節は，部分的に肉が割れていることがあり，特に
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冷凍魚の場合は頻繁に生じる。これには満れた紙を了察に巻き付け，尾鰭から取

った符で止めることにより元の形状に整形する(写真 4) 。整形した節は概線部

分が寵の践に接するように龍に並べる(写真 5) 。

能は 10段に積み上げて煮熟釜に入れるが，高く積み上げることから「龍立てj

と 11札抗議入れは強火で加熱し，沸騰してから 2 時間程煮熟する。その掠 11長掘

は通常85
0

C を越えではならない。久保氏は80 0C を目安にしている。その後，釜

から取り出し，そのままの状態で風通しの良いところで 肉がよく締まるまで冷

却する。

4 身割れ補修作業 写真 5 に節を並べる

ウ倍乾工程

重重軍→躍轟→軍軍→置轟→監璽一歩蹟盟ーゅ医~→霊国

冷却した節は龍からγ策に取り出し.身崩れ防止に巻き付けた紙を「窃に取り

除いてから，符抜き斤i ピンセットで骨を了寧に抜き取る(写真 6 )。符が残ると

倍乾中に変形が生じるので丹念に抜き取る必要がある。また，頭部側の堅い表皮

と皮下脂肪の除去，節に残した皮に生じた水膨れの水の除去等， T寧な作業を要

する。

修繕とは骨を外した跡にできる穴や加熱で生じた身割れ部分に肉糊を充填する

作業のことである 7)。加熱してから筋を除いた肉と生で筋を除いた肉を

混合して肉糊を作るが，混合比は店によって異なり，久保氏は腐敗を心配して生

肉を 15%程度に止めている。肉粉jを充填して補修する道具を「もみJ (鹿児島)
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または「そくい J (高知)と呼ぶが，修繕作業のことを道呉名で呼んで、いる。

写真 6 表皮除去・骨抜き作業 写真 7 修繕作業(肉糊充填)

修繕を終えた節は焔乾用の龍に入れ充填肉がなじむまで放置する。:倍乾室は高

さが 8m あり， 5 段の棚に仕切られ，最下段と最上段から火山までの距離は約 2

m と 7m で，火床で、は 4 角に火山を作り， 20 日間の焔乾中は火を絶やさない。ま

た，放冷は最上段に移動させることで補うが，変形を紡ぐために，節を頻繁に裏

返すことも重要である。最下段に温度計を置いて85 0C に保温し，水分を20%程

度まで減じて荒節を製造する(写真 8 )。

エ徽付け工程

直司→墜璽→軍軍→匿亘盟→E盟→匿11 ~tl→盟主君→匝重量

荒節は表面がタールで覆われ，ざらざらしているのでその名が付いた。このま

までは徽が付かないので，節の表面をグラインダーで削り， ff~を整える作業を哨IJ

り J と呼び，作業終了後の節が裸節である。晴天日下で 1 臼乾燥させてから徽室

に隣接する予備室に 2 日間ほど霞き 徽が付きやすい状態にしてから徽室にいれ

る。

節は20 臼間諜経っと表面に褐色の徽が覆う。これを 11 番徽j と呼ぶ。表面

の水分が多いと，白徽に覆われ，製品を駄自にするので徽室に入れるタイミング

は慎重に行う必要がある。徽室から取り出した節は，風通しの良い所で日乾し，

ブラシで徽を落としてから放冷し，再び徽室に同期聞入れて 2 番微を付ける。
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l' 記の工恕悶には 2 添徽までしか記してないが，この作業を 4 回繰り返し行い，

4 香徽をブラシで落として枯本部ができる(写真 9) 。その関，どんなに煩くて

も半年を袈し，長い 11寺は 1 年を要する製造工程である。

8 焔乾後の荒節 9 4 f，lff徽づけ後の枯本節(t1Uí'î)

(3) 特色

用いる原料魚は多くの一本釣り鰹の中から の原料を吟味し， 1 年近くを

する製造工艇を厳絡に経て作り上げた商品で，特徴としては， 1) ;当鮮度の一本

釣り原料にこだわることで 製品に駿味が残らず 2) 優良な徽(カピ)付けに

より，脂肪が少なく香l沫が強く， 3) 形状が美しくて，長期保存に耐える堅い製

品にf:1:上がる等を挙げることができる。

さらに，試食調査では，本名古 tmの外観の美しさに最初に鰐かされたとともに，

ì'í IJ りたてのものを直接噛んだ、ときの味は，離 i沫が少なく，核酸の I沫と独特の香り

を強く感じ，また，おっゆ出汁での調査では泌iが極端に少なく ， 1i，投付けがで

あることから，味と香りが強く，透明であり，かつ，つゆが冷えても l沫が変わら

ない等極めておい評価であった。

なお，技術，品質i立iだけでなく価格凶でも大型魚をm いながら単価が2.8千円

/kg (卸値)と，標準的な似絡になっており， ;:]<め安ざという点も大きな特徴の

ーっといえる。
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関普及性と今後の方向

枕崎市には80の節製造業者が存在するが，そのうちの50業者が久保商店と同

様に枯本節を製造している。現在の枯本節の製造技術は約300年前の延宝年間に

揺磨麗佐之助の手によって高知県土佐市宇佐町で確立し， 50年後にはその技術

が枕崎市にも伝わったと記されている。枕崎市においても枯本節の製造技術は極

めて小規模な業者により継承されており，枕崎市はその存続の必要性を痛感し，

水産課に流通加工係を設置してきめ細やかな対応を行っている。

本出品別の第16囲全国際節類品評会における成績は，品質審査97点，食味審

査99点であり，技術力，安定性，市場性ではすべて満点という評価を得ている。

また，現地調資で一本釣りへのこだわりと存続の危倶を尋ねたが，まき網魚でも

同レベルの製品ができる技術を息子と共に開発したいと 抱負の程を語ってくれ

た。

以上のように，約300年の歴史を持つ枯本節の伝統を独自のこだ、わりと高い製

造技術を自らが継承することはもとより，激減する枯本節業界にあって，子患に

枯本節の製造技術を継承することは勇気と決断力を要することであると特に評価

したものである。
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日本の食文化「かつお節J づくり

久保義行

私は，県立枕崎高等学校を 11百平1129

年 3 丹に卒業すると|河I!寺に実家の久保

小三郎街店に入り，今日までの40数

年 Itむを機筋製造筋に生きてきました。

この i滋には，さまざまな出来事があ

りました。

昭和32~33iF ごろ，問屋の不況に

より苦境に陥る体験をしたことがあり

ました。このころはまだ， tXI崎のすべ

ての加工業者が仕上節だけを製造して

いる時代でしたが，徐々に予定節(花か

つおの原料)が製造されるようになる

と，その後急速に普及していきました。

昭和40年代半ばになると，持IJ りパ

ックが開発され，爆発的な人気が出た

ことから仕上節が袋ill気味になりまし
たので，私のヱ場でも昭和45年煩か

らパック原料の下請け製造を始めまし

た。 仕上筒Iを製造しながら生きていく

ための手段でした。

昭和49年に始まったオイルショッ

クでカツオ一本釣船が減船され，節加

工用原魚が不足したことから，まき網

船のカツオや海外のカツオが注目され

るようになった昭和50年代後半にパ

ック業界の競争激化に伴ない，在、は仕

上節を中心としながらも f荒節 JÍIl合

抜J 製造へと移行していきました。

かつお節が粉米や液体調味料の原料

として利用されるようになる中，力11工

用原魚も園内だけでなく海外からも大

訟に調達されるようになり，大手業者

の機械化と省力化による大量生産や業

界の淘汰が進んでいる現夜，姿日îi製造

に必姿な技法や妓術は，失われつつあ

ります。

私達のような零紛1業者は，生きる術

として基本を忠実に守りながら製造す

ること，特に!祭料魚の選定や煮熟，ば

いi紘形状を大事にした伝統的製法を

大切に守っていくことが私どもに課せ

られた使命であると考えております。

日本の伝統的食品のひとつである

f鰹節j の l切りたてを食べる議びをひ

とりでも多くの方に l沫わっていただけ

ますようこれからも，手間と H院をかけ

た製品づくりに後縦穏ともども精進い

たしてまいりたいと存じます。
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受賞者

日本農林漁業披興会会長賞受賞

出品財 生活(生活改善)

久見農水産加工グループ

(島根県隠岐郡五箇村大字久見)

震畿地域の概要と受賞者の略歴

)
 

4
B
i
 

(
 

地域の概要

五箇村の概要

島根県揺蚊島は風光

ア

明婦な大小180余りの

島からなり，大L1j 隠、 i妓

国立公爵に指定されて

いる。豊かな自然が作

り出す変化に富んだ景

観と独特の動植物の生

態，後鳥羽上皇や醍糊l

天皇にまつわる遺跡が

数多く残る歴史の島・

花の島である(第 1 図)。

五節村は，隠岐諸島

烏後の北西部に位置し，

第 1 図 五箇村久見の位置図

36' 

35'30 35'3日'

132' 
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人口は約2， 200人で，そのうち 250人が農林水産業に従事している。

村の漁獲販売高は l 億 7 千万円で，その76% を大型定i道網が占めている。農業

の生産額は Z 億800万円，他に林業，公共事業の建設業が主な産業となっている。

気候は比較的温暖であるが，冬期には北西の季節風が強く，積雪が20cm~30cm

になることもある。

イ 久見地尽の概婆

当該グループのある久見地区は，五倍村の中心部より車で 10 分程の最北端の

漁村地域であり，世帯数日戸で農家63戸，綿、家63戸，林家20fヨとすべての殴殺が

農業と漁業の両方に従事する文字通りの「半農半漁j の集搭である。

農業は水稲作中心に;芸大自小諸等の栽i乱議肢も行っている。

漁業形態は採只諜が中心で「かなぎ治J のほか一本釣り j や「自イカ抑J

も行われている。

ウ 地域の高齢化及び高齢化対策

五箇村の高齢化は進み，高齢化率 (65歳以上H丈島根県全体の22% に対し， 32%

に達している。特に久見地区では， 60歳以 1:の人口が全体の60% をおめており，

栂めて高齢化が進行している地域である。

このため，五節村では過疎地域活性化計画j 等に基づき高齢音福祉の充実

を図ることとし，福祉施設の整備や住宅福祉の充実に取り総んでいる。

また，農林水産業の担い手として高齢脅が，その経験と技術を活かせる活動を

積極的に支援していくこととしており，当該グループの支援も行っている。

(2) 受賞者の略歴

ア 久見農水産加工グルーフ。結成の経緯

久見地区では昭和61年の村立久見小学校の廃校を契機として，地域の活気が失

われていく状況が顕著になってきた。このため「地域に活気を何とか取り戻そ

う J と考る有患 7 人が昭和62ifに結成したのが当グループである(写真1)。

活動のスタートに当たっては，地域でとれる農水産物を活用して，高齢化の進

む地域内の農林漁業従事者の健康管理に役立つ加工食品を製造販売することを第

一の目的とした。当初は，メンバーがそれぞれ持ち寄った加工原料と一人当たり
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5, 000円の出資金という小規模で

のスタートであった。

イ 久見農水産加工グループの

現在までの経緯

グループ結成当初から始めた低

塩味噌の生産・販売は，グループ

構成員の手により原料大豆の

から加工まで一貫して行い，村内

の福祉腕設，学校給食，一般消費

者へと販路を拡大していった。 写真 1 久見農水産加工グループ

味11曽加工が軌道にのる一方，王子成元年から 3 年にかけて，子供から高齢者まで

幅広く食べてもらえる菓子類の生産を開始。 Iそば菓子かりんJ 等を開発，島内

の土産物店や各種イベントでの実演販売を実施した。

平成 6 年から地底でとれる魚介類 海草類，山野草を使った特産品っくりに取

り組み，島根県の試験研究機関での加工技術研修を受けシャクナゲせんぺいj

fいかすみせんぺいJ I海草せんぺい」等を開発。そのうちいかすみせんぺ

いj は平成 7 年度島根県加工食品コンクールで優秀賞(県知事賞)を受賞，五箇

村を代表する特産品となった。

当グループの活発な活動に対しては，村が大きな期待を寄せており，五節村が

農水産加工を地域活性化の柱の一つに位置づけ，平成 9 年に独立採算制の加工公

社( (財)五臨村加工公社)が久見地区に五箇村特産品加工場を建設した際には，

久見海産加工グループ(=五筒村漁業協同組合婦人部加工グループコ=生鮮海産物

加工)とともに，特産品加工場運営に参闘し，現在の久見農水産加工グループの

体制となった。

ウ 現在の活動状況

当グループは，五笥村特産品加工場の運営に参画し，加工品の生産・販売，加

工計画樹立等に主体的に参画している。現在 生産・販売している品目は「減塩

味噌J ， Iいかすみせんぺい」等の菓子類 「トビウオの薫製J 等の海産加工品

などその数は20種類にのぼり，販路につでも島内の土産店の他，県内の観光施設，
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各種イベント等へと広げている。

地域で豊富にとれる農水産物の新たな活用方法としての新製品の開発・試作中

である。

また，加工品の生産・紋売に加え小中学生のせんぺい作り体験学習，観光客の

加工品作りの体験ツアーの受け入れも行っている。

(1) 経営概況

ア 加工場参固までの経営状況

昭和62年度グループ結成当初は，

地区内女性有志 (7 人)がそれぞ

れが，持ちょった加工原料(大立)

と一人当たり 5， 000円の出資金で

低塩味噌の製造加工販売を始めた。

この味噌製造に当たっては，グル

ープでi味噌製造施設許可を取得し

ての開始であった。

王子成元年からは，菓子類の製品

開発に取り組みそば菓子かり

んJ を開発，島内土蔵物店で販売

するとともに，各種島内イベント

で、の実演販売を行った。

平成 6 年度から地区で採れる魚

介類，海草類，山野草を使った特

産作りに取り総み，グループ

員が， しまねの味 I~自発センターや

広島県に出かけ，せんぺい焼き技
J 写真 3 いかすみせんぺいj 他スナック

術研修を受けシャクナゲせん 菓子類

受賞者の経営概要

写真 2 通産加工品
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ベいJ ， rいかすみせんべしリ海草せんぺいj 等を開発した(写真 2 ・ 3 )。

特に「いかすみせいべいJ は平成 7 年度添加工食品コンクール最擾秀賞(島根

県知事費)と全国加工食品コンクール優秀賞(食品流通局長賞)を受賞し，その

製品は高く評価され，村を代表する特産品となっている。

グ》ループ活動により生じた剰余金は，分担金として支払われたほか，技術研修

費用として積み立てられたり 加工設備の購入費等に充ててきた。

イ 特産品加工場への参画

平成 9 年度に五倍村が農水産物

加工を地域活性化の柱の一つに位

謹ーづけその振興を図るため， 3.虫立

採算性の加工公社が久見地区に

f五箇村特産品加工場j を建設し

た(写真 4 ・ 5) 。

当グループが，この加工場の運

に参顕するにあたり，

① 過去のグループ活動で培

った自主性の尊重と加工技

やf>j，加工生産・販売実績等

を適正に評価する。

② 特産品加工場運営協議会

の構成員としての参画を認

める。

③ 運営協議会において，収

支決算状況，作業環境の

備，設備機器の整備につい

て意見発言できる。

④ 販売戦力を強力に進める

写真 4 五笛材特産品加工場

写真 5 加工場内作業風景

の条件の合意が得られたことに伴い，久見海産加工グループとともに，特産品加

工場への参入することとなった。
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(2) 現在の経営概況

現在，農水産加工クPループは，菓子加工部門 6 人，生鮮海産物1JIl工部門 5 人の

11 人体制での陣答である。各人それぞれの役割(資材係 出荷係，配送係等)分

担があり，生き生きと活動;を行っている。

ア活動内容

当グループで生産・販売している品悶は，現在「低塩味 11国 J ， I平もち J ， I い

かすみせんぺいJ Iジャガイモスナック J 等の菓子類飛び魚の蒸製J I塩蔵わ

かめj 等の海底物加工品など20品目あり，販売先も島!大J • Y町村の観光施設・土産

物自，各稜イベントなどへ京げている。

J!!l J或で思:寓に採れるトビウオを原料とした，新たな加工品として fカルシュウ

ムせんぺい J (仮称)の開発・商品化を進めている。

久見地区にある特産品加工場において，菓子類加工及び海産物の加工を行ーって

おり，通常，菓子1m工部門は 3 人で一日交代，海産物加工部門はら人が加工作業

に当たり， 一日当たりの作業時間は 4 時間から 6 時間躍度である。季節により，

海産物加工部門では，生鮮fÆ~の処理のため作業が10時間に及ぶ場合もある。また

各種イベント時には，グループ全員が実淡・販売員として参加する。

当グループは加工品の生産・販売にとどまらず，後継者の育成(10年度に l 人

(30歳代)) ，村内の小中学生の体験学智，よる根大学の学生の産業体験学習の受け

入れを行っている。

また，隠岐島を訪れる観光客を対象にした f隠岐島農林水産業体験ツアーJ を

受入れ加工品作りを体験させている。

イ 経営内容

昭平1162年に地域の有志により低撫1床 11自 J '佐藤・販売に始まった加工グルー

プ活動は，平成元年から菓子類の生産も開始，その後次々と新製品の開発を行い，

平成 7 年には県の補助事業により，新たに加工機械を導入する事により，

の向上が悶られた。

これに，平成 7 年度の島線操加工食品コンクールで最優秀賞を受賞することで，

当グループの売上も伸び，平成 8 年度で約700万円に達した。

平成 9 年度には，当該グループと一緒に特産品加工場に参離する事となった久
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見海産物加工グループ(平成 8 年度売上額約400万円)の総売上額は 1 ， 700万円に

達し，現在に至っている。 (9 ・ 10年度の収支状況は下記のとおり)

グループ員に支払われる賃金は 現在時給750円で加工場での作業の他，イベ

ント参加等についても，時給で支払われる。

グループ員の年間の収入は，平均 第 1 表特産品加工場会計

80万円程度 (40~ 120万円)であり (単位:千円)

島内パート賃金より幾分低いが，地

区内(歩いて 5~IO 分)での就業

であり，女性に適した作業でもある

ので，意欲的に取り紘んでいる。

i三 分 平成 9 年度 平成10年度

売上の産主部主 17.320 17.886 

t海ミ 品品 7.011 8. 283 
5.112 5. 131 

も ち 3. 176 2. 946 
その他 2.021 1. 526 

経費のの後他音日経経 16.221 15.202 
EそZ 費費 13.434 13. 113 

2. 787 2.086 

乗除金 1. 099 2.118 
(3) 経営の成果及び波及効果

平成 9 年度より，五笛村特産品加

工場で加工生産を始めることにより，売上額は年間 1 ， 700万円までに増大し，事

業経営も安定し，剰余金も計上するなど，当グループの活動には，村も大きな期

待を寄せている(第 1 表)。

また，地域の農水産物資源を活用した生産・加工・販売など高齢者が核となっ

て地域の活性化に大きく貢献する活動として，当グループの事例は閉じ目様を持

って活動する他の高齢者グループに対する示唆に富んでおり，臆岐島のみならず

高齢化の進行が著しい島根県全体のモデルとして，その波及効果は大きいものが

ある。

露関受賞財の特色

農林水産物の消費地である都市部から距離的にも時間的にも大きく離れ，交通

事情も不利な離島にあって，当グループが義実に実績を伸ばしていることは，大

きく評価されるべきものである。

当グループは，地域でとれる農水産物を活用して 「高齢化が進む地区内住民

の健康管理に役立つ加工品を製造販売しよう J と昭和62年に結成された志を今な
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を持ち続けながら活動を続けている。

新たな加工品の導入や新製品の開発に当たっては，グループ員全員が，活動で

得た賃金を貯蓄し，島外や!県外(広島保)まで出向き，加工技術研修を行い技術

向上に努めてきた。また，平成 7 年には新たな加工機器を購入(導入)し生産の

向上を留り，着実に実績を伸ばしてきた。新製品のパッケージについてもおろそ

かにせず\県の研究機関の協力を得，検討を重ね決定している。

このような，長年の活動の中いかすみせんぺいj は平成 7 年度島根県加工

食品コンクールで最優秀賞(県知事賞)を受賞している。

当加工グループの加工品は，隠岐烏というより 島根の特産品として認知され

るようになった。

当グループは活動を初めてより. 10数年が綬過しグループ構成員の大半が65歳

前後となりいわゆる「高齢者活動グループ」とはなっている。

しかし，とかく"生きがい"としての部分がクローズアップされる高齢者の活

動において，当グループの長年の活動は，地域産業の振興の一翼を担った活動で

あり，事業としても成功をi収めている点は特に優れていると思われる。

襲撃普及性と今後の方向

こうした，当グループのように，地域で生産される農水産物を加工・販売し，

事業として成立させる取り組みは 過疎化，高齢化している地域において，高齢

者が核となって地域の活性化ヘ貢献する活動として，広く県内外への普及性は高

しし

今後も，当グループは，地域農水産物の生産・加工・販売活動を通じ，地域産

業の振興と地域活性化に貢献する活動を続けていく。

当グループは，現在，新製品 fカルシュウムせんぺい」の試作中であるが，さ

らに地域でとれる資糠を活用した商品の多様化を図る必要がある。

I[題、 i妓島農林水産業体験ツアーj の訪問者との交流をきっかけにネットワーク

づくりや，関西，関東の出郷者の組織(五筒人会)に向けてふるさとの味を届け

る等販路の一層の拡大を闘っていく。
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また，当グループ結成持から，製造している味噌製造については，製造・保管

場所の確保が出来ないことから，製造能力があるのに関わらず， *~内の需要に対

応していない状態にあるので，味11留の保管場所の確保を考えている。
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謡、 i妓の特産品をつくる海の幸・山の幸を商品化

島根県五笛村 久見農水産加工グループ

(代表八幡タカ子)

私たちの釘:む，郎、 i岐おなi潟村久見地

125: は， EI 本海に滋i した戸数日pÎの集滋

です。人口の約60% が65燦):)、 k という

きわめてお鈴化の進んだ地区ですが，
多くの人が漁業や終業の第ゅ線で、元気

に働いています。

i也 125:は，昭和61年に保育制，小学校

が廃校となり，活気がなくなりました。

村の小心部からも遠く，創業の 1] もあ

りません。自分たちで特rlit'めを作り，

何とか地 12<の活気を取り戻そうと考え，
有志で昭和62年に加工グループを結成

しました。

当初は，味l明製造締役許可を取得し
メンバーが持ち寄った加工版料と，

人~:Jり 5， 000円の出資金で小規紋なが

ら低邸I床 11訟の生産!坂売を手がけました。

販売対象を村内の潟祉施設やや校給食，

-f，Jlt消費者へと拡大するヅ'].県のlHì
幼 :iF業により力III機 H~を導入し，新製

品開発，卒業の拡大に力を入れました。

そば粉でつくるスナック j凪のそば菜子

「かりんJ は県加[食lTlt コンクールで
奨励't'tを笠従。今では人気商品の Aつ

です。

平成 6 年度には，隠般のf点 fいかj

を使ったいかすみせんぺいと，天然記

念物 fl認 l岐シャクナゲj の花びらをい

かしたシャクナゲせんぺいを尚 rfifl化し

ました。

向品 IJf]){jで一治資労したことは，材

料の調合初合，それに新鮮な原料を JÎËi
j怒・Tlfld込・保存するやでした。

新鮮ないかのすり身といかすみをふ

んだ、んに使った fいかすみせんぺいJ

は平成 7 年度WUJII工食品コンクールで

治俊秀賞を受1't。問年全日立コンクール

でも俊秀災を受l:t しました。平成 9 年
からは村が主主設した力1I工公判に参入し，

"1"心となって活動しています。
現夜， この他， トビウオ近製，玄米

tJ1~子カルシウムせんぺい，餅笥;20純あ

まりの尚品を持っています。販売おも

瀬沼して混在 1 ， 700)]' J[J になりました。

j品在来だからこそ，高齢授だからこそ

できた「上司ふと!日目謝しています。

このたびの受賞を大きな励みとして

生減収役を悶指してがんばりたいと，
会員一同窓欲を燃やしています。
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天皇杯受賞

出品財- むらづくり j舌重力

受賞者石川郷中

(秋田県山本郡峰浜村石川)

むらづくりの概要

(1) 地区の特色

石)11*Jlß中がある峰浜村は秋田県の北

西部に位置し，西には日本海が，北に

は白神山地が広がる。積雪は県内の他

地域と比べると少ないが，冬期は北関

の季節風が強く，平均気温は10.80C.

年関陣水量は 1 ， 419mmで県平均値を下

回っている。

石川地区は，村東部南端の 4 集落か

らなる旧村で，周辺を山林で閉まれた

中間農業地域である。江戸時代には農

耕馬の産地として知られており，鎮守

の竹原神社には馬頭観音が和られてい

る。

地区の総面積は 1 ， 252ha，総位指:数

第 1 図 峰浜村石川地区の位置図
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191戸，総人口 749人であり，経営耕池田積は355h乱(ほかに山林897ha)，農家戸数

118戸(専業農家18戸， 1 兼農家40戸，立兼農家60戸)， 1戸当たり平均耕地面積

3.0ha，農業就業人口 323人となっている。

農業生産菌では，従来は水稲単作中心であったが，現在は水稲を中心に野菜，

そば，大立等の組み合わせによる複合経営を展開している。

(2) むらづくりの基本的特徴

ア むらづくりの動機・

丘陵地に位謹する石川郷中では 慢性的な水不足等と戦いながら，;j(稲単作が

長年続けられていたことから 農家の多くは出稼ぎ収入に依存し，出稼ぎ、者が郷

中就業人口の 2 割を越えていた。

昭和38年に郷中の 138戸を消失する大火が発生し，地域住民がその財産の大半

を失った。この事件後，復興に向けた取り組みのなかで地域活動への一体感が醸

成されるとともに，増加する出稼ぎ者対策として，複合経営への転換による

所得の向上を話襟に掲げ，農業を核とした郷中のむらづくり活動がスタートした。

農業所得の向上のための総織的活動は，国営能代開拓建設事業(昭和43年から

平成元年)への参加と，昭和50年からスタートしたほ場整備を契機としている。

ほ場整備は60ha にも及ぶ大規模事業で，農地の集積，移動を伴うことから，

農家間の意向の相違もあって調整は閤難を極め，当初50%程度の問意しか得られ

なかった。しかし，当時，土地改良区の役員を兼ねていた郷中役員は，稲作の機

械化・省力化による複合部門の拡充のためには ほ場の大区画整備が必要である

との信念から，昼夜を問わず，農家間の調整に努め，事業導入を実現した。

その後，農業構造改善事業によるトラクター，コンパイン等の共同購入や 5 つ

の機械共同利用組織の設立などを経て，複合部門の定着拡大へと展開している。

また，峰浜村では，昭和60年当時150万円余りであった農業所得を 10年間で 5

倍にしようという「もうかる燦業J を提唱し，北海道大学教授や東北農業試験場

職員，村の Z 割に当たる農業者を構成員とする f250人委員会(農業振興研究会) J 

を組織して，農業振興計腐を策定した。郷中の役員や若手農業者はその中心メン

バーとして積極的に参画し 先進事例の勉強会，意向調査の実施，計部作りなど

1
1
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に取り組み，さらに，村に対し，

縫合作物の拡大に必要な集出荷所

の整備やビニールハウスの導入，

露地野菜の規模拡大のための支援

措置などを要請し，地域農業の複

合化の推進に大きく貢献した。

イ むらづくりの推進体制

石川猿Ij中は，明治22年の Iß} 村合

併により当時の石川村が他の 9 村
写真 1 石川郷中からみるソパ:k11lと白神山

と合併し塙川村になった際に，石 地

JiI村の共有財産の管理を行うため設立されたもので 古くから地域の中心的集落

である石川集落と馬辺の外林 稲子沢 大野集落の 4 集落の自治会組織として，

農業生産性の向上と地域社会の振興を期し，郷の融和i をほi ることを目的に活動を

行ってきた。

地域全戸が加入し，その運営は，郷長，副郷長及び10名の役員を中心に行われ

ている。役員は，郷中を 6 班に分けた各班から l 名ずつ選出され， 2班に 1 名ず

つ監事 3 名そを選出するなど，地域性に配慮し，農家・非農家にかかわらず，住民

の意見を幅広く反映できる組織体制となっている。

郷中の構成は，生活面を支える婦人会，若妻会，生活研究グループ，老人クラ

ブ\伝統行事の継泳活動グループ，

石川フェスティパル実行委員会と

石川そば生産組合や現在は農協の

部会として活動している作目毎の

生産部会からなっており，別会

で運営している水道部も郷中の構

成総織である。さらに，郷中を母

体として組織化された生産森林組

合とも一体となって活動を行って

いる。

2 国営農用地開発事業受益地に広が
るキャベツ畑
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襲撃むらづくりの特色

(1) 農業生産直における特徴

ア 稲作の高IM1質・ ~j能率生産システムの構築

農業生産基擦の整備による経営規模の拡大に対応しながら，農業経営の複合化

を推進するためには，揺作作業の効率化・省力化を図る必要が生じたことから，

郷中では， 5 つの機械共同利用組織を設立，昭和50年にトラクター，コンパイン

の稲作機械を共同購入し，ライスセンターの設問を農協に働きかけ，機械化一

黄体系による高能率生産体制を実現した。更に平成 9 年に農協が常楓除湿方式カ

ントリーエレベーターを設罰したことに伴い.コンパインリースによる稲作作業

受託グループを組織するなど高能率生産システムの拡充がほ!られている。

この結梁，大規模稲作農家や稲作作業受託グルーフに稲作作業を委託し，施設

トマトや臨床縫茸に専念する専作的な農業絞常者も現れてきている。

イ 多彩な戦略作物の導入による複合経営の確立

農地造成前の士!日は探ぼく土であり，耕土が 1m と深かったことから，農協の指

導によりダイコン， LLiゴボウなど根ものの作付けを推進していたが，農地造成後，

ほ場の表土が薄くなった地域が多く 地域として根ものに取り組むことが隠難に

なったことから，石JiI郷中の農業者が中心となって果菜類や葉菜類に作自の転換

を闘った。また，複合作物の栽培技術の導入に当たっては，農業改良普及センタ

ー，農協，村‘といった指導機関から栽培展示閥の設置や技術体系の策定など全面

的な指導を受けている。

昭和55f下当初葉ものJ の価格変動が大きかったことから，石川郷中の農家

4戸がグループを作り，全作業行程を共同化するとともに，労働力や資金などを

融通しあって，当時，県内では大潟村でのみ栽培されていたアムスメロンを導入

し，その定着に努めた。その結果，昭和59年には60戸まで作付農家が壊加し，県

内でも有数のメロン産地となった。

しかし，稲作とメロンの作付体系では，大規模水稲農家や家族労働力の少ない

農家には負担が大きかったことから，経営面積の拡大にあわせてメロン部門を縮

小し，キャベツを主体とする土地利用型作物との援会経営に移行している。この
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際，メロンに加えてクリーニングクロップとして小麦を入れた 2 年 3 作体系によ

り，連作障害の田避による品質向上を図り，品種・作型の組み合わせを工夫する

ことで収穫期聞を 6 月下旬から 11月下勾まで拡大し，危険分散を図った。

こうした石川郷中の取り組みは，キャベツ生産を村内全域に普及させ，産地形

成の促進に大きく寄与している。また，農協では，昭和61年にキャベツ生産部会

を結成し，定植機械の導入や種苗供給施設の整備などを行っている。

みょうがは，昭和50年代から作付けが始まり，昭和63年，農協の野菜集出荷所

整備を契機に石川郷中の農家女性 6 人を中心とした農協みょうが生産部会が設立

された。現在，部会員は120名を超えているが，その構成員はすべて女性である。

また，みょうがの技術指導を行う主力農家は，ほとんど石川郷中の農業者となっ

ている。

そばは，脱粒等により収量が不安定なものの，栽培期間が 4 ヶ月と短いこと，

また輪作によって生じる野菜の連作障害を部避することが可能なことから，生産

力向上につながる優れた作目として，転作間を中心に作付面積の拡大が関られ，

現在は，夏キャベツの後作にそばを作付けする体系が中心となっている。

平成 4 年には「石川そば生産組合j が組織され 普通車コンパインの導入によ

る収穫作業の効率化や収量・品質の向上が凶られている。そば生産組合では，王子

成 8 年から毎年新そばの試食会を行うとともに，県農業試験場の指導によって適

性品種を選定し，当初25種類程度あった在来品種を現在 8 品種まで絞り込み，早

・中・晩性の組み合わせを検討するなど，品質と収量の安定を目指している。

(2) 生活・環境整備面における特徴

ア 簡易水道等の整備

石川|郷中の上水道は，昭和38年の大火後，各戸ーの井戸が埋没，破損したことか

ら，郷所有の山林の売却益や村からの借入金を基に，集落内にある山の中腹から

湧き水を引いて独自に整備した簡易水道である。大火の経験を踏まえ 5m l臨で

敷設された道路に消火栓を整備するなど 火災から 7 年後の昭和46年に供用が開

始された。料金は，村水道を利用する他の集落よりもはるかに低く設定されてお

り，水道部が運営している。なお，この低く抑えられた水道使用料金が，洗浄し
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て出精する必要があるみょうが栽培 にも寄与している。

また，石川地区は，自然の豊かな地域で環境問題には縁遠い地域であったが，

近年，生活様式が都市化し 生活雑排水や浄化槽排水等による河川や用排水の水

質汚濁が進んでおり，住民の環境保全に対する意織が高まりをみせている。 11:深夜島

村に下水道整備が計関されると同時に石川郷中は事業参加の意思表示を行い，村

で最初の農業集務耕水事業の実施地区に選定されている。現在，平成13年 4 月の

供用開始に!向けて工事が進められている。

イ 伝統芸能の復活とノト中学生を対象とした伝泳啓蒙活動

石川地域は，江戸時代より農耕馬の産地として知られ，郷中にある竹原告11社の

祭典には東北各地から参拝客が訪れ賑わっていた。この祭典は，参拝客に食事と

して各戸ーからそばが振る舞われたこと，適齢期の娘が客にそばを運び，嫁探しの

親や若衆で繁磁したことから馬祭り J ， [""そば祭り J ， [""嫁見祭J と言われてい

た。

このそば祭りで奉納されていたのが「駒踊り J ， [""奴踊り J であり，戦前，戦

中，戦後と若勢(若い男性)たちが伝承してきたが，大火により消滅の危機に陥

った。

地域住民が存続を要望するなかで，郷中では昭和39年に「伝統芸能保存会」を

結成し，若い男性のみならず，女性を奴踊りに加え，さらに，小学校の授業のク

ラブ活動に位置づけ後継者を育成するなど，地域全体で伝統芸能を盛り上げる取

り組みを行っている。駒蹄りと奴踊りは，県内外のイベントにも積極的に参加し

ているほか，お盆の時期には，駒踊りや奴踊りを自的に毎年!帰省してくる若者が

増加しており，地域間交流やIit代間交流にも貢献し，地域の活性化に大きく

している。

ウ 石川そばを核とした都市農村交流の拡大

① 特産の「石川そば」は，江戸時代からの伝統技法により，地場放のそば粉

100% につなぎとして豆乳を使用しており，健康食として，また， 昔ながらの

風味が味わえることからも愛好者が多く，近隣市町村はもとより秋田市周辺ま

で知名度があったが，生E去最が少なく年末のff-越しそばを日IJ業的に販売してい

る程度であった。このため，石川そば生産組合が組織的に生産・加工・販売に
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携わり，生産量，販売額の向ヒを目指した。

そば生産組合では，試食会の開催や技術講習会等を継続しながら品質の向上

に努め，近隣市町村への宅配を行ったほか，平成 6 年からは地元スーパーへの

通年販売をはじめた。その後， )11質調に販売実績を伸ばし，王子成 9 年には高標登

録を行っている。また，手打ちでは，需要の鳩加に対応できなくなったことか

ら，手打ちの約 3 倍の製造能力を持つ高能率のそば打ち機を独自に製作し，

成10年秋には，さらに能率を向上させた新型そば打ち機を導入して，作業効率

の向上によるゆとりあるそば生産を実現している。

石川郷中では，秋そばの開花時期に当たる 9 月初旬にそばの花見と試食を行

う「そば祭り j をそば生産総合を中心に開催しており，毎年2 ， 000人を越える

参加者で賑わっている。

② 峰浜村では，ポンポコ山周辺にバンガローを整備し，生産者と消費者の交

流に取り組んでおり，平成 7 年には県内初のグリーンツーリズム推進計画を策

定し，秋田市泉地医住民や飯島地区住民との交流を行っている。

石川郷中では，このイベントに積棟的に参制して，そば畑の提供やそば打ち

の指導を行い，訪れる人たちに，都会ではできないそばの収穫からそば打ち，

試食までを体験してもらうなど 石川そばの PR に努めている。これらの活動

により，石川そばのファンも捕え，比例して{也市町村で開催されるイベントへ

の出店要請も地加するなど，そばを通じた他地域との交流が拡大している。

③ こうした取り組みの結果，

消費者から直営そば店の要望が

強くなり，平成10年 12月，農産

物直売所や研修施設と併せて，

そば脂が村の産地促進形成施設

「おらほの館J 内に整備された。

そば生産組合は，おらほの館の

施設利用組合に積極的に参画し，

そば加工品の販売やそば打ち研
写真 3 都市農村交流の拠点施設「おらほ

修等を実施している。ちなみに， の館j
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おらほの館は，開場10ヶバで来

場脊数が50 ， 000人を越えるなど，

)11資制な運併がなされている。

④ そばの加工・販売に 1'1こl 心 (:19

な役割を巣たしたのは，郷仁1" の

女性で組織する生活研究グルー

プである。当グループでは.製

麺業のほかに葉子製造業の許可

を得て，首ーから伝えられた加工
写真 4 おらほの館j のそば打ち体験研

技術を生かし，誠JlIl方法やメニ 修

ューについての研究を行い，そ

ばを使った「お焼きJ. r鰻f1ß!J ，

「クッキ-J などの菓子類を多

数開発し，おらほの舘での

をはじめ，棋倒的な販促活動を

っている。

⑤ 全県的に肖年会活動が停滞

しているなかで，峰浜村も例外

ではなく，まîJ iI郷 III においても

青年会組織は長らく解地状態に
5 おらほの館j
そば店

される直営

あった。しかし，集誌にイベントを求める要望が高まりをみせたことを受け，

郷中の20代から 40代の青年層が中心となって f石川フェスティパル実行委員

を組織し石川ブェスティパルj を食両した。実行委員会は，鯨:年 11 月

に開催されるフェスティパルを主催し，綿菓子，焼き鳥等，肉ら tl:\店するなど

地域内外の住民との交流を縮機的に推進し，さらに，大火以降初年余り中断し

ていた「石川 1写楽J (農民かぐら)を復活させるなど伝統

している。

の継承にも E主t í!l!~ 

⑥ 峰浜村では，平成 11年度から「緑のふるさと協力隊: NGOJ の受け入れを

行っており，石川郷 iゃなど豊かな農村に都市農村交流の椴渡し役を担ってもら
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うこととしている。すでに，神奈川県，愛知県の女性 2 名がおらほの館での販

売活動や石川郷中のトマト栽培施設での収穫作業等，農業・農村での作業を体

験している。

また，ハーブだけの市民農閤「うきうき農園J の整備や香りのオーナー制度

の設置など新たな交流活動も展開しており 石川郷中の農家も積極的に参加し

ている。

(3) むらづくりの成果

ア 多彩な戦111各作物の導入による産地形成の促進

稲作における高能率・高品質生産の確立及び省力化の推進により，複合作物の

生産拡大が可能となり，多種多様な戦略作物の導入が試みられている。消費者ニ

ーズに適合し，高収益が期待できるキャベツ，みょうが，そば，菌茸類，施設ト

マトが戦略作物として定着するなど 一戸当たりの農業級生産額は510万円(昭

和50年対比240%) まで拡大し，県王子均を大きく上回っている。

に，キャベツについては，肉質の柔らかいキャベツの生産や作期拡大技術の

確立に努めた結果，作付面積も拡大するなど県内屈指の産地となっており，村内

にとどまらず近隣市町村での作付拡大にも大きく貢献している。また，菌茸類に

ついても，農協で菌床椎茸の栽培施設を整備し，新規就農者を中心に農家へ低価

格でリースする方式により，栽培施設が年々増加している。

イ 高い技術水準を持った機関東的農家群の輩出

石)iI ~E市中における複合部門の拡大推進には 郷中役員や250人委員会に参加し

た中核農家の J) ーダーシップが強く反映されており，先駆者の高い技術水準と創

意工夫が郷中の農業振興に大きく貢献している。

その J) ーダーの一人米森高喜美氏は250人委員会のメンバーでもあり，出稼ぎ

に代わる冬期間の収入確保のため，椎茸栽培から始まり，水稲，アムスメロン，

キャベツ，小麦，原木椎茸の複合経営を実践してきた。アムスメロンの拡大と暗

による湿害対策，連作時害を防ぐための小麦やキャベツとの輪作体系の確立や

技術の定着など，まさに峰浜村 石川郷中の農業の牽引者として活躍している。

米森氏は，平成 5 年に第22回日本農業賞の個人経営部門で大賞を受賞しており，
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その後，農協組合長に就任し，農協による臨床村j~茸栽培施設や稲作機械リースな

ど，新たな支援策を積極的に実施している。

また，米森高議美氏とアムスメロンの栽培に取り組んだ米森正美氏は，経営の

主体を施設によるミニトマトに転じ， 2， 000坪のビニールハウスによる有機栽塙を

実施しており，施設トマト栽府の牽引農家として郷ゆをリードしている。

そばについては，郷長である米森誠一氏やそば生産組合長米森万吉氏がゆ心と

なり，コンパインの共同導入や，生産性の高い在来品種の選抜，そば打ち機械の

独自開発等を進め，そばの作付拡大に努めている。両氏はそれぞれ，王子成 5 年， 6 

に日本諸表協会主催のそば生産優良経営で農林水産大

している。

ウ 石川郷 1'1" に活気と豊かさを与える女性の活躍

そば協会長賞を

石川郷中の農業女性で組織する生活研究グループの活動は50年の隠史がある。

結成当初は，グループ誌 f改良かまどJ を発行し，農家の生活向上に努めていた

が，その後，複合北の進展に伴い，農業生産部での活動にも精力的に取り総んで

いる。農協のみょうが生渡部会の初代部会長は，当グループの会員であり，女性

だけの生球部会の発足に大きく貢献した。みょうが栽培は女性や高齢者が主体と

なって作付けを行っているが，男性に負けない労働力と企画・推進力を提供し，

今日の郷中農業を担っている。

また，そば加工に関しでも当グループが中心に取り組んできている。生そばの

販売製造に向けて，加工販売所を設罷し， fj苦手1157年までに会員 12名が製麺業の許

可を取得するなど，石川そば生産組合の原型となる活動を展開してきた。最近は，

そばを使ったお焼きや鰻頭，クッキーなどの加工販売を手がけ，菓子製造業の許

可を受けるなど，農家女性の起業家として，管内では先駆けとなっている。

また，グループの後継者育成にも力を入れており，若手グループと熟年グルー

プに活動を分けて，気兼ねのない活動が行えるよう工夫し，お瓦いの成果を報告

し合う方式を採っている。若手グルーフは，集落の環境整備にカを入れており，

集落選や集会施設への花の植栽をはじめ，美化活動を展開している。熟年グルー

プは，昭和62年に生活改慈グループの全思表彰を受賞したこともあり人生カ

ルタJ の製作など年齢に応じた活動;を継続している。
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エ 担い手農業者の確保育成

稲作作業の効率化や複合部門の拡大による経常基盤の強北と農業所得の向上に

より，農業後継者確保率が主業農家で65.2% ，準主業農家で22.6% となっている。

近年，他市町村から婿入りし，主~規就農でピーマンづくりに取り組む28歳の後

継者や東京の大学を卒業後関床椎茸の栽培に取り組む25歳の後継者，農協を退職

し，施設トマトの栽暗に取り組む36歳の後継者が誕生するなど，農業生産現場の

活性化が図られており，高い技術水準と縦営センスを持つ先輩農業者が精神面と

技術面からサポートしている。

オ 伝統行事:の継承等による地域の活性化

地域の伝統芸能である駒踊りや奴踊りを今1=1 まで継示し， 30fJ三余り 1=1" 断してい

た石川番楽を復活させるなど，伝統芸能を通じて地域の融和と活性化を図ってお

り，子供達の地域に対する理解や愛若心の向上に大きく貢献している。

また，これら伝統芸能を通じた世代聞の交流が活発であり，上水道や集落排水

等生活環境も整備されていることから 非農家に転じている欧帯においても次1:1:1:

代の村内定着率は高く，総世帯数や人口の減少が他集落に比べ低く，集落全体の

活性化が悶られている。

闘むらづくりの{憂れている点

(1) 伝統芸能の継承を通じた地域一体感の醸成

石川郷r:J:1のむらづくりの大きな特徴は，伝統芸能を通じた地区住民のー体感の

醸成と地域の活性化にある。江戸時代から伝えられている駒踊りや奴踊りが，小

学校の授業のクラブサ活動に取り入れられたことからも明らかなように，完全に地

域文化として定着しており 石川郷中住民の精神的な基盤を形成している。踊り

の稽古を通じた大人と子どもの触れ合い，祭を通じた地域住民同士の触れ合い，

イベントへの参加等を通じた村内外の住民との交流が 互いの一体感を強めると

ともに，自らが住む地域の良さを再発見する員重な機会になっている。

石川郷中が行っている大掃除，石川フェスティパル，そば祭，さらには農業生

産活動までが，全てこの住民の拐に醸成された一体!惑が基礎となり，一丸となっ

ハ
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た取り組みが!護保i されているもの

であり，伝統文化を治則した地域

活性化の一つのモデルケースとな

っている。

(2) 消費者動向を見措えた多彩

な戦略作物の導入と事業効果の発

理

稲作に依存した生産構造から脱

l~J し収益性の高い野菜等の作付

け拡大により水稲との線合経常を

推進することは，東北農業における

6 駒闘り J r奴踊り J r石川番9i'~J
をいまに伝える郷土芸能保存会

の一つである。

vブ

ノ 石川郷中では， の Jl!! JF]:l彼開

そばの生産を飛躍的に拡大し，

を契機として，キャベツ，みょうが，

さらに，消費者のニーズに応じて，苗床椎茸やミ

ニトマトなど新たな作物にも挑戦し続けている。

多彩な戦略作物の導入に当たっては.指導機関の支援のもとに取り総むべき作

物の選定や技術確立を率先してii うなど，石111郷中 リーダーシップが迭

協なく発障されている。 また，栽地経験の乏しい品店については， 先進農家にほ

場を提供してノウハウを吸収し， 金を共同出資するなどにより，

による平均!の技術定着を悶っている。

イ 生産の拡大，販売の促進に当たっては，結保的に事業を導入し，地域の生

産条件を考慮して， 役割分胞を明確にした取り組みによって事業の効果を最大限

に発JílI している。

稲作者líP'J においては， 協のリースによる大型機械の導入やカントリーエレベ

ーターを積極的に活用することで省力化を図り， 生じた余剰労働力を活mするこ

とで後合部門の拡大が実現されている。

また，農協のリース を活用した栽法施設でトマトや関床H{~茸など新たな作

物に取り組む農業後継資が誕生しており， お)11 郷ゅの を担う新たなリーダー

が育成されている。

特産のそばにおいては.女性を中心に力UT技術を確立し， そば生産組合の設立
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によって，そば用コンパインの導入やそば打ち機の開発等を積極的に行い，そば

の加工・販売の実績拡大につなげている。

このように，米だけに依存しない生産体系の確立に取り組み，多彩な戦略作物

の導入と加工・販売が一体となったそば生産により 県平均を大きく上回る農業

粗生産額を実現しており，他地域の模範となっている。

(3) 農家女性の起業家精神を推進力とした都市農村交流の広がり

地域の活性化に女性が大きな役割を果たしていることも，石川郷中のむらづく

りの特徴の一つである。生活研究グループで活動する農家女性が，女性ならでは

の感性を生かした石川そばの加工・販売を軌道に乗せ さらにその活動を通じた

様々な取り組みが，都市農村交流に発展している。村が運営する滞在施設とのリ

ンクで，一層の都市農村交流の拡大が見込まれる。

(4) 石)11郷中の将来展望

村では，平成 7 年度から新たな農業振興計画として「先の見える豊かな農業の

展開J を推進しており，複合部門の拡大に当たっては生産が急増している欝床椎

茸の栽培施設や種菌の培養施設を第 3 セクターで整備するなどの支援策を実施し

ており，村の農業振興における怒号i者的役割を巣たす石}l 1郷中の取り組みに対す

る期待は大きい。石川郷中自体も，若い農業後継者の活力ある農業生産の取り組

みに期待を持っており，施設栽培による有機野菜の生産や菌床椎茸の拡大等，新

たな取り組みに対する独自の支援を行っている。

そば生産については，おらほの館での産直活動による生そばや加工そば菓子の

販売量増加，直営そば店の営業等により，その需要が急速に拡大してきている。

おらほの館は，平成11年 8 月に「道の駅j として指定を受けており，今後ますま

すそば需要の拡大が見込まれる。

また，駒踊りや奴踊り，石川番楽などの地域に根ざした伝統文化の継承を通じ

て，子ども達の地域に対する環解の拡大や愛若心の醸成等が着実に進んでおり，

農業分野はもとより，非農家も含めた地域の後継者の確保が進み，地域活性化の

揺るぎない基盤が構築されている。

222 



今後は，農業集落排水施設の整備による生活環境のー隠の向上と，直営そば店

に代表される新たな所得向上への取り去11み等を通じて，豊かで住み良い地域づく

りが一層推進されるものと考えられる。

第 2 函石川郷中組織関

第 1 J1E '!石)1 1 ・稲子沢
第 2 JYI : ;P )II ・大型f
Zお 3 班 i;百 )11
第 4 到E 1 石 JII
第 5 JyE i 1'� )11 ・外H
第 6 J1E i '石)1 1

京百111M、落の薦問1;\ら 611ll:
分けて鮒J30戸の斑に溺ijll

稲作作業受託グ比一ブ

't~;Jl金集問:
石JII第…営農集司

石JII第二
石川第三
石川第i刻
稲子沢

キャベツ生産部会
09人)
ミョウガ生産部会
(90人)

闘賞類生産部会
(8 人)

ほか
( )は郷中般家

綿入会\ \若言集会 11 老人クラブ 11 伝統行事継承 11 石川フェス 生間究 11 石川そば
ティバル実 グループ 生産組合
行委員会

上部 11 (印人) 11 ~~部下部 駒悦り (35人) (40人) 2クフトプ 11 (1 1 名)
中古lí 11 11 2 グループ 奴E泊り 09入)
下部 ( 114 人) 港楽(]O人)

(168 人)
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第 1 表農(林，漁)業の概要

i昭和 昭和 平成 平成 最近年
mn 考

5;:;年 60年 2 if 7 年 対日年比 織成上と

総世帯数 204 201 19;:; 191 191 93.6 100 J!}j*後級官[，M!宗本 :11. 9% 

!点 d十f 
tミ家数 16:3 146 129 ]]8 ]]8 72.4 61. 8 l卒業 38.9% 

~ft 内 専業 12 23 19 18 18 150.0 15.3 11ft 57.5% 

)"}IJ 訪て I 1在 93 63 48 40 40 43. 0 33. 9 ::1二業 65.2% 

1 E ~It ;:;8 60 62 60 60 103.4 50.8 ij主 Uì~ 22. ()% 

当主
Ji~ 
内 t 業 46 46 39. 0 認定J1~ 2-r~ …n数 11 名

ゥヲð<. ~}~ 準主ê!!~ 31 31 26. 3 1山!jj 子tE業1ìf'l~汽数 48名

数 2111i1J 主主的 41 41 34. 7 I.Hf家It-~ 55 'rド 26% 

~t二 f民家数 41 0;) 66 73 73 38. 2 i長 i丘 fj:: 2.8% 

数 }、見 O.5ha 未満 15 8 8 9 9 60. 0 7.6 1 jとれ当たり

1会 わ. 5~ 1I1a未満 29 26 16 14 14 48. 3 11. 9 }ドJ匂耕作mJ焚 :3.01ha 

百リ 1 ~ 2 ha 未満 46 41 :38 30 30 65.2 25.4 

2 ha 以上 73 71 67 65 65 89. 0 55. 1 

$1fi 
家

数

j!}f 彩i Jlli 325 352 352 35;:; 355 109. 2 100 地|叉[泌総 1.252. Oha 

J也 内 日j 249 251 251 278 278 111. 6 78. 3 緋J由ヰi 28.4% 

説j 普 iill rf日 76 101 101 77 77 101. 3 21. 7 林野本 69.5% 

ft-1 樹{会!地 。 。 。 。 。 ほJ~h~í~fli1I〆れ

等 訪f 牧翠 flli 。 。 。 。 。 III (30a 1送附) 76.2% 

ha 採 l\Kfj文牧地 対11 % 

水 1¥'il(ha) 240 240 230 230 220 91. 7 平IJJH 係設定ヰ: 11% 
(乍
キャベツ(ha) l 4 ]] 13 15 1500.0 :1:な最査官i;~íil\'l

付 みょうが(ha) 10 12 16 19 475. 0 ノド係十野菜ートそば'UÎÍ加1:

jjjj そ ば(ha) 9 29 50 

干11 ぽH!ミ機茸(上半) 450 

主~rf:を
中ょ~!1ニ rllÎ干ä 9511a 

中え行汚名 102. :l% 

12i 水 稲 350 400 400 400 32;:; 92. 9 53. 7 i 戸当たり
業
キャベツ 3 18 40 48 00 1833. 3 9. 1 IJ'.! -:k tll生児凶(/ 5. lr~lhl り

f.tl 
ヨ7 みょうが 15 30 30 37 43 286. 7 7.1 
�17i そ lま 2. 3 9. 8 24. 8 42 6. 9 
'lfr! 

蔚 1ぷ村仁志f 50 55 44 140 23. 1 
百
75 
|弓
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第 2 表 平成10年度石川郷中行事予定表

生夜間係 !:t 活 [免i 述 関 係
Fl 

各常!山部会 制H~事会 婦人グループ。 老人会 1なまi三会

4 イ手j羽掃除検査の i並り脈りの線河
三た胞

ら 有11 主1: 主宅 d江

産公己、ムヌミ 例1:[士の ìf'H~1
:{Ë5i!, 
村ゲートボール
協会ゲートボー
ル大会参加

6 

7 村婦人会研修参 小伊校への郷土
力fI 芸能伝 7f.ç活動

cl ヶ月)

8 奴出lí り露~y 蹴り米納

能代ILI ヌ1主役治改 五，U自のお5締 フェスティパル
f!q実行グループ . !fr9~前り 1，~k~~rJ
研修会活動参加 ち合わせ北米代

線野球火会

9 !;,Y.. ~前り見切断り 1ぷ約

そばの試食会 秋Jt!J婦i徐検査の 花段づくり縦波 フェスティパル
実施 JZK 1ζ ijgli�i 小学校へ

の郷土25fjE伝承
i丹羽1) cl ヶ月)

10 村ゲートボール 中学校への郷土
大会参加l 3芸能伝承活動

(lヶ月)

11 文化祭!待行川港
楽披露

12 そばの試食会 d工GとAノA戸守 d3h2ミ

01È政施設)
JA 生産者大会

1 民謡Nllí り統治j会
(冬期間)

2 秋 I T:l Y民参力fIアグ 村総人会調政研 i 郷土裟能保存会
1) チャンどオン 修会参加i 先進地視然
シップ参加

3 

信fJ *随時役員会洲 *古紙回収事業 *百五時役員会開
得ー 倣: fll1 
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第 3 表むらづくり年表

生産関連 生活環逮

昭和22 能代から石川までパス開通

25 石川公民銘落成

33 石川幼稚鴎関設

38 石川!地区{大主火 1381投帯が消失
石川公営宅新築

39 石川児童館完成

:tlli開発，パイロット事業開始

45 石川生産森林組合設立(創支持組合員数
195人)

46 石川簡易水道共府開始

48 大火復興記念式典

49 国営パイロット事業，ずい道完成

50 第 2 次農業構造改造主主事業開始 (53年まで)
コンパイン・トラクラ一等導入
ほ場怒俄

56 広域基幹林道「北米代線J 全線開通

平成元 石川!駒E鳴り，村の無形文化財に指定され
る(第 1 i5") 

2 大型悶芸産地育成事業(ビニールハウス
37棟)

3 台風19号襲来，農作物に被主主甚大 石川地区多目的集会施設設置

4 石川そば生EE組合設立(現在11 名)

リ戸 冷害そば用コンパイン 2 台導入
もうかる農業の実践により「日本農業資
大賞j 受賞(米森商議美氏)
石川そばづくりで f農林水産大822む受
1f!i. (米森万吉氏)

6 そば生産優良経営で f日本そば協会長
まわ受賞(米森誠一氏)

9 「石川そばj として商標設録を取得

10 産直施設「おらほの館J にそば店出店(そ
ば組合)

226 



むらのこれから

秋田県峰浜村否} 11郷中

(代表米森誠一)

先ずl~fï昔氏から;長年に 1，[って脈々と受

け継がれてきました夜、どものむらづく

りが，天JSJ杯を受賞しましたことに深

く感動を党えているところでございま

す。

お川郷中のこれまでの歩みは1)として

順風満帆といえず，その rjJ でも， IIfHll 

38年の大火は 1381川作を焼失させ，郷

rjJ の財産は‘!支にそザわれてしまいまし

た。その惨状に郷中の殺しもが術然と

悲嘆にくれ，はたしてえの魚沼に戻れ

るのか不安を抱いていたものがほとん

どでありました。しかし，これが郷小

氏の団結をイm深くすることにつなが

り，見取再建させる原動力になったも

のと思います。

また，昭和40年代に始まった国営能

代開拓卒業でのj災地造成は， これまで

稲単作と出稼ぎ、に絞っていた炭家経済

を，複合経常に転換させるきっかけと

なり，キャベツ，みょうが，ソパ等に

取り組む{民家が多数生まれました。ま

た，受益者の同意を得るために活躍し
た土地改良区の役員や，郷中役員の努

力も忘れることはできません。

最近では，闘派tlfr主主や施設トマト栽

取に取り組む若手段2誌が誕生しており，

-227 

先ず'\，:1:たちを兇t~l い，研鈴しながら列

EI の成業ヘ意欲を見せております。
また， i]Z成 10主[三にオープンした都市

・淡村交流施設「おらほの館j は開店
8 ヶ月で 5 7j人の米#;j~があり，淡産

物などの販売やそば食堂の先り1:.げも

級制に伸びております。特に女性がヰI

心となり野菜などの段産物や，そば力11

[I'ii~， 1l'1 け物，ハーブ'1JnI品の販売に

取り ~ãんでおり，新たな活動のt誌とな
っています。

w.ÿ~i1íり。奴腕りなどの伝統芸能も大

火により消滅の危機に|結ったものの，

地域住民の存続への努力により鍛ええさ

れており， ~J!から子子から孫へと放

郷の:大切さとともに脈々と受け縦がれ

るものと li1li倍しております。

今後も郷 ql氏の…j丙の問 *fi と融和を

大切にしながら，活力とうるおいのあ

る郷土づ、くりを同指し， :f~1t議1')りに l!tz り

車nんていきたいと思います。



内閣総理大臣賞受賞

出品財 むらづくり活動

受賞者 農業生産法人情)農業公園信貴山のどか村

(奈良県生駒郡三郷町信義南畑)

臨むらづくりの概要

(1) 地震の特色

ア三郷町

二郷町は，奈良県の西北部に位置し，大阪府と接している。襟高は最高が487

m，去最低が35m であり，標高差が約450m もある。平担部の年平均気温は15.2
0

C ，

年降水量は 1 ， 413mmである。 第 1 図 三郷町の位置国

JR三郷駅から奈良駅まで約20 I ハ

分司大阪駅まで約50分に位置し， I )六~\ ノ 8� .m. r ~r'ー守} 問V上/ 、v

さらに近鉄線や大阪から名古震に

通じる国道25号線が通じているこ

とから，昭和30年代中頃から大阪

を中心とする大都市閣のベットタ

ウンとして人口が増加し，昭和40

年代初めの約8 ， 000人から，王子成

10年では23 ， 619人と約三倍となっ

ている。平坂部の大部分は市街化

¥ it�; J mじゃι「 了
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広域に指定され，中間地域のi'l号:J:UI地区と勢野地区の北部は農業掠興地域である。

農業については，'jZJ:H地域では，7l<稲，花井，施設野菜，ぶどう生産が行われ，

中間地域で，ヒパとしいたけ生産が行われているが，住宅開発のための転用によ

る農地の減少，農家戸数の減少と萩業化が見られ， 1戸当りの経営規棋も 24a と非

常に零細である。

IIIJの産業は，下駄鼻緒や軽装履き等ーのほか，金剛生駒悶定公開， {言黄山 lj努護孫

法 l経学'f (斑鳩町)， ~t駒 UJ (生駒市)など観光資源を活かした観光産業中

心である。

イ 南側地区

rf詰員会社!のどか村 j がある溺畑地区は，三郷IIIJ の西焔，大阪府，奈良県ーの境に

ある金剛生駒国定公劉の中央部に位置している。標高は270m から 370m のや部地

域で，授かな自然はあるものの急峻な地形である。気候は，夏季冷涼で昼夜のjlül

も大きく，冬季は積雪こそ少ないが厳しい寒さに見舞われることもある。地

区の関側には前述の「伝説ILJ朝議孫子守J があり， I河辺部の高安 111から信良山に

かけて奈良主主地が…認できる倍賞生駒スカイラインが走り，年 11耳約60万人の観光

容が訪れている。農業に関してはのどか村J 中心に農業が行われ，段業振興

地域に指定されている。

(2) むらづくりの基本的特徴

ア むらづくりの動機，

① 高度経済成長と農業の衰退

雨対H地域は，江戸時代に信貴 UJ籾諮孫子叶三の門前町として開け，戦後間もな

いころまでは，谷地問の稲作を中心に， lLi林を開墾して "11 tm冷涼な気候を活か

した果樹， ~J1t菜，校物，花木等の栽培そを行い，大阪側のf1~1版・八尾の野市に 1 1\

荷したり， 山朝諮孫子寺の参拝容を相手に販売して現金収入を得る終日々と

した農業が営まれてきた。

地域の生活環境については， f語、政 ILI J: にほど近い地域であることから，荷:tII

が通れる 1呈度の道路があったに過ぎず，また 水の確保も閤難といった劣悪な

条約二にあった。
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こうした中で，昭和33年に組織された南畑土地改良区を事業主体に，全額地

元出資で荷車が通れる程度であった集落の道路を軽 4 輪や自動車が通れる道路

に改修した。

しかしながら，山間部の狭小な一筆0.5a 程度の谷地田と， 15度以上の傾斜地

に散在した畑地の入力主体の耕作で生産性は低く，大都市に近いことから，高

度経済成長期には基幹労働力が農外流出し，担い手不足や農業従事者の高齢化

が深刻化していった。

こうして，長らく続けられた地区農業も廃れ 昭和40年代には商品作物の生

産はほとんど行われなくなり 昭和44年に始まった稲作転換対策により，水田

の耕作離れ，農地荒廃が進むなど営農意欲も低下し 農業振興地域の指定もさ

れない状況にあった。

② 地域の存続をかけた選択……農業で地域の活性化を!

昭和 50年代半ばから，自治会長など自治会役員はこのまま農業が衰退し

たら，自分達の集落はつぶれてしまう」との危機感を抱き，農地を守り，集落

を活性化する方策について話し合いを重ねた。しかし，数が多い兼業農家の後

継者は，大部分が「親が取り組んだ、ような農業をする自信はないj という気持

ちが強かった。そこで，個別の農家での農地保全がだめなら地区全体で農地を

り，管理し，活用しようということで rf言責はi という観光資源を活用し，

都市住民の憩いの場として 雨畑地区全体で観光農業をやろう j という構想、が

浮かんできた。

まず，初めに，花菖蒲闘を開園しようと，水田で花菖蒲の苗作りに 3~4 年

取り組んだが，谷地田のままで観光農業の成立するはずもなく，農地整備の必

要性が痛感され，農業振興地域の指定を

③ 鏡光農業を目指す基盤作り

ることになった。

昭和57年，南畑自治会は三郷町に対して農業振興地域の指定を要望し，三郷

町はこれを受けて農業振興構想、を策定し，南熔地区は昭和58年 Z 月に農業振興

地域に指定された。また，問年 4 丹南畑地区農地所有者35名全員の参加で，南

畑農用地利用改善組合を設立し，さらに，話し合いの拠点施設として南畑集落

センターが完成した。そして，昭和59年から県営広域営農団地農道整備事業が
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実施され，昭和61年 10月から，

県営農地開発事業が実施された。

に地域特産物を開発するた

め，すでに取り組んでいた

蒲に加えて，わらび，たら芽，

ゆり，キイチゴ，さつまいも，

スイートコーン，コスモス等新

規作物の導入，試作を行った。

また，数多くの県外先進地調査
写真 1 むらづくりの拠点となった前畑集

や観光農業・集落営農の研究会 落センター

などを開催した。

昭和60年頃には，農地開発により，既存の田や郊a ， ÚJ林が一変した。当初，

換地して側々の農家が自己耕作し，自己耕作できない農地は， 5 ， 6 戸の中般

的農家が受託管理して，貸鹿間や!味覚狩りを行う構想であった。

しかし，地区のリーダーから「こんな広い農地を 5 ， 6 戸の農家で管埋運営

できるのかJ ， I同じ取り組むなら集落全体がーっとなって取り組むべきだJ

との意見が出され，地区全体で組織を作り そこに土地を集積して管理運営を

行うという，地域ぐるみの農業公闘を自指すことになった。

④ 農業生産法人制農業公間信長山のどか村の誕生

1菊畑地区の住民が主体となった敷地問積40ha の農業公園開設はi由民始まっ

て以来の大事業であり，農業公聞による地区活性北への期待がふくらむ一方，

事業が失敗した場合の地区崩壊のリスクを背負うものであり，労力の篠保，経

営管理，入i弱者による率公害等様々な議論がおこなわれた。計画が次第に具体

化されていく中で，地区住民全戸が話合いに参加し，全員が賛同・参加し，

業による利益を享受する権利を得るのでなければ長期的に安定した経営はでき

ないとの共通認識が符=られた。

そして，昭和61年頃南畑地区の全農地所有者はもちろん， ï菊畑地区の非農家

も参加して農業公腐の運営主体たる農業生産法人を設立する方針が固まった。

そうした農業生産法人設立には，非農家が農業生産法人の構成員要件(法人

1
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への農地提供，法人の事業への

常時従事)を満たす必要があり，

山林原野等所有者には，農地造

成の際に新たに農地を創設し，

地区内に農地を所有しない者に

は，年間150 日以上従事するこ

とを条件に地藍住民全員に参加

を呼びかけた。

農業公開の運営主体をどうす
写真 2 生産岡場，手前，さつまいも，奥，

るかについては，多額の投資を トウモロコシ

伴うだけに，住民のリスクを小さくするため第三セクターとすべきとの意見も

あったが，第 3 セクタ一方式では，事業運営が他人任せになり地区の意志が反

映されにくいことから，地元が独立採算かつ主体的な意志を持って経常に責任

を持つ農業生産法人で行うことに決められた。

その総織形態は，民主的な運営の可能性，手IJ澗追求ができること，経営の持

続性，来問者や従業員に対するイメージの良さから「有限会社j とすることに

決まり，土地所有者及び南畑地区住民を対象に趣意若手を記布し， 1 口 5 万円の

出資金を募った。地域リーダーの地道な努力と地域の活性化を願う地区住民の

前向きな協力により，最終的に南畑地区のすべての農家35名と 12名の非農家及

び地区外の土地所有者 5 名の計52名が加入し， 560 口，資本金2 ， 800万円の有限

会社ができる運びとなった。

昭和62年 3 月，創立総会を開催し満場一致で「農業生産法人(ぬ)農業公閤倍賞

111 のと、か村j の設立が議決された。

その後，平成元年に未加入の地区外在住土地所有者 8 名の理解を得て，社員

数60名，総口数709 口，資本金3， 545万円の法人になるとともに，土地所有者と

惰)農業公園信貴 111 のどか村との掃で，農業公厨区域内の全ての土地について賃

貸借契約を締結し菊畑地区全戸参加で農業公園計画の推進と管理運営を行う

体制が整備された。

⑤ 体験農業・観光農業への取組と「のどか村 j の発展
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昭和52f手段地問発事業により

成農地1. 5ha が完成し，土づ

くりを兼ね，さつまいもとスイ

ートコーンを作付した。駅や小

学校，幼税関ヘパンフレットを

自ê ::ftl して宣伝もした。 rのどか

村 j の命運をかけた作付であっ

たが，社員の不安をよそに，秋

になるとさつまいも掘りやスイ

ートコーン狩りに，家族連れな 写真 3 のどか村の入口

ど計約8， 500人が来 i到し， 295万円の売上があった。特にさつまいもは味がいい

と評判になり，日コミで広がり，社員の農業公闘に対する自信と働く意欲につ

ながった。

それ以後，完成した造成畑に次々に作付し，さつまいも J腐りやスイートコー

ン狩りを実施した。 HI:1和 53年には， トタン陸棋での段外バーベキュー，また農

産物の直売を始め， I潟内整備のために，毎年菖詰if苗を増殖した。

平成元年にはりんごを40a ~1~え付け，平成 2 f!三にはりんご20a，架30a，花

Hifl40a 等の櫛え付けを行い，周年集客を図るため今まで試作してきたメロン，

すいか，ミニトマト，いちご，自

し， しいたけ栽情も取り入れて，

味覚狩りや閣内直売を行った。

また，農場周辺環境繋{jfij として

はぎやさくら，まつ，ハナミズ

キ等の)廷闘樹の養成を行った。

さらに平成 2 年には鑑賞大iJiî\.主主.，

農業体験実習舘，平成 3 年には

とフラワーパークが完

成し，これらに使う鑑設用の花

壇萌や鉢物の生践を始めた。そ

の野菜や薬草類などの作付品目を増や

写真 4 造成地でのさつまいも掘り
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の結果，平成 2 年には来場者

28 , 500人，売上4， 000万円に，

平成 3 年には来場者40， 000 人，

000万円になった。

こうした作付計自・作業内容

は，週 1 屈の役員会で，西和農

協と郡山農業改良法及所の指導

を受けて検討・実施した。初め

て栽培する作物もあり，もちろ

ん販売するのも初めてなので 写真 5 平成11年，花菖蒲閤

試行錯誤の連続であったが 社員の努力と創意工夫により，次第に栽培技術が

向上し，入園者とのコミュニケーションも慣れてきて，評判を博するようにな

った。

現在，平成 4 年 6 月に全ての施設が完成してから 7 年目を迎え，経営体制，

事業内容，設備とも充実し穫・創・食・遊・美」が味わえるファームパー

クとして，都会住民を中心に，家族連れや学校の校外学習，職場の互助会や労

働組合のレクリエーションの場や，老人クラブの花見会など，各種団体，各層

の人々が利用され，入場者も約19万に達し，関商における都市住民が農業とふ

れあえる拠点となっている。

イ むらづくりの推進体制

① 組織の特徴

有限会社の名称は，都会の人

が来てのどかにいられる所とい

う農業公閣のコンセプトから

「信黄山のどか村 J としている。

「のどか村J は，設立当初の

南畑地区全戸47戸と地区外在住

の土地所有者13戸の計60戸の出

資による農業生産法人(有限会 写真 6 若手社員による栽培研修会
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社)であり，非農家も含めた全員参加型のむらづくり組織である。

また，農業経営基盤強化促進法の特定農業法人でもある。

:有限会社法では，社員の法定数は50人未満となっていたため，裁判所へ

社員の法定数超過の認可申立を行い，認定判決を得て設立。

② 構成員

「のどか村 j は，農業生産法人であるため，構成員要件を満たす者を社員と

している。つまり，陶信貴山のどか村に農地を提供している者(賃貸契約締結

者) ，もしくは「のどか村j に年間 150 日以上従事している者である。

③ 出資

有限会社の資本金，出資 l 口の金額を金 5 万円としている。資本金は，社員

である 60名が 1 日から 20 口を上限として出資している。

④ 役員

役員は，取締役12名以内，監査役 2 名と定め，社員総会において選任してい

る。任期は取締役，監査役とも 2 年である。代表取締役社長は，取締役の互選

によって定めている。現在取締役は代表取締役社長を含め 7 名である。

事務的な計闘案(イベント等の行事予定，広告宣伝，人事)については事務

局が立案し，社長の決裁を受けるが，重要案件は取締役会または総会で決定す

る。

また，アイデアの提供を社員や関係者から求めたり，大規模な施設の構築や

改善については開発部が狽当し，その後メリット，デメリットの調査，並びに

採用の可奇については，同様の絞り扱いとしている。

⑤ 従業員

常時雇用，パート，アルバイトも含めると南畑地区在住の出資社員やその家

族のほとんどが何らかの形で農業公閣の活動に参加している。また，これ以外

に集落外からの雇用も行い，県農業大学校を卒業した青年技術者や事務専門職

を常時麗ffl している。

従業員の配置について，煤農業大学校出身者を専門的業務に艶寵するなど，適

材適所を心がけ，従事者本人の意見も聞き，可能な f\良りその意見

している。
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現在，産F持者全体の年齢賠層は20~70歳代前半と多様である。また，男性は

主に農圏管理作業に従事し 女性は主に事務や接客 農産物の奴売及び軽微な

農園管理作業に従事している。その中には地 i三内の非農家も運営に参加してい

る。

⑥ 組織編成の見誼し

従来，栽培管理と圏内施設の管理は，業務内容により農闘部と公園部に分か

れて分担していて，それぞれ閣内全体を管轄していた。

この業務分担によると，公園部で外跨道路の管理を担当する職員は，広い圏

内全体を歩き回らなければならず また農関部でも離れた臨場を拐当するとや

はり移動に時間がかかり非効率的である。

これを，業務内容で分担するのではなく，地区で分担して，ある置場の栽培

管理を担当する職員がその周辺の公園管理も併せて担当することにすれば，圏

内の移動に要する時間と労力が節減できることになる。

また，ビニールハウスや温室の栽埼管理に隠しては，水耕栽倍やメロンなど

高度で集約的な管現を要するものが増えてきたので 施設栽培を専門に担当す

る職員を霞いた方が栽培技術の習得の面からも効率的である。

以上のような理由から，平成10年度より農園部と公園部を統合して農公園部

とし，さらに圏内の担当地区を考志した 6 部門に分割して担当している。

臨むらづくりの特色

(1) 農業生産商における特徴

ア 土に親しめる農業体験ができる農業公器

「のどか村 j は，都会の人々が土に続しみ，農業体験を通して「穫・創・食・

遊・美」が味わえるフアームパークとして，都会住民を中心に家族連れや幼稚園

児，小・中・高校生の校外学晋，老人クラブなど各種団体，各層の人々に利用さ

れている。

また，その内容も以下のとおり，新たな顧客の開拓や 1) ピーターの確保など幅

広い顧客の獲得とサービスの提供の観点からの創意工夫が凝らされている。
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(I年を通じた農業体験)

味覚狩りとしては， t潤隠当初からのさつまいも掘りとスイートコーン狩りを始

め， りんご狩りゃいちご狩り， しいたけ狩り，ミニトマト狩り，くり拾い等を行

っている。さらに，平成 7 年からはガーベラのロックウール栽陪でガーベラの花

摘みを，平成 9 年からはにわとりの庭でたまご拾いを始めた。

最近では，入 i弱者が少ない夏枯れ冬枯れの時期の対策として， 8月から 1[)( 1'藍で

きるぶどうや冬場でも収穫できる温室内での水耕ミニトマトやガーベラの摘み取

り，にわとりの胞でのたまご拾い等を導入している。

また，季節ごとに. じゃがいもの憾付体験やしいたけ菌打込体験，E13総え体験等

の農作業体験を行っている。

(農産物の販売努力)

政!在「のどか村 j で栽培されている作物は，味覚狩りや摘み取り用として利用

される他， I認内での販売野菜やバーベキュー， レストランの食材としても利用さ

れている。

|務内のレストランではのどか村 j で収穫した新鮮なしいたけやじゃがいも，

たまねぎさ与を食材として利用している他， I当然努やむかごなど農村ならではの味

わいを持った料理ーも提供されている。

売店では中丹市や青空忠市を開催して， I認内や地域の燦家で栽培された新鮮な農産

物を販売しているが， i:付きだいこんや大きさが不揃いの生しいたけ等市場に出

荷するには多少離がある野菜や果

物でも，それらが持つ独特の雰囲

気が「のどか村 j のイメージと融

合して， n'd易{dlî格と変わらない倣

段で売れることは大きなメリット

である。

集f容の女性グループが中心となっ

て，綿子し，ジャム，白菜の法け

物，干ししいたけ等の農産加工も

手がけておりのどか卒、l J オリ 7 磁売所の様子
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ジナルの農産加工品として販売している。

観賞を目的に作られたフラワーパークやハーブ闘では，菜の花，ラベンダー，

ひまわり，コスモスなど四季折々の花摘みを実施して， 1本20~30円で販売して

いる。

(美しい農村景観整備)

地域には，棚田をはじめとする美しい農村景観が残されているが，園内も1. 3ha 

に芝生を敷き詰めた交流ふれあい広場，総面積 1 ha の花菖蒲屈を始め，観葉植

物や球根ベゴニア等が華やかに咲き乱れる鑑賞大温室，パンジーやサルビア，チ

ューリップ，コスモス，葉ボタン等，季節ごとに色とりどりの美しい花が咲く，

フラワーパークやハーブ建lがあり，さらに桜やハナミズキ，萩，あじさいといっ

た花木も楠えられていて，四季折々の花を楽しむことができる。

(自然体験とものづくり体験教室)

11ポイントのフィールドアスレチックやアウトドアライフが気軽に楽しめるキ

ャンプ場や森林浴が楽しめる冒険の森 つり池があり 子どもから大人まで遊べ

る空間が充実している。子供にはやはり動きのあるものが良いだろうということ

で，観賞用のトカラヤギゃにわとり，烏骨鶏(ウコッケイ)，七面鳥も最近導入

している。にわとりについてはたまご拾いや圏内売店での鶏卵販売も行っている。

また，体験実習舘では，南畑在住であり，社員でもある陶芸家による陶芸教室

と吉野杉を利用した木工教室を行っている。また，社員の奥さんが先生となり，

園内ハーブ簡で収穫されたハーブを使ったりース教室をしている。さらに平成 7

年からはそば打ち体験も開催している。

(イベントの開催)

春には「春のフェスティパルJ ， 6 月には f花しょうぶ祭り J ，夏休みにはキャン

プ体験をする fアウトドア予備校J ，さらに「秋の収穫祭j 等の各種イベントを

開催している。そして，毎年新しいイベント企画を考えている。

イ 農業生産の転換と栽培技術の向上

水稲中心にしいたけ，ヒバが細々と生産されていた地区の農業は，年聞を通じ

て農業体験ができるような生産体系に転換され，殆どが「のどか村J 発足以降に

導入された新規作物(およそ40品目が栽培)であり地区の農業は全く様相が変わ

。
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っている(例えば，現在では，水稲は，もち米が極わずか生産されているだけで

ある)。

「のどか村 J では，過去に栽培経験のない作物も多く，栽培技術の向上は今を

持って重要課題の一つである。

そこで，毎月 11乱栽培技術に関する勉強会を開催し，各部門の担当資任者が，

閥和農協の営農指導員と郡山地域農業改良普及センターの普及員の指導助言を受

けて，栽地上の問題点の解決や今後の栽培計爾等の検討及び栽埼技術の向上を図

っている。また， 12H には，来年度の作付計闘を立てて，計樋的な作付による計

画生産，効率的な労務管場ができるよう努力している。栽培技術を学ぶため，

家等への研修生の派遣や県内外の先進地視祭も積極的に行い， りんごについては，

姉妹都市である長野県の三三郷村からも技術提供を受けている。この他，県農業大

学校出身の従業員を専門技術者市として育成するような人事配置にも配慮している。

ウ 耕作放棄の抑止

「のどか村J は，敷地(農地，山林等)を全て借り入れており，また農業経営

基盤強化促進法の特定農業法人でもあり，地区内の農地の有効利用に努めており，

囲内農地(田2.6ha，普通畑6.0ha，樹園地2.9ha，司令 1 1. 5ha)は全て耕作されてい

る。

なお，昭和55年当時，基盤整備前田 12. 2ha，普通知5. 8ha の百十 18. Oha で，水稲

4. 7ha，ヒパ 2 ha，しいたけ原木 8 万本が生産されていたにすぎず，耕作率は37%

であった。

現在「のどか村」内の農地は全て耕作されているが，季節によっては作物の生

皮最が不足する。そこで，将来的に南畑地区の fのどか村 J 敷地外の 4 ha 余り

の農地を fのどか村 j が受託管理しのどか村j の規模拡大と地区の農業振興

に貢献することも考えられている。

エ持続的農法の導入

農薬の使用については，極力減農薬で栽培しており，収穫時に多少虫食いのあ

る野菜でも，入廓者には満足してもらっている。特にりんごは，もぎ、取り闘であ

るため農薬散布は機力控え 虫害防止には手間はかかるが 2 護の袋掛けを行って

いる。袋掛けの袋に散布痕があるとお客さんが敬遠するため， 6月下旬の袋掛け
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以降まったく農薬を散布していない。このような省農薬栽培により「おいしくて

安全なりんごj をお客さんに提供している。

土づくりには，牛糞堆肥を 10a 当たり年 6 ~8t とふんだんに投入している。

利用する牛糞堆肥は，地域内資源、の有効活用に貢献する意味から，時辺地域の畜

産農家が生産する良質のおがくず牛糞堆肥を使用している。

(2) 生活・環境整備菌における特徴

ア 農家収入の向上

年間を通じた農業体験ができるような努力などもあり，その年の天候等により

上下はあるものの，平成 9 年には 18万 7 千人の入覇者を集めている。また閣内で

されたものは，味覚狩り レストランでの提供，直売など全て「のどか村 j

内で販路を確保し，総収益 3 億2， 200万円に達している。

「のどか村 J ができる前は，集落全体で2 ， 000万円程度の農業収入しかなかっ

たのが，今では約9， 000万円が給与等の形で「のどか村j から地区へ還元され，

生活が豊かになるとともに地仮に活気が生まれている。

この結果のどか村j がオープン前は，南畑地区に専業農家は 1 戸しかなか

ったが，南熔地区在住で「のどか村 j に常時勤務している人を専業農家と見なせ

ば(統計上は専業農家にならない)現時点での専業農家数は 9 戸(1 1名)になる。

(1のどか村 j から地域への経済的還元)

・常時勤務者については， 35~60歳までは「のと、か村 J からの収入で生活できる

だけの仕事と賃金を， 60歳以上については年金と「のどか村 J からの収入で生活

できるだけの仕事と賃金を提供。

-常時勤務者以外では，地区内から男性 7 名，女性21名のパート勤務と繁忙期に

は子息たちが，アルバイトによる収入提供。

-高齢者は自家野菜を持ち込み野菜として販売(平成 9 年度持ち込み野菜販売額

は約600万円で，売価は生産斎が決定。1"のどか村 j は20% の販売手数料)して

いる。

「のどか村 j 内に土地を所有するものには借地料を支払い。
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第 1 表入誌fl者数，売とげの推移
(人， 1守)

年度 入問者数 7'1:. J二令rm 内入 15(1料収入 内生産物売上

平成 4"'ド JS'!. 113, 068 190, :ì60 自08 49, 053, 865 22, 138, :394 

SILJiJG 5 生ド!S'!. 202, 289 308, 179, 567 87, 250, 090 :ll , 656 , 246 

平成 6 年j交 158, 982 264, 682, 21:l 66 , 635, 145 32, 279, 537 

51!.目立 7 年度 168, 26:3 285, 486 , 407 72, 560, 840 36 , 168, 578 

SI!.Ji.比 8 {j::!:i!,' 187, 134 300, 077, 196 81 , 512, 760 34, 56/1. 578 

II'-JiJG 9 年度 186, 91/1 322, 501 , 831 78, 61 1, 640 40, 776.441 

伐 1) 入欄料:大人5001司令1" 学生以1:)，小人:lOOjlJ (4 歳~小や'Jご)
2) 'Létf(物先 i二金鉱Hま沫党狩りのどかトjJ 内生践の型1'1た加工品!仮公う7の交

1:げをf3み，持ち込み野菜および外n1iからの{十人分を含まない。
3) rのどか小tJ の|耳目指111111::1は午前 9 時30分から午後 511寺まで，1rJ:退i 本í!lli 日がí~f木 11

で， ~H亡 JUj の 5 ， ß, 10月はj拡休である。

イ 新規就農と新焼雇用の場の創出

「のどか村J には，地区外からは男性 9 名の常時勤務資と，男性 9 名，女性22

名のパート勤務者がいる。地区外からの常勤労性 9 1'1 の内 6 名は，県農業大学校

を卒業した20代の狩年で県内的な技術を裂する作業を担当している。その内 3

名は非燦家の出身で，操業を志して県農業大学校を卒業したが，就農でさずにい

た若湯に就農の機会を提供している。地区外出身資がその経営に参画する途も閉

ざされてはおらず，彼らも，将来は fのどか村 j の経営の川角を担うことも期待

されている。

ウ 定年退職後の生き甲斐の場の提供

i議畑集落には定年退職後(l機種は氏出企業， J R ，公務員寄与)の高齢斎が多く，

なかなか再就職できないがのどか村J では住居のそばで，気心の知れた仲間

と共同作業でき，また議fJ]?i:工夫次第で様々な可能性が広がるため，活き活きと ft

をしている。

かつては，地区外に就職し定年退職をむかえでもなかなかむらに戻ろうとしな

かったが，再就職先があり，生活する場所としての魅力が高まったことから，住

居の改築をおこなうなど積極的にむらづくりへ係わろうとする動きがでており，

「のどか村J は現在の高齢化社会を先取りした生き甲斐の場を提供する側耐もあ

る。
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エ 女性グループの活躍

地区内からの女性勤務者の人数と役割は第 2 表のとおりである。

第 2 表地区内女性勤務者の担当業務

担当 人数 1長 f先 内 容

Ff挙-手2与
事務局 2 庶務，経理，広報勤

リース作り 3 1) ースの教室の講師，リース・ポブリの生産販売

J'¥ 
そば打ち体験 4 そば打ち数獲の諮問

レストラン 5 調~t 接客，厨房の管理

バーベキュー 3~6 材料の準備，にぎ、りめし，接客，バーベキュー場の管理

幽内売店 3 ジュース，うと、ん・おで、ん等戦食の販売

温室 3 鉢花の販売， ìlü't室の管理，温室内植物の管理

加工部 3 白菜のìM物，悔二子し，キイチゴジャム寄与加工品の生産

リース作りは，売詰係のグループが，園内観賞用に栽培されていたハーブの有

効利用を思いつき，自主的にリース作りの技術を習得してリース教室を開催して

いる。今では，独立採算性でリースやポプ 1) の生産販売もしており，ハーブティ

や入浴剤づくりにも挑戦したいと意欲的である。そば打ち体験では，人前で話を

したことのないお母さん違が「先生」になっている。

レストランでは，調理から接客まですべて地区の女性が切り盛りしていての

どか村J で穫れた野菜をふんだ、んに使った心尽くしの手づくり料理を提供してい

る。なかでものどか村j 産じゃがいものコロッケ定食や「のどか村j 産自然

のとろろめしが好評で，家庭料理足立のメニューを心がけている。

また，加工部では今まで農林の生活改善グループとして，加工食品の技術を留

してきたことが役立つており， りんごジャム，キイチゴジャム， しいたけ佃煮，

さつまいものつる佃煮，きゅうり，はくさい，大根の漬物，梅干し等が売店で人

気を集めている。もちろん，どれも fのどか村j 産の原料を使ったものばかりで

ある。今後は，鶏のくん製にも挑戦するなど商品開発にも余念がない。
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露関むらづくりの優れている点

(1) 地区の住民の総力を結集する体制が構築されていること

i鶏焔集落においては非農家を含む全ての住民がのどか村J に出資し，その

運営に参画して，村づくりに取り組んでいる。また，有限会社という形をとった

ことによって，狭い道路と荒廃の自立った地域環境が広々と美しく整備され，近

代的建物，文化的施設を備えた農業公陸!を繋備するという大事業を成し遂げてい

る。

こうした体制を整備するために，農業生産法人の要件充足，出資の磯保，有限

会社の社員の上限をクリアのための裁判手続き等の多大な努力が払われている。

また，経理等の管理聞の専門知識を有する者等を藤周するなど，継続的に経営

を発展させるための努力も払われている。

この結巣，所得r~]J'.以外にも，地域コミュニティの再生，地域の位:民の生き甲

斐を生み出し，更には近隣の旅館街との提携など，様々な波及効果が生じている。

(2) 農業収入力ず 4 倍を超えるなど経清的に向上していること

有限会社形態を選択したことは，参加人数の多さから，ともすれば不明瞭にな

りがちな集団の意志決定に，経営の視点で一定の方向性を持たせている。

こうしたことから，跨年を通じて農業体験できるような作自の選択，臨内農産

物のレストランや直売による付加価値向上 幅広い顧客を集めるための施設の整

備やイベントの実施など営業成績を上げるための工夫が髄所にみられる。その結

果，農業生産も「のどか村J 開設前の細々とした水稲生産ーから一変している。

また，従業員は，半数以上が南畑集落の住民でおめられておりのどか村 j

は集落住民にとって身近な雇用先となっている。定年退職後の再就職，主婦のパ

ート，若者のアルバイト，あるいは高齢者の長!家野菜持ち込み販売と，さまざま

な麗加や現金収入の機会を創出している。これらにより，地区の農業収入は「の

どか村J 開設前と比較すると 41告を超える水準に達している。

農業公開では業務の稜類、が多いため，老若男交を問わず，自分にあった仕事が

でき，実力を発揮できるような運営がされている。吏に，然農業大学校卒業生や
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地元以外からも「のどか村J に就職しており 農業後継者の養成や非農家出身者

の新規就農先としても地域農業に賞献している。

(3) 先進性にあふれた取組が行われている

中山間地域における農地保全や農業の自然循環機能の発揮が大きな課題となる

中でのどか村J は， これらの課題を先取りした取総を行っている。

(言黄山の急峻な地形に存することから耕作放業等を抑止するため，基盤整備を

実施しのどか村J が敷地内の農地は全て借り入れ耕作する体制を確立してい

る。またのどか村j は近畿地域で 2 番目の特定農業法人でもありのと、か

村j 周辺の農地も耕作することが検討されるなど一層の活動の充実が期待できる。

兼業化・高齢化が進む中で，個々の農家で農地が保全できない場合の，農地保

全をi也城ぐるみの法人が行うという一つのモデルを示したものであろう。

また，地域の畜産農家と連携してたい把を投入した土づ、くりと減農薬栽培とい

う持続的な農法に全面的に取り組んでいる。

(4) 都市住民に対する農業の情報発信基地の役割を果たしている

近年，各地で「農業公園J が多数開闘しているなかでのどか村 J の特徴は，

地域の農業者が経営していることもあり「農業へのこだわり j を持ち続けている

ことにある。

消費者に対する農業のショーウインドウとして，都市住民に農業・農村の本当

の姿を見てもらい，体験してもらうことを念頭に活動している。そのため，背な

がらの館地栽培から先進的な水耕栽培まで綴々な作物の生産に取り組んでいる。

現に小中学校の校外学留としての利用も多く，今後このような農業教育の場の提

供や農業に関する情報の発信墓地として大きな役割を来たしていくことであろう。

1 年間の「のどか村J 入園者数は 19万人にのぼり，四季を通じた農業体験が，

都市住民の心をつかんだことを物語っている。都市住民が土の匂い，季節の花の

美しさと生命力，実りの喜びを求めていることを十数年前に見通していた。
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第 6 吉151"]
資任役員(l名)

的)農業公開信貴 LIJ のどか村組織図(，y-成 10年a度)
③願IliJ .相談役

経埋. ~fi税対策頗It\l名
名
名
名
お

1
1
1
4
2
 

filì 依 i 名
191 長 l 名
主主札や LtL
<スタッフ>
パート1íIi }fJ (社員の家族主主び集落外)1正月j)及びi臨時アルバイト Oíìíill寺)

第 2 函
①役員

代表取締役社長
取締役相談役
取締役総指部長
取締役
52f主役

③組織依i

取締役相談役 1 名

箆よ主主i
L立任役員 (1名)

仏i
主;

I
i
T
i

ハ
V

8
1
9
 

<常時勤務>
地院内Il~â反
地区内非j民家
地区外j滋効

一四!j~長t
<パート勤務>
地区内総家
i波 IZ外iì自動

/J、1[1ι

一一」ι一一

ヨ~乞J設
(事務局長)

主主任役員 1 名
(t'i公第 3責任役員1ífí:íí)
補佐 1 名
班長 1 名
J旦当 4 名

補佐 1 4', 
班長 1 名
m 当 9 名
<スタップ>
パート雇用
臨時アルバイト

第 1 部門 f長嶋， 'cl~店主ハウス，波及ハウス.将t肥舎に 1M]すること

第 2 部門 誌社32ii店i到1~;つり池す，キャンブ場，アスレチック，天王j京下傾斜地管理，位五if
I!ill 政!に rP，j ること

i盗 ノ4LJ\、

努~3 部門 フラワーパーク J，お芝生広す場， しいたけ，にわとりの泌，天王!京 cllì'迎!， フ

!安!
ラワーパーク売に関ること

'，i、Eこ;j;
第 4 音[í!吋 来樹栽!lfìK- Jll! (りんご，ぶどう，架，みかん)に関すること

在日 第 5 部I"J j品釜，ハーブ悶，山学・にわとり・七ìTIiJ:込に関すること

iW� 6 部;r'J 関内除草管理L '~;終・泌総，保全管耳目に関すること

t"j 仕入!坂売部 バーベキュー.家レストラン.教案家内センター，と Iif栄市場，絞j鐙}.ti，やまびこ
売店， *I教，そばnち に関するこ

事務局 総務，経理 Tt;三業，金制1:守伝，送迎，委託管足l!に品号すること
開発古[; メーユー開発部会，新規開発事業に関すること

委 軽食喫煙に関すること
託 弁当コーナー・自動販売機に関すること
自日
門 陶芸館に関すること
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昭和 員百平日 平成 平成
最近年

55年 60主I三 2 年 7fド 平成対55年構成比 令市 考

10年比(%) 1(%) 

総世帯数 47 47 46 44 43 91. 5 

農家数 27 28 27 26 151 55.6 34. 9 認定f災業資数(うち法人) 1 (j) 

岬
専業 2 3 1 l 9 1450.0 60. 0 

(府)のどか村)
t;l;、幹男子!l!1~主従事若手数 9 人

1 ~在 1 2 。 2 。 。。 (池[1，: 1勾のどか村常勤~lfg人)

1I ~ま 24 23 26 23 6 25. 0 40. 0 

ι書b丈 c有b立p 休主業 2 5 33.3 

数訳機主業 6 。 0.0 

数 2 創業的 18 10 66.7 i主)
HIOの専業はのどか村常勤蒋 9 人

非農家数 20 19 19 18 28 140.0 65. 1 ミ}ミ業はその内65淡未満 5 人

え手士見 05ha 未満 24 25 24 26 15162.5 100.0 
模

3 3 。 。 。 。。31�10. 5~ 1 ha 未満

ん主奇主え 1 ~2ha 未満 。 。 。 。 。 O. 0 

2 ha 以上 。 。 。 。 。 O. 0 ä) のどか村内の燥地を含まない

彩? 地 18.0 18.0 15.6 15.6 15. 6 86.7 100. 0 地紛1'1;地E区子[率準凶fi'! 172ha 
9.1% 

出 12. 2 12.2 6. 7 6. 7 6. 7 54. 9 42. 9 37.8% 

す普通矧 5.8 5.8 8. 9 6. 0 6.0 103.4 38.5 ほ1号笠備率
間 38.8% 

樹 l芸I :tlll 。。 O. 0 。。 2.9 2. 9 -1 18.6 ~m 100.0% 

牧京地 O. 0 O. 0 O. 0 。。 O. 0 O. 0 
利用)全の権てど設手かIJ定n村H率在内をの設民定地しはて, 73-7% 

採草放牧地 。。 O. 0 0.0 。。 O. 0 0.0 
注 1 1. 5ha 

いる

水稲(ha) 4. 7 3.6 1.6 O. 4 O. 4 8.5 

ヒパ(ha) 2.0 2.0 1.0 0.5 0.3 15.0 

付しいたけ(原木万本) 8. 0 4. 5 1.8 0.9 0.3 3.8 転({松苧{l白字川率i1l 6. 7ha 
100%) 

而の 路地野菜・花井 Cha) 5.8 5.5 5. 4 

注)のどか村樹内の1切t皮1Ua，の手出梅IJはほJ話桜，かさ野な，れ菜芝どて生・fjll ど 施設野菜・花丹(ha) O. 1 O. 7 0.7 1広E均1715 -.果の生
等か

果樹(ha) 0.7 1.9 2. 3 として1. 3
しいたけ(涼水万本) O. 5 O. 5 0.5 の木Já'Hこ1. 7

キf 採卵鶏()J5J) 。 20 600 いる。

水稲(万円) 470 490 181 52 50 10.6 1.0 l長主主級生産綴は平成 9 ドの5主主i1t

践とバ(万円) 1 6601 660 330 165 99 15.0 2. 1 
である

t し 1800 900 300 3.8 6. 3 

生の 野菜(万円) 1287 1868 2613 54. 5 

産ど 苗・花井(万円) 45 208 210 4. 4 
果樹(万円) 。 1035 658 13. 7 

額か しいたけ(万円) 100 590 577 12.0 
村 卵(万円) 。 。 289 6. 0 

第 3 表農林水産業の概要
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第 4 表 むらづくりに関する年表

長下 次 工同

UP，手1133年 j$j畑土地改良区が級織され，集務内装幹道路の改修に 1!文りおlむ。

U付和35主!三 終民間i開発による地j或の活性化を期待して 集浪内の共海林を売却するが失敗に
わる。

Ili'l手1140fj:õ 換金作物としてしいたけの導入始まる。

昭和43'1三 j也 !Kの自治会が， r$i;!:訓地区自治会と{員一段!lJìLlî地区長i 治会に分認11 される。

Ui'l平日 46{ド 二L郷U1]から， pf.i畑地 i去を 11ミ業振興地域に指定する 11 1 し出があるが， これを断る。

UB手rl55{j主 ~~子容の将来に対する危機感のおまりから，南士111 自治会をゆ心に， t義務の活性化
についての議論が始まる。

i昭和57年 観闘士光iilf!;ヨ~~~を目指して 花f隠本l制日ti;iiiil の筒作仮 りにi絞り組む。
治会が三主業UíII1rに 地定区 興に関する主主ffl :rJ，t: J を提出する。これを受

けて，三郷lur浪振興+1\) が策される。

昭和58 S[ó 京査都大学依伐頼学2すha部るが。教農授鋭業他光振f災5興業4ろ地にを域忍に幹病J対lI.lUJIKにおける怒似創i卒業の詰 I-ulíj に関するぷ本調を とする営民集団の殺を提言。
Wi;!:IIIJ自侭 172ha iJí l1lt*J!Æ!Jl1:ll!l lliJ: f::mA主される。

昭和59年主ド~ 県営問手11広域営民団地政道?完備卒業により tE道談備が問始される。
主F成7C

昭平和成65if年i三~ 道衛成J:Ul J由 13: の40ha において，終't~;fÐ叫rI広域政地開発事業のtl'~10[まl .lill として民地
カí f)fJ ftiì される。

昭和61 fl三 主自1:治会では造業成された1指~J自のJと日Ij 方な法が議論され， 集落会戸が参加する有限会
による般公闘を臼すこにる。

UP，平日62正F 有f法災限会社有「設立資準計備総会が本基fJすfJ催され，立定款や役員が承認され， JE式に rJl!k~長生産
人(;þfl {言LlIのどか が される。業公悶村IJfJ発 闘にwう j 本椛設怨策定を(財)農林i床漁党業体験協会に依頼する。
のどか j における初めての取り組みとして， 狩り朋のさつまいもとと
うもろこしカí{乍付けさ ~Lる。

昭和日比62年~ 「火和の特産村おこし tJt~長j により河上目白金， ìY1!水施設等が慾備される。
ネ元年

U百平1163 fjミ 11~村地域I341民総造改怒号玉栄基本rìl-闘が策定される。

平1!Z成目立光3 年4i~ じトるさとづくり特別対策事業J により ， iNA主主，滋ìl有照，観光案内センタ一等
が整備される。

平成ヌじf[Ó‘ りんごの栽Jb始まる。

平成 2 /'1三 IJ植1!11染織付造改議事業jビにより，ウ t'.!;!:本漁業体験楽~1産!fu'tií始告が悠設される。架， 花よき消
がえけられる。 ニルハスによる里子生 まる。

守Z成 3 /'1三 業構造ff~改i遂f[{事業fd J により 地域資源総合管理胞設が建設される。
観 mのがえけられる。

平成 4 i:ド 3 月に三郷11IJI111業公悶{言 t'~ 111 のどか公村悶の{式設投ifilti及のびど管か理村にJ が関正す式る条例 (ブ条例第す 3 
号)が公布される。 6 月 1 EJ , 111設業 にオーンる。

平成 5 fF 年間入L~i1若手数20万人を突破する。

lfL成 6 年 年間入l否i昔?数が 15 7:î 8 目総千立人に務!資1ち込3ミみ'( マンネリ化からお容に飽きられてきた
と反~;Jï省。リピーターの 係と 年 i'í=こよる l諮収を悶均して，イベントの開催
や規作物の導入が本化する。

平成 7 年 平成 7 年度より，~I~字決f，;i に転じる。

五ド成lO{f三 経営会耳目化のため，組織編成が見ìhl される。
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農業を復興し都市住民に憩いの場を

農業生産法人(有)農業公霞信貴山のどか村

(代表森

JR 関西線Tミ子駅から想へ 8 km，徳

商400m のところに f農業公悶 1言食 111
のと、か村j があります。

地域は，戸数43戸人口 148人の小さ

い山村で，階段状の谷地問と急峻な対1I

i也を，水稲と冷涼な気候を活かした疏

菜の抑制栽培などで小波模ながら燦家

経済を維持してきました。

しかし，近くに大阪をはじめとする

路工業地帯があ札都市近郊という地

域の特性から fJ2家の労働力が急激に流

失し，結果として農地の荒廃化が自立

つようになりました。

昭和 56年頃から兼業農家の後継者の

問で帰践し農業に王手念するために，

燥地の整備と共同化を図ろうという声

があがり，自治会と土地改良区で幾度

となく協議を重ねました。
結論として，地域集問のカで農業振

興を進めることとなり，行政のtíih tJ も

求め，昭和59年から広域俊道， 61年か
ら農地造成がスタートしました。

造成された農地の活用にあたり，集

溶3è:戸参加の有限会社を設立し，近代

的な組織のもと，都市住民に農業体験

の出来る農業公闘の設箇をめざしまし

た。

繁治)

来悶者が豊かな自然の中で， I没業体

験と「のと、かj な気分を味わえる公悶

の創造を車買って段業公 l益信資 LU のどか

村と命名し，昭和62 :tf 5 月 8 日設立総

会で夫氏認発足いたしました。

会社創立以来日年を迎える現在，地

域内農家・非農家から男1;;:，必人が就労

し，淡公闘部・販売部・事務部・rJ告発

部の 4 部で各部独立:採算をめぎして運

営しています。

聞き手折々の新鮮な野菜や咲き誇る

花々を求めて年間17万人の入園者があ

り今や地域は希望と活気に満ちていま

す。

今後，小動物の飼育やjJn工部門を光

実するとともに，周辺には古代山城で

名高い高安城主tなど多くの史跡や名利

があり，際史的資源を取り入れた文化

活動も「のどか村j の特色にしたいと

怒を絞っているところです。
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日本農林漁業振興会会長賞受嘗

出品財 むらづくり活動

受賞者 西与賀地域実践協議会

(佐袈!泉佐賀市岡与を!Il1flJ)

盤むらづくりの概要

(1) 地震の特色

ア 佐賀市は，北に脊振・天山山系を望み，南に有明海が広がる佐賀平野のほ

ぼ中央に位践し，佐賀の産業・経済の中心地として栄えてきた人口約16万人の

都市である。閤与俊地IKは，佐賀 第 1 顕佐賀市西与賀地区の位置凶

市の中心市街地から，南ヘ車で…ト「一一一一一一

数分のところに位置している。

イ 古来より有明海はi1H賞作用

が著しく， I後化した土地を開墾し

たり干拓事業の展開によりほ場の

拡大が間られるとともに，佐賀平

野の最火の特徴とも?言えるクリー

ク(水路)が網の釘のように作ら

れていった。また，諸政時代には，

与:袈下郷と呼ばれ，回に蛇行しな

がら雨流する の河口付近
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という地理的条件の下，佐賀藩の蔵入地(直轄地)として農産物の生産のみなら

ず漁港・商港としても栄えてきた。

ウ 規模的には，佐賀市全体の約19% を占める 535ha 面積を有し，平均気溢16. 1 

度，平均降水量 1 , 836mm という温暖な気候に恵まれ，元総応，平松，高柳，厘下回，

高太郎，丸臼 1 ，丸目 2 ，相応の 8 集落と，非農家のみが住む 3 つの行政区とか

ら構成され，総1笠帯数 2 ， 612戸，人口 7 ， 147人，うち農家戸数139戸，農業就業

人口 213人からなる都市近郊裂の農業地帯である。

エ 当地区では，干拓事業により整備された志大な農地と，肥沃な土壌，西南

暖地の損暖な気候などの好条件を活かして水稲，麦，大豆作等の土地利用型作物

を主体として農業が展開されてきた。近年ではイチゴ，ミニトマト，アスパラガ

ス等の施設園芸の導入による複合経営も増加するなど水田をフルに活用した農業

への挑戦が始まっている。

その特徴は，都市近郊という地理的要因のもと，

① 効率的な生産体制を目指し 集藷ぐるみでの機械の有効利用や効率的な土

地利用など21世紀型集落営農確立への取り組み

② 生産調整など需給情勢に対応するため「高品質な酒米」や f鰻を使った減

農薬米J の生産，大豆，麦の産地確立のためのシステム化

③ 直売所「西与袈やさい畑j の設置など 消費者に対し農業理解・参加を求

めた積極的なアプローチ

など，新たな集f~組織の結集による農業の展開を図っていることが挙げられる。

さらに，混住化の進行などに対応するため，

① クリークや農道沿いの l怯畔にシパザクラ等 被覆作物の定植や桜の木の植

栽といった美化活動の推進による美しい農村景観づくり

② ふれあい農業祭，西与賀春まつり等住民参加型イベントによる地域交流

など，地域を構成する農家と非農家，男性と女性，若手と高齢者，さらに次代を

担う子供が参加する，新しい視点に立った地域づくり，すなわち“集落力(集落

のカ) "を発揮させ，活き活きとしたむらづくりを進めている。
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(2) むらづくりの基本的特徴

ア むらづくりの動機，背景

現在の形に干拓が完了したのは， Il百平11初期1，関与賀地区最大の成辰揚が竣工し

た昭和 10年のことである。干犯地に入植した農家により水稲作が行われ，当時

は神山口1lE! 1 など優良品稜の普及，動力脱穀機，電気j濯搬などが推進さ

れ，いわゆる f佐賀段階米づくり J と呼ばれた収量増大時期を迎えるなど，農家

の生産意欲は高拐していた。

また，昭和30年代後半から40年代にかけては 地区の人々の強患な結束力の

下， lìiJ!;Z日本ーを記録する「新佐賀段階米づくり J と称される，集団栽培体制の

最長革期を迎えた。この時期は，老若男女がそれぞれにその役割を分却しながら，

集落全体で話的の実現に取り組む“集落農業"つまり“集務のカ"が最も発障さ

れた|時期であるとともに“伝統的な日本の農村風長"を形作っていた時期でもあ
さんマ主九

り，地区の人々はその世代毎に“三夜待" (毎月 持ち回りで懇談する会)とい

う集団を組織して農業間・生活聞に意見を交わし 明日への展望を語り合うなど

自信ーにあふれ，正にこの時期は，当該地区における黄金時代であったといえる。

しかしその後，当該地区で主体として行われていた水稲，変を中心とした土地

利用型農業は，急激な減反政策，自主流通米制度の導入など，生産量を諮る時代

からその品質を競う時代への対応を迫られるようになり，さらに，平成に入ると

UR 操業合意による米のミニマムアクセスや，全国的な豊作による米余りさ与によ

る米価の下落などの大変厳しい状況を迎えることになった。

このことは，当該地区の農業経営に深刻な打撃を与えるとともに，将来への不

安感などによる担い手の減少，兼業化の進展をもたらし，さらに，都市近郊であ

るがゆえの混住化の進展によるクリークの汚濁.コミュニティー機能の低下とい

った，地区を取り巻く社会的環境の悪化により，次第に地区としての“集落カ"

第 1 表兼業化の進行状況
IIH 布145 年 平成 2 4' i泣 illiド

総 i山i?数 1 , 180 2 _ 403 2 , 612 
li皇室長数 230 149 139 

(専業) (40) (14) (8) 

(I兼業) (115) (86) (41) 

(ll 兼業n (75) (49) (90) 
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は萎え，活気が失われていった。

このような農業を取り巻く情勢の変化の中で 普から脈々と潜在的に受け継が

れてきた「農業・農村を守るj という集落の気持ちが，昭和62年の商与賀ライ

スセンターの設置を機に一つにまとまり始めた。さらに，平成 3 年度に2lt世紀

型水田農業モデルほ場整備促進事業の地区指定を受けるとともに専業農家は

もちろん，兼業農家でも規模拡大，効率利用ができるj をスローガンに，稲作を

中心とした生産性の高い土地利用型農業の展開，つまり，集落ぐるみで農地の陸

地的利用と機械の効率的利用を目指した地域農業の組織化など，新たな“集落

力"の結集を目指した話し合いを積み重ねていった。

このような中，平成 7 年に他の集落に先駆けて元相応集落で機械利用組合が設

立されると， これを契機として丸田 2 集落をはじめ，地阪の各集落で機械利用組

合が次々に設立されていくこととなった。

さらに，各集落の機械利用組合の設立に向けた取り組みと相倹って，集落単位，

地区全体の活性化を住民全員で考え 実賎しようとする気運が醸成されつつあっ

たところに，平成 8 年から農業者・農業間体・行政が一体となった農業農村振興

運動である「佐賀農業・農村むらぐるみ発展運動j がスタートした。

当該地区は，この運動の重点推進地域に指定されやりがいのある効率的な

地域営農づくり J と「活き活きとしたふれあいのあるむらづくり j を 2 本柱に新

たな展開を居指し，農地の利用調整や転作への対応などの営農商はもちろん，地

区内の非農家を含めて農業体験を通じた住民間の交流活動など，幅広い取り総み

を行い，さらには機能強化のため機械利用組合の上部組織として営農集団の設立

にまで発展するなど着実にその歩みを記し 集落住民総参加による“集落力"の

再結集が強化されていった。

現在では，後述する実践協議会を中心に，農家，非農家を含めた地区住民によ

る環境美化活動やイベント活動など，様々なむらづくり活動を展開するとともに

生産者と消費者が結びつく「鎖の見える農業j を目指すなど，新しい展開も見せ

始めている。

イ むらづくりの推進体制

当該地区のむらづくりは 前述の佐賀農業・農村むらぐるみ発展運動の実践組
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織である「西王子 1宅地域実践協議会j が主体となり能関されているが，その組織は，

地区内農家(集落の農家代表，機械利用組合，生産部会等)と自治会，公民館，

子供クラブ， JA 各部会等で織成され，地域一ぐるみでの広域的な性格を持ち，地

区の農家， ;)1.:[良家を含め全員参加裂のむらづくり体制を特徴としている。

この実践協議会の設立に当たっては 地ほの抱える f農業生産j と「むらづく

り j の両面の現状と問題点を洗い出すとともにその対策を検討し，今後の重点目

標を定めてその実現を自指すという極めて実効性の高い活動方針を採っている。

(生産組合・生産部会)

地涯の営農における中心的な組織であり，生産調整，共同購入，美化活動にお

ける調整機関として，意見の取りまとめ等の主幹を行っており，機械手IJ[:骨組合や

営農集団についての連絡調整や指導等にあたっている。

(脊年部)

「慨が育てたお米づくり j や「関与賀農業兇て歩き交流会J ， r7l<稲栽 i音の体験

といった，新しい取り組みやイベント関係を中心に行っており，地域交流

や学校教育との連J15等に関しての原動力となっている。

(女性部)

女性部は，各種イベント等の助力や実践協議会の下部組織である「凶与賀やさ

い畑実行委員会j を構成し夜究所の運営等を行ったりひまわり会J という

農産物加工組織，さらにはささやんかの会J という老人介護支援のための組織

を立ち上げるとともに，生ゴミの堆)j巴化の推進 廃品11 を利用した石鹸づくりなど

生活に密着した分野に力を入れている。

(凶与袈自治会)

自治会は，さらに，二子供クラブ，老人会等により組織されているが，特に

クラブは，地区の子供述i60名が加入しており体験操業J ， r校区体育大会J ， r凶

与到ふれあい祭り j など地域のイベントに積傾的に参加するなど農家・ ;)Iô農家を

問わず広く参加している。

(l}l;j l子資公民館)

公民館は地域の拠点として広く地域の人に活用されており，各種セミナー 会

合等，地域における情報交換の場として大きくその役割を来たしている。
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実践協議会の運営は，農家代表者，自治会，子供クラブ，公民館， J A各部会

の各組織の代表12名を役員として年間の主な活動内容を協議し決定しており，

かつて，昭和30~40年代にみられた統制的岡一的組織としてではなく，多様な

小組織をひとつに連結する組織として構成され，それぞれが連携・協調すること

で“むらづくり"に多様性をもたらしていると言える。

この「実臨協議会」は，佐賀県内 132の地域においてそれぞれ組織され活動を

展開しているが，この関与賀地区の実践協議会は，運動に意欲的な実銭協議会で

ある先導的実践協議会として指定されており，特に，都市型・土地利用型農村振

興のモデルケース的存在として その地位を確立している。

むらづくりの特色

(1) 農業生産直における特徴

地区の全域は豊かな水田地帯として収益性が元来高かったことから，近年まで

白日完結裂の営農形態が主流であり 営農集団等の組織化に対する関心は高いも

のとは言えなかった。

しかし，農業を取り巻く環境の変化に伴い 後継者の減少・高齢化の進展等，

担い手の減少，兼業化による大型機械導入の負担増などが顕著となるにつれ，地

区内の危機感は，ほ場整備への取組を契機として往年の「新佐賀段階j で培われ

た集匝栽培米づくりに発揮された“集落力"を再結集し f兼業農家でも農地を

守り，規模拡大ができる農業を毘指そう J という意識の高揚をもたらすこととな

った。

このような中で，昭和61年の新地域農業生産総合振興対策事業により，共同

乾燥調製施設(ライスセンター:昭和62年完成)を建設し，西与賀地区共同乾

燥調製施設利用組合を設立したことで その後の組織北に向け下地ができていっ

た。

ア 新しい“集落カ"を目指して(広がる機械利用組合等の設立)

① 最初の機械利用組合の設立

上記の気運のもと，効率的で低コストな水田農業を行うには，“集落ぐるみ"
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での農地の団地的利用や機械の効薬的な利用が必要であるとの認識(集落営農

は家族経営を越える)が各農家において共通のものとなり，“集落力の再構築"

ともいえる組織化の第一歩として，機械利用組合の設立に向けた話し合いが行

われるようになった。

そのゆで，平成 7 年に地区内で初めて元相応集活(農家30戸，専業 5p ，

I 兼 5 戸，立兼20戸)が全戸力IJ入の米麦機械利用組合を設立し，乗用問槌機，

大型トラクター，自脱型コンパインなど高性能機械を導入し，現年から始まっ

た佐賀農業・農村むらぐるみ発展運動の「地域営農づくり重点推進地域J に指

定されると，平成 9 年には，農地の利用鵡繋転作への対応，住民との交流

などにも取り組むため，組織を拡充し，元相応営農集聞として新しい農業経営

を目指すこととなった。

この元秘応営農集団は今 操業に何が必要かを“問う (TOU)" (Tニたく

ましい(農業)， 0=おもしろい(共同)， U=美しい(農村づくり)) J をキヤツ

第 2 図 関与賀地区における集落営農の機能図

担当与 t-~ 地区共同乾燥
調製施設手IJ 別総合

(米安の品種統一
作付言hilii
施設の手IJ別計画等

機械利別
組合

機械手IJ JIj
総合

機械利別
組合

l民地手IJ }lj制整
転作弁J!;ぷ・以~1妥
!羽芸作物の導入
団地化 等

(酬明i 幽
オペレータの IJl役調終
機械の効策"'9利用 等

(~r:在)

機械利用組合連絡協議会

(榊IJ剛山報交換
組織運営上の連絡・制慾，俊作業の応媛
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チフレーズに生活へのゆとり j を主題として集落営農を展開しており，こ

の成功が地区にとって，目指すべきひとつの姿となったといえる。

その後，膜下西，高太郎機械利用組合など，地区の 8 集落中 7 集落で機械利

用組合が設立され，平成10年には，高太郎機械利用組合が，高太郎営農集団

(ハートランドブアーム高太郎)として発展，設立されるなど，現在では，西

与賀地区全体の農地の約80% をカバーするまでになっており，平成12年度に

は，全集落 000%集落営農)で組織化される予定となっている。

このように，現在，地区内の人と人の結びつきを強めながら，新たな“集落

力"が発侍されつつあり このことは，更なる展開への大きな原動力となって

いる。

② 機械利用組合の設立とその効果

組織の設立準備の話し合いでは組合を組織したらどのくらいメリットが

あるのか，個人負担はいくらなのかJ という採算上の話がゆ心となり，世話役

となる農家，農協の指導員が導入機械費用，運営・整備経費，修埋積立金，更

新積立金，総合への加入金，利用料金など具体的な経費を提示しながら，一人

一人が納得ゆくまで徹底して話し合いを最ね 設立にこぎつけてきたものであ

り，地域のコンセンサスを得ることが最も重要な点であったが， この話し合い

を重ねることは，全員で“かたち"を作り上げていくという参加意識の醸成に

大きく影響を与え，その後の種々の取り組みにとってその礎となるものだ、った。

同様に，各集落j慢の連絡調整・補完作業等も，機械利用組合において活発に

行われており，そのための組織として「機械利用組合連絡協議会」を設置し，

年 2 自の例会の中で各集落の持つ問題点の点検や今後の活動方針等を協議する

など，より強力な綾織運営を包指して活動を行っている。

この機械利用組合の設立によって，例えばコンパインの利用料金は，米:

11 , 000 丹 /10a (市平均: 15 ， 0001工]/10a) ，麦: 4 ， 500 円 /10a (市平均:臼， 000

F9/10a) というように佐賀市内における平均利用料金と比較しでも非常に安

価な料金設定のもと，農業生産におけるコストの大幅な削減を実現している。

また，労働時間についても 収穫作業(水稲) : 1. 1 時間/ha (県平均: 4.4 

時間/ha) ，田槌え作業(乗用型 8 条出植機) : 1. 8時間/ha (県平均: 5.0待問
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/ha) ，というように県平均を大きく下回っている。

③ 高齢宥等，多様な担い手の力の発陣

本地区のような都市近郊の平坦地域においては，水田農業をいかに縦立する

かが基本課題であり，昭和62年のライスセンター設鐙により，米，変100% の

共乾・共販合意;のもと，機械利用組合の設立が誌がってきたことは前述のとお

りであるが，このことにより.サラリーマン農家の若管がオペレーターとして

大型機械を操作するなど，基幹作業は若手で，栽塙管理~， 71<問り等は各農家で

という役割分担が明確となった。

この営農システムにより，特に尚齢者の余剰労働力の活用が図られ，例えば

大豆栽培命では，後述する整然としたブロックローテーションのもとお収入を上

げたり，現に現役を退いていた高齢者ーが，若手の基幹作業の指導や栽I官官:JlE部

門に復帰したり，さらには，環境美化運動に参加するなど，地元では，この

齢者のカの再結集J を“人生の二ー毛作"と讃えている。

このように.高齢脅等:多様な担い手のカの発陣が，大庭，陶芸作物の生産拡

大に結びつくなど，地区内の耕地利郊率はおよそ200% までとがっており，農

地の最大限の活用に資献している。

イ 大豆5佐渡 I~地化と生産性の向上

当該地区では，平成 8 年度の生産税整推進対策を契機に「とも補償制度J を導

入し，徹底した話し合いを重ねながら生産調整実施場所を選定するという，各農

家の信頼関係を大事にしており，

この信頼関係をベースに，大豆生

産集団を各集落で組織するなど作

業体系の擁立が進み，その結果，

ブロックローテーションによる田

地化が実現したのである。

これにより凶与賀地区全体では，

平成 9 年度には40ha ， :s:v-成 10年度

には47ha の大豆生産団地が形成

され，団地化率は王子成10年度で， 写真 1 転作大豆の問地位
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90.8% という高い水準を実現するとともに，県下屈指の高品質を諮り， 360kg/ 

10a (県平均: 157kg/10a) と極めて高い収震を誇っている。

なお，大豆の作付面積収量・品質が安定してきたことから，平成11年度から

県域を対象に当地区で大豆の共同乾燥調製を開始する予定となっている。

ウ 潤芸作物の生産拡大

前述のとおり機械利用組合の設立により水稲作農業の省力化が割られ，その余

剰労力を活用した隠芸作物導入が進みつつあり，特に元相応集落では，水田作を

中核農家が行い，若手農業者が玉ねぎの生産に取り組むなど閤芸の振興が加速度

的に図られた。

この玉ねぎ、は地区全体で 8 ha で生産され，佐賀市の玉ねぎ生産の約 9 割を占

める産地となっているが，他にも，イチゴ (4 戸) ，アスパラガス (3 戸) ，ミニ

トマト，小ネギ(各 1 戸)が生産されるなど，地区全体をみても着実に圏芸の振

興が図られている。

工 高品質の米と特岱ある米づくり

① 高品質の酒米づくり

j酒米栽培の取り組みは，県農政協議会主催で行われた平成 8 年の農業振興大

会で，県工業試験場から講師を招き行った勉強会での「収量から品質の高い米

づくり j の話がきっかけで始まったものであるが，現証，県経済連との契約栽

培で，消米「西海134号J ，県の試験場で開発した特別栽培米「イ左賀・酒12号J を

地区内の水田約50ha で生産し，天 LLI ，窓の梅 鳴滝といった県内の酒造元ヘ

金量出荷している。

この酒米は食糧事務所で実施する等級検査において，全て特等又は 1 等(平

成10年度)で，上位等級比率(特等， 1 等の比率)が100% と県内第一の品質

を評価されており売れる品質の高い酒米づくり j の実践における大きな成

果といえる。

このような高い評価は，農協支部を中心として開催される研修会(年 3 回) , 

勉強会(年 1 固にその他各種会合等への農家の積極的な参加による技術力向

上の結果獲得したものであり 更には地区全体で高品質な酒米を生産できる体

制を整えるため一人の落伍者も出さないJ という緊密な連絡体制・情報交
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換による集落相互の技術研鏑の成果ともいえる。

② 減農薬米「鯉が育てたお米」づくり

地区では，王子成10年度から，田被えが終わった水間 (30a) に慨を放流する

というユニークな減農薬水稲栽培に取り組んでいる。

この特徴は，間に放流された鯉は萌芽時期の雑草を食べる J ， I水EE:Iを泳

ぎ犯iることで泥土をかき混ぜ光量不足により雑草の発生を抑えるJ という効果

や「その糞を有機肥料として活用することで化学肥料の使用最をが削減でき

る J といった効果が考えられるものであり，県内で初めての試みだ、った。

この試みは出費者ニーズに応える米づくりを常に前進させていくという考

えのもとに実施しており， 6 月 251ヨに行った放流会には，地元の園児73人を

招き， 900匹の鯉をバケツから放流するという地J淡のイベントとしても関心を

等せられているものであり，新間報道等でも広く取り J二げられた。

実際に放流した期間は，旧植えの後から，7)(を落として泥を li!ilめる「中干し J

をするまでの 1 ヶ月間であったが，鯉を放流した水間では除$斉IJ を散布しなく

ても雑事は縫認されなかったという成果が得られた。また，水 1:1'1の水を落とす

頃には，治資者との交流イベント「鯉の機み取り大会(子供まつり) J を行い，

地元園児や凶与lMl小子供クラブなどから約100名が参加し盛り上がるなど，地

域とのコミュニケーションの場としても大きな役部を果たしており，将来は，

健康志向にマッチした減農薬米の f鯉が育てたお米j として直売所で販売する

ことを夢見ている。

オ 産売pJTの設霞による f流通J を念頭に撞いた生産活動

のきっかけは，地元で生産された，ほうれんそう，ゴボウ，白

大根，花，玉子二などの農産物を提供し，治費者との交流を図りながら照与賀農業

の PRができればというものだ、ったが 現在 日曜日の午前中だけという限られ

た営業時間に拘わらず， 150~200人の人出で娠わい，商品もほぼ売り切れる盛

況ぶりをみせており，閉店時刻も午前 8 時であったのが 行列ができるため 7FJ

からは 1 時間繰り上げられるなど地域に定着したものとなっており， 2 ~3 年後

には，直売所の規模の拡大を検討しているところである。

この直売所は，地区の48戸の農家により実践協議会の下部組織として組織さ
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れた実行委員会が，平成10年 12月から佐賀市では初めての農産物直売所である

「西与賀やさい畑j をライスセンターの敷地内に設置したもので，地区農家が栽

培した野菜を中心に，漬物や有明海の特産物で、ある「のり J ， r赤貝j などの海産

物の販売を行っている。

商品には生産者の氏名が記入されたラベルの表示がなされ，買い物客:の中には

生産者の名前を見て締入する入も出てくるほど，回定客も培えており，消費者に

は「生産者の顔が見える高品を購入することができるj という安心感を与えるこ

とができるとともに，生産者には「消費者とのふれあいを大切にすることで生産

意欲が高ま抗野菜作りが楽しくなったj という“やりがい"の再発見にも繋が

っている。

また，売れ残った商品は出品した農家へ返品されるため何故，売れなかっ

たのか。次はどうすれば売れるかJ という諜題に取り組むことで，必然的に「売

れる商品ムつまり流通J を J念頭に短いた生産活動に結び付いていくという積

極的な展開がみられている。

この直売所の店員は全員地区内

の女性で，そろいのエプロンで迎

え，お客さんとのさ、つくばらんな

会話が楽しみとなっている。

また，最近では狼自に，庭に栽

培している花を持ち寄って販売し

たり，集落毎に，白菜や高菜の漬

物，イチゴジャム等，農産加工の

分野へ取り組んだ、りと自主的な展

間も見せ始めている。
写真 2 直売所「西与賀やさい畑j は大軍基況

将来は，各集務の地域性(特徴)を生かした“手作り"の産品を女性の視点か

ら開発し，販売することを目指して研修会 勉強会等を積極的に行うなど，今後

の展開が期待されているところである。
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(2) 生活・文化酉における特徴

地区ではこれまで，祭やイベントなどを定期的に開催し地域の交流を図ってき

たが，営農而での“集落カの復活"に呼応するように，次第に生活部においても

集落力を発陣しようという意欲が生まれてきた。

これにより，昭和58年からは丸田集落を始めとした段村公闘の設置，天体観

測のための望遠鏡や息空学官室を揃えた西与賀コミュニティセンター(平成 4

:4:':)，ブルースタジアム(佐賀市立野球場:平成 8 年)の実現に|向けて大きく活

動を行時ってきたところであり，平成 8 年からは，元キEI応地区において.県下でも

いち尽く農業集落排水事業に取り組むなど 現在では先進的な地区となっている。

ア “集溶力"を結集した美しい農村景観づくり

① 美しいクリークづくりと景観美化

佐賀0/里子の最大の t計投であり，かつ多面的機能(用排水 ， iJV}く調整，水質浄

化，生態系保全など)を有するクリークについては，出{主{七の進展により生活

雑排水が流れ込み，かつての賎かな農村の象徴的風物から，一時は汚れの代名

詞的な扱いを受けるほどの有様であったが，結極Ij~な農業生産活動の取り総み

をきっかけに，かつての美しい“水辺"をT写生しようという気運が生まれ，住

宅街で、の公共下水道の実現，農村吉1;で、の集落排水卒業への積惚的i絞り組み，

落全戸による定期清掃などにより，次第にその美しい姿を取り戻しつつある。

さらに，平成10年度には，地区の農家と一般住民のボランティアがJJ;を合

わせ，西{子宮司小学校と，地区の 7}く剖農業のシンボルである西与賀ライスセンタ

ーまでのクリークと農道沿いの II刷l宇約 1 km に 約 4m に育った絞の木「ソメ

イヨシノ J 115本を植栽した。植栽作業は 2 月の!被しい 322 さの rf'l で実施された

にも拘わらず，実践協議会の役員のほか，段業務r70人，ボランティア知名な

ど 100人以上が参加して行われ，将来は「子供述の入学時の思い出にj という

地元住民の期待が込められたものとなった。

また力強い集落力j の象徴として，県道沿いのほ lJ}} 55a に「ひまわり j

を総裁するなど，吏なる美しい農村景観を l=:l指した取り組みを行っている。

② シパザクラの定槌による農道の景観穀備

fシパザクラJ 定摘のi直接のきっかけは，農道が舗装され雨水が政按水聞に
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入り，畦畔の土を流してしまう

こと，雑草が生え景観が悪いこ

となどの問題にどう対処するか

話し合いを重ねてきた中で出て

きたものであるが，土砂の流出

が防げて雑草主も生えにくくする

という機能面の対策のみならず，

人の気持ちをなごませ，地誌で

も誇れるような美しい景観づく

りを行うという美化活動の一環 写真 3 農道沿いのIl珪畔にシパザクラ等

としてけむを定植することになったものである。

この美しい農村景観づくりへの取り組みは，実践協議会において平成 8 年度

からマツバギク，シパザクラ，パーベナ等の被覆作物の試験栽培に着手し，花

の開花期間の長さ，管理のしやすさ等を考慮しながら花の選定を行った。

平成 9 年度には，地区内の 3 集落，延べ 3km の農地の畦畔にシパザクラ

を定植し，花がつく 3 月下旬から 10月上旬には一面に咲き誇るなど，豊かな

潤いある農村風景を描き出し，今では地域住民の散策コースともなっている。

イ 子供述の「食と農J への理解を深める農業体験

農作物が実i僚に ji表情されている現場を知らない子供達が埼える中，実践協議会

の青年部が中心となり，農業を実際に見たり，農作業を体験するなどして，農業

への理解や地元への愛着を深めてもらおうと小学生を対象に「西与賀農業見て歩

き交流会J r水稲栽i音の体験農業J を実施している。

① 「商与賀農業見て歩き交流会J

これは，学校で産業に関する勉強をする小学 5 を対象に“私たちの街の

農業を湾発見してみよう。"とのサブタイトルのもとで，地元農業の生産現場

を実際に見学し，農業と地場産品に対する愛着を深めてもらうことを目的とし

て毎年実施しているものである。

平成10年度には，地元西与賀小学校 S 年67名，先生 3 名， PTA 役員 10名を

招き，イチゴ，ミニトマト，小ネギ等のほ場を見学しながら意見交換等をfTい，
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更に，農協の野菜集荷場で選別，

箱詰め作業:といった流通の.tìfi討

も学習した。

交流会に参加した小学生は，

非農家出身が多く，野菜が資っ

ている状況を見るのが珍しいら

しく「ミニトマトとトマトの栽

陪の違いはJ rイチゴの色はど

うして赤色なのかJ など素朴な

質問をしたり農業は大変だ 写真 4 jt13与賀農業見て歩き交流会

けど，植物が育っていくのは楽しそう J と農業に対する理解や関心も深まって

いる。

② r 71く稲の体験農業j

これは，青年部の盟友 (52名)が地元子供会60名と一緒になって 10a のほ場

で 5 J=J の詰作り， 6 PJ の田械え， 8 PJ の生育調査， 10 月の稲刈りまでの一連

の水稲栽倍作業を体験するものであり 収穫時には体験学習JI)(礎祭J を行

い，自分たちでつくったお米をおにぎ、りやカレーライスなどに調理して食べて

収穫の喜ひきを実感してもらうとともに，農業を身近なものとして親しんでもら

うことを目的としてf子っている。

当初，実践協議会から小学校に依頼して実現したこの取り組みは，現在では

小学校からも心待ちに tされている行事として定着しつつあり，今年度からは，

小学校 2 年生を対象とした「バケツでの稲作り J を新たに行うなど，学校と連

携した新たな食農教育に結び付いている。

ウ 地域交流を深めるイベント活動

① ふれあい農業祭

毎年 12FJ に実施するふれあい農業祭は，西与賀ライスセンターを会場に地

元農産物の即売や，豚汁，ït13与賀産米のご飯等の無料配布を行ったり，地元の

高齢者の指導のもと，苦からの伝統工芸を伝えるため，注連縄作りコンテスト

や鏡餅づくりコンテストなど各様の催し物を開催し 地仮住民のほか地区外か
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らも多くの人が集まるなど，大変な賑わいをみせ，地域住民間の交流や都市住

民との交流に大きく寄与している。

② 「家族で玉ねぎ掘りをしてみませんかj

平成 9 年ら月にスタートしたイベントで， 1'11内から約 100総の親子が参加し

玉ねぎ、掘りに汗をかき，カレーライスを味わうなど地元住民と消費者との交流

を目的に行われている。また 参加者に対して痕売所の案内等を行ったり，参

加者が再訪するなど，一過性のものとしてではなく，生産者と消費者の繋がり

の糸がlí1Ji実に紡がれている。

③ 西与賀春まつり

自治会が中心となって住民総出で開催されており，地元の小学校を会場に，

農産物の展示販売のほか，各集落からの炊き出しゃ，手芸品等の展示販売，地

区内の各商店や製造業者等も出店し 地区全体のお祭りとして賑わいをみせて

いる。

エ 新たな展開を目指す女性達

地区における女性の取り組みは， j直売PJr における積極的な行動にみられると

おり今後の可能性をより期待させるものである。

生活面においてはゴミ減量のまち推進運動j の一環として，エfZ-成 5 年か

ら EM 菌を活用した生ゴミの堆肥化に取り組んだり，王子成10年からは， JA 佐

賀市の女性部を中心として，農産物加工グループの“ひまわり会 (6 名) "や，

さらには，高齢者の介護支援の活動に取り組む，“さざんかの会(1 2名) "を結

成するなど.常に，今後必要となる事柄について前向きに対処している。

特に，高齢奈の介護支援については‘来年度から導入が予定されている介護

保険制度を念頭に，話し相手，買い物，野菜や花の栽協をi議した閤芸療法，食

事や身の回りの陛話など，当該地区での“集落ぐるみ"の支援を考えての体制

づくりともいえ，現在ヘルパー資格の取得に向けた研修，高鈴者との大食事会

を行うなど，今後来たるべき高齢化社会に対峠し，集落全体の問題として支え

合っていこうという姿勢は，今後の“新たな農村会の公共事業"として大きな力

を発J草するものである。
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(3) むらづくりの性格

ア 一般的に，兼業牝・混{主化が進んでいる地域ではむらづくりについての合

窓形成が非常に難しいが，ごi諾地区では，農家だけでなく ~Iõ農家もそれぞれの役

割を担いながら“地域づくり に積倒的に参附しており，営農商だけでなく生活

・文化面も含めた“集落力"を結集した幅広い活動が展開されている。この集落

カ(f凶々の役割分担による多様な人，多様な組織の結集)がむらを変え，都市近

交1\ll~業の“持続的発展の形"を作り上げている。

イ 営農面では，兼業化や担い手の減少が急激に進むなかで集落を単位として

機械利用組合を設立し，大型機械の効率的利用を追求するとともに， il伝作作物の

|現地位など，民地の計倒的な利用体系を総み立てた生産性のおい都市近郊型の土

地平IJfIJ型農業を確立しており，新しい食料・農業・農村基本法が示す，効本的で

望ましい農業構造の縦農業の持続的発展など新しい農業・農村のあり方にめ

った具体的な展開がなされている。

ウ 集務停にmい手の確保状況や高齢佑の進行状況に浸があることから，各集

落の実態に即して相い手が主に農作業を担う機械利用組合，若手サラリーマンが

オペレータとして活躍する機械利用組合，さらには高齢者が常践に積極的に参両

できる組織など，それぞれの集落に合わせた生産体制を確立している。さらに

各築港の機械利用組合を地域全体で紹瓦補完する「機械利用組合連絡協議会J が

設置されるなど広域的な連携システムが形成されている。

こに 元相応集落のキャッチフレーズ iTOUJ (T=たくましい(農業)， 0=おも

しろい(共悶)， U=美しい(農村づくり) )にみられるように，兼業化，混{主化が

進むなかで， -兼業にとらわれず，誰でも参加できる集務営農システムをつ

くりあげている。

オ 土地利用担操業の省力化によって生み出された労働力を生かして，ポ，ねぎ\

イチゴ，アスパラなど関芸作物の導入・ il\え作が進んでおり農業所得の i有LI::.に寄与

している。

カ 4.活・文仕出でも「働くだけでなく生活断での潤しりを岱擦に，シパザク

ラやソメイヨシノの定槌，多郎的機能を有する美しいクリーク対策など，地域を

美しくする運動に，農家だけでなく地域住民総出で取り組んでいる。
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また，次代の担い手である子供たちを対象に「水稲栽培の体験農業」や「西与

賀農業みて歩き交流会J などを開催し，農業に直接的に触れ合うことで農業の良

さや大切さ等，農業への理解を深めている。

さらにふれあい農業祭J ， I間与賀春まつり J など多彩なイベント活動を通

じて，住民参加の地域交流が定着しており，このことが，活き活きとした地域づ

くりにつながっている。

キ 女性の新しい取り組みは，今後ますますその必要性が高まるであろう環境

保全の問題，高齢者介護の陪題といった自分たちにとって，地域にとって，正に

必要な部分への取り組みであり，そのことが地区全体の調和に繋がっていく点で

極めて重要な位置づけである。

騒むらづくりの優れている点

(1) 集落力を再結集した水田農業の篠立

ア 混住化が進む都市近郊において，兼業主体でも農地を守り規模拡大を図る

ためには，集落ぐるみの営農が不可欠であることから， 8 集落中 7 集落で機械利

用組合を設立，水稲・麦・大草の基幹作業は全農地の80% (平成 12年には全集

落100%予定)をカバーしており，大幅な低コスト化，省力化が図られている。

イ 機械利用組合は，役割分担(米麦基幹作業は担い手・サラリーマン農家の

若手，栽培管理は高齢者・兼業の各農家)を明確にすることで効率化・省力化を

実現し，余剰労働力を{也の作物や美化運動に振り向けるなど“集落営農の形"を

明確に示しており，今後の他地域における多様な担い手の育成に向けての波及効

果が大きい。

ウ 余剰労働力がブロックローテーションによる大豆の団地化(収量360kg/

10a) ，玉ねぎ等の作付けなど転作作物の生産拡大につながっており，地区内の耕

地利用率はおよそ200% まで上がっていることは特筆すべき成果である。

エ 西与賀農業の PR と，新鮮な農産物を提供することを沼的に設置した直売

所 fやさい畑j は，流通・販売への意識の改革はもとより，野菜・花等への栽培

意欲の向上，加工グループ(ひまわりの会)の発足 消費者との顔の見えるっき
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会いなど女性のカを最大限に引き出している。

(2) 都市住民と融和した地域づくり

ア 「今，農業に何が必要か (TOU: Tニたくましい， 0=おもしろい，

U=美しい) J を基鵡として，心のふれあう都市住民参加型の地域づくりが受け入

れられており，者[\市近郊農業地帯の理想的な姿を形成している。

イ 美しい農村景観づくりとして，市街地の下水道整備，農村間住地での集落

排水整備，定期清掃になどよる美しいクリークの復活， 1自民のシンボルであるラ

イスセンターから小学校までの農道沿いへの桜並木(子供の入学時には桜の思い

出を)の設置，一般農道!協の 11庄 111半にはシパザクラ等の植栽，転作田には集落カを

イメージさせる fひまわり関」を開設するなど積極的なアピールをしている。

ウ 子供たちの食農教育(農業体験学習)として f凶与賀農業見て歩き交流

j水稲栽ii5体験学習J を PTA，先生たちが一緒になって実施してい

ヲ

-<;)0 

エ 地域交流を深めるイベントとして， r ß慢のつかみ取り大会J ， rふれあい農

業祭J ， r家族での玉ねぎ掘り J ， r凶与賀泰まつり j など農業を通じた住民参加型

の地域交流がなされている。

オ 新たな女性活動の展開として，薩売所「やさい畑j の運営の外，ゴミ減量

のまち推進運動の一環として EM r~î を活用した生ゴミの堆肥化に敬絡み地区内に

配布，また高齢者介護支援のため「ささやんかの会J を発足し，高齢者の話し相手，

貿い物，園芸療法，食事，身の回りの I立話などを目標に，現在ヘルパー資格取得

のための研修を行っている。また， :4三年 8 月には地元に伝わる郷土料理で地区内

高齢者をもてなす大食事会を開催するなど 時代の要請に合わせ“新たな農村の

公共事業"に女性が生き生きと取り組んで、いる。

(3) 多様な小組織をむらづくり組織として結集し雫むらを変える

ア 農業生政部門においては昭和62年に効率化省力化を目指して地院内

全農家の参加によりライスセンターを設置し，かつての f集落カ(多様な担い手

の役割分担による倍隠する集落全体の力) J を再編成し，秩序ある土地利用(健

内
/

ρ
れ
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良農地の確保，最大限の利用)を目指し，ほ場整備に取り組むなど「兼業でも規

模拡大をJ をスローガンに新たな土地利用型農業の確立を実践している。

イ 平成 8 年に機械利用組合などの農業組織，自治会，子供クラブ，公民館，

M 各部会の各代表で構成された実践協議会が設立され，年間のむらづくり計画

.実践は集落力の結集と各組織の有機的連携で広がりのある活動ヘ発展している。

ウ 先人の干拓，クリーク(水路)整備への努力農業・農村を守る」とい

う不変の意芯を背景に，かつての統制・画一的なむらの体制から，低迷期を経て，

集落力の再結集により機械利用組合を軸に集落営農実賎しており，この農業の再

編成が生活へのゆとりを与え 生活・文化面を含めたむらづくり活動への発展に

つながっている。

ヱ 混f主化が激しく，農家の占める割合が低く，合意形成の難しい都市近郊に

おいて，多様な農業外の小組織を柔軟性のある一つのむらづくり総織に連結させ，

都市住民を巻き込んだ活動を展開しており，手~に，むらをいい方向へ変えていく

“集落力"とそのエネルギーを初沸させる。
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(参 考)1.佐賀農業・農村むらぐるみ発展運動 的与賀地域実践協議会組織凶

(平成 8 'rド設立)

í1li王子資地域実践協議会

(匹I与賀支部民政協議会)

制組合協

'>M:- j虚作奇1\ 会

(事蓮存蔀~):148名)

1~~1 g:;郎会
m足芸部会 :481う)

間住民部会
(闘lílll!部会: 1 名)

i!? 年古11 ìIg ワー賀支部
G守主1三者[1関与iW支{ig訪ね

各1長滋生1夜組合 (8 集滋)

共同乾燥施設手IJ JjJ組合
(全:llllJ~史)

'滋f災集団 (2 集落)
(肉太郎，元相応)

機械手IJm総fì(5 t!~i等)

大交伝統集団 (8~浴)

t<"11:部保jfJ.tマ R 音11
ttz:.'11:羽詰1寄与伐支部・節約

0ひまわり会 (6 名)

0さざんかの会(12名)

関与伎やさい対II実行委員会

(会員: 48戸)

p可与彼自治会

i成与 21 公民主席

0各君主務自治会(1 5)
O老人会
0紛入会
O校区体育協会
O子供クラブ

0各~I~喜公民分館(1 5)

itr:t{{ r行先端技術資及研究会
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一・ F 戸、 官、，司‘咽司 、.

，.~----~ 

ßß手口 昭和 玉fZ.!1JZ 平成 長室 近 年
備 考

55年 60年 2 年 7 年 対日年比 構成比

人 総人口 7.528 7, 359 7264 7, 156 7.147 94. 9 (1J!i近)年の女将人口

内農家人口 941 832 737 711 705 74.9 9. 9 総人u 3 ， 725人

!こl 訪~ 165歳以上人口 722 787 845 1,052 1. 072 148.5 15.0 J!~~( 人1:) 371 人

総 i世帯数 2. 189 2. 337 2.403 2,614 2.612 119.3 f民主主後継Wi' Ufd~\ヰ ~67.G%

fA 草F 農家数 179 167 149 139 139 77. 7 W'Xi 75.0% 

兼 内 写卒 業 11 12 14 9 8 72.7 5.8 H~ 70.7% 

7.}IJ 訳 1 ~長 99 92 86 48 41 41. 4 29.5 ~k;;t~ 75.0% 
l II ~ft 69 63 49 82 90 130.4 64. 7 iW :CÌê，註 71. 1¥% 

家
主業 9 8 5.8 認定段;ti ð数(うち法人)14 

内
広?l三2パL

言尺 準立ミ業 27 28 20. 1 J約十PJ子li!l業従事汗数92人

数 2 創業約 103 103 74. 1 H:\総本 55�l':: 0.0% 
数 非農家数 2.010 2. 170 2, 254 2.475 2,473 123.0 7 年 0.7% 

i杉見3 O. 5 ha 未満 22 23 12 13 12 54. 5 8.6 戸当たり平均耕作規模

E4日数2 iごj 
。 .Hha来潟 37 26 26 21 21 56. 8 15. 1 1. 811a 

等 1 ~2ha 未満 71 60 46 45 45 63.4 32.4 

2 ha 以上 49 58 65 60 61 124.5 43. 9 

*)1= 地 257. 7 261. 5 267.9 253. 7 253. 0 98. 2 100. 0 J白区 flrlflí 535h<1 

利?

|村普通田 畑 255.2 259.5 266. 7 252.6 252. 0 98. 7 99. 6 総j也本 47.376 
地

積i面 O. 4 1.2 O. 4 O. 9 1.0 250.0 O. 4 林野本 o. ()% 

格j I麹地 2.1 0.7 O. 8 0.1 0.0 l ;t j~l:t完備本日j 100.0% 
生吋占な: 訳牧草地 知I 100.0% 
ha 

採:経放牧1自 利JII絡設定 18.(-)% 

えと ha 214. 5 202. 2 186.9 238.6 216.0 100.7 l'な経営実日明日

作 麦 ha 236. 9 222. 2 237.1 190.2 202. 0 85. 3 Jj， +î己

大王2. ha 6. 0 8. 5 13.6 5. 0 47. 0 783. 3 米 2主+総投Lìll芸

イサ ミートマト ha 。。 。。 O. 1 。‘ 2 O. 2 米・変ト路地野3誌

面 アスパラガス ha 。‘。 。。 O. 5 0.8 0.8 

手責 ヨ2葱 ha 2. 7 9.7 4. 2 6. 5 8. 0 296. 3 

レタス ha 。。 。。 3. 5 4.4 7. 0 
等
イチゴ ha 。。 O. 5 O. 9 O. 9 中ii; fl'illÎÍli 65. 211a 

乳牛 頭 46 22 38 36 87. 8 (転作 .f26.9%)

米 百万円 437 405 418 423 336 76. 9 59. 0 yニî ~~たり m1i toJl 't i"li. tú

段 麦 173 128 154 93 65 37.6 11. 4 .1. OI'�)JIll 

業
大.îL 27 22 18 9 52 192.6 9. 1 (\'j.1i I;~'，誌の戸当たり

1妊
ミニトマト 。 。 7 9 8. 7 1.5 11U'Hll'Uli綴)

5住
アスパフガス 。 。 8 10 13 2. 3 10.0子j'Jîl'l

五葱 13 20 14 18 23 176. 9 4. 0 
産
レタス 。 。 13 16 15 2. 6 

額
イチゴ 。 25 28 31 36 6. 3 
乳牛 50 39 18 18 21 42.0 3.7 

ハ
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3. むらづくり年表

生活・文化問

1I1J，手1130

40年代

関手1150

60"!三1ï;

次 中
一

E五 珂

-ビール安全波団地化への取り組み始
まる。

[l1g和38年}

・「米25li トン生産確保運動j 始まる。
[1昭和39年}
. r新佐賀段階会長づくり渡部IJJ が始ま
る。

[f収不1146年}
-生産訴Hを 5 ヶ年言I-i国iの実施
[1113平日47年}
-佐賀市農業娠興地域2芸術i計闘が策定
され， 関与賀 10Jでは. ;jミ麦さ与を J辰B"li
fl'羽としてJS定される。

・もちう!と生疎開 lt!l化への取り総み始ま
る。

[1沼平日 58今三]
. !尽'8 下ー拓地等農地整備す妥当芝始まる。
(平成 6 年終了)

[11自手1162"!õ]
・附与T2地I?(大);見様乾燥調製店主設の設
獄。

fふれあい民業祭j 始まる。
rp_q与奴若手まつり j 始まる。

[1昭和61年〕
r 71く稲の体験農業j 始まる。

平成元年以降

。
の
運
'
栽
て
交
。

設
へ
展
。
ラ
験
し
き
み

開
化
発
立
ク
試
を
歩
試

一
犯
み
設
、
ザ
地

o

り
て

o

の
。

タ
創
る
の
バ
現
施
倒
見
施
り
鐙

ン
別
ぐ
会
シ
の
実
ぎ
業
突
く
設
。

セ
引
ら
議
て
ク
の
ね
伎
の
づ
の
施

イ
土
進
む
協
し
キ
始
淀
川
見
ト

J
J

実

テ
三
。
推
村
践
と
バ
業
で
与
ン
米
畑
の

ニ
オ
る
ち
成
実
際
ツ
事
庭
凶
ベ
お
い
援
)

ユ
改
ま
ま
・
奴
一
マ
水
家
汀
イ
た
さ
支
会

}
ミ
]
日
始
の
〕
業
地
の
，
。
排
]
「
か
の
]
て
や
殺
の

年
コ
年
紋
み
没
年
山
総
資
動
ナ
う
溶
か
小
ト
ん
等
年
中
材
質
介
か

4

賀
5

を
組
減
8

問
m
K
7活
ベ
行
集

9

ン
せ

J
ω
が
いh寸
半
世
ん

成
与
成
約
り
ミ
成
俊
凶
化
一
を
業
成
ベ
ま
会
成
制
限
沼
齢
ざ

平
山
間
前T
M
市
川
ゴw
γ佐
勤
災
パ
結
成
平
イ
み
流
平
「
「
お
さ

{
{
う
{
{
[
(川
県
対
周
辺
対
対
攻
。

倣
進
利
展
。
進
進
設
み

怒
捻
械
発
立
推
般
の
試

限
切
化
機
み
設
化
化
加
の
。

闘
強
回
る
の
強
強

3

り
鐙

ル
制
丸
ぐ
会
制
制
。
，
。
く
設

デ
休
'
ら
議
体
体
立
班
立
づ
の

モ
迎
合
む
同
制
度
産
設

1

設
J
J

業
生
組
。
村
践
生
生
の
ム
口
の
米
畑

山
脱
等

o
別
立
淡
実
等

o

等
。
悶
組
問
お
い

悶
作
施
利
設
・
区
作
施
作
施
業
用
集
た
さ

]
水
。
]
稲
実
械
の
]
鴨
川
市
地
稲
実
]
稲
爽
曲
以
利
〕
成
て
や

年
型
る
年
年
の
機
班
年
出
版
奴
年
の
年
年
の
営
械
年
常
古
川
州
政

3

紀
ま
7
7

業
応
2
8

県
与
8

業
9
9

業
応
機
凶
削
仰
が
与

成
彼
始
成
成
本
相
合
成
質
問
成
事
成
成
事
相
自
成
大
州
問
問

平
れ
業
平
平
附
版
元
組
平
佐
動
平
策
半
前
十
策
一
冗
丸
平
向

f
f

[

[

[

[

[

 

-271 



司王 主義 名 事業種類 事業主体 実施年度 事業内容 事業量 事 *yl(
}ヲ Jj 円

(生産基盤当関主:係f;2) 国庫補助 県 S58~H9 i玄減3諮問・乾由化水 250l1a 3.603 

県税営{級事I~自拓業地 地 路整備

(城西第 1 池区)

~i!l;紀型水間農業�ff; 国庫fìlì効 ::Ulli改良区 H3~Hl 2 25業生産の集積等 182h乱 18 
モァヰ岡j易強制Îi
i笠業
(城西第 1 地区)

佐賀南部広域農道 |議庫補l)J I 県 S47~H7 J;~jJ[の設備・舗装 1 _ 747 105 
日1

tさ

品合(西銭振与興tF産I対ラ量束イ監事ス年業セ
i支l庫総JJ)J 佐賀市民協 S61 共同乾燥誹i製胞設の 早i!~J~'品ミラfiXル 405 

7えとi片ロ山ぇ 。止III引"'JいF 

l エt

林 ンター)

地域業農業活性化対 県 lìij虫 P耳与賀ゴ地区 H5 イチゴ夜冷青函施設 1 斜i :l.l 
策事 イチヨ三i盗

水
級合

稲作総等生産体制業強 子長身i ð虫 丸岡第 2 機 H7 ri3lJlt型コンパイン 5 1 台 7. 9 
化合対策事 械事IJ用組合 条メリ

元手目応機械 H7 自 )J見書店コン!\イン 4 1 台 8. 1 
産 利用総合 条メIJ

元相応機械 H8 乗用問植機 6 条槌え 1 合 1. 7 
手IJ悶総合

~' さが原i芸活性化事 県 lìi 3rt! r[百与裂三~平ー、地g H8 玉ねぎI主主主機 1 I守 4. 5 
業 玉ね !J.:)}f' 

。ild止1L/仁込1 

佐域振賀興市露モ地デ野ル菜事地業 r1J tれ狼 立耳継9-機ty玉}fi:[ H8 予子前施設 l 税f 1.5 
関 ヱ左 手U Jîj

総合

活力ある米・ Z麦Fつ 県単独 的i太虫g 機メ〉、械 HlO El脱型コンパイン 6 1 台 12.0 
くり促進対策業 利用組 条メリ

{系
間与機賀♂入南械部 H10 :乗用トラクタ -64 1 台 6.4 
地区 平IJ PS 
用組 乗用問植機 6 条械え 1# 1.9 

城同地区機メ仁年1 
H10 

械利用組 トラクタカ )vチ l 台 O. 8 

体新鮮f/jiJ支野援菜司生王産業供給 市単独 凶与賀やさ H10 i直売所 lt点 O. 8 
い畑逃!r~i;協 (l 2t平)
副主え主バZ合言、

農(生業産集相環境排関水係事)) 業 国庫補助 佐賀市 H8~Hl O 下水道怒備 54戸

(元 浴応地区
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花が咲く明るいまちづくりと
元気のある農業を巨指して!

西与駕地域実践協議会

(代表平山多喜男)

立耳与賀地区は，県都佐賀市の中心市

街地から車でト数分の者fi市近郊の農業

地帯?であり，総世帯数 2.612戸のう

ち，農家戸数139戸というように，近

年，都市化毘{主化が進んだ地区です。

従来から，干拓事業などにより整備

された広大な農地と肥沃な土液.f!1î南
l援地のも昆援な気候という窓まれた会主{!f'

を活かし.71<稲，大豆，変~~~の土地利

用型作物を主体としたf没業を行ってき

ました。

このように，中山間地と比べ • IÆさ業

1: nîf条件がよかったため，これまで高

齢化対策や担い手の苦手成という問題だ

けに闘を向け，それも各f史家において

のみの問題解決に当たり，集落として

対処することは，ありませんでした。

しかしながら. 40年代後半から.

兼業化や混イ主化の進行など，地域を絞

り巻く探境が大きく変貌する中で，農

業者だけでなく，地域住民を含めて，

新しい集落農業や魅力ある農村の方向

を模索してきました。

特に，平成 8 年度佐賀県農業・段村

むらぐるみ発展運動の地域指定を受け

たことを契機に，集落としてのカを活

かし

① 機械利用組合及び営農集留の設立，

契約栽I音米の品質向上，特色ある米

づくり，地区全体での転作の実施と

ブロックローテーション等効率的な

集浴生産体制の改善

② 地域農業省と自治会及び公民館組

織等地域ぐるみでのふれあいと PR

j舌動

③ 陛目半， クリーク沿い，水出の美化

活動

④ 地域でf佐藤された新鮮，安3':.安

心な農産物i直売所の設置

等に取り組んで、きたところです。

現伝では. 21世紀に向け，今，農

業に何が必要かを問う“TOU" fT= た

くましい段業.0=おもしろい共同，

U=美しい燦村づくり j をスローガン

に生活の中にゆとりを築くため，集落

力を発探させているところです。

私たちは，農業という重要な産業，

先人浅から受け継いだ貴重な財産，更

には， 日本の!京風景といえる安らぎの

ある農村を，よりよい形で将来へ引き

織ぐ義務があると忠、います。

このため，魅力ある農業，活力ある

農村の形成を目指して，なお一層，努

力していきたいと考えております。
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